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製品を安全に使用していただくために 

● 本書の取り扱いについて 

本書には、お買い上げいただいた製品を安全に正しく使用するための重要なことが

らが記載されています。製品を使用する前に本書をよくお読みください。 

特に、本書に記載されている「安全上のご注意」は必ずお読みいただき、内容をよ

く理解したうえで製品を使用してください。 

本書はお読みになった後も製品の使用中いつでも参照できるように、大切に保管し

てください。富士通は、お客様の生命、身体や財産に被害を及ぼすことなく安全に

使っていただくために細心の注意を払っています。当製品を使用する際は、本書の

説明に従ってください。 

Microsoft、Windows、MS-DOS、Windows NT、Windows Server、Windows Vista は、

米国 Microsoft Corporation の米国および/またはその関連会社の商標です。 

ESC/P、ESC/Page は、セイコーエプソン株式会社の登録商標です。 

IntranetWare、NetWare は、米国ノベル社の登録商標です。 

ウイングアーク テクノロジーズ、SVF、Super Visual Formade、RDE、Report Director 

Enterprise は、ウイングアーク テクノロジーズ株式会社の日本およびその他の国

における登録商標または商標です。 

Adobe、Acrobat および Reader は、アドビシステムズ社の商標です。 

その他の製品名、会社名は各社の登録商標または商標です。 

● VCCI 適合基準について 

この装置は、クラスＢ情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用するこ

とを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して

使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをして下さい。 
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● 本製品およびオプション品のハイセイフティ用途について 

本製品およびオプション品は、一般事務用、パーソナル用、家庭用、通常の産業用

などの一般的用途を想定したものであり、ハイセイフティ用途での使用を想定して

設計・製造されたものではありません。お客様は、当該ハイセイフティ用途に要す

る安全性を確保する措置を施すことなく、本製品を使用しないでください。ハイセ

イフティ用途とは、以下の例のような、極めて高度な安全性が要求され、仮に当該

安全性が確保されない場合、直接生命・身体に対する重大な危険性を伴う用途をい

います。 

・原子力施設における核反応制御、航空機自動飛行制御、航空交通管制、大量輸送

システムにおける運行制御、生命維持のための医療用機器、兵器システムにおけ

るミサイル発射制御など 

● 本製品の廃棄について 

製品（付属品を含む）を廃棄する場合は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」

の規制を受けます。 

法人、企業のお客様へ 

本製品の廃棄については、弊社ホームページ「IT 製品の処分・リサイクル」

（http://jp.fujitsu.com/about/csr/eco/products/recycle/recycleindex.html）

をご覧ください。 

●  漏えい電流自主規制について 

本製品は、日本工業規格（JIS C 6950）の漏えい電流基準に適合しております。 

●  電源高調波について 

本製品は、高調波電流規格 JIS C 61000-3-2 適合品です。 

● 矩形波が出力される機器について 

矩形波が出力される機器に接続すると、故障する場合があります。 

● 突入電流について 

本製品は、突入電流がありますので、UPS に接続しないでください。 
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はじめに 

このたびは、漢字プリンタ-15（FMPR3000G）/漢字プリンタ-10（FMPR2000G）をお
買い求めいただきまして、ありがとうございます。 
ご使用前にマニュアルをよくお読みいただき、プリンタが十分に機能を発揮できま
すよう正しい取り扱いをお願いいたします。 

2010 年 8 月 

 

● 本文中の略語について 

表：製品名称の表記 

製品名称 本マニュアルでの表記 
Windows® 7 Ultimate (32 ビット版/64 ビット版) 

Windows® 7 Enterprise (32 ビット版/64 ビット版) 

Windows® 7 Professional (32 ビット版/64 ビット版) 

Windows® 7 Home Premium (32 ビット版/64 ビット版) 

Windows® 7 Starter 

7 

Microsoft® Windows Server® 2008 R2 Standard 

Microsoft® Windows Server® 2008 R2 Enterprise 

2008 R2 

Microsoft® Windows Server® 2008 Standard (32-bit/64-bit) 

Microsoft® Windows Server® 2008 Enterprise (32-bit/64-bit) 

2008 

Windows Vista® Ultimate (32 ビット版/64 ビット版) 

Windows Vista® Enterprise (32 ビット版/64 ビット版) 

Windows Vista® Business (32 ビット版/64 ビット版) 

Windows Vista® Home Premium (32 ビット版/64 ビット版) 

Windows Vista® Home Basic (32 ビット版/64 ビット版) 

Vista 

Microsoft® Windows Server® 2003 R2, Standard Edition 

Microsoft® Windows Server® 2003 R2, Enterprise Edition 

Microsoft® Windows Server® 2003 R2, Standard x64 Edition 

Microsoft® Windows Server® 2003 R2, Enterprise x64 Edition 

Microsoft® Windows Server® 2003, Standard Edition 

Microsoft® Windows Server® 2003, Enterprise Edition 

Microsoft® Windows Server® 2003, Standard x64 Edition 

Microsoft® Windows Server® 2003, Enterprise x64 Edition 

2003 

Microsoft® Windows® XP Professional Edition 

Microsoft® Windows® XP Professional x64 Edition 

Microsoft® Windows® XP Home Edition 

XP 

Microsoft® Windows® 2000 Professional 

Microsoft® Windows® 2000 Server 

2000 

Microsoft® Windows NT® Workstation Version 4.0 

Microsoft® Windows NT® Server Version 4.0 

NT 4.0 

Microsoft® Windows® Millennium Edition Me 

Microsoft® Windows® 98 98 

Microsoft® Windows® 95 

Windows 

95 

Adobe® Reader® Adobe Reader 
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● 安全にお使いいただくための絵記号について 

このマニュアルでは、いろいろな絵表示を使用しています。これは本製品を安全に
正しく使用していただき、あなたや他の人々に加えられるおそれのある危害や損害
を、未然に防止するための目印となるものです。その表示と意味は次のようになっ
ています。内容をよくご理解のうえ、お読みください。 

 警告  注意 

この表示を無視して誤った取り扱いをす
ると、人が死亡または重傷を負う可能性が
想定される内容を示しています。 

この表示を無視して誤った取り扱いをする
と、人が損害を負う可能性が想定される内
容、および物的損害のみが想定される内容
を示しています。 

 

絵記号の例とその意味 

 
△で示した記号は、警告、注意を促す事項があることを告げるものです。記
号の中には、具体的な警告内容を表す絵（左図の場合は感電注意）が描かれ
ています。 

 

で示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であることを告げるも

のです。記号の中やその脇には、具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁 

止）が描かれています。 

 

●で示した記号は、必ず従っていただく内容であることを告げるものです。

記号の中には、具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントか

抜いてください）が描かれています。 

 高温による傷害の危険性について記述していることを示します。 

 発火する危険性について記述していることを示します。 

 
触れることによって傷害が起こる可能性について記述していることを 

示します。 

 
機器を分解することにより、感電などの傷害が起こる可能性について 

記述していることを示します。 

 一般的な禁止事項を記述していることを示します。 

 一般的な注意事項を記述していることを示します。 
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安全上のご注意 

■ プリンタ設置および移動時のご注意 

 
 警告 

 

   

 

プリンタの上にまたは近くに「花びん・植木鉢・コップ」などの水の入った容器、

金属物を置かないでください。 

感電・火災の原因となります。 

 湿気・ほこり・油煙の多い場所、通気性の悪い場所、火気のある場所におかないで

ください。 

感電・火災の原因となります。 

 電源プラグは、交流 100V、10A 未満の専用コンセントには差しこまないでください。

また、タコ足配線をしないでください。 

感電・火災の原因となります。 

 同梱の電源コードセットは当装置以外の電気機器への使用を禁止します。 

 添付の電源コード以外は使用しないでください。 

感電・火災の原因となります。 

  

 

電源を接続する前に必ず以下のいずれかにアース接続してください。 

・電源コンセントのアース線 

・銅片などを 650mm 以上地中に埋めたもの 

・D種（旧：第３種）接地工事を行っている接地端子 

アース接続しないで使用すると、万一漏電した場合に、感電・火災の原因となります。 

"必ずアース接続を行って下さい。アース接続は必ず、電源プラグを電源につなぐ

前に行って下さい。又、アース接続を外す場合は、必ず電源プラグを電源から切り

離してから行って下さい。" 

 

  

 

風呂場、シャワー室など、水のかかる場所で使用しないでください。 

火災や感電の原因となります。 
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 警告 

 

  

 

オプション機器の取り付けや取り外しを行う場合は、プリンタ本体およびパソコン

本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いたあとに行ってくだ

さい。 

感電の原因となります。 

 オプション機器を接続する場合には、当社推奨品以外の機器は接続しないでください。

感電・火災または故障の原因となります。 
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 注意 

 

   

 

プリンタの開口部（通風口など）をふさがないでください。 

通風口をふさぐと内部に熱がこもり、火災の原因となることがあります。 

 プリンタの上に重いものを置かないでください。また、衝撃を与えないでください。

バランスが崩れて倒れたり、落下してけがの原因となることがあります。 

 振動の激しい場所や傾いた場所など、不安定な場所に置かないでください。 

落ちたり、倒れたりしてけがの原因となることがあります。 

 直射日光の当たる場所や炎天下の車内など、高温になる場所に長時間放置しないで

ください。 

高温によってカバーなどが加熱・変形・溶解する原因となったり、プリンタ内部が高温にな

り、火災の原因となることがあります。 

  

 

プリンタを移動する場合は、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。接

続ケーブルなどもはずしてください。作業は足元に十分注意して行ってください。

電源コードが傷つき、感電・火災の原因となったり、本プリンタが落ちたり、倒れたりして

けがの原因となることがあります。 

 プリンタケーブルの抜き差しは、必ずパソコンとプリンタの電源を切ってから行っ

てください。 

電源を切らずに行うと、パソコンやプリンタが故障する原因となることがあります。 

 

v 



 

■ プリンタ使用時のご注意 

 
 警告 

 

   

 
異常音がするなどの故障状態で使用しないでください。故障の修理はお買い求めの

販売店またはハードウェア修理相談センター（138 ページ参照）にご依頼ください。

そのまま使用すると、感電・火災の原因となります。 

 表示された電源電圧以外の電圧で使用しないでください。また、タコ足配線をしな

いでください。 

火災・感電の原因となります。 

 プリンタに水をかけたり、濡らしたりしないでください。 

感電・火災の原因となります。 

 電源コードを傷つけたり、加工したりしないでください。 

重いものを載せたり、引っ張ったり、無理に曲げたり、ねじったり、加熱したりすると電源

コードを傷め、感電・火災の原因となります。 

 電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差し込み口がゆるいときは使用

しないでください。 

そのまま使用すると、感電・火災の原因となります。 

 カバーを外した状態でコンセントを差したり、電源を入れたりしないでください 

感電・火災の原因となります。 

 開口部（通風口など）から内部に金属類や燃えやすいものなどの異物を差し込んだ

り、落とし込んだりしないでください。 

感電・火災の原因となります。 

  

 
プリンタ本体のカバーや差し込み口についているカバーは、必要な場合を除いて取

り外さないでください。内部の点検、修理はお買い求めの販売店またはハードウェ

ア修理相談センター（138 ページ参照）にご依頼ください。 

内部には電圧の高い部分があり、感電の原因となります。 

 プリンタをお客様自身で改造しないでください。 

感電・火災の原因となります。 

  

 
濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。 

感電の原因となります。 
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 警告 

 

   

 
万一、プリンタから発熱や煙、異臭や音がするなどの異常が発生した場合は、ただ

ちにプリンタ本体の電源スイッチを切り、その後、必ず電源プラグをコンセントか

ら抜いてください。 

煙が消えるのを確認してお買い求めの販売店またはハードウェア修理相談センタ

ー（138 ページ参照）にご依頼ください。お客様自身による修理は危険ですから絶

対におやめください。 

異常状態のまま使用すると、感電・火災の原因となります。 

 異物（水・金属片・液体など）がプリンタの内部に入った場合は、ただちにプリン

タ本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。その

後、お買い求めの販売店またはハードウェア修理相談センター（138 ページ参照）

にご連絡ください。 

そのまま使用すると感電・火災の原因となります。特にお子様のいるご家庭ではご注意くだ

さい。 

 プリンタを落としたり、カバーなどを破損した場合は、プリンタ本体の電源スイッ

チを切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。その後、お買い求めの販

売店またはハードウェア修理相談センター（138 ページ参照）にご連絡ください。

そのまま使用すると、感電・火災の原因となります。 

  

 

 

電源プラグの金属部分、およびその周辺にほこりが付着している場合は、乾いた布

でよく拭いてください。 

そのまま使用すると、火災の原因となります。 

  

 
移動中に落下させたり、ぶつけるなどの衝撃を与えないでください。 

そのまま使用すると、故障の原因となります。 
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 注意 

 

   

 
電源プラグはコンセントの奥まで確実に差し込んでください。 

火災・故障の原因となることがあります。 

 プリンタが動作しているとき、給紙口や排紙口に髪やネクタイなどが巻き込まれな

いように注意してください。 

けがの原因となることがあります。 

  

 
電源プラグをコンセントから抜くときは、電源コードを引っ張らず、必ず電源プラ

グを持って抜いてください。 

電源コードを引っ張ると、コードの芯線が露出したり断線して、火災・感電の原因となるこ

とがあります。 

 使用中のプリンタは布などでおおったり、包んだりしないでください。 

熱がこもり、火災の原因となることがあります。 

 電源コードを束ねて使用しないでください。 

発熱して、火災の原因となることがあります。 

  

 
長期間プリンタを使用しないときは、安全のため必ず電源プラグをコンセントから

抜いてください。 

感電・火災の原因となることがあります。 

 近くで雷が起きたときは、電源コードのプラグを電源コンセントから抜いてくださ

い。 

入れたままにしておくと、プリンタを破壊し、お客様の財産に損害を及ぼす原因となること

があります。 

  

 
使用中や使用直後は、印字ヘッドが高温になります。温度が下がるまで触らないで

ください。 

やけど・けがの原因となることがあります。 
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 注意 

 

   

 
プリンタが動作しているとき、給紙口や排紙口に手を触れないでください。 

けがの原因となることがあります。 

 プリンタケーブルコネクタや印字ヘッドの金属部には触らないでください。 

けがやプリンタの破壊の原因となることがあります。 

 印字ヘッドが動いているときは、印字ヘッドに触れないでください。 

やけど・けがの原因となることがあります。 

 

 

 

連帳用紙は、連続して逆送りをさせると用紙送りトラクタから外れることがありま

すので注意してください。 

 用紙厚に対して用紙厚調整レバーのセットを適正状態で取り扱ってください。 

 リボンカセットは、指定の純正品を使用してください。 

 リボンカセットはインク補給機構を内蔵し、濃い印字を長く持続します。 

インクを使い切ると印字が薄くなり、そのまま使い続けるとリボンの布地がケバ立ち、繊維ク

ズが発生することがあります。この様な現象が見られたら早目にリボンカセットを交換してく

ださい。 

なお、プリンタの内部やローラ部に繊維クズがたまっている場合は、定期的に清掃してくださ

い。 

 リボン巻取りノブは、反時計方向に回さないでください。リボンがロックして回転できなくな

ります 

 リボンがたるんだまま印字を開始すると、リボンがからまったり、リボンの巻取りがロックす

ることがあります。 

 使用済のリボンカセットは、不燃物として地方自治体の条例または規則に従って処理してくだ

さい。 

 印字した直後は、印字ヘッドが高温になります。リボン交換時は温度が下がったことを確かめ

てから、印字ヘッドをリボン交換位置に移動してください。 
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■ 警告ラベル／注意ラベル 

本製品には、警告ラベルおよび注意ラベルが貼ってあります。指示内容をご覧にな

り、安全にご利用ください。なお、警告ラベルや注意ラベルは、絶対にはがしたり、

汚したりしないでください。 
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マニュアルの種類 
本プリンタでは、次のマニュアルを用意しています。目的に応じて参照してください。 

 

取扱説明書 

プリンタの設置と運用について、基本的なことを説明した印
刷物です。 

 

オンラインマニュアル（PDF） 

添付の CD-ROM 内に PDF ファイルとして収められています。 
本製品の設置・運用に必要な手順および本プリンタの持つす
べての機能について説明しています。 

 

はじめにお読みください（PDF） 

添付の CD-ROM 内に PDF ファイルとして収められています。 
本製品を Windows 7/2008 R2 上で使用する方法について説明
しています。 

 

マニュアルの構成  
本プリンタのマニュアルの構成を以下に示します。 

 取扱説明書 

目次 内容 

第 1章 お使いになる前に お使いになる前に知っておいていただきたい

こと、設置のしかた、リボンカセットの取付け

かた、電源の投入／切断について説明します。

第 2章 プリンタの機能と 

その使いかた 

操作パネルの機能や機能設定の変えかたなど、

プリンタのもつ機能と、その使いかたについて

説明します。 

第 3章 用紙のセット 連続帳票用紙、単票用紙のセットのしかた、用

紙厚の調整のしかた、印刷開始位置、行間ズレ

の直しかた、および用紙の吸入量の調整のしか

たを説明します。 

第 4章 用紙について このプリンタで使用できる用紙と取り扱い上

の注意点について説明します。 

第 5章 保守と点検 リボンカセットの交換や、用紙づまりなどトラブ

ルの対処のしかた、テスト印字のしかた、および

アフターサービスなどについて説明します。 

第 6章 オプション オプションの取付け、取外しおよび使用方法に

ついて説明します。 

付録 このプリンタの仕様などの技術情報、プリンタ

の持つ自動検出機能について説明します。 

* コマンド一覧表およびコード一覧表はオン

ラインマニュアルを参照してください。 
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 オンラインマニュアル 

目次 内容 

プリンタ編 

第 1章 お使いになる前に お使いになる前に知っておいていただきた

いこと、設置のしかた、リボンカセットの取

付けかた、電源の投入／切断について説明し

ます。 

第 2章 プリンタの機能と 

使い方 

操作パネルの機能や機能設定の変えかたな

ど、プリンタのもつ機能と、その使いかたに

ついて説明します。 

第 3章 用紙のセット 連続帳票用紙、単票用紙のセットのしかた、

用紙厚の調整のしかた、印刷開始位置、行間

ズレの直しかた、および用紙の吸入量の調整

のしかたを説明します。 

第 4章 用紙について このプリンタで使用できる用紙と取り扱い

上の注意点について説明します。 

第 5章 保守と点検 リボンカセットの交換や、用紙づまりなどト

ラブルの対処のしかた、テスト印字のしか

た、およびアフターサービスなどについて説

明します。 

第 6章 オプション オプションの取付け、取外しおよび使用方法

について説明します。 

付録 プリンタの仕様、プリンタの持つ自動検出機

能、コマンド一覧表および文字コード一覧表

など、プリンタを使用する上で補助的に必要

になることがらについて説明します。 

ソフトウェア編 

第 1章 ソフトウェアの概要 プリンタに添付されているソフトウェアの

基本的なことがらやインストール方法につ

いて説明します。 

第 2章 プリンタドライバの 

設定 

プリンタドライバのインストールと設定方

法について説明します。 

第 3章 FMPRステータスモニタ FMPR ステータスモニタの機能について説明

します。 

第 4章 FMPR リモートパネル FMPR リモートパネルの機能について説明し

ます。 

第 5章 こんなときは ソフトウェアに関するトラブルシューティ

ングや留意事項について説明します。 

付録 FMPR ステータスモニタ状態表示一覧表を記

載します。 
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オンラインマニュアルの見かた 
オンラインマニュアルは、本プリンタに添付されている CD-ROM に、PDF ファイルと
して収録されています。 
PDF ファイルの内容を参照するには、「Adobe Reader」というソフトウェアが必要
です。 
お使いのパソコンに「Adobe Reader」がインストールされていない場合は、 アド
ビシステムズ社ホームページからダウンロードしてください。 

 

 ガイド  
・ Adobe Reader は PDF（Portable Document Format）形式のファイルを

閲覧・印刷するソフトウェアです。 

・ 最新版の Adobe Reader の入手方法およびその他情報につきましては、

アドビシステムズ社にお問い合わせください。 

アドビシステムズ社：http://www.adobe.com/jp/ 
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■ オンラインマニュアルの使いかた 
オンラインマニュアルは、Adobe Reader がインストールされたパソコ

ンから次の手順で表示します。 

1 添付の CD-ROM をパソコンの CD-ROM ドライブにセットする 

2 エクスプローラでCD-ROMの「Manual」フォルダにある「INDEX.pdf」

をダブルクリックする 

Adobe Reader が起動し、オンラインマニュアルが表示されます。 
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第１章 

お使いになる前に 

この章では、プリンタの主な特長や製品の内容、使用上の

注意事項、各部の名称とはたらき、設置のしかた、リボン

カセットの取付け、電源の投入／切断について説明します。 

 

主な特長 ··································· 5 
製品の内容·································· 7 
使用上のご注意······························ 8 
設置場所について ··························8 
電源について ······························9 
使用方法について ··························9 
パソコンの BIOS 設定について 

(対象：FMVシリーズおよび各社DOS/V互換機) ·10 
Windows 環境とプリンタドライバについて ····10 

各部の名称と働き··························· 11 
各部の名称 ·······························11 
各部の働き ·······························12 

プリンタを設置する························· 13 
設置手順 ·································13 
輸送用固定材の取り外し ···················14 
カバーの取扱いについて ···················15 
パソコンとの接続 ·························16 
シャッタ－の取り外し・取り付け ···········19 
電源コードの接続 ·························20 



第 1章 お使いになる前に 

リボンカセットを取り付ける················· 21 
電源の入れ方と切り方······················· 24 
電源を入れる ·····························24 
電源を切る ·······························25 

オプション品のご紹介······················· 26 
カットシートフィーダ（FMPR3000G のみ） ····26 
プリンタ LAN カード（FMPR3000G のみ） ······26 
プリンタケーブル ·························27 
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第 1章 お使いになる前に 

主な特長 ––––––––––––––––––––––––––––– 

 優れた印字品質 

・ ピン径 0.2mm の 24 ピン印字ヘッドは、日本語の表現に適した見やす

く優れた印字品質を実現します。 

 印字処理時間の短縮 

・ 同一行内に漢字、ANK が混在したときは、自動的に速度を切り替えて

高速度で印字します。 

・ 自動的に正逆方向の最短距離を判別して印字します。 

・ 印字中に新しいデータを受信するダブルバッファ方式を採用し、印

字処理時間の短縮をはかっています。 

・ ドットの間引き印字（高速印字モード）により、さらに高速度で印

字できます。 

 専用 Windows プリンタドライバ添付 

・ Windows 98/Me/NT 4.0/2000/XP/2003/Vista/2008/7/2008 R2 対応の

専用プリンタドライバ（ESC/P モード用）を添付しています。 

 

 

・最新情報は富士通製品情報ページ 

(http://www.fmworld.net/biz/)でご確認ください。 

お願い 

 ユーティリティソフトの添付 

・ Windows 98/Me/NT 4.0/2000/XP/2003/Vista/2008/7/2008 R2 対応の

専用ユーティリティソフトを添付しています。 

専用ユーティリティソフトによりプリンタの状態監視、セットアッ

プの設定が可能です。 

 多彩な印字機能 

・ JIS 第一水準および第二水準漢字を印字できます。 

・ 漢字、ANKの標準文字のほかに拡大文字、縮小文字なども印字できます。 

・ グラフィック印字が可能です。 
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第 1章 お使いになる前に 

 優れた操作性 

・ 用紙の自動吸入機能（オートローディング）で単票用紙を簡単にセ

ットできます。 

・ 連続帳票用紙をスイッチ操作で後退できるので、連続帳票用紙をセ

ットしたまま、単票用紙に印字できます。 

 プリンタＬＡＮカード（オプション）（FMPR3000G のみ） 

・オプションのプリンタ LAN カードを搭載することにより、100BASE- 

TX/10BASE-T のネットワーク環境でのプリンタ共有が可能になりま

す。LAN カード搭載時はパラレルインターフェースおよび USB インタ

ーフェースとの同時接続はできません。 

 SVF 帳票基盤ソリューションと連携（FMPR3000G のみ） 

・ ウイングアークテクノロジーズ株式会社製「Report Director 

Enterprise」、「SVF for Java Print」使用時は、プリンタのエミ

ュレーション設定を「ESC/P」にすることで、本製品への印刷が可能

です。 
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第 1章 お使いになる前に 

製品の内容 ––––––––––––––––––––––––––– 

お使いになる前に、以下の物が揃っていることを確認してください。 

なお、プリンタが入っていた箱は、プリンタの保管・輸送の際に必要

になりますので捨てないでください。 

  

プリンタ本体 リアカバー 

   

変換プラグ  電源コード（1本） リボンカセット（黒、1個） 

  

FMPR 

セットアップディスク 

FMPR3000G/FMPR2000G プリンタ 
取扱説明書 

 

  

保証書（梱包箱に貼付） センドバックラベル 

 

 

・本プリンタにプリンタケーブルは含まれていません。プリンタケ

ーブルは、「オプション品のご紹介」（26ページ）を参照してくだ

さい。 

・保証書に必要な事項が書かれていることを確認してください。 

お買い求めのときに、正しい記載のなかった保証書は無効となり、

無償保証を受けられないことがあります。 

・保証書は大切に保管してください。 

お願い 
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第 1章 お使いになる前に 

使用上のご注意 –––––––––––––––––––––––– 

このプリンタを使用する際には、以下の点に十分留意されるようお願

いします。不明な点については、お買い上げの販売店、またはハード

ウェア修理相談センター(138 ページ参照)にご相談ください。 

 

■ 設置場所について 

 ！注意 ！  ・長時間直射日光の当たる場所や、エアコンの前な

ど極端に温度や湿度が変わる場所には設置しない

でください。 

直射日光によって用紙を検知するセンサに異常が

発生し、誤作動する原因になります。 

温度と湿度が、以下の範囲内の場所に設置してく

ださい。 

 

・周囲温度：5℃～35℃ 

・周囲湿度：30％～80％ 

     （結露しないこと） 

・水平で安定した平面に設置してください。 

・通風口をふさがないでください。 

・振動のある場所には設置しないでください。 

・落としたり、ぶつけたりして衝撃を与えないでく

ださい。 

・ほこり、腐食性ガス、潮風にさらされる場所は避

けてください。 

・磁石はもちろん、テレビやスピーカなど磁気の強

いものの近くに設置しないでください。 

 

！注意！  プリンタを設置するときには、用紙や、リボンカセ

ットの交換などが容易にできるようなスペースを確

保してくたさい。 

 

本プリンタの外形寸法については、付録の外観図を

参考にして下さい。 
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第 1章 お使いになる前に 

■ 電源について 

次の電圧、周波数の範囲の電源を利用してください。 

・ 電源電圧：AC100V±10％ 

・ 電源周波数：50/60 ±1Hz ＋2％，-4％ 

（安定した正弦波であること） 

注） 短形波が出力される機器（交流無停電電源装置、UPSなど）には 
接続しないでください。 
故障するおそれがあります。 

 

！警告！ 万一、発煙、異臭、異常音などがある場合には、電

源を切ってください。 
 

 

 感電や火災のおそれがあります。 

 

■ 使用方法について 

！注意！ ・プリンタの上に物を置かないでください。  
・長時間プリンタを使用しないときは、電源コード

のプラグを電源コンセントから抜いてください。 
 

・万が一、近くで雷が起きたときは、電源コードの

プラグを電源コンセントから抜いてください。 

入れたままにしておきますと、機器を破壊し、お

客様の財産に損害をおよぼす可能性があります。 

・用紙およびリボンカセットをセットしていない状

態で、印字しないでください。 

印字ヘッドやプラテンが傷みます。 

 

！注意！ 印字ヘッドは高温になります。温度が下がるまで触

らないでください。 
 

 

火傷、けがのおそれがあります。 

 

！注意！ ・プリンタケーブルコネクタ、印字ヘッドの金属部

には触らないでください。 
 

 

・印字ヘッドが動いているときは、印字ヘッドに触

れたり、電源を切ったりしないでください。 
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第 1章 お使いになる前に 

■ パソコンの BIOS 設定について（対象：FMV シリーズおよび各

社 DOS/V 互換機） 

本プリンタを接続するパソコンのパラレルポート設定は、必ず

「Bidirectional（双方向）」にしてご使用ください。 

確認および設定の方法については、パソコンのマニュアルを参照して

ください。 

■ Windows 環境とプリンタドライバについて 

以下のプリンタドライバで印刷することができます。 

ホスト FMV/AT 互換機 

モード設定 FM モード ESC/P モード 

Windows 環境 

Windows 98 

Windows Me 
FMPR-373 
（注 1） 

Windows NT 4.0 

Windows 2000 － 

Windows XP － 
FMPR2000 
FMPR3000 

Windows Server 2003 － 注 2） 

Windows Vista － 
注 3） 

Windows Server 2008 － 

Windows 7 － 

Windows Server 2008 R2 － 

－ ：印刷できるドライバはありません。 

注 1） OS 添付ドライバ 

注 2） プリンタ装置添付ドライバ 

注 3） 最新版のプリンタドライバは、「富士通製品情報ページ」から

ダウンロードすることができます。（「プリンタドライバの入

手方法」137 ページ参照） 
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第 1章 お使いになる前に 

各部の名称と働き –––––––––––––––––––––– 

■ 各部の名称 

◆ 正 面 

 

 

 
 

 

① フロントカバー 

②リアカバー 

④トップカバー 

⑤用紙厚調整レバー 

⑥プラテンノブ 

⑦プラテン 

⑩電源スイッチ 

⑨操作パネル 

⑬カードガイド 

⑫印字ヘッド 

◆ 背 面 

 

 

③用紙ガイド 

⑧プリンタケーブル 
コネクタ 

⑪連帳／単票切替えレバー 
⑭用紙送りトラクタ 

⑮電源コネクタ 

⑯リアカバーフタ 

⑰イジェクションカバー 
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第 1章 お使いになる前に 

■ 各部の働き 

各 部 の 名 称 は た ら き 

①フロントカバー 印字ヘッドをほこりやちりから守ります。 
印字動作中にフロントカバーを開けると、印字動
作が一時停止します。（詳細については、｢自動
検出機能｣の｢カバーオープン検出｣（47 ページ）
を参照）。 

②リアカバー 単票用紙の送りを支えます。 

③用紙ガイド 印字する用紙の幅に合わせてセットします。 

④トップカバー １Ｐ連続用紙印字時に本カバーを倒すことによ
り印字音および動作音を抑えます。 

⑤用紙厚調整レバー 使用する用紙の厚さおよび枚数に応じて印字ヘッドと
プラテンの間隔を変えます。 

⑥プラテンノブ プラテンをまわすノブです。 

⑦プラテン 用紙を支えたり、送ったりします。 

⑧プリンタケーブルコネクタ プリンタケーブルをここに接続して、プリンタと
パソコンをつなぎます。 
※FMPR3000G では、オプションのプリンタLAN カード
を接続する場合は、オプションインターフェー
スカバーを外して挿入します。 

⑨操作パネル プリンタの状態を示すランプ、プリンタを操作す
るための各種スイッチがあります。（詳細につい
ては、『第2章  プリンタの機能とその使いかた』
の「操作パネルの機能」（30 ページ）を参照。）

⑩電源スイッチ 「｜」側を押すと電源が入り、「○」側を押すと
電源が切れます。 

⑪連帳／単票切替えレバー 連続帳票用紙か単票用紙かを選択します。 

⑫印字ヘッド 用紙に印字する部分です。 

⑬カードガイド 用紙を送るときの案内板です。また、カードガイ
ド上のリブは、行方向の印字位置を合わせるため
の目安です。 

⑭用紙送りトラクタ 連続帳票用紙をプリンタ内部へ送ります。 

⑮電源コネクタ 電源コードを接続します。 

⑯リアカバーフタ 印字音および動作音を抑えます。 
連続帳票用紙を使うときは、閉じて使います。 

⑰イジェクションカバー 用紙の送りを支え、用紙の排出をガイドします。
刻印されている目盛りは、印字できる範囲を表し
ています。 

 

 

・印字ヘッドが動いているときは、印字ヘッドに触れたり、無理

な力を加えたりしないでください。 

・印字中は、フロントカバーを開けないでください。 

お願い 
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第 1章 お使いになる前に 

プリンタを設置する –––––––––––––––––––– 

■ 設置手順 

プリンタは次の手順で設置してください。 

1 製品が全てそろっていることを確認する 

梱包されている製品は「製品の内容」（7ページ）を参照してください。 

2 カバー部品を固定しているテーピングを外す 

3 フロントカバーを開けて輸送用固定材を外す 

輸送用固定材の取り外しについては「輸送用固定材の取り外し」（14ペ

ージ）を参照してください。 

4 リアカバーを取り付ける 

リアカバーの取り付けについては「リアカバーの取り付け・取り外し」

（15ページ）を参照してください。 

5 電源コードを接続する 

電源コードの接続については「電源コードの接続」（20ページ）を参

照してください。 

6 リボンカセットを取り付ける 

リボンカセットの取り付けについては「リボンカセットを取り付ける」

（21ページ）を参照してください。 

7 必要に応じて機能設定を変更する 

機能設定の変更方法については「第２章 プリンタの機能と使い方」

（29 ページ）を参照してください。 

8 パソコンと接続する 

プリンタケーブル（別売）を準備します。パソコンとの接続にいては

「パソコンとの接続」（16ページ）を参照してください。 
 

 

・Windows 7/2008 R2 の場合は、プリンタとパソコンを接続する

前に、プラグアンドプレイの準備が必要ですので、『ソフトウ

ェア編』を参照してください 

お願い 

9 ドライバをインストールする 

ドライバのインストールについては『ソフトウェア編』を参照してく

ださい。 
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第 1章 お使いになる前に 

■ 輸送用固定材の取り外し 

輸送中の振動などから印字ヘッドを保護するため、輸送用固定材が取り付

けられています。プリンタを使用する前に、必ず取り外してください。 

 

 

取り外した輸送用固定材は、箱と一緒に保管しておき、再びプリ

ンタを輸送する場合や保管する場合に使用してください。 

お願い 

 

フロントカバーを開けて、印字ヘッドを固定している輸送用固定材を上に

抜き取ります。 

 

フロントカバー 輸送用固定材
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第 1章 お使いになる前に 

■ カバーの取扱いについて 

 リアカバーの取り付け・取り外し 

【取り付け方】 

1) リアカバーを約 60 度に傾けた状態で、リアカバーの突起１をアッパーカ

バーの溝ａに入れます。 

2) リアカバーの突起 2 がアッパーカバーの溝 b に完全に落ちるまで、軽く

押し込みます。 

 リアカバー 

溝ａ 

 

リアカバー  

 
突起 2 

 突起 1 

 

 

 

 

【取外し方】 

1) リアカバーを手前側に起こします。 

2) 矢印の方向に外します。 

 

  

約 40～60度 

リアカバー 

－FMPR3000G－ 

溝ｂ 

アッパーカバー 
－FMPR2000G－ 
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第 1章 お使いになる前に 

■ パソコンとの接続 

プリンタケーブルは接続するパソコンによって異なります。パソコン

や使用目的に応じた適切なケーブルをご使用ください。 

 

！警告！ 感電 プリンタケーブルを抜き差しするときは、必ずパソ

コンと本プリンタの電源を切り、電源プラグをコン

セントから抜いたあとに行なってください。 

 

 

感電の原因となります。 

 

！注意！ 感電 プリンタケーブルの接続は間違いがないようにし

てください。 
 

 
誤った接続状態で使用すると、プリンタ本体およびパ

ソコン本体が故障する原因となることがあります。 

 

パソコンとの接続は、次の手順で行います。 

 

 

・Windows 7/2008 R2 の場合は、プリンタとパソコンを接続する

前に、プラグアンドプレイの準備が必要ですので、『ソフトウ

ェア編』を参照してください 

お願い 

 

1 プリンタとパソコンの電源を切る 

電源スイッチが「○」側に倒れていることを確認します。 

2 プリンタ左側のシャッターを開いて、プリンタケーブルの一方を、

プリンタ側面のプリンタケーブルコネクタに差し込む 

〈パラレルおよびUSBインターフェースの場合（FMPR2000G/3000G）共通〉 

       

◆ パラレル ◆ ＵＳＢ 

インターフェース インターフェース 
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第 1章 お使いになる前に 

 

！注意！ ・ USB インターフェースで接続した場合、パラレルインターフ
ェースとの同時接続はできません。 

 ・ USB インターフェースは全ての USB 対応機器との接続を保証
するものではありません。 

・ パソコンとプリンタの接続に使用する USB ケーブルは、5m 以
下のシールドケーブルをお使いください。 

・ 印刷中に USB ケーブルを抜き差ししないでください。 
・ USB ハブを使用する場合は、パソコンと直接接続された USB 

ハブに接続してください。 
・ 本プリンタと接続した USB ケーブルのもう一方は、パソコ

ン本体の USB コネクタ、またはセルフパワータイプの USB ハ
ブ（電源コードや AC アダプタにより電源が供給されるタイ
プのハブ）のコネクタに接続してください。上記以外の USB 
コネクタに接続すると、正常に動作しない場合があります。 

・ Windows 95 および Windows NT 4.0 では USB インターフェー
スをサポートしていません。 

 

 ガイド  

・ USB1.1 またはUSB2.0 に準拠したUSB ケーブルを用意してください。 

ただし、USB2.0 のケーブルを使用しても、本プリンタとの接続

時は USB1.1 で動作します。 

・別売ケーブルとしてプリンタケーブル（FMV-CBL716）、プリン

タUSBケーブル（XL-CBLU2G）が用意されています。（27ページ

参照） 
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第 1章 お使いになる前に 

〈LAN インターフェースの場合〉 

 

◆ LAN インターフェース 

 ガイド  

・ オプションのプリンタ LAN カード（FMPR-LN1G）を取り付けるこ

とにより、100BASE-TX/10BASE-T のネットワーク環境でのプリン

タ共有が可能になります。プリンタ LAN カードの取り付け方法

については、プリンタ LAN カード添付のオンラインマニュアル

を参照してください。 

・ LANカード搭載時はパラレルインターフェースおよびUSBインタ

ーフェースとの同時接続はできません。 

3 ケーブルのもう一方をパソコンに接続する 

接続の方法は、お使いになるパソコンのマニュアルをご覧ください。 
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第 1章 お使いになる前に 

■ シャッタ－の取り外し・取り付け 

シャッターが不要な場合は、以下の手順で取り外すことが出来ます。 

 
【取り外し方】 

 
 
① シャッターを開きます。 
 

 

 
② シャッターの後側を軽く手前側へ 
押します。 ① 

 

② 

 シャッター 
 

 

③ ②の状態を保持しながら下に回し 
ます。 

 

② 

③ 
④ シャッターを外します。 
 ④ 

 
 

 

【取り付け方】 

 

 

⑤ シャッターを傾けて片側の突起部から装

置の取り付け穴（a）側に入れ、取り外し

時の逆の順序で取り付けてください。 

 

！注意！  
 

シャッターの後側を押す際に、強く押し過ぎないよ

うに注意してください。 

シャッターの突起部分が破損する場合があります。 

 

取り付け穴 

(a) 
突起部 

シャッター 

⑤ 
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第 1章 お使いになる前に 

■ 電源コードの接続 

！警告！ 感電 添付の電源コード以外は使用しないでください。  

プラグから出ている緑/黄色のアース線を、必ず次のいず

れかに取り付けてください。 
 

・銅片などを 650mm 以上地中に埋めたもの 

・D種（旧：第３種）接地工事を行なっている接地端子 

アース接続しないで使用すると、万一漏電した場合に、

感電・火災の原因となります。 

"必ずアース接続を行って下さい。アース接続は必ず、電

源プラグを電源につなぐ前に行って下さい。又、アース

接続を外す場合は、必ず電源プラグを電源から切り離し

てから行ってください。" 

 

電源コードの接続は、次の手順で行います。 

 

1 プリンタとパソコンの電源を切る 

電源スイッチが「○」側に倒れていることを確認します。 

2 プリンタ背面の電源コネクタに電源コードを接続する 

電源コードのプラグを電源コンセントへ接続し、電源コードプラグの

アース線を、電源コンセントのアース端子に接続します。 

 

 

 

電源プラグは、根元まで確実に差し込んでください。 

お願い 
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第 1章 お使いになる前に 

リボンカセットを取り付ける ––––––––––––– 

リボンカセットの取り付けは、次の手順で行います。 

1 以下の手順でローラのロックを外し、リボン巻取りノブを時計回

りに回してリボンのたるみをとる 

リボンカセット側面にロックしてある２個のグレーのツメを内側に押

し外し、ローラを「FREE」側にします。 

 

 
 

 

 

リボン巻取りノブは、反時計方向に回さないでください。 

お願い 

 

2 電源が切れていることを確認する 

（電源スイッチが（○側）に倒れた状態です。） 
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第 1章 お使いになる前に 

3 用紙厚調整レバーを“D”の位置にセットする 

4 フロントカバーを開ける 

5 印字ヘッドをプリンタのイジェクションカバーの●部（緑）に 

移動する 

 

 
●部（緑） 

 
 

！注意！ 使用中や使用直後は、印字ヘッドが高温になりま

す。温度が下がるまで触らないでください。 
 

 

 

6 印字ヘッドとカードガイドの間にリボンを通し、リボンカセット

を静かに押し込む 

（リボン巻取りノブが上になるようにセットする） 
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カードガイド 

カードガイド 

印字ヘッド 
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第 1章 お使いになる前に 

7 リボン巻取りノブを時計回りに回して、リボンのたるみを取る 

8 リボンカセットの取付け完了後、使用する用紙の厚さ、枚数に合

わせて用紙厚調整レバーをセットする 

用紙厚調整レバーについては「第３章 用紙のセット」（53 ページ）

を参照してください。 
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第 1章 お使いになる前に 

電源の入れ方と切り方 –––––––––––––––––– 

プリンタの電源の入れかたと切りかたについて説明します。 

■ 電源を入れる 

 

 

購入後初めてプリンタに電源を入れるときは、次の点を確認して

ください。 

- 輸送用固定材（印字ヘッド部保護用固定材）が取り外してあ

ること 

- 電源コンセントの電源電圧が 100V、電源周波数が 50 または

60Hz であること 

お願い 

 

フロントカバーが閉じていることを確認して、プリンタの側面にある電源

スイッチの（｜）側を押します。 

 

電源スイッチ （│）側 
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第 1章 お使いになる前に 

■ 電源を切る 

 

 

・電源の切断は、必ず電源スイッチで行ってください。電源プラ

グを抜いて電源を切ると、プリンタ内の回路を傷めたりする場

合があります。 

・印字ヘッドが動いているときは、電源を切らないでください。 

・電源を切った後、再び電源を入れる場合は、2 秒以上待ってくだ

さい。間隔を開けずに電源を入れると、故障の原因になります。 

お願い

 

「電源ランプ」が点灯しているときに、電源スイッチの（○）側を押します。 

 
電源スイッチ（○）側
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第 1章 お使いになる前に 

オプション品のご紹介 –––––––––––––––––– 

本プリンタは、次のオプション品を用意しています。必要に応じてお

買い求めください。 

■ カットシートフィーダ（FMPR3000G のみ） 

品名 型名 内容 

カットシート 

フィーダ 

FMPR-CF8G カットシートフィーダをプリンタに

取り付けると、複数枚の単票用紙が

セットできます。 

さらに、ホッパーユニットをカット

シートフィーダに取り付けると、2種

類の単票用紙をセットできます。 

ホッパーユニット FMPR-CF81G 

 

■ プリンタ LAN カード（FMPR3000G のみ） 

品名 型名 内容 

プリンタLAN 

カード 

FMPR-LN1G 100BASE-TX/10BASE-T に対応したLAN

カードです。TCP/IPに対応しています。

取り付け方法については、プリンタ

LANカード添付のオンラインマニュ

アルを参照してください。 

LANカード搭載時は、パラレルインタ

ーフェースおよびUSBインターフェ

ースとの同時接続はできません。 
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第 1章 お使いになる前に 

■ プリンタケーブル 

ご使用のパソコンに対応したケーブルをご使用ください。 

 

本製品にはプリンタケーブルは添付されていません。パソコン本

体に添付のケーブルか、別売ケーブルをお使いください。 

 

別売ケーブルは以下のものが用意されています。 

 パラレルインターフェースケーブル 

品名 型名 備考 
プリンタケーブル FMV-CBL716 FMVシリーズ、各社AT互換機に接続でき

ます。（1.5ｍ） 

 

 USB ケーブル 

品名 型名 備考 
プリンタ USB 

ケーブル 

XL-CBLU2G Windows 98/Me/2000/XP/2003/Vista/ 

2008/7/2008 R2が動作するパソコンに

接続できます。 

本ケーブルはUSB2.0 に対応していま

すが、本プリンタとの接続時は、USB1.1

で動作します。（1.5ｍ） 

USB変換ケーブル（FMV-CBL722）は使用

できません。 

お願い 
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第 1章 お使いになる前に 
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第２章 

プリンタの機能と   

使い方 

この章では、操作パネルの機能やその使いかたについて説

明します。 

 
操作パネルの機能 ························· 30 
ランプ ···································30 
スイッチ ·································31 

機能設定 ································· 34 
機能設定の変更 ···························34 
機能設定の種類 ···························36 

行間ズレを直す ···························· 43 
用紙の吸入量を調整する ··················· 45 
自動検出機能 ····························· 47 
エラー表示機能 ···························· 48 

 

 



第 2章 プリンタの機能と使い方 

操作パネルの機能 ––––––––––––––––––––––– 

操作パネルには、プリンタの状態を示すランプとプリンタを操作する

ためのスイッチが付いています。 

 

 

■ ランプ 

ランプの機能は、次のとおりです。 

ランプ名称 色 機 能 

電 源 緑 電源が入ると点灯します。 

用紙切れ 橙 用紙がなくなると点灯します。 

アラームはエラー発生時に点滅します。 

高 速 緑 高速印字モードで点灯します。 

モード 緑 ESC/P モードのとき点灯します。 

FM モードのとき消灯します。 

書体 緑 漢字書体の状態を表示します。 

ゴシック体設定時に点灯、明朝体設定時に消灯します。 

オンライン 緑 オンライン状態で点灯、オフライン状態で消灯します。 

30 



第 2章 プリンタの機能と使い方 

■ スイッチ 

スイッチの機能は、下表のとおりです。 

スイッチ名称 機   能 

オンライン ・ オンライン状態とオフライン状態を切り替えます。 

・ オンライン状態のときは、「オンライン」ランプが点灯し

ます。 

本文中では、オンラインと表記します。 

改行／書体 本スイッチはオンライン時とオフライン時で機能が異なります。

〔オンライン状態のとき：書体〕 

・ 全角漢字、および半角漢字の書体を切替えます。 

・ 「書体」ランプが消灯しているときに本スイッチを押

すと、ゴシック体選択状態となります。「書体」ラン

プが点灯します。 

・ 「書体」ランプが点灯しているときに本スイッチを押

すと、明朝体選択状態となります。「書体」ランプが

消灯します。 

・ 漢字書体は、セットアップモード、または書体切替え

コマンドでも切替え可能です。 

・ データ受信中、または印字動作中は、本スイッチは無

効です。 

〔オフライン状態のとき：改行〕 

・ 1 回押すたびに、1／6 インチずつ改行します。 

・ 押し続けると、連続して改行を行います。 

本文中では、改 行と表記します。 

 

改ページ 〔オフライン状態のとき〕 

・ 用紙を 1ページ分送ります。 

本文中では、改ページと表記します。 

〔オンライン状態のとき〕 

・ 本スイッチは無効です。 
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第 2章 プリンタの機能と使い方 

スイッチ名称 機   能 

用紙カット／高速 本スイッチはオンライン時とオフライン時で機能が異なります。

〔オンライン状態のとき：用紙カット〕 

・ 連帳モードのとき

印字ヘッドがページの先頭印字位置にあるときは、カ

ット位置まで用紙を送ります。 

FMPR3000G の場合、オプションのカットシートフィー

ダ(FMPR-CF8G)搭載の有無にかかわらず有効です。 

もう一度押すと、用紙が元の位置に戻ります。 

・ 単票モードのとき 

このスイッチは無効です。 

〔オフライン状態のとき：高速〕 

・ 高速印字モードと通常印字モードを切り替えます。 

・ 高速印字モードのときは、「高速」ランプが点灯します。

(注) 高速印字モードは、通常印字モードに比べて文字構

成の密度が粗くなります。用途や目的に応じて使い分

けてください。 

本文中では、高 速と表記します。 

 

用紙セット 〔オフライン状態のとき〕 

・ 連帳モードのとき

・ 用紙なし状態のときは、用紙を印字開始位置まで送

ります。 

・ 用紙あり状態のときは、用紙が退避位置まで後退し

ます。 

・ 単票モードのとき 

・ 用紙なし状態のときは、リアカバーにセットした用

紙を印字開始位置まで送ります。 

・ 用紙あり状態のときは、用紙の排出動作をします。

本文中では、用紙セットと表記します。 

〔オンライン状態のとき〕 

・ 本スイッチは無効です。 
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第 2章 プリンタの機能と使い方 

 2 つのスイッチを使って操作するとき（微小改行） 

次のスイッチの組合せで、微小改行等の操作を行うことができます。 

名  称 スイッチ 機   能 

▲微小正改行 オンライン 

＋ 

改 行 

〔オフライン状態のとき〕 

・ オンラインを押しながら、改 行を押すと、

1 回押すたびに 1／180 インチ単位で正方向

に微小改行します。 

・ 押し続けると、連続して微小正改行します。

▼微小逆改行 オンライン 

＋ 

改ページ 

〔オフライン状態のとき〕 

・ オンラインを押しながら、 

改ページを押すと、1 回押すたびに 1／180

インチ単位で逆方向に微小改行します。 

・ 押し続けると、連続して微小逆改行します。

リセット オンライン 

＋ 

高 速 

〔オフライン状態のとき〕 

・ オンラインを押しながら、高 速を押すと

ブザーが鳴り、リセット動作を行い未印刷デ

ータが消去されます。 

用紙の吸入量の 

調整 

オンライン 

＋ 

用紙セット 

〔オフライン状態のとき〕 

・ オンラインを押しながら、用紙セットを押

すと用紙の吸入量を調整できる状態になり

ます。 

・ 用紙の吸入量を調整する方法は「用紙の吸入

量を調整する」（45ページ）参照願います 

 

 スイッチを押しながら電源を入れるとき 

名  称 スイッチ 機   能 

機能設定の変更 用紙セット 用紙セットスイッチを押しながら電源を入れると

機能設定が変更できる状態になります。 

（34ページ参照） 

行間ズレを直す 高 速 

＋ 

改ページ 

高 速スイッチと改ページスイッチ押しながら

電源を入れると、行間ズレを直すための調整パタ

ーンを印刷します。（43ページ参照） 

テスト印字をする 改 行 改 行スイッチを押しながら電源を入れると、テ

ストパターンを印刷します。（129 ページ参照）
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第 2章 プリンタの機能と使い方 

機能設定 ––––––––––––––––––––––––––––– 

ここでは、プリンタの各機能の設定変更の内容と、設定の変えかたについて説明

します。 

■ 機能設定の変更 

機能設定の変更を行う場合は、まずトップカバーを開いてメニュー印字が見え

るようにしてください。 

機能設定の変更は、次の手順で行います。 

注１）カットシートフィーダを取り付けているときは、機能設定を
変更できません。 

 

1 トップカバーを開いてプリンタにＡ４タテ以上の用紙をセット

する 

用紙のセットのしかたは「第３章 用紙のセット」（53 ページ）を 

参照してください。 

2 電源を切る 

（電源スイッチが（○）側に倒れた状態になります。） 

3 機能設定を変更できる状態にする 

用紙セットスイッチを押しながら電源を入れます。 

以下のメニューを印字し、プリンタの機能設定が変更できる状態になります。 

 

※印字ヘッドの位置が選択する項目を示します。 

 

メニューの内容は次のとおりです。 

メニュー名 内 容 

設   定 プリンタの機能設定を変更します。 

終   了 プリンタの機能設定を終了します。 

設定一覧 現在の設定内容を印字します。 

初 期 化 現在の設定内容を初期設定に戻します。 

セットアップ開始 
 
設定              終了            設定一覧         初期化 
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第 2章 プリンタの機能と使い方 

4 メニューを選択する 

改ページ スイッチを押して、選択する箇所に印字ヘッドを移動させます。 

改 行 スイッチを押すと選択した項目を実行します。 

「設定」を選択したとき 機能設定を変更できる状態になります。→ 5 へ 
「設定一覧」を選択したとき 設定一覧を印字します。 

「初期化」を選択したとき 設定を初期化後機能設定の変更を終了します。 

 

5 設定内容を変更する 

メニューで〔設定〕を変更すると、設定項目の大項目メニューが印字され

ます。（下図） 

 
 

 
 
 

設定変更したい大項目を選択し、改 行 スイッチを押下すると、最初の設

定項目を印字し、現在設定されている設定値にアンダーラインを付加して

印字します。 

・ 設定値数が 6個以上の場合、設定値は縮小文字で印字されます。 

・ 印字ヘッドは、アンダーラインを付加した機能の位置に停止します。 

・ 改ページ スイッチを押すと、選択する箇所に印字ヘッドを移動します。 

・ 改 行 スイッチを押すと、選択した内容が設定され、次の設定内容が

印字されます。 

・ 高 速 スイッチを押すと、選択した内容が設定され、一つ前の設定内

容が印字されます。 

・ オンライン スイッチを押すと、大項目メニューに戻ります。 

 

 

 

6 初期メニューに戻る 

オンライン スイッチを押すと｢セットアップ開始｣メニューに戻ります。 

 

 

ホストインタフェース 
自動                   ＦＭ                AT 
自動                   ＦＭ                AT 
 
モード設定 

ＥＳＣ／Ｐ（点灯）     ＦＭ（消灯）        自動

装置機能設定 余白量設定 ESC/P 設定 補正量設定 その他の設定 

設定              終了            設定一覧         初期化 
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7 機能設定の変更を終了する。 

改ページ スイッチを押し、印字ヘッドを「終了」の箇所に移動して、改 行 ス

イッチを押すと機能設定の変更が終了します。 

注１） 機能設定の変更中に「用紙切れ」状態になったとき、機能設
定を継続するには以下のようにしてください。 
単票動作時 ： 次の用紙をセットすると自動的に印字開始位

置まで吸入され、機能設定を継続できます。 
連帳動作時 ： 用紙送りトラクタに連続帳票用紙をセット

して、用紙セット スイッチを押すと用紙を
印字開始位置まで吸入し、機能設定を継続で
きます。 

注２） 機能設定を変更中に電源が切れた場合には、設定した内容は
保証されません。 

 
 

■ 機能設定の種類 

表中の初期設定とは、ご購入時の設定値です。 

○印のついている設定項目が初期設定です。 

 設定項目 

【装置機能設定】 

機能名 設定内容 初期設定 内 容 

FM  ホスト 

インタフェース 

（注１） 

AT 

パラレルインターフェース使用時にプリンタが接続さ

れているホストを設定します。 

 

○ 

種別 ホストインタフェース 

FMVシリーズ(AT互換機) AT 

FMR シリーズ FM 

自動 

(注１) 

 

FM 

(消灯) 

モード設定 電源投入直後のエミュレーションモードを設定します。 

 

「自動」に設定すると、ホストインタフェースの設定内

容により次のようにモードが決まります。 

 

ESC/P 

(点灯) 

○ 
ホストインタフェース モード設定 

FM FM 

AT ESC/P 

無効  

0.5 秒  

1.0 秒 ○ 

1.5 秒  

オート 

ローディング 

2.0 秒  

単票用紙がセットされてから用紙の吸入が開始される

までの時間を設定します。 

無効を選択した場合は、用紙を吸入しません。 

 

注１）FMPR3000G では本項目は表示されません。 
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機能名 設定内容 初期設定 内 容 

検出する ○ 単票用紙無し 

検出 検出しない  

単票モード時の単票用紙無しを検出する／しないを設

定します。 

両方向 ○ 印字方向 

片方向  

電源投入時の印字方向を設定します。 

標準 ○ 印字速度 

高速  

電源投入時の印字速度を設定します。 

明朝体 ○ 漢字書体 

ゴシック体  

電源投入時の全角漢字および半角漢字の書体を設定し

ます。 

鳴動する ○ ブザー 

鳴動しない  

ブザーの鳴動する／しないを設定します。鳴動しないを

選択すると、一切鳴らなくなります。 

 

 

 

【余白量設定】 

機能名 設定内容 初期設定 内 容 

ドライバ 

指定優先 

○ 上端余白量指定 用紙吸入時の上端余白量の指定方法を設定します。 

セットア 

ップ優先  

「ドライバ指定優先」を選択した場合は、Windows ドラ

イバから指定された上端余白に従います。 

「セットアップ優先」を選択した場合は、機能設定の【余

白量設定】で指定した上端余白量に従います。 

4.2mm  

8.5mm ○ 

単票上端余白量 

ＥＰ 

22.0mm  

ESC/P モードにおける、単票用紙の上端から第一行印字

文字の上端までの量を設定します。 

4.2mm  

8.5mm ○ 

連帳上端余白量 

ＥＰ 

22.0mm  

ESC/P モードにおける、トラクタから吸入した用紙の上端

から第一行印字文字の上端までの量を設定します。 

4.2mm  

9.1mm  

14.3mm  

単票上端余白量 

ＦＭ 

22.0mm ○ 

FM モードにおける、単票用紙の上端から第一行印字文字

の上端までの量を設定します。 

4.2mm  連帳上端余白量 

ＦＭ 22.0mm ○ 

FMモードにおける、トラクタから吸入した用紙の上端から

第一行印字文字の上端までの量を設定します。 

8.5mm ○ 連帳下端余白量

（最終頁） 80mm 

(注 1) 

連帳用紙の下端余白量を、印字可能最終行の文字下端か

ら用紙下端までの量を設定します。 
 

注１）80mm設定時に用紙なしを検出した場合は、頁内のデータが残っている可能性がありますの

で、ジョブをいったんキャンセルし、プリンタをリセットしてから用紙をセットし、再度

用紙なし発生の頁から印刷をしてください。なお、オーバーライド機能（41ページ参照）

により、用紙がある間は印字を続けることができます。 
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【ESC/P 設定】 

機能名 設定内容 
初期設

定 
内 容 

LAN 接続 有効 ○ 本項目は、FMPR-LN1G 搭載時のみ印刷されます。 

設定値は『有効』固定となります。 

11 インチ ○ 連帳ページ長 

12 インチ 

 

連帳用紙のページ長を設定します。 

連帳用紙のみの有効な値です。 

Windows から印字した場合は、ドライバからの指定値に

変更されます。 

0 インチ ○ 連帳ミシン目 

スキップ 1 インチ  

連帳用紙のミシン目を挟んでスキップする量を設定し

ます。 

LQ ○ 文字品位 

DRAFT  

ANK 文字の文字品位を設定します。 

標準印字 ○ 縮小文字 

縮小印字  

印字文字の大きさを設定します。 

カタカナ ○ コードテーブル 

拡張グラフィ

ックス 
 

ANK コード表を設定します。 

クーリエ ○ ANK 書体 

サンセリフ  

ANK 文字の書体を設定します。 

標準 ○ 数字フォント幅 

幅広 

数字フォント(0～9)のフォント幅を選択します。 

 
本設定は、漢字全角文字（明朝体／ゴシック体）に対し

てのみ有効です。 

スラッシュ

無し 
○ 

ゼロフォント 

字体 

スラッシュ

有り 

ANKコード（30ｈ）の印字フォントパターンを選択します。

 

本設定は、クーリエフォントに対してのみ有効です。 

日本 ○ 国際文字 

アメリカ  

国際文字の出力種類を設定します。 

10CPI ○ 文字間 

12CPI  

ANK 文字の文字ピッチの大きさを設定します。 

6LPI ○ 行間 

8LPI  

改行量指定のないデータに対する改行ピッチの大きさ

を設定します。 

CR ○ 

CR+LF  

*AFXT  

ＣＲコード 

N-CR 

 

CR コードの機能を、印字指令とするか、印字改行指令と

するかを設定します。 

*AFXT を選択したときの CR コードの機能は、電源投入、

*INIT 受信時の*AUTO FEED XT 信号の状態により決定さ

れます。*AFXT の設定は、パラレルインターフェース時

に有効となります。（USB インターフェースの場合、CR

コードは CR となります） 

N-CR を選択した場合、CR ｺｰﾄﾞでは印字起動を行わず、

受信位置の復帰（レフトマージン位置に戻す）のみを行

います。 
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機能名 設定内容 
初期設

定 
内 容 

有効（注 1）  オート 

ティアオフ 無効 

連帳用紙のオートティアオフの有効／無効を設定します。

○ オートティアオフとは、印刷が終了し、または印刷デー

タを印刷し終了するごとに自動的に用紙カット位置ま

で用紙を送る機能です。 

有効 ○ SLCTIN 

無効  

SLCT IN 信号の有効／無効を設定します。 

有効  DC1/DC3 

無効 ○ 

DC1/DC3 コマンドの有効／無効を設定します。 

HIGH 固定 ○ SLCT 

可変  

SLCT 信号を HIGH 固定とするか、プリンタの状態により

可変とするかを設定します。 

する ○ 用紙カット後の 

用紙戻し しない 

 

用紙カットによる用紙送り出し状態で、*INIT,*INPRM,

リセットコマンドを受信した場合に、その後の動作(｢用

紙カット｣スイッチ押、印字起動)で用紙の引き戻しを行

うかどうかを設定します。 

有り ○ 受信バッファ 

(16KB) 無し 

受信バッファ（16KB）の有無を設定します。本設定によ

り、インターフェース設定状態も切り替わります。 
 

※FM モード時は、受信バッファ「無し」固定です。 

有効 ○ 用紙長インチ 

変換 無効  

連帳用紙の長さをミリメートルで設定した場合に、本来

のインチに変換する機能の有効／無効を設定します。 

注１）本機能を有効で運用している場合に電源を切断し再投入したときは、用紙を再セットしてか

ら印刷をしてください。そのままの状態で印刷をすると、用紙カット位置まで用紙が送られ

た状態からの印刷を開始するため、用紙の上端部分が白紙になります。 
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【補正量設定】 
 

補正量設定は、用紙のたわみにより生じる、累積改行ズレを補正する機能設定です。 

本設定により単票手差し、連帳用紙について補正量を設定することができます。 

 

機能名 設定内容 初期設定 内 容 

-1.5mm  単票（手差し） 

-1.0mm  

-0.5mm  

0mm ○ 

+0.5mm  

+1.0mm  

改行補正量 

+1.5mm  

単票（手差し）用紙に対する累積改行補正量（注１）を

設定します。 

（約254mm改行したときの改行ズレ量を補正します。印字

位置が上にズレている場合は、+方向の補正を行います。）

-1.5mm  

-1.0mm  

-0.5mm  

0mm ○ 

+0.5mm  

+1.0mm  

CSF 改行補正量 

+1.5mm  

CSF用紙に対する累積改行補正量（注１）を設定します。

本項目は、FMPR3000G でのみ設定可能です。 

-2.0mm  

-1.5mm  

-1.0mm  

-0.5mm  

0mm ○ 

+0.5mm  

+1.0mm  

+1.5mm  

連帳改行補正量 

+2.0mm  

連帳用紙の用紙吸入後の初期の累積改行補正量（注１）

を設定します。 

（１ページ目に対してその後のページの印字ズレ量を

補正します。印字位置が上にズレている場合は、+方向

の補正を行います。） 

-1.5mm  

-1.0mm  

-0.5mm  

0mm ○ 

+0.5mm  

+1.0mm  

連帳改行補正量 

（最終頁） 

+1.5mm  

連帳用紙の最終ページに対する累積改行補正量（注１）

を設定します。 

（最終ページの下端から約 80mm の改行ズレ量を補正し

ます。印字位置が上にズレている場合は、+方向の補正

を行います。） 

注１）補正結果は使用する用紙の種類により変わる場合があります。 
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【その他の設定】 

機能名 設定内容 初期設定 内 容 

有効  単票自動 

オンライン 

単票用紙吸入後、自動的にオンラインとするかを設定し

ます。用紙の自動吸入、スイッチによる吸入ともに行い

ます。 

無効 ○ 

有効  連帳自動 

オンライン 無効 ○ 

連帳用紙吸入後、自動的にオンラインとするかを設定し

ます。 

ページ長送り ○ 単票モード時の 

FF コード 排出 

 

単票モードでの FF コード受信、および「改ページ」ス

イッチの処理方法を設定しますESC/Pエミュレーション

において、『ページ長送り』を設定した場合でも、単票

ページ長が設定されていない状態では、排出動作となり

ます。 

有効 ○ オーバーライド 

（注１） 無効  

オーバーライド機能の有効／無効を設定します。 

標準 ○ ACK タイミング 

高速  

ACKNLG 信号のパルス幅を設定します。 

A-B  

A-B-A ○ 

B-A  

BUSY-ACK 

タイミング 

自動識別 ○ 

BUSY 信号と*ACKNLG 信号のタイミングを設定します。 

※ FMPR2000G では｢自動識別｣、FMPR3000G では｢A-B-A｣

が初期設定になります。 

※ FMPR3000Gでは｢B-A｣｢自動識別｣は表示されません。 

有効 ○ 用紙外印字防止 

無効 

用紙の左右端を検出し、印字領域を超えるデータの処理

方法を設定します。 

 「連帳印字カット量 L or R」を何れか一つでも「10.0mm」

に設定異した場合に限り、選択が可能になります。

10.0mm  

14.0mm ○ 

18.0mm  

22.0mm  

26.0mm  

30.0mm  

連帳印字 

カット量 L 

34.0mm  

トラクタにセットした連帳左端面印字カット量(余白

量)を設定します。左端のデータが印字できない場合に

「10.0mm」に設定しご使用ください。 

ただし、10mm 付近にミシン目がある場合、データがミシ

ン目にかかると印字ヘッドピンが引っ掛かり折れるた

め、データはミシン目より用紙の内側にしてください。

10.0mm  

14.0mm ○ 

18.0mm  

22.0mm  

26.0mm  

30.0mm  

連帳印字 

カット量 R 

34.0mm  

トラクタにセットした連帳右端面印字カット量(余白

量)を設定します。左端のデータが印字できない場合に

「10.0mm」に設定しご使用ください。 

ただし、10mm 付近にミシン目がある場合、データがミシ

ン目にかかると印字ヘッドピンが引っ掛かり折れるた

め、データはミシン目より用紙の内側にしてください。

 2.8mm ○ 単票印字 

カット量 15.0mm 
 

単票セットフリーオフのときの単票左端面印字カット量

(余白量)を設定します。 

注)右端面は、2.8mm 固定です。 

する ○ 逆改行 

しない 

 

縦倍文字やマルチパス文字など、１回の印字起動により

複数パスとなる文字を印字する際に生じる逆改行を、極

力少なくする制御です。「しない」設定時は不要な逆改

行が無くなります。 

注１） オーバーライド機能とは、用紙なしを検出しオフライン状態になった場合に、｢オンライン｣

スイッチを押すことにより、強制的に 1ライン印字する機能です。 
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設定内容 初期設定 内 容 機能名 

有効  連帳改行時 連帳改行時に印字ヘッドが用紙送り穴位置に停止した

場合、用紙送り穴位置を避けて改行し、リボンを保護す

るかしないかを設定します。 

リボン保護制御 無効 ○ 

精度優先  用紙カット 

引き戻し制御 速度優先 ○ 

用紙カット引き戻し時の動作方法を設定します。 

「速度優先」設定時は、用紙送り出しを行った分だけ引

き戻しを行い、元の位置（ページ先頭位置）に戻ります。

「精度優先」設定時は、用紙後退により用紙無しを検出

した場合（用紙が切り取られた場合）に用紙再吸入動作

を行います。 

有効 ○ スキップ印字 

無効 

1 行中の印字データ間に一定量の空白部分がある場合

に、空白部分をスキップ（変速動作）するかどうかを設

定します。 

 ただし、空白の前後にある印字データの印字速度が異なる

場合（ＬＱ文字＋空白＋ＣＱ文字 等）は、本設定に関わ

らず、空白部分での変速動作を行います。 

有効 ○ エラー監視 

（注２） 無効 

 

ニブルモード要求により、ステータス情報を送信バッフ

ァにセットするかどうかを設定します。 

本設定により、FMPR ステータスモニタやオプションのプ

リンタ LAN カード（FMPR-LN1G）使用時に、エラー情報

が参照可能となります。 

本設定は、ESC/Pエミュレーションに対してのみ有効です。

注２） FMPR3000G のみの機能です。 
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行間ズレを直す –––––––––––––––––––––––– 
縦罫線などを正逆両方向で印字するときに生じる行間ズレを直します。 

FMPR3000G では、標準印字圧と高複写モードの２つの印字圧について、通常

印字、高速印字およびドラフト印字の各々のモードで行間ズレを直すこと

ができます。（FMPR2000G については標準印字のみ） 

行間ズレは、次の手順で直します。 

1 10 インチ幅以上の連続用紙または A4 タテの単票用紙をセットす

る（FMPR3000G プリンタでは 15 ｲﾝﾁ幅以下または A4 タテの単票

用紙となります） 
用紙のセットのしかたは「第３章 用紙のセット」（53 ページ）を参照して

ください。 

2 高 速スイッチと改ページスイッチを押しながら、電源を入れる 
イメージ印字速度で調整用パターンを印字します。 

矢印（←と→）は、印字ヘッドの移動方向を示します。 

 

LQ速度 
←｜                      ｜                     ｜                     ｜ 
→｜                      ｜                     ｜                     ｜ 
←｜                      ｜                     ｜                     ｜ 
→｜                      ｜                     ｜                     ｜ 
←｜                      ｜                     ｜                     ｜ 
→｜                      ｜                     ｜                     ｜ 

3 調整用パターンの印字が始まったら、調整を行う 

・ 印字ヘッドの移動方向と同じ方向に印字結果を移動させるとき 

改 行スイッチを押します。 

押し続けると、印字ヘッドの移動方向が変わるたびに約 0.06mm ずつ、

矢印と同じ方向に印字結果が移動します。 

 

・ 印字ヘッドの移動方向と逆の方向に印字結果を移動させるとき 

改ページスイッチを押します。 

押し続けると、印字ヘッドの移動方向が変わるたびに約 0.06mm ずつ、

矢印と逆の方向に印字結果が移動します。 

 

・ 印字モードを切り替えるとき 

調整パターン印字中に高 速スイッチを押します。 

高 速スイッチを押すたびに、通常印字モード（ＬＱ速度）→高速印字

モード（ＣＱ速度）→ドラフト印字モード（ＤＱ速度）の順に切り替

わります。 
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・ 印字モードにより、「高速」ランプと「オンライン」ランプの状態が次

のようになります。 

 

モード 
標準印字モード 高速印字モード ドラフト印字モード

ランプ 

「高速」ランプ 消灯 点灯 点灯 

「オンライン」ランプ 消灯 消灯 点灯 

 

・ FMPR3000Gでは、用紙セットスイッチを行端で押下すると「書体」ランプ

が点滅し、高複写モードでの正常印字ずれ補正となります。 

高複写モードでも通常印字、高速印字およびドラフト印字のそれぞれに

ついて調整を行ってください。 

（カットシートフィーダ搭載時の単票モード時は、カットシートフィー

ダから自動的に用紙を吸入して印字を行います。） 

 

－ 本モードでの調整パターンは、以下のように印字されます。 

・ 印字圧モード（標準印字圧／高複写印字圧），印字速度（標準／高速／

ドラフト）の状態が、調整パターン（｜）の前に印字されます。 

 

標準印字圧／LQ 速度 

→｜      ｜      ｜      ｜      ｜  

←｜      ｜      ｜      ｜      ｜  

               ・ 

               ・ 

               ・ 

 

印字圧モード／印字速度 タイトル印字 備 考 

標準印字圧／通常印字 標準印字圧／LQ速度 

標準印字圧／高速印字 標準印字圧／CQ速度 
FMPR2000G では“標準印字圧”

は印字されません 
標準印字圧／ドラフト印字 標準印字圧／DQ速度 

高複写／通常印字 高印字圧／LQ速度 FMPR3000G のみ 

高複写／高速印字 高印字圧／CQ速度 〃 

高複写／ドラフト印字 高印字圧／DQ速度 〃 

 

4 調整が終わったら、オンラインスイッチを押す 

調整した内容がプリンタに記憶され、調整パターンの印字が終了し、オンラ

イン状態になります。 

注） オンラインスイッチを押さないと、調整した内容がプリンタに登録されず、

電源を切ると元の状態に戻ります。 

調整は、通常印字速度、高速印字速度、ドラフト印字速度の順で行っ

てください。 
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用紙の吸入量を調整する –––––––––––––––– 

用紙の自動吸入（オートロード）時の用紙吸入位置を、行方向に微調

整します。工場出荷時に、用紙の吸入量（印字開始位置）は初期設定

値(8.5mm)に調整されていますが、ずれている場合は、この機能で調

整してください。連続帳票用紙、単票用紙それぞれの吸入量を調整で

きます。用紙の吸入量は、次の手順で調整します。 

 

１ プリンタに用紙をセットする 

用紙のセットのしかたは「第３章 用紙のセット」（53 ページ）を

参照してください。 

２ オフライン状態でオンラインスイッチを押しながら用紙セット

スイッチを押す 

プリンタの用紙吸入量を調整できる状態になります。 

３ 用紙の吸入位置を調整する 

上端余白を大きくしたいとき改 行スイッチを押します。一回の操

作で、１／180 インチ（約 0.14ｍｍ）補正します。 

上端余白を小さくしたいとき改ページスイッチを押します。一回の

操作で、1／180 インチ（約 0.14ｍｍ）補正します。 

本モード中に高 速スイッチを押すと、  を１行印字します。 

吸入量を確認するときに使用してください。 

４ 調整が終わったら、オンラインスイッチを押す 

調整した内容がプリンタに記憶され、オンライン状態になります。 

注） オンラインスイッチを押さないと、調整した内容がプリン

タに登録されず、電源を切ると元の状態に戻ります。 

調整は、単票時の補正、連帳時の補正があります。『連帳／

単票切替えレバー』にて状態を切替え、それぞれの補正を行

います。 

５ 用紙をセットして、用紙吸入量が適切かどうか確認する 
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第 2章 プリンタの機能と使い方 

 カット位置の補正方法 

カット位置に用紙を送り出したときに、プリンタの用紙カッタ位置と

用紙のミシン目がずれている場合は、次の手順で位置を補正できます。

連帳用紙の送り出し量をそれぞれ補正できます。 

約９ｍｍの補正が可能です。 

1 オンライン状態で用紙カットスイッチを押し用紙をカット位置

に送る 

2 用紙送り出し後も用紙カットスイッチを押したまま、改 行ま

たは改ページスイッチを押しカット位置を合わせる 

3 用紙カット位置に用紙のミシン目が合ったら用紙カットスイッ

チを離す 

新たな用紙カットの送り出し量として設定されます。 

・正方向（用紙を送り出す方向）に補正するとき 

改 行スイッチを押します。 

1回スイッチを押すごとに用紙を正方向に1/180インチ補正されます。 

・逆方向（用紙を戻す方向）に補正するとき 

改ページスイッチを押します。 

1回スイッチを押すごとに用紙を正方向に1/180インチ補正されます。 

注） 用紙カットスイッチを離した時点で送り出し量が設定されるので、

途中でスイッチを離した場合は手順 1から やり直してください。 
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自動検出機能 ––––––––––––––––––––––––– 

このプリンタには、以下の自動検出機能があります。 

 用紙無し検出 

印字中に用紙がなくなると、印字動作が停止して、「用紙切れ」ラ

ンプが点灯し、ブザーが鳴ってオフライン状態になります。 

 カバーオープン検出 

フロントカバーが開いた（カバーオープン）ことを検出し、動作を

一時中断させる機能です。 

オンラインアイドル中にカバーオープンを検出した場合、ブザーを

鳴動しオフライン状態に移行します。 

印字動作の途中でカバーオープンを検出した場合、その印字動作は

中断されます。 

カバーオープン検出中（アイドル中、印字動作中共に）は、全ての

スイッチ操作が無効となります。 

 用紙左右端検出 

ヘッドを左から右に移動しながら、TOF センサで用紙の左右端を検

出して、印字領域を制御する機能です。 

本機能は、機能設定『その他の設定』で『用紙外印字防止： 有効』

に設定されている時のみ行います。 

 印字ヘッド昇温検出 

印字ヘッドの過熱状態を検出すると、1 行を 3 回に分けて印字し、

印字ヘッドの劣化を防止します。この場合、印字速度が著しく低下

しますが、プリンタの異常ではありません。 

 ヘビーデューティ・パターン検出 

高密度の印字（50％以上）を行うと、1行を 3回に分けて印字します。 

 異常電流検出 

プリンタ内で異常電流が流れたときは、プリンタ保護のために自動

的に電流を切断します。この状態で電源スイッチを“ON”にしても、

約 1分間は電源が投入出来ません。数分後、電源を再投入してくだ

さい。この状態で電源が投入できないときは、プリンタの故障です

ので、電源プラグを抜いてお買い求めの販売店またはハードウェア

修理相談センター（138 ページ参照）に相談してください。 
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エラー表示機能 –––––––––––––––––––––––– 

このプリンタには、操作パネルの各ランプの点滅でアラーム内容を

識別する機能があります。 

エラー発生時に点滅するランプによりアラーム内容を下表のよう

に識別できます。対処方法については「第５章 保守と点検」の「プ

リンタがうまく動かないとき」の「電源投入後「用紙切れ」ランプ

が点滅する。」（120 ページ）を参照してください。 

 

下記アラームが発生した場合、オペレータ・パネルの LED ランプ点

滅により、アラームを通知します。 

ランプ 

 用
紙
切
れ 

モ
ー
ド 

書
体 

高
速  

 

アラーム名 

オ
ン
ラ
イ
ン 

発 生 条 件 

LES アラーム （b）  （b）   

スペースイニシャル動作実

行中に LES 検出ができなか

った 

（a） （a）  （a）  

印字中に過負荷となり 3 分

割印字となったが電源電圧

が復旧しなかった 

オーバーロード 
アラーム 

（b） （b）  （b）  
印字中以外に電源電圧が所

定のレベルより低下した 低電圧アラーム 

（a） （a）    
電源電圧が所定のレベルよ

りも高くなった 
過電圧アラーム 

（a） （a） （a） （a）  

サムチェックエラー、リー

ド/ライトエラー、CG-ROM

未搭載 

ROM/RAM アラーム 

*1 (a)(b)は、ランプ点滅の周期パターンを表します。 

空白は、消灯を表します。 
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LED ランプ点滅周期は、以下の通りです。 

  点  滅  周  期 

 
2 3 4 5

長
点
灯
数 

短
点
灯
数 

1 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8

                
（ａ） 0 2 

                

                
（ｂ） 0 3 

                

0.16 秒 （点滅間隔） 

1.28 秒（周期） 

                

*2      はランプ点灯を表します。上記周期で、点滅を繰り返します。 
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下記エラーが発生した場合、オペレータ・パネルの LED ランプ点滅

により、エラーを通知します。 

ランプ 

 

 

 

モ
ー
ド 

書
体 

用
紙
切
れ 

高
速 

エラー名 

オ
ン
ラ
イ
ン 

発 生 条 件 対処方法 

連帳／単票切り換

えレバーエラー 

－ (ｃ) － －  用紙が吸入されて

いる状態で、連帳／

単票切り換えレバ

ーを切り換えた 

連帳／単票切り換えレバーを

元の位置に戻してください。

排出ジャムエラー － － － (ｃ)  用紙の排出に失敗

した 

吸入ジャムエラー ○ － － －  用紙の吸入に失敗

した 

カットシートフィ

ーダ使用時は消灯

となります。 

1.プリンタの電源を切って

パソコン画面の[キャン

セル]ボタンをクリック

して、印刷を中止してく

ださい。 

注)印刷を中止しない場

合、正しく印刷されな

いことがあります。 

2.プリンタ(給紙口、内部、

排出部)の用紙を取り除

いてください。 

規定外用紙エラー  (ｃ)   単票(CSF)モードで

ユーザー定義サイ

ズのページ長が

76mm未満(単票用紙

の印刷範囲外)を受

信した。 

・帳票を印刷したかったのに、

プリンタが単票モードだっ

た場合は、連帳／単票切り

替えレバーを帳票側に切り

換え、連帳用紙を吸入後に

「オンライン」スイッチを

押してアラームを解除して

ください。 

・単票を印刷したかったが、

ユーザー定義サイズ設定

を間違えていた場合は、パ

ソコン側の印刷データを

キャンセルした後、プリン

タをリセット（オフライン

状態でオンライン＋高速

スイッチを押します）しま

す。再印刷時にサポート範

囲のユーザー定義サイズ

に変更してください。 

*1 (ｃ)は、ランプ点滅の周期パターンを表します。 

“○”は点灯、空白は消灯、“－”は状態変化無しを表します。 
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LED ランプ点滅周期は、以下の通りです。 

  点  滅  周  期 

 
2 3 4 5

長
点
灯
数 

短
点
灯
数 

1 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8

                
（ｃ） 0 1 

                

0.16 秒 （点滅間隔） 

1.28 秒（周期） 

                

*2      はランプ点灯を表します。上記周期で、点滅を繰り返します。 
 

 

！注意！  
 

使用中や使用直後は、印字ヘッドが高温になりま

す。温度が下がるまで触らないでください。 
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第３章 

用紙のセット 

この章では、用紙のセットのしかた、用紙厚の調整のしか

た、印刷開始位置、行間ズレの直しかた、および用紙吸入

量の調整方法について説明します。 

 
用紙をセットする ·························· 54 
連続帳票用紙をセットする ·················54 
単票用紙をセットする ·····················62 

用紙のセット(カットシートフィーダ搭載時) ·· 65 
自動給紙印刷の用紙のセット ···············65 
手差し印刷の用紙のセット ·················69 
カットシートフィーダ搭載状態で 

連続帳票をご使用の場合 ···················71 
用紙厚を調整する ························· 74 
印字開始位置について ····················· 76 
印字開始位置（行方向）を微調整する ·······76 

実力値について ··························· 77 
印字位置精度について ·····················77 

 

 
 



第 3章 用紙のセット 

用紙をセットする –––––––––––––––––––––– 

このプリンタでは、連続帳票用紙および単票用紙が使用できます。 

 

■ 連続帳票用紙をセットする 

・ 連続帳票用紙に印刷する場合はリアカバーを取り付けてください。 

リアカバーを取り付けない状態で印刷すると、排出した用紙が用紙送りト

ラクタに巻き込まれて紙づまりを発生する場合があります。 

・ このプリンタでは、カットシートフィーダ（オプション）を取り付けたまま

でも連続帳票用紙を使用できます。ただし、この場合はカットシートフィー

ダを取り付ける前に、連続帳票用紙をセットすることをおすすめします。 

 

連続帳票用紙のセットは、次の手順で行います。 

１ プリンタの電源を入れる 

電源スイッチが「｜」側に倒れていることを確認します。 

２ 連帳／単票切替えレバーを「連帳」側にセットする 
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３ 使用する用紙の厚さ、枚数に合わせて用紙厚調整レバーをセット

する 

下表を目安にレバーを目盛に合わせます。（詳細は、｢用紙厚を調整する｣（74

ページ）参照 

 

用紙厚調整レバー  

 

 

 

用紙枚数 用紙厚調整レバーの目盛

１枚 １ ～ ２ 

２～３枚 ２ ～ ３ 

４枚 ３ ～ ４ 

５枚 ４ ～ ５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

！注意！  
 

用紙厚調整レバーは、正しく設定してください。用紙の厚

みに対して、レバーが正しくセットされていないと、きれ

いに印字できないことがあります。 

印字の周囲が汚れるときは目盛りを大きめに、印字がカス

レるときは目盛りを小さめに設定してください。 
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４ 用紙送りトラクタのロックを外し、用紙押さえを開く 

リアカバーを開け、用紙送りトラクタのロックレバーをプリンタに向かって

押し上げてロックを解除し、トラクタが左右に移動できるようにします。次

に用紙押えを開き、用紙をセットできる状態にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ロックレバー 

用紙送り 

トラクタ 

リアカバー 

連帳／単票切替えレバー 

「連帳」側 
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５ 用紙送りトラクタに連続帳票用紙をセットする 

用紙送りトラクタのピンに連続帳票用紙の送り穴を通し、用紙押えを閉じます。 

右側の用紙送りトラクタを下図に示す位置にすると、左端余白（用紙左端か

らの余白）が最小値（約 11.43mm）となりますので目安にしてください（ド

ライバを使用して印字する場合はこの位置に合わせます）。 

用紙幅が 5インチ以下の用紙をセットする場合は、必ずトラクタ位置をこの

位置に合わせて用紙をセットしてください。 

左側の用紙送りトラクタを用紙が軽く張るくらいに位置を調整します。 

 

 

用紙押え 

用紙押え  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ！注意 ！ 

 
 

用紙づまりを防ぐために、次の点に注意してください。 

用紙を用紙送りトラクタにセットするとき、用紙を張りす

ぎないようにトラクタの幅を調整してください。 

（用紙送りトラクタのピンと用紙のスプロケット穴の中

心が一致するようにします。） 
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６ リアカバーから、リアカバーフタを外して倒す 

 

リアカバー 

リアカバー 

フタ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ！注意 ！ 

 

 

 
印字音を抑えるためにリアカバーフタを閉めます。 
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７ 連続帳票用紙を印字開始位置まで送る 

1) プリンタをオフライン状態にします。 

（「オンライン」ランプが消灯した状態です。）  

2) 用紙セットスイッチを押して、用紙を印字開始位置まで送ります。 

 

印字開始位置の微調整については、｢印字開始位置について｣（76ページ）を

参照してください。 

 

 ！注意 ！ 

 

 

 

連帳用紙を使用するときは、左右の用紙ガイドが紙に触れ

ないようにしてください。 
左右の用紙ガイドを両端に寄せてください。 

 

 

 

 

 ！注意 ！ 

 

 

 

連帳用紙を吸入後は、微小改行にて用紙を送るなどして、

プラテンノブを手回しで回さないでください。 

 

 

８ オンラインスイッチを押して、オンライン状態（「オンライン」

ランプ点灯）にし、パソコンから印字データを送る 

 

（注）用紙を排出するには、次の方法があります。 

・ 印字ヘッドがページの先頭印字位置にあるときは、オンライン状

態にして用紙カットスイッチを押すと、用紙がカット位置まで送ら

れます。 

・ オフライン状態にして改ページスイッチを押します。1 回押すた

びに、1ページ分の用紙が送られます。 

 

 ガイド  

・印刷中はトップカバーを閉めてください。 
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第 3章 用紙のセット 

◆ 連続帳票用紙の置きかた 

連続帳票用紙は、下図（○印）のように置いてください。用紙の流れ

が机の角などに当たって妨げられると、正しく用紙が送られないので

改行ズレ、斜行印字などが発生することがあります。用紙の配置に注

意してください。 

 

 

リアカバーを水平に倒した状態で使用すると、改行の乱れなどの原

因となります。必ずリアカバーを立てた状態で使用してください。 

 

 
○ × 
 

 

 

 

プ 

リ 

ン 

タ 
側 

面 

カットシートフィーダとホッパー 

ユニット取り付け時補助脚が台に

のるようにします。 

（FMPR3000G のみ） 

 

カットシートフィーダとホッパー 

ユニット取り付け時 

（FMPR3000Gのみ） 
 

 

プ 

リ 

ン 

タ 

背 

面 

プリンタの用紙出口と用紙の置く位

置のズレをなくしてください。 
 

 

 

 

 

 

お願い 
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第 3章 用紙のセット 

 連続帳票用紙の後退動作 
連続帳票用紙の後退動作を連続して行うと、トラクタから用紙が外れ

る場合がありますので、注意して下さい。 

 

 印刷済みの用紙について 
印刷済みの用紙が印字ヘッド付近に残っている状態で次の用紙をセ

ットすると、正しく用紙をセットしない場合があります。 

印刷済みの用紙を取り除いてから用紙をセットしてください。 

 

 複写用紙について 

複写用紙を印刷するときは、リアカバーを立てて印刷してください。

リアカバーを水平にして印刷すると、1 枚目（オリジナル）と 2 枚目

以降（複写）の印字位置がズレることがあります。 

 

 ガイド  

プリンタの置き台には、以下のプリンタラック（プリンタデスク）

を推奨します。 

  販  売 ： 富士通コワーコ 

  名  称 ： プリンタラック RPX-51 

  商品番号 ： 1509021 
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第 3章 用紙のセット 

■ 単票用紙をセットする 

単票用紙は 1枚ずつセットしてください。 

 ※連帳用紙がセットされている場合は、トラクタ位置まで戻してく

ださい。 

単票用紙のセットは、次の手順で行います。 

1 連帳／単票切替えレバーを「単票」側にセットする 

 

2 使用する用紙の厚さ、枚数に合わせて用紙厚調整レバーをセット

する 

下表を目安にレバーを目盛に合わせます。詳細は、｢用紙厚を調整する｣（74

ページ）参照  

用紙厚調整レバー 

 

 

用紙枚数 用紙厚調整レバーの目盛

１枚 １ ～ ２ 

２～３枚 ２ ～ ３ 

４枚 ３ ～ ４ 

５枚 ４ ～ ５ 

はがき          ５ ※ 

 

※ 行間ズレ（縦棒のつなぎの左右のズレ） 

が大きい場合には、用紙厚調整レバーの 

目盛りを Aまたは Bに設定してください。 

 

！注意！  
 

用紙厚調整レバーは、正しく設定してください。用紙の厚

みに対して、レバーが正しくセットされていないと、きれ

いに印字できないことがあります。 

印字の周囲が汚れるときは目盛りを大きめに、印字がカス

レるときは目盛りを小さめに設定してください。 
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第 3章 用紙のセット 

3 リアカバーを立てる 

 

リアカバー 

4 用紙ガイドの位置を調整し単票用紙をセットする 

左側の用紙ガイドを突き当たるまで右側に寄せた位置にすると、左端余白
（用紙左端からの余白）が最小値（約 4～6mm）となりますので左端余白量の
目安にして下さい（ドライバを使用して印字する場合はこの位置に合わせま
す）。用紙幅が 5 ｲﾝﾁ以下の用紙をセットする場合は、必ず用紙ガイドをこ
の位置に合わせて用紙をセットしてください。 
リアカバーに刻印されている目盛りは、1/10 ｲﾝﾁ（約 2.54mm）刻みです。用
紙の目安にしてください。 
右側の用紙ガイドを、用紙の幅に合わせて移動します。 
用紙ガイドに沿って、印刷する面を下に向け、用紙をまっすぐに入れます。 

 

用紙ガイド 桁スケール 

！注意！  
 

・複写用紙をのりづけした単票用紙は、のりづけ部分から

プリンタに挿入します。 

・封筒を使用するときは、｢封筒｣の｢用紙サイズ｣（100 ペ

ージ）および｢封筒サイズおよび坪量｣（101 ページ）を

参照してください。 

・はがきを使用するときは、「はがきを使用するとき」 

（106ページ）を参照してください。 
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第 3章 用紙のセット 

5 以下の手順で、単票用紙を印字開始位置に送る 

オートローディング有効（36 ページ参照）を設定しているときは、自動的に

印字開始位置まで送られます。 

 

1) プリンタをオフライン状態にします。 

（「オンライン」ランプが消灯した状態です。） 

2) 用紙セットスイッチを押し、用紙を印字開始位置まで送ります。 

 

印字開始位置の微調整については、｢印字開始位置について｣（76ページ）を

参照してください。 

 

送られた用紙がまっすぐセットされなかったときは、用紙セットスイッチを

押していったん単票用紙を排出し、再度セットしてください。 

 

6 オンラインスイッチを押して、オンライン状態（「オンライン」

ランプ点灯）にし、パソコンから印字データを送る 

 

注） 用紙を排出するには、オフライン状態にして用紙セットスイッチを押し

ます。 

 

 ガイド  

・ トップカバーを外す場合は、垂直に立ててから上へ持ち上げ

てください。また、トップカバーを取り付ける場合は、取り

外しと逆の手順で行ってください。 

・ 印刷中はトップカバーを閉じてください。 
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第 3章 用紙のセット 

用紙のセット(カットシートフィーダ搭載時)–  
FMPR3000G プリンタでは、オプションのカットシートフィーダを搭載することに

よりセットした単票用紙を一枚ずつプリンタへ送り出し、印字した用紙をスタッ

カへ排出することができます。 

カットシートフィーダを使用して印字を行う場合には，給紙ホッパにセットした

単票用紙を自動的に送って連続的に印字を行う場合（自動給紙印刷）と，手差し

口から手動で用紙を一枚ずつセットして印字を行う場合の二通りがあります。 

 

■ 自動給紙印刷の用紙のセット 

単票用紙をセットして自動的に紙送りを行い印字する場合は，次の手順で行います。 

1 プリンタ装置の電源を ON にする 

（この時セットされている用紙は排出されます。） 

2 プリンタの連帳／単票切替レバーを「単票」側にセットする 

3 紙厚調整レバーをセットする用紙の紙厚に合わせてセットする 

紙厚調整レバーのセット位置は｢用紙厚を調整する｣（74ページ）を参照してくだ

さい。 

 

4 カットシートフィーダのリリースレバーを“開”の位置にする 
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第 3章 用紙のセット 

5 左側用紙ガイドの位置を決める 

左側の用紙ガイドをスケールの“・”マークの最右端に合わせると、左端余

白（用紙左端からの余白）が最小値（5.08mm）となりますので目安にして下

さい（ドライバを使用して印字する場合はこの位置に合わせます）。B4 横等

の幅広用紙を使用する場合は、用紙の大きさに応じて移動します。 

 

注） 左側用紙ガイドを…マークを越えて移動しますと正常動作ができない

場合があります。ハガキは，左側用紙ガイドを▼マークの位置でご使

用ください。 

6 用紙を揃えて左右の用紙ガイドの上に載せてセットする 

（一度にセットできる用紙の量は左側用紙ガイドの赤線までです。） 

 

 

用紙左端 

用紙

左側用紙ガイド 

左側用紙ガイド 

右側用紙ガイド 

リリースレバー 

赤線 

はがき 
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第 3章 用紙のセット 

7 用紙セット後，左右の用紙ガイドと用紙の側面が軽く触れる程度

に右側用紙ガイドを合わせ、左右の用紙ガイドのロックレバーを

奥に倒してロックする 

注） 用紙と用紙ガイドとの間に隙間がある場合は，右側用紙ガイドを左へ

動かして隙間をなくしてください。なお，ガイドを用紙に強く押し付

けると吸入不良を起こすことがありますのでご注意ください。 

 

× 強く押し付けた場合 

○ 軽く合わせた場合 
 

8 リリースレバーを矢印の方向へ回す 

単票用紙をセットするときは“閉”，ハガキをセットするときは，“ハガキ”

の位置にリリースレバーを合わせます。 

 

 

用紙 

リリースレバー 
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第 3章 用紙のセット 

9 用紙および用紙のセット時のご注意 

・ 用紙は，直射日光の当たらない場所に保管してください。また，

用紙は立て掛けないで水平に保管したものをご使用ください。 

・ 乾燥し過ぎた場所，また湿った場所に保管した用紙は，吸入不良

を起こし易いので，湿度には十分ご注意ください。 

・ セットする場合は，図のように用紙さばきを行った後，机に上な

どで用紙の上下，左右をきれいに揃えた上でセットしてください。 

  

用紙のさばき方 用紙の揃え方 

・ 用紙はカール方向を合わせてセットしてください。 

用紙は，湿度などの影響でカールしていることがありますので，

補充および別梱包の用紙を合わせてセットする場合，カール方向

を合わせてセットしてください 

（背中合わせにするとダブルフィードを起こす場合があります）。

また，少しカールのある場合は，カール方向を下図のようにセッ

トしてください。 

・ 用紙は同一種類のものをセットしてください。 

銘柄の異なるもの，連量（紙厚）の異なるものを混在させてセッ

トしないでください。 

 

用紙 
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第 3章 用紙のセット 

■ 手差し印刷の用紙のセット 

1 プリンタ装置の電源を ON にする 

2 紙厚調整レバーをセットする用紙の紙厚に合わせてセットする 

3 連帳／単票切替レバーを「単票」側にセットする 

4 用紙の左側をスケールの“・”マークの最右端に合わせて手差し

口から挿入する 

（A3 用紙を横長方向で使用する場合は，左側の▼マークに合わせます。）用

紙は左右を平行に，軽く突き当たる所まで挿入してください。 

 

注） 用紙の左側は，…マークの範囲内で使用してください。右端の“・”マー

クは左端余白が最小(5.08mm)となる位置の目安です（ドライバ使用時はこ

の位置に用紙をセットして下さい。用紙の左側が…マークの範囲外で使用

しますと，正常動作ができない場合があります。ハガキは，右側の▼マー

クの位置で使用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A3用紙の場合 

ハガキの場合 

ハガキをセットした場合 
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第 3章 用紙のセット 

5 操作パネルの「オンライン」スイッチを押して、「オフライン」

状態に切り替える 

6 「用紙セット」スイッチを押す 

単票用紙が自動的に印字開始位置まで吸入されます。 

7 操作パネル上の「オンライン」スイッチを押して、「オンライン」

状態に切り替える 

 

 

 

 手差し用紙のご使用時の注意点 

カットシートフィーダを搭載した状態で、手差しの複数ページ印刷を

行う場合、２ページ目以降はカットシートフィーダから用紙を吸入し

ます。 

手差しで複数ページを印刷する場合は、カットシートフィーダを外し

てから印刷してください。  
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第 3章 用紙のセット 

■ カットシートフィーダ搭載状態で連続帳票をご使用の場合 

このカットシートフィーダをプリンタ装置に搭載した状態で、連続帳票を使用で

きます（連続帳票をプリンタへセットする方法については、｢連続帳票用紙をセ

ットする｣（54ページ）を参照してください）。 

1 プリンタ装置の電源を ON にする 

2 操作パネルの「オンライン」スイッチを押し，プリンタ装置を「オ

フライン」状態（オンラインランプが消えた状態）に切り替える 

3 使用する帳票の厚さ，枚数に応じて紙厚調整レバーをセットする 

紙厚調整レバーのセット位置は、｢用紙厚を調整する｣（74ページ）を参照してく

ださい。 

4  連帳／単票切替レバーを「連帳」側にセットする 

5 操作パネルの「用紙セット」スイッチを押す 

連続帳票用紙は印字開始位置まで送られます。 

6 操作パネルの「オンライン」スイッチを押して「オンライン」状

態に切り替える 
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第 3章 用紙のセット 

7 スタッカサポートを下図の位置（割合比）に動かす 

 

 連続帳票のご使用時の注意点 

カットシートフィーダを搭載した状態で連続帳票を使用の場合，次の点に

ご注意ください。 

1 連続帳票が前面に倒れる場合があるので連続帳票の繰り出しは最

初のミシン目が用紙ガイド金具を乗り越える位置まで送り出す 
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第 3章 用紙のセット 

2 用紙の流れをスムーズにするため，プリンタ装置と用紙の位置は

下図のように置く 

 

カットシートフィーダ 

連続帳票 

 

3 カットシートフィーダのリリースレバーを“開”にする 
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第 3章 用紙のセット 

用紙厚を調整する –––––––––––––––––––––– 

適切な印字をするために、用紙の厚さや枚数に応じて印字ヘッドとプラテンの

間隔を調整します。 

用紙厚調整レバーが １ の位置にあるとき、印字ヘッドとプラテンの間隔

は、最も狭くなり、“D”の位置のとき最も広くなります。 

 

用紙厚調整レバー 

狭い 

広い 
 

用紙厚調整レバーの目盛 
印字ヘッドとプラテンの間隔と 

セットできる用紙枚数  ※1 

1 1 枚 

2 1～3 枚 

3 2～4 枚 

4 4～5 枚 

5 5 枚、はがき 1枚 ※2 ※3 

A～C 5 以上の広さ 

5 では印字ヘッドとプラテンの間隔が狭いときに、A～C

の順に用紙厚調整レバーをセットしてみてください。 

D 印字ヘッドとプラテンの間隔が最も広くなります。 

リボンカセットを交換するときや、用紙づまりを取り除

くときに、用紙厚調整レバーをセットします。 

※1 用紙とは、連続帳票用紙または単票用紙をさします。 

※2 はがきは、連量 160kg とします。 

※3 行間ズレ（縦棒のつなぎの左右のズレ）が大きい場合には、用紙厚調

整レバーの目盛りを Aまたは Bに設定してください。 

用紙のリボンによる汚れが気になる場合は、用紙厚調整レバーの目盛

り位置をひと目盛り大きく設定してください。 
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第 3章 用紙のセット 

 

！注意！  
 

使用する用紙に対して、用紙厚調整レバーのセットが適切

でないときは、次のような現象が起こることがあります。 

用紙厚に対して用紙厚調整レバーのセットが広すぎるとき

・印字のかすれや、印字抜けが生じることがあります。 

・印字ヘッドの故障の原因になります。 

用紙厚に対して用紙厚調整レバーのセットが狭すぎるとき

・印字中にリボンがはずれたり、たるんだりして印字ヘ

ッドの故障の原因になることがあります。 

・用紙の端面が切れたり、しわになったりすることがあ

ります。 

・リボンによって用紙が汚れることがあります。 

・用紙の送りが悪くなることがあります。 

・キャリアが正常に動かないことがあります。 

 

75 



第 3章 用紙のセット 

印字開始位置について –––––––––––––––––– 

本操作は、用紙吸入後に一時的に印字開始位置を調整する方法を説

明します。 
注） ・ 用紙の再吸入を行うと、調整した位置は元に戻ります。  

・ 印字開始位置を保持する場合は、機能設定の｢余白量設定」 （37 ペー 

ジ）および「用紙の吸入量を調整する」（45 ページ）を参照してください。 

 

印字開始位置を調整するときは、カードガイドのリブを目安にして用紙を

合わせます。 

 

リブ 

■ 印字開始位置（行方向）を微調整する 

操作パネルのスイッチ操作で、行方向の印字位置を微調整できます。 

1 プリンタをオフライン状態にする 

（「オンライン」ランプ消灯。点灯しているときは、オンラインスイッチを

押します。） 

2 行方向の印字開始位置を微調整する 

・正方向（用紙を送り出す方向）に微調整するとき 

オンラインスイッチを押しながら、改 行スイッチを押します。 

正方向に 1/180 インチ改行します。 

押し続けると、連続して正改行します。 

・逆方向（用紙を戻す方向）に微調整するとき 

オンラインスイッチを押しながら、改ページスイッチを押します。 

逆方向に 1/180 インチ改行します。 

押し続けると、連続して逆改行します。 

！注意！  
 

用紙を引っ張ったり、プラテンノブを回しての微調整は

行わないでください。 

用紙の改行が乱れる原因となります。 
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第 3章 用紙のセット 

実力値について –––––––––––––––––––––––– 
本装置の能力を最大に引き出してご使用いただくために、本装置の実力値を充

分理解したうえでご使用ください。 

印字位置精度は、媒体、環境により影響を受けます。推奨媒体を常温常湿の環境

で使用した場合に、以下の各項目に示す範囲で印刷されるように設計されていま

す。以下に示す数値はあくまでも参考値であり保証するものではありません。 

■ 印字位置精度について 

推奨媒体（連帳帳票）、常温常湿、印字保証領域において弊社測定値は以下の

とおりです。（この数値は参考値であり保証値ではありません） 

(1) 吸入斜行 

連帳 

（推奨紙：1P、55kg、上質） 

FMPR2000G：±0.5mm/203mm 

FMPR3000G：±0.5mm/345mm 

（印字の傾き） 
 
(2) 累積斜行(頁内) 

連帳 

（推奨紙：1P、55kg、上質） 

FMPR2000G：±0.5mm/203mm 

FMPR3000G：±0.5mm/345mm 

（印字の傾き） 
 
(3) 累積改行(頁越え) 

連帳 

（推奨紙：1P、55kg、上質） 

FMPR2000G：±0.8mm 

FMPR3000G：±0.8mm 

（吸入後、1 文字目を基準とした用

紙送り方向の印字位置） 

 

 ガイド  
・ 紙厚（複写枚数）が厚くなるほど、実力値は低下します。 

・ 帳票印刷の運用に際しては印刷確認の上ご使用ください。 

・ 印字位置に関する以下の項目については調整が可能です。用紙の種

類や長期稼動などでずれが生じたときは調整してください。 

上端余白(用紙吸入) ： 「用紙の吸入量を調整する」（45ページ）

を参照してください。 

累積改行 ： 「機能設定の種類」の「単票(手差し)改行

補正量」、「CSF 改行補正量」、「連帳改

行補正量」(40ページ)を参照してください。 

行間ズレ(両方向) ： 「行間ズレを直す」(43ページ)を参照して

ください。 
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第４章 

用紙について 

この章では、使用できる用紙と取り扱い上の注意点につい

て説明します。 
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第 4章 用紙について 

用紙使用上のご注意 –––––––––––––––––––– 

■ 連続帳票普通紙 

［使用できる用紙］ 

本プリンタでは、PPC 用紙および普通紙を使用することができます。 

しかし一般の市販品には本プリンタに適さないものもありますので、

できるだけサプライ品をご使用ください。 

用紙を大量にお買い求めになる前に、サンプル用紙でためし印刷をし、

支障がないことを確認することをお勧めします。 

詳細は「連続帳票用紙」(88ページ)を参照願います。 

［使用できない用紙］ 

・ 連量が 45kg 未満の薄い用紙 

・ 連量が 70kg 以上の厚い用紙 

・ 全体の用紙厚さが 0.33mm 以上の厚い用紙 

・ 用紙のとじ方法が線のりとじ、紙ホチキスとじ、束のりとじ、片の

りとじの複写用紙 

・ ミシン目の入れ方が「ミシン目の入れ方」(91ページ)記載以外のミ

シン目を入れた用紙 

・ 湿っている用紙や濡れている用紙 

・ 一度印刷された用紙（裏紙等） 

・ 貼り合わせた用紙（切手など）や、糊などがついている用紙 

・ 印字領域内にとじ穴がある用紙 

・ 反り（カール）、しわ、折り目のある用紙や、破れている用紙 

・ ホチキス、クリップ、リボン、テープなどが付いている用紙 

・ ざら紙や繊維質の多い用紙など、表面がなめらかでない用紙 

・ 裁断部のバリが大きい用紙 

・ 紙粉の多い用紙 
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［使用できない用紙を使用したときの問題点］ 

・ 連量が 45kg 未満の薄い用紙を使用すると、給紙ミス、紙づまりが発

生するだけでなく、給紙ローラがすべってしまうことによりローラ

が磨耗し、本プリンタに適している用紙までも給紙できなくなり、

装置故障の原因となります。 

・ 連量が 70kg 以上の厚い用紙や全体の用紙厚さが 0.33mm 以上の用紙

を使用すると、給紙ミス、紙づまりが発生するだけでなく、給紙ロ

ーラがすべってしまうことによりローラが磨耗し、本プリンタに適

している用紙までも給紙できなくなり、装置故障の原因となります。 

・ 用紙のとじ方法が線のりとじ、紙ホチキスとじ、束のりとじ、片の

りとじの複写用紙を使用すると用紙づまりや印字ズレが発生し、装

置故障の原因となります。 

・ ミシン目の入れ方が仕様外の用紙を使用すると、ミシン目から用紙

が破け用紙づまりや印字ズレが発生するだけでなく破けた用紙によ

り装置故障の原因となります。 

・ 連量が45kg未満の薄い用紙や湿っている用紙、濡れている用紙などに

印刷した場合は、紙詰まりやシワなどが発生しやすくなります。 

・ 一度印刷された用紙(裏紙)を使用すると用紙搬送ローラなどへの用

紙巻きつきなどの不具合が発生する場合があります。 

・ 貼りあわせた用紙や、糊のついている用紙に印刷すると糊の成分等

が装置内部に付着し、印字不良や装置故障の原因となることがあり

ます。 

・ 印字領域内にとじ穴がある用紙を使用すると印字ヘッドピンが折れ

装置故障の原因となります。 

■ 連続帳票特殊紙 

［使用できる用紙］ 

本プリンタでは、はがき用紙およびタック紙等の特殊連続帳票用紙を

使用することができます。 

しかし印刷品質は、普通紙より劣ることがありますので、用紙を大量

にお買い求めになる前に、サンプル用紙でためし印刷をし、支障がな

いことを確認することをお勧めします。 

詳細は、「はがき用紙」(94ページ)、「タック用紙」(95ページ)を参

照願います。 
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 はがき用紙 

［使用できない用紙］ 

・ 連量が 135Kg 以上の厚い用紙 

・ ミシン目の入れ方が「ミシン目の入れ方」(91ページ)記載以外のミ

シン目を入れた用紙 

・ 湿っている用紙や濡れている用紙 

・ 一度印刷された用紙（裏紙等） 

・ 貼り合わせた用紙（切手など）や、糊などがついている用紙 

・ 印字領域内にとじ穴がある用紙 

・ 反り、しわ、折り目のある用紙や、破れている用紙 

・ カールしている用紙 

・ ホチキス、クリップ、リボン、テープなどが付いている用紙 

・ ざら紙や繊維質の多い用紙など、表面がなめらかでない用紙 

・ 裁断部のバリが大きい用紙 

・ 紙粉の多い用紙 

［使用できない用紙を使用したときの問題点］ 

・ 連量が 135Kg 以上の厚い用紙を使用すると給紙ミス、紙づまりが発生

するだけでなく、給紙ローラがすべってしまうことにより、ローラが

磨耗し、本プリンタに適している用紙まで給紙できなくなります。 

・ ミシン目の入れ方が仕様外の用紙を使用すると、ミシン目から用紙

が破け用紙づまりや印字ズレが発生するだけでなく破けた用紙によ

り装置故障の原因となります。 

・ 一度印刷された用紙(裏紙)を使用すると用紙搬送ローラなどへの用

紙巻きつきなどの不具合が発生する場合があります。 

・ 貼りあわせた用紙や、糊のついている用紙に印刷すると糊の成分等

が装置内部に付着し、印字不良や装置故障の原因となることがあり

ます。 

・ 印字領域内にとじ穴がある用紙を使用すると印字ヘッドピンが折れ

装置故障の原因となります。 
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 タック用紙 

［使用できない用紙］ 

・ 用紙(ラベル＋台紙)の厚さ 0.2mm 以上の厚いラベル紙 

・ 台紙の厚さ 0.1mm 以上の厚いラベル紙 

・ ラベルの厚さ 0.1mm 以上の厚いラベル紙 

・ 湿っている用紙や濡れている用紙 

・ 一度印刷された用紙 

・ 貼り合わせた用紙（切手など）や、糊などがラベルからはみ出して

ついている用紙 

・ 印字領域内にとじ穴がある用紙 

・ 反り、しわ、折り目のある用紙や、破れている用紙 

・ カールしている用紙 

・ ホチキス、クリップ、リボン、テープなどが付いている用紙 

・ ざら紙や繊維質の多い用紙など、表面がなめらかでない用紙 

・ 裁断部のバリが大きい用紙 

・ 紙粉の多い用紙 

・ ラベルの貼り付け強度の弱い用紙（「ラベルの貼り付け強度」 

(95ページ)参照) 

［使用できない用紙を使用したときの問題点］ 

・ 用紙の厚さ 0.2mm 以上の厚いラベル紙を使用すると給紙ミス、紙づ

まりが発生するだけでなく、ラベルが台紙から剥がれやすくなり、

用紙搬送ローラへの巻きつきや、装置内部への貼りつきにより装置

故障の原因となります。 

・ ラベルの貼り付け強度の弱い用紙を使用すると、ラベルが台紙から

剥がれやすくなり、用紙搬送ローラへの巻きつきや、装置内部への

貼りつきにより装置故障の原因となります。 

・ 一度印刷された用紙(裏紙)を使用すると用紙搬送ローラなどへの用

紙巻きつきなどの不具合が発生する場合があります。 

・ 印字領域内にとじ穴がある用紙を使用すると印字ヘッドピンが折れ

装置故障の原因となります。 
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■ 単票普通紙 

［使用できない用紙］ 

・ 連量が 45kg 未満の薄い用紙 

・ 連量が 70kg 以上の厚い用紙 

・ 全体の用紙厚さが 0.33mm 以上の厚い用紙 

・ 用紙のとじ方法が横のりとじの複写用紙 

・ 湿っている用紙や濡れている用紙 

・ 一度印刷された用紙（裏紙等） 

・ 貼り合わせた用紙（切手など）や、糊などがついている用紙 

・ 印字領域内にとじ穴がある用紙 

・ 反り（カール）、しわ、折り目のある用紙や、破れている用紙 

・ ホチキス、クリップ、リボン、テープなどが付いている用紙 

・ ざら紙や繊維質の多い用紙など、表面がなめらかでない用紙 

・ 裁断部のバリが大きい用紙 

・ 紙粉の多い用紙 

［使用できない用紙を使用したときの問題点］ 

・ 連量が 45kg 未満の薄い用紙を使用すると、給紙ミス、紙づまりが発

生するだけでなく、給紙ローラがすべってしまうことによりローラ

が磨耗し、本プリンタに適している用紙までも給紙できなくなり、

装置故障の原因となります。 

・ 連量が70kg以上の厚い用紙や全体の用紙厚さが0.33mm以上の用紙を使

用すると、給紙ミス、紙づまりが発生するだけでなく、給紙ローラがす

べってしまうことによりローラが磨耗し、本プリンタに適している用紙

までも給紙できなくなり、装置故障の原因となります。 

・ 用紙のとじ方法が横のりとじの複写用紙を使用すると用紙吸入不良

や斜行印字が発生します。 

・ 連量が45kg未満の薄い用紙や湿っている用紙、濡れている用紙などに

印刷した場合は、紙詰まりやシワなどが発生しやすくなります。 

・ 一度印刷された用紙(裏紙)を使用すると用紙搬送ローラなどへの用

紙巻きつきなどの不具合が発生する場合があります。 

・ 貼りあわせた用紙や、糊のついている用紙に印刷すると糊の成分等

が装置内部に付着し、印字不良や装置故障の原因となることがあり

ます。 

・ 印字領域内にとじ穴がある用紙を使用すると印字ヘッドピンが折れ

装置故障の原因となります。 
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■ 単票特殊紙 

［使用できる用紙］ 

本プリンタでは、はがき用紙およびタック紙等の特殊単票用紙を使用

することができます。 

しかし印刷品質は、普通紙より劣ることがありますので、用紙を大量

にお買い求めになる前に、サンプル用紙でためし印刷をし、支障がな

いことを確認することをお勧めします。詳細は、「はがき用紙」(94ペ

ージ)、「タック用紙」(95ページ)を参照願います。 

 はがき 

［使用できない用紙］ 

・郵便はがきでないもの 

・ 折り目をつけた往復はがき 

・ 湿っている用紙や濡れている用紙 

・ 一度印刷された用紙（裏紙等） 

・ 貼り合わせた用紙（切手など）や、糊などがついている用紙 

・ 印字領域内にとじ穴がある用紙 

・ 反り、しわ、折り目のある用紙や、破れている用紙 

・ カールしている用紙 

・ ホチキス、クリップ、リボン、テープなどが付いている用紙 

・ ざら紙や繊維質の多い用紙など、表面がなめらかでない用紙 

・ 裁断部のバリが大きい用紙 

・ 紙粉の多い用紙 

［使用できない用紙を使用したときの問題点］ 

・ 郵便はがき以外を使用すると給紙ミス、紙づまりが発生するだけでな

く、給紙ローラがすべってしまうことにより、ローラが磨耗し、本プ

リンタに適している用紙まで給紙できなくなります。 

・ 折り目をつけた往復はがきを使用すると用紙吸入不良や斜行印字が

発生します。 

・ 一度印刷された用紙(裏紙)を使用すると用紙搬送ローラ などへの

用紙巻きつきなどの不具合が発生する場合があります。 

・ 貼りあわせた用紙や、糊のついている用紙に印刷すると糊の成分等が

装置内部に付着し、印字不良や装置故障の原因となることがあります。 

・ 印字領域内にとじ穴がある用紙を使用すると印字ヘッドピンが折れ

装置故障の原因となります。 
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 タック用紙 

［使用できない用紙］ 

・ 用紙(ラベル＋台紙)の厚さ 0.2mm 以上の厚いラベル紙 

・ 台紙の厚さ 0.1mm 以上の厚いラベル紙 

・ ラベルの厚さ 0.1mm 以上の厚いラベル紙 

・ 湿っている用紙や濡れている用紙 

・ 一度印刷された用紙 

・ 貼り合わせた用紙（切手など）や、糊などがラベルからはみ出して

ついている用紙 

・ 印字領域内にとじ穴がある用紙 

・ 反り、しわ、折り目のある用紙や、破れている用紙 

・ カールしている用紙 

・  ホチキス、クリップ、リボン、テープなどが付いている用紙 

・ざら紙や繊維質の多い用紙など、表面がなめらかでない用紙 

・ 裁断部のバリが大きい用紙 

・ 紙粉の多い用紙 

・ ラベルの貼り付け強度の弱い用紙（「ラベルの貼り付け強度」 

(95ページ)参照） 

［使用できない用紙を使用したときの問題点］ 

・ 用紙の厚さ 0.2mm 以上の厚いラベル紙を使用すると給紙ミス、紙づ

まりが発生するだけでなく、ラベルが台紙から剥がれやすくなり、

用紙搬送ローラへの巻きつきや、装置内部への貼りつきにより装置

故障の原因となります。 

・ ラベルの貼り付け強度の弱い用紙を使用すると、ラベルが台紙から

剥がれやすくなり、用紙搬送ローラへの巻きつきや、装置内部への

貼りつきにより装置故障の原因となります。 

・ 一度印刷された用紙(裏紙)を使用すると用紙搬送ローラなどへの用

紙巻きつきなどの不具合が発生する場合があります。 

・ 印字領域内にとじ穴がある用紙を使用すると印字ヘッドピンが折れ

装置故障の原因となります。 
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 封筒 

［使用できない用紙］ 

・ フラップなどがのり付け加工された用紙 

・ 窓付き封筒 

・ 二重封筒 

・ 湿っている用紙や濡れている用紙 

・ 一度印刷された用紙 

・ 貼り合わせた用紙（切手など）や、糊などがついている用紙 

・ 反り（カール）、しわ、折り目のある用紙や、破れている用紙 

・ ホチキス、クリップ、リボン、テープなどが付いている用紙 

・ ざら紙や繊維質の多い用紙など、表面がなめらかでない用紙 

・ 裁断部のバリが大きい用紙 

・ 紙粉の多い用紙 

［使用できない用紙を使用したときの問題点］ 

・ 窓付きの用紙を使用すると給紙ミス、紙づまりが発生するだけでな

く、給紙ローラがすべってしまうことによりローラが磨耗し、本プ

リンタに適している用紙までも給紙できなくなり、装置故障の原因

となります。 

・ 貼りあわせた用紙や、糊のついている用紙に印刷すると糊の成分等

が装置内部に付着し、印字不良や装置故障の原因となることがあり

ます。 

87 



第 4章 用紙について 

連続帳票用紙 ––––––––––––––––––––––––– 

このプリンタで使用できる連続帳票用紙は、次のとおりです。 

 用紙の寸法 

連続帳票用紙の寸法を下図に示します。 

 

 

寸 法 
記 号 

FMPR2000G FMPR3000G 

Ｙ（用紙幅） 

101.6 mm 

〜  

266.7 mm 

(4～10.5 ｲﾝﾁ) 

注 1)

101.6 mm 

〜  

406.4 mm 

(4～16 ｲﾝﾁ) 

注 2) 

Ｔ（折り畳み長さ） 
101.6 mm 以上 

(4 ｲﾝﾁ以上) 

101.6 mm 以上 

(4 ｲﾝﾁ以上) 

注 1) 最大印字幅は 203.3mm（8 インチ）のため、幅の広い用紙をセットし

た場合、左端および右端余白は大きくなります。 

注 2) 最大印字幅は 345.44mm（13.6 インチ）のため、幅の広い用紙をセッ

トした場合、左端および右端余白は大きくなります。 
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 用紙の構成枚数 

オリジナルを含む用紙の構成枚数と用紙の厚さ (連量) の組合わせは、

下表のとおりです。 

用紙種類 枚数 連量（kg） 備  考 

一枚用紙 1P 45,55,70  

2P 34,43,55,(70) 

3P 34,43,(55,70) 

4P 34,(43,55,70) 
ノンカーボン紙

5P 34,(43,55) 

（ ）内の連量の用紙は、

複数つづりの一番下の用

紙のみ使用可能です。 

2P 34,45,55,(70) 

3P 34,45,(55,70) 

4P 34,(45,55,70) 
裏カーボン紙 

5P 34,(45,55) 

 

2P 30,40,45,(55,70) 

3P 30,40,(45,55) 

4P 30,40,(45,55) 
中カーボン紙 

5P 30,40,(45,55) 

 

注 1) 連量とは、四六判(788×1091mm）の用紙 1000 枚の重量を kg で示した値

です。 

注 2) ノンカーボン紙および裏カーボン紙の連量は、用紙メーカによって多少異

なる場合があります。その場合、表の数値に近いものを選んでください。 

なお、裏カーボン紙は、多湿環境で使用しないでください。 

注 3) 中カーボン紙は、間に挿入されるカーボン紙を用紙 1枚に相当するものと

して数え、複写枚数は5Pまでです。 

中カーボン紙に使用するカーボン紙の厚さは、0.03mm 以下としてください。 

注 4) 用紙の種類および保管状況により、印字品質に差が出る場合があります。

不具合が発生する用紙については、その度合いが容認できるものである

かどうか判断の上ご使用ください。 

注 5) 全体の用紙厚さは、0.33mm 以下にしてください。 

注 6) とじられた用紙の大きさは、各層とも互いに同一になるようにしてくだ

さい。 
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第 4章 用紙について 

 用紙のとじかた 

連続帳票用紙の重ね合わせのとじ方は、「点のりとじ」にしてくださ

い。片側しかとじてない用紙は正しく給紙されない場合がありますの

で使用しないでください（層間ズレ、改行ズレ、用紙ジャムの原因と

なります）。のりづけ方法はいろいろありますが、折り曲げやすいよ

うに点のりで、各層間で交互の位置にのりづけする方法をおすすめし

ます。 

と
じ
方
法 

点 の り と じ 

説 

明 

図 

 

用
紙
枚
数 

５枚まで 

備 

考 

本プリンタに最も適したとじ方です。 

注 1) 上記説明図では、帳票の片側のみ示していますが、実際には両側をの

りづけしてください。 

注 2) 完成した用紙の折畳み部分を平らに伸ばしたときのふくらみは、下図

に示すように 1mm 以下になるようにしてください。 

連帳ミシン目に山折れ／谷折れ部のふくらみが大きい用紙は改行精

度が乱れる場合がありますので、あらかじめ確認のうえ、使用してく

ださい。 

 

注 3) 用紙づまりや印字ズレの原因になるので、紙ホチキスとじは使用しな

いでください。 

注 4) 帳票のスプロケット穴の層間でのズレが 0.4mm 以下のものを使用し

てください。 

！注意！  
 

金属ホチキスとじは使用しないでください。 

プリンタが故障する原因となります。 
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第 4章 用紙について 

 ミシン目の入れ方 
ミシン目の入れ方によっては、用紙送りに悪影響を与えることがあり

ます。特に 1枚用紙の場合、ミシン目を強く入れると、使用中にミシ

ン目から破けることがあります。 

ミシン目の入れ方は、次のようにしてください。 

・ 1 枚用紙のミシン目（縦、横ミシン目共）のカット（切る部分）、

アンカット（切らない部分）の比率は、約 3：1 にしてください。 

・ 横ミシン目のアンカット寸法（両端部C）は、1mm以上にしてください。 

・ 縦ミシン目と横ミシン目の交点部は、交点アンカット(b),(c)の方法

にしてください。（(c)の方法を推奨します）交点カット(a)は行わ

ないでください。 

・ 複写用紙についても同様の注意が必要です。あらかじめ確認の上、

使用してください。 

 

注 1) ミシン目上に印字すると、用紙にキズがついたりプリンタの
故障となることがありますので、下の図に示す斜線部には印
字しないでください。 

単位 mm 

記号 A B 

寸法 3 以上 3 以上 
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第 4章 用紙について 

 印字領域 

連続帳票用紙の印字領域を下図に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印字保証領域

印字可能領域

印字可能領域

印字可能領域

印字保証領域

寸 法 
項 目 

FMPR2000G FMPR3000G 

A(上端余白)  4.2mm 注 1) 

B(印字品質低下領域) 25.4mm 注 2) 

C(横打ち出し) 注 3） 

D(最終印字) 注 3） 

E(PE 検出) 約 8.5mm または約 80mm   注 4) 

G(印字品質低下領域) 約 80mm 注 5) 

K(下端余白) 8.5mm 以上 

L(上端余白) 8.5mm 以上 

T(用紙長さ) 101.6mm 以上（4 ｲﾝﾁ以上） 

Y(用紙幅) 
101.6～266.7mm 

（4～10.5 ｲﾝﾁ） 注 6)

101.6～419.1mm 

（4～16.5 ｲﾝﾁ） 注 7)
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第 4章 用紙について 

注 1) A 値の出荷時の値は、8.5mm に調整されています。「機能設定の変更」

（34 ページ）で上端余白を変更できます。 

注 2) 用紙上端およびミシン目の上下 1インチの間は、改行が乱れることが

あります。 

注 3) C､D 値は、用紙幅と印字桁数に左右されますが、最小5.08mmとします。 

第 2章「機能設定を変える」で『用紙外印字防止』の設定が”有効”

に設定されている場合、約 14.0mm となります。 

注 4) オーバーライド機能（41 ページを参照）により、8.5mm まで印字可能

です。 

注 5) G の領域はトラクタから外れた領域です。改行が大きく乱れることが

あります。 

注 6) 最大印字幅は 203.3mm（8 インチ）のため、幅の広い用紙をセットし

た場合、左端および右端余白は大きくなります。 

注 7) 最大印字幅は 345.44mm（13.6 インチ）のため、幅の広い用紙をセッ

トした場合、左端および右端余白は大きくなります。 

！注意！  
 

G 値(80mm)～8.5mm の間は、用紙によっては改行できな

いものがあります。この場合は、機能設定の「連帳下端

余白量（最終頁）」設定を 80mm に変更して、G 値以下

の印字は行わないでください。 

 

！注意！  
 

複写紙の場合、用紙をプラテンロールに巻き付けて搬送す

る方式であるため、用紙の層間ズレがを生じます。 

層間ズレ量は、用紙の綴じ方や用紙の構成枚数及び厚さ

により違いがでるため、ご使用される複写紙によっては

用紙の自動吸入時の用紙吸入位置が初期設定位置に対

してズレる場合があります。 

その場合は、「用紙の吸入量を調整する」（45 ページ

参照）にて位置を調整してご使用願います。 
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第 4章 用紙について 

 はがき用紙 

このプリンタでは連続帳票のはがき用紙を使用できます。 

● 用紙サイズおよび印字領域 

 
 

寸 法 
記号 項 目 

FMPR2000G FMPR3000G 

A 横打ち出し 5.08mm 以上(1/5 ｲﾝﾁ) 

B 最終印字 5.08mm 以上(1/5 ｲﾝﾁ) 

C 縦打ち出し  注 1） 8.46mm 以上(1/3 ｲﾝﾁ) 注 2) 

D 縦打ち出し（推奨値） 25.4mm(1 ｲﾝﾁ) 注 2) 

Y 用紙幅 
228.6～266.7mm 

(9～10.5 ｲﾝﾁ) 

228.6～330.2mm 

(9～13 ｲﾝﾁ) 

T 用紙長さ 
203.2～355.6mm 

(8～14 ｲﾝﾁ) 

注 1) C 領域では印字ユニットの横移動はさせないでください。 

（用紙のふくらみなどにより、リボン汚れおよび用紙引っ掛けの原

因になります。） 

注 2) E の印字領域内では、多少改行が乱れることがあります。 

注 3) 印字領域内にミシン目がある場合、印字はそのミシン目から 5.08mm

以上離してください。ただし、折畳み部以外のミシン目は、カット

およびアンカット比を 2：1にしてください。 

 連量紙 

135kg 以下とし、枚数は 1枚のみとします。 

 ミシン目の入れ方 

一般連続帳票用紙と同様です。 
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第 4章 用紙について 

■ タック用紙 

 用紙サイズおよび印字領域 

記

号
寸法（mm）

A
2.54 以上

（1/10 インチ）

B
6.35 以上

（1/4 インチ）

C
2.54 以上

（1/10 インチ）

D
25.4

（1 インチ）（注）

用紙サイズ（台紙）は、一般連

続帳票用紙と同じです。
 

注） D 範囲内での印字領域では、多少改行が乱れる場合があります。 

 

 用紙厚さ 

・ 用紙厚さは、ラベル＋台紙が0.2mm以下となるようにしてください。 

・ 台紙の厚さは、0.1mm 以下としてください。 

・ ラベルの厚さは、0.1mm 以下としてください。 

 ラベルの貼付け強度 

・ 次の条件で、ラベルが台紙からはがれないものを使用してください。 

ラベルのめくれのあるもの、折れ曲がりのあるものは使用しないでく

ださい。 

・ 低温、低湿環境で放置したタック用紙は、はがれやすい場合があり

ますので印字確認の上、めくれ、折れがないことを確認のうえお使

いください。 

 

 

項 目 条 件 

巻付ドラム径 φ27 

巻付角度 180° 

巻付時間 24 時間 

周囲温度 5℃～40℃ 

周囲湿度 30％RH 

 

95 



第 4章 用紙について 

 用紙の形態 

・ ラベルのはがれによる用紙送行不能、または印字ヘッドの損傷など、

重大なトラブルを防止するために下記用紙形態をおすすめいたします。 

1) カストリは行わず、ラベルの四角および他の四辺に切込みを 

残した用紙。 

※ カストリとは、台紙全体に張られた粘着シールをラベルの部分だ

けを残してはぎ取ることを言います。 

 

※ この形態は、ほぼ完全にラベルのはがれを防止することができ、

最もおすすめするものです。できる限りこの形態を使用するよう

にしてください。 

2) カストリを行うと、ラベルのはがれや改行精度が低下する場合があ

ります。サンプル用紙でためし印刷をし、支障がないとこの確認を

お勧めします。カストリの場合、必ずラベルの四角に丸みを付けて

ください。 
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第 4章 用紙について 

単票用紙 ––––––––––––––––––––––––––––– 

このプリンタで使用できる単票用紙は、次のとおりです。 

また、やむを得ず規格外の用紙を使用する場合は、十分に確認を行っ

てから使用してください。 

 用紙の寸法 

 FMPR2000G FMPR3000G 

横 幅 101.6～266.7mm 100～420.0mm 

縦長さ 76～364mm 76～420mm 

 

 用紙の構成枚数 

オリジナルを含む用紙の構成枚数と用紙の厚さ（連量）の組合わせは、

下表に示すとおりです。 

ただし、カットシートフィーダ（FMPR3000Gプリンタオプション）で

は複写用紙は使用できません。カットシートフィーダで使用できる用

紙については、「カットシートフィーダで使用できる用紙」（102ペ

ージ）を参照してください。 

用紙種類 枚数 連量（kg）(注 1) 備考 

一枚用紙 1P 45,55,70  

ノンカーボン紙 

(注 2) 

2P 

3P 

4P 

5P 

34,43,55,(70) 

34,43,(55,70) 

34,(43,55,70) 

34,(43,55) 

（ ）内の連量の用紙

は、複数つづりの一番

下の用紙のみ使用可

能です。 

裏カーボン紙 

(注 2) 

2P 

3P 

4P 

5P 

34,44,55,(70) 

34,44,(55,70) 

34,(44,55,70) 

34,(45,55) 

 

注 1) 連量とは、四六判（788mm×1091mm）の用紙 1000 枚の重量を kg で

示します。 

注 2) ノンカーボン紙および裏カーボン紙の連量は、メーカによって多少

異なる場合がありますが、その場合は表の数値に近いものを選んで

ください。 

注 3) 中カーボン紙は、単票用紙の場合使用しないでください。 

注 4) 全体の用紙厚は、0.33mm 以下にしてください。 

97 



第 4章 用紙について 

 複写用紙のとじかた 

単票複写用紙は、用紙上端がのり付けされている用紙（天のり綴じ用

紙）を使用して下さい。横のり綴じ用紙を使用すると、用紙吸入不足

や斜行印字などが発生することがありますので、使用しないでくださ

い。また、のり付け部が波打っていたり、のりがはみ出していない用

紙を使用してください。 

 

 

注 1) のり付け部が極端に硬くなったり、波打ったりしないようにしてください。 

注 2) のり付け部が簡単に外れてバラバラにならないようにしてください。 

注 3) のりがはみ出さないようにしてください。 
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第 4章 用紙について 

 印字領域 

単票用紙の印字領域を下図と下表に示します。 

印字保証領域

印字可能領域

印字可能領域

 

A（mm） B（mm） C（mm） D（mm） E（mm） F（mm） G（mm） H（mm） 

上端余白 
印字可能

領域 
左端余白 右端余白 下端余白

印字可能

領域 
用紙長さ 用紙幅

FMPR2000G 76～364 

101.6～

266.7

注 4)

FMPR3000G 

4.2 

注 1) 
約 40 

5.08 

注 3) 

5.08 

注 3) 
4.2 25.4 

76～420 
100～ 

420.0

注 5)

注1) 上端余白A値は、用紙上端から文字上端までの寸法です。 

ただし、工場出荷時の上端余白量は8.5mmに調整されています。 

注2) 斜線部内に印字はできますが、送り精度を必要とするものは印字しな

いでください。 

注3) D 値は、用紙幅と印字桁数に左右されますが、最小 5.08mm(1/5 ｲﾝﾁ)と

します。 

注4) 最大印字幅は 203.3mm（8 インチ）のため、幅の広い用紙をセットした

場合、左端および右端余白は大きくなります。 

注5) 最大印字幅は 345.44mm（13.6 インチ）のため、幅の広い用紙をセット

した場合、左端および右端余白は大きくなります。 

注6) タック紙（ラベル紙）を使用した場合、用紙上端から 40mm 以下の範囲

で逆改行動作をしますと改行が乱れますので、精度を必要とする場合

は逆改行動作をさせないでください。 
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第 4章 用紙について 

■ 封筒 

 用紙サイズ 

 

 

フラップ 

記号 項 目 寸法（mm） 

A 上端余白 25.4 以上 

B 下端余白 25.4 以上 

C 左端余白 5.08 以上 

D 右端余白 5.08 以上 

E 用紙幅 162～239 

Ｆ 用紙長さ 90～120 
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 封筒サイズおよび坪量 

寸法 坪量（g/m2） 

封筒の種類 
E（mm) Ｆ（mm) クラフト紙 その他の紙 

最大 

用紙厚 

（mm） 

長形 3号 235 120 

長形 4 号 205 90 
50，60，70，85 55 以上 85 以下 0.48 

洋形 2 号 162 114 50，60，70，85 55 以上 85 以下 0.46 

US10 239 105 

ジャーマンタイプ 220 111 
81 以下 81 以下 0.46 

注 1) 印字領域以外への印字を禁止します。 

注 2) 封筒の印字については表側のみ可能です。 

裏側への印字は紙ジャムの原因になりますので印字を禁止します。 

また、用紙挿入走行方向以外の用紙送りは禁止します。 

注 3) 印字領域内の用紙の段差は、最大 0.15mm 以下としてください。 

注 4) のり付け部の上およびその周辺5mm以内への印字を禁止します。 

注 5) フラップ部破線の食込みが封筒肩より 5.08mm 以上の場合は、破線

部の右側で印字してください。 

注 6) フラップ部などがのり付け加工された封筒は、使用しないでくだ

さい。 

注 7) 切手およびシールなどを貼付けた封筒は、使用しないでください。 

注 8) 斜線部への印字は、リボン汚れが発生し易いのでさけてください。 

注 9) 窓付き封筒は、紙ジャムの原因になりますので使用できません。 

注 10) 二重封筒は、リボン汚れや紙ジャムの原因になりますので使用で

きません 

注 11) 封筒のフラップ部（斜めの部分）は第１ドットの左側となるよう

に用紙ガイドを移動して使用してください。（100ページ参照） 
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第 4章 用紙について 

カットシートフィーダ（オプション）で 

          使用できる用紙 ––––––––– 
 

FMPR3000G プリンタでは別売りのカットシートフィーダを搭載するこ

とにより、セットした複数枚の単票用紙を自動でプリンタへ送りだす

ことができます。 

さらに別売りのホッパーユニットをカットシートフィーダに取り付

けることにより、２種類の単票用紙をセットができます。 

品 名 型 名 

カットシートフィーダ FMPR-CF8G 

ホッパーユニット FMPR-CF81G 

カットシートフィーダで使用できる用紙は、自動給紙印刷と手差し印

刷の場合では条件が異なります。 

 使用できる用紙 

 枚数 紙質 
連量 

(kg) 

用紙幅 

(mm) 

用紙の長さ 

(mm) 

使用できる 

用紙サイズ 

PPC 用紙 

上質紙 
55～70 182～364 182～364 B5～B4 

自動給紙 

印刷 
1 枚もの 

はがき（注 1） 

幅：100mm   長さ：148mm 
縦横サイズとも使用できます

PPC 用紙 

上質紙 
55～70 182～420 182～420 B5～A3 

上質紙 40 182～257 182～364 B5～B4 

和紙 
用紙厚 

0.07～0.11 
182～364 182～364 B5～B4 

1 枚もの 

公社（官製）はがき（注 1） 

幅：100mm  長さ：148mm 
縦横サイズとも使用できます

手差し 

印刷 

2～3枚 ﾉﾝｶｰﾎﾞﾝ紙 34 182～364 182～364 B5～B4 

注 1) はがきは、ホッパーユニットでは使用できません。 

注 2) 用紙の吸入不良または印字ズレが生じる原因となりますので、次の

用紙は使用しないでください。 

・ミシン目および用紙のコーナーに丸みのついた用紙 

・罫線などの印字されている用紙（プレプリント用紙） 
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 使用できない用紙 
用紙の吸入不良または印字位置ズレが生じる原因となりますので、次

の用紙は使用しないで下さい。 

・ ミシン目および用紙のコーナーに丸みのついた用紙 

・ 罫線などの印字されている用紙（プレプリント用紙） 

 

 用紙の保管、取扱い上のご注意 
用紙の保管には特に注意し、変形が生じるような置き方、扱い方をし

ないで下さい。 

 

 用紙のとじかた 
手差し口から使用する複写用紙は、用紙の上端がのり付けされている

用紙（天のり綴じ用紙）を使用してください。 

 

 

注1) のり付け部が極端に硬くなったり、波打ったりしないようにしてください。 

注 2) のり付け部が簡単に外れてバラバラにならないようにしてください。 

注 3) のりがはみ出さないようにしてください。 
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 印字領域 
印字領域を下図と下表に示します。 

印字保証領域

印字可能領域

印字可能領域

 

A（mm） B（mm） C（mm） D（mm） E（mm） F（mm） G（mm） H（mm） 

上端余白 
印字可能

領域 
左端余白 右端余白 下端余白

印字可能

領域 
用紙長さ 用紙幅

自動印刷 

手差し 

印刷 

4.2 

注 1) 
約 40 

約 5.08

注 3) 

注 4) 

約 5.08

注 4)
4.2 25.4 182～364 182～364

注 1) 上端余白A値は、用紙上端から文字上端までの寸法です。 

ただし、工場出荷時の上端余白量は8.5mmに調整されています。 

注 2) B と F に印字はできますが、送り精度を必要とするものは印字しない

でください。 

注 3) 左端余白C寸法は、用紙ガイドを▼印に合わせたときの基準値です。 

手差しで A3 用紙を横長で使用するときは、左端余白 C 寸法が B5～B4

用紙とは異なります。 

注 4) C と D の値は、手差しで使用した場合は条件外です。 
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第 4章 用紙について 

とじ穴の開けかた –––––––––––––––––––––– 
印字領域内にとじ穴をあけないでください。やむを得ず印字領域内に
とじ穴をあけるときは、とじ穴部と印字が重ならないようにしてくだ
さい。 

また下記の制限事項があります。 

・ 綴じ穴部付近への印字は、穴の周囲 5.08mm を避けて印字してくだ
さい。 

・ 綴じ穴開けの禁止位置は、プレプリント用紙の制限エリア(斜線部
内)と同様です。 

・ 綴じ穴の径は 6mm 以下にしてください。 
長円穴の場合は長径側を 6mm 以下にしてください。 

・ 連帳に綴じ穴を開けるときは、下記斜線部への穴開けは避けてくだ
さい。 

 
 

105 



第 4章 用紙について 

はがきを使用するとき –––––––––––––––––– 
はがきを使用するときは、次の点に注意してください。 

・ 用紙厚調整レバーを 4 または 5 にセットしてください。（｢用紙厚
を調整する｣（74 ページ）参照） 

・ はがきに印字する前に、はがきと同じサイズの用紙を使ってためし
印字をし、印字がはがきからはみ出さないことを確認してください。
市販のはがきは、用紙の種類によってはきれいに印字できないこと
があります。 

・ 一度折り目をつけた往復はがきは使用しないでください。また、往
復はがきを二つ折りにして印字することはできません。 

・ 往復はがきは、縦長に挿入してください。 

 
 

 

 用紙サイズおよび印字領域 

記号 項 目 寸法（mm） 

A 上端余白 4.73 以上 

B 下端余白 4.73 以上 

C 左端余白 5.08 以上 

D 右端余白 5.08 以上 

E 用紙長さ 100,148,200 

F 用紙幅 100,148,200 

 

 

注) 往復はがきは、折り目のないものを使用してください。 
私製はがきを使用する場合は、十分に確認を行ってから使用して

ください。 
上端余白 A値は、用紙上端から文字上端までの寸法です。 

ただし、工場出荷時の上端余白量は、8.5mmに調整されています。 
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プレプリント用紙を使用するとき ––––––––– 

あらかじめ文字や枠などを印刷してある用紙（プレプリント用紙）を

作成したり、使用したりするときは、次の点に注意してください。 

 光反射率 60％以下の色（例えば黒）を使用する場合 
・ プレプリント用紙に光反射率 60％以下の色（例えば黒）を使用する

ときは、下図の斜線部内を避けてください。 

用紙吸入方向

 
 

・ やむを得ず斜線部内に印刷するときは、次のようにしてください。 

(1) 斜線内に印刷する横線の太さは、下図に示すように 8mm 以下に

してください。 

 

(2) (1)の横線が連続するときは、下図に示すようにすきまを 8mm

以上あけてください。 

 

注） 線の太さが 0.5mm 以下のときは、すきまが 4mm 以上でも

可能です。 

(3) 斜線内に縦線を入れるときは、線の太さを 0.5mm 以下とし、斜

線内に 1本までとしてください。 
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・ 用紙の端面付近に印刷するときは、下図に示すように用紙の端面か

ら 8mm 以上離してください。 

 

 

注） 線の太さが 0.5mm 以下のときは、すきまが 4mm 以上でも

可能です。 

 

 罫線枠の幅 
罫線枠のある用紙（プレプリント用紙）に印字する場合、罫線枠の幅

が 6mm 以下の用紙は、用紙のたわみや吸入セット位置のズレなどによ

って、印字した文字が罫線枠上に重なったり、はみだしたりすること

がありますので、事前に試し印字で印字位置を確認するようにしてく

ださい。 

なお、罫線枠は上下左右に 2.5mm 程度の余裕をもたせることを推奨い

たします。 

108 



第 4章 用紙について 

取扱い上のご注意 –––––––––––––––––––––– 

 用紙の保管、取扱いについて 
・ 用紙は次のような場所に保管してください 

- 暗く、湿気の少ない平らな書棚の中のような場所 

- 平らなパレットの上 

- 温度 20℃、湿度 50％RH の環境 

・ 次のような場所は避けてください 

- 床の上に直接置く 

- 直射日光の当たる場所 

- 外壁の内側の近く 

- 段差や、曲がりのある場所 

- 静電気が発生するところ 

- 過度の温度上昇と、急激な温度変化のあるところ 

- 複写機、空調機、ヒータ、ダクトのそば 

・ 排出された単票用紙を長時間放置したり、大量の単票用紙を排出し

た場合、用紙がカールする、用紙が崩れる、などにより次の排出が

適切に行えなくなります。排出された用紙は、すみやかに取り除い

てください。 

・ 用紙厚さに段差のある用紙や穴のあいている用紙は、印字カスレ、

ボンによる用紙汚れや印字ヘッドピン折れの原因になりますので、

十分に試し印字をしてください。 

・ 用紙の上端がカールしていたり、折れたりしている用紙は、装置内

部で用紙走行不良を起こしやすいので、カール／上端折れがない用

紙をご使用ください。 
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第 4章 用紙について 

・ 長期間放置した用紙を使用した場合、うまく印刷できないことがあ

ります。 

用紙を長期間保管するときは、次の配慮をしてください。 

- 開封後の残りの用紙は、ほこりが付かないよう、包装してあった紙に包む。 

- 長期間プリンタを使用しないときは、プリンタにセットした用紙を外し

て、包装してあった紙に包む。 

・ 用紙を印字開始位置に送った後、長時間放置すると用紙がカールし

ます。 

用紙を印字開始位置に送った後は、早めに印刷してください。用紙

送り後、印刷を中止する場合は、いったん用紙を排出（連帳用紙の

場合は退避位置に後退）してください。 

 特殊用紙について 
・ この章に記述した仕様以外の用紙は、使用しないでください。用紙

づまりなどのトラブルの原因となります。 

・ 再生紙の種類によってはリボンカセットの寿命が短くなったり、用

紙づまりが起きたりすることがあります。このときは、使用を中止

し、紙質の良いものに変更してください。 
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第５章 

保守と点検 

この章では、リボンカセットの交換、用紙づまりやプリン
タがうまく動かないときの処置、テスト印字のしかた、清
掃のしかた、輸送のしかた、およびアフターサービスにつ
いて説明します。 
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リボンカセットを交換する ––––––––––––––– 

■ リボンカセットの種類 

このプリンタで使用するリボンカセットは、下表のとおりです。 

 

商 品 名 商品番号 備  考 

リボンカセット 黒色のリボンカセットです。 
0325210 

DPK3800（黒） (約 500 万字 ANK ドラフト印字可能）

サブカセット 
0325220 詰め替え用黒リボンです。 

DPK3800（黒） 

 

！注意！ 誤 飲 インクリボンをお子様が口に入れたりなめたりしない

ようにしてください。健康を損なう原因となることがあ

ります。 
 

 

 

・リボンカセットは、指定の純正品を使用してください。 

指定以外のリボンカセットを使用すると、インクリボンがからまった

り、印字ヘッドが傷んだりしてプリンタの故障を引き起こすことがあ

ります。 

お願い 

・インクリボンがたるんだ状態で使用しないでください。たるんだまま

印字を開始すると、インクリボンがからまったり、巻きとりがロック

することがあります。 

・使用済みのリボンカセットは、不燃物として地方自治体の条例または

規則に従って処理してください。 
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■ 交換のしかた 

リボンカセットの交換は、次の手順で行います。 

1 電源を切る 

（電源スイッチが（○）側に倒れた状態になります。） 

2 フロントカバーを開ける 

3 印字ヘッドをイジェクションカバーの●部（緑）に移動する 

！注意！ 印字した直後は、印字ヘッドが高温になります。温

度が下がったことを確かめてから、中央に寄せてく

ださい。 

 
 

 

4 リボンカセットの両脇を押して、プリンタから取り外す 

 

 

 
 

新しいリボンカセットの取付けは、「リボンカセットを取付ける」

（21 ページ）を参照してください。 
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■ サブカセットの交換のしかた 

サブカセットの交換は、次の手順で行います。 

ローラA 

 

1 サブカセットの表と裏にあるストッパを持って「LOCK」側に引き、

ローラ Bを離反させる 

ストッパ
 

 
2 フタを固定している 3つのフックを外してフタをあけ、使用済の

リボンとインクカートリッジを取り出す 

3 ローラ Aを矢印の方向に傾けながら、新しいインクカートリッジ

を装着する 

4 サブカセットケースを逆さにセットし、保護フィルムを静かに引

き剥がす 

5 リボン反転部で反時計方向にひねりながら、カセットに通す 

6 「PUSH」部を押しながら、サブカセットケースをゆっくりと引き

上げる 

7 元の様にカセットフタを閉めてストッパを解除します。ローラ A を

2～3回転まわし、リボンがスムーズに送られることを確認する 

8 使用済のリボンとインクカートリッジは、袋などに入れて廃却する 
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用紙づまりのとき –––––––––––––––––––––– 

■ 連続帳票用紙がつまったとき 

用紙づまりを起こしたときは、用紙を無理に引っ張らず、静かに取り

除きます。 

まず、はじめに取り出しやすいように連続帳票用紙をミシン目でカッ

トします。 

ミシン目 

 

 

その後、用紙づまりの状態に合わせて、次の手順で用紙を取り除きます。 

 用紙の入口付近での用紙づまり 

1 オフライン状態にする 

（「オンライン」ランプが消灯している状態です。） 

2 用紙送りトラクタのロックレバーを解除して用紙押さえを開き、

用紙を取り除く 
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 印字ヘッドとプラテンの間での用紙づまり 

微小改行（33 ページ参照）を行って、用紙を取り除きます。 

それでも用紙が取り除けないときは、次の処置を行います。 

1 プリンタの電源を切る 

2 プラテンを逆方向に回して用紙を取り出す 

 用紙の出口付近での用紙づまり 

1 プリンタの電源を切る 

2 用紙送りトラクタのロックレバーを解除し、用紙押さえを開く 

3 用紙厚調整レバーを“D”の位置にセットする 

4 用紙が取り出しやすいように印字ヘッドを動かし、用紙を取り 

除く 

 

！注意！ 印字した直後は、印字ヘッドが高温になります。温

度が下がったことを確かめてから、印字ヘッドを動

かしてください。 
  

 

・ 前記手段を行っても用紙が取り除けないときには、連続帳票用紙 4

枚を重ねたものを用紙送りトラクタにセットし、プラテンを正方向

に回して用紙を取り除きます。 

このとき、印字ヘッドが用紙の中央部にくることを確かめてから行

ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
連続帳票用紙 4枚重ね 

 

！注意！ 印字した直後は、印字ヘッドが高温になります。温

度が下がったことを確かめてから、印字ヘッドを動

かしてください。 
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■ 単票用紙がつまったとき 

用紙づまりを起こしたときは、用紙を無理に引っ張らず、静かに取り

除きます。 

用紙づまりの状態に合わせて、次の手順で用紙を取り除きます。 

 

 用紙の入口・出口付近での用紙づまり 

1 オフライン状態にする 
（「オンライン」ランプが消灯している状態です。） 

2 微小改行（33 ページ参照）を行って、用紙を取り除く 

 印字ヘッド付近での用紙づまり 

1 プリンタの電源を切る 

2 用紙厚調整レバーを“D”の位置にセットする 

3 フロントカバーを開ける 

4 印字ヘッドを、用紙が取り出しやすいように移動する 

 

！注意！ 印字した直後は、印字ヘッドが高温になります。温

度が下がったことを確かめてから、印字ヘッドを動

かしてください。 
  

 

5 用紙を取り除く 
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カットシートフィーダご使用での 

         紙づまりの取り除き方 ––––– 

■ 用紙が給紙ホッパ内に見えている場合 

1 プリンタ装置の電源を「OFF」にする 

2 プラテンノブを回しながら用紙を上へ静かに引き抜く 

 

■ 内部で紙づまりを起こした場合 

1 プリンタ装置の電源を「OFF」にし，カットシートフィーダをプ

リンタ装置から取り外す 

2 カットシートフィーダを立てて，プリンタとの接続部分から、用

紙を静かに引き抜く 
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プリンタがうまく動かないとき ––––––––––– 

プリンタが動かなくなったり、きれいに印字できなくなったりした場

合の処置方法を説明します。故障とお考えになる前に簡単な点検で解

決する場合がありますので，下表の項目について確認してください。 

処置を行っても機能が回復しない場合は、ハードウェア修理相談セン

ター（138ページ参照）にご相談ください。 

■ 電源投入時の不具合 

電源を投入すると、操作パネルのランプが点灯し、各部機構の位置決

め動作と自己診断を行います。その際の異常動作に対する処置方法を

説明します。 

現象 原因 処置 

電源を投入後「電源」ランプが点

灯せず、プリンタが動作しない。 

電源コードの接続が正しくない。 プリンタの電源を切り、電源コー

ドの接続を確かめてください。

(「電源コードの接続」20 ページ

参照) 

電源を投入後、いったん「電源」

ランプが点灯するが消灯する。 

電圧異常を検出し、電源が自動的

に停止した。 

電源を切って、5分間放置後、再

度電源を投入し、再現する場合

は、修理を依頼してください。 

用紙やリボンが印字ヘッドにひ

っかかっているため、電源投入時

の印字ヘッドの左右動作(イニシ

ャル動作)が正常にできない。 

電源を切って、印字ヘッドにひっ

かかっているものを取り除いて

ください。 

電源投入後「用紙切れ」ランプが

点滅する。 

 

印字ヘッドを固定している輸送

用固定材が取り外されていない

ため、電源投入時の印字ヘッドの

左右動作(イニシャル動作)が正

常にできない。 

電源を切って、輸送用固定材を取

り外してください。(「輸送用固

定材の取外し」14 ページ参照) 

モータやセンサ、回路の故障、そ

の他を検出した。 

電源を切って、再度電源を投入

し、再現する場合は、修理を依頼

してください。 

電源投入後「電源」ランプ以外が

消灯。 

フロントカバーが開いている。 フロントカバーを閉じてください。

（カバーオープンを検出した） 再現する場合は、修理を依頼して

ください。 
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■ 単票用紙吸入時の不具合 

単票用紙吸入がうまくできない場合の、処置方法を説明します。 

現象 原因 処置 

プリンタがオンライン状態である。 オンラインスイッチを押してオ

フライン状態にしてください。 

吸入しない。 

 

 連帳単票切替えレバーが「連帳」

側になっている。 
連帳単票切替えレバーを「単票」

側にして下さい。 

前回吸入した用紙を、手で引き抜

いたため、プリンタの状態が紙有

り状態となっている。 

用紙セットスイッチを押し、一

度排出動作をさせてから、再吸入

してください。 

吸入しない。 

機能設定でオートローディング

が無効になっている 
用紙セットスイッチを押して吸

入させるか、機能設定を変更して

ください。 

用紙検知部分で用紙に綴じ穴等

の穴があいている。 
用紙セットスイッチを押して吸

入してください。 

連帳用紙が印字開始位置まで送

られている。 
連帳用紙を退避位置まで後退さ

せてください。 

用紙厚調整レバーの設定が正し

くない。 

用紙厚調整レバーを正しく設定

してください。 

吸入途中で用紙がつまる。 

 

用紙の仕様が合っていない。 仕様に合った用紙を使用してく

ださい。（「第 4 章 用紙につい

て」  79 ページ参照） 

用紙の先端の折れ、曲がりがある。 折れたり、曲がったりしている用

紙は使用しないでください。 

印字ヘッドの用紙センサが用紙

を検出できなくなった。 

用紙センサを清掃してください。

（「清掃のしかた」132ページ参照）

吸入後用紙切れランプが点灯し

たままである。 

 プレプリントによりセンサが誤

検出している(プレプリントのな

い用紙は問題無い)。 

プレプリントに関しては、「プレ

プリント用紙を使用するとき」 

(107ページ)を参照してください。
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■ 連帳用紙吸入時の不具合 

連帳用紙がうまく吸入できない場合の処置方法を説明します。 

現象 原因 処置 

プリンタがオンライン状態である。 オンラインスイッチを押してオ

フライン状態にしてください。 

吸入しない。 

連帳単票切替えレバーが「単票」

側になっている。 
連帳単票切替えレバーを「連帳」

側にして下さい。 

前回吸入した用紙を、手で引き抜

いたため、プリンタが紙有り状態

となっている。 

用紙セットスイッチを押し、一

度排出動作をさせてから、再吸入

してください。 

単票用紙が印字開始位置まで送

られている 
単票用紙を排出してください。 

左右のトラクタ間で用紙が弛ん

でいる。 

左右のトラクタ間隔を軽く用紙

が張る程度に調整してください。

吸入途中で用紙づまりとなる。 

トラクタへのセットで、左右で穴

がズレている。 

正しくセットし直してください。

用紙の上端部に損傷、折れ曲がり

がある。 

損傷したり、折れ、曲がりのある

連帳を使用しないでください。 

用紙厚調整レバーの設定が正し

くない。 

用紙厚調整レバーを正しく設定

して下さい。 

用紙の仕様が合っていない。 仕様に合った用紙を使用してく

ださい。（「第 4 章 用紙につい

て」  79 ページ参照） 

印刷済みの用紙が残っている。 印刷済みの用紙を手で取り除い

てください。 

 

■ 印字中の問題点 

印字中の問題点に対する対処方法を説明します。 

現象 原因 処置 

印字が始まらない。 「オンライン」ランプが消えて 

いる。 
オンラインスイッチを押して、

「オンライン」ランプを点灯させ

てください。 

オンライン状態であるのに、印字

できない。 

プリンタケーブルの接続に問題

がある。 

プリンタの電源を切り、プリンタ

とパソコンをつなぐプリンタケ

ーブルの接続を確かめてくださ

い。（「パソコンとの接続」16

ページ参照） 
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現象 原因 処置 

印字音はするのに印字しない。 リボンカセットを取り付ていない。 リボンカセットを取り付けてく

ださい。（「リボンカセットを取

付ける」21 ページ参照） 

リボンカセットが取り付けてあ

るのに印字しないときは、印字ヘ

ッドとリボンガイドの間にリボ

ンが入っているかどうかを確か

めてください。 

プリンタ動作中に「用紙切れ」ラン

プが点滅し、プリンタが停止した。 

印字ヘッドの左右動作に異常が

発生した。 

電源を切って、用紙仕様、紙厚設

定を見直してください。 

<要因> 

1.段差のある用紙を使用している。

2.紙厚設定が正しくない。 

3.用紙つまりが発生した。 

4.リボンが印字ヘッドに引っかか

った。 

全く異なる印刷結果が出力され

る。（不正な文字・記号が印刷さ

れたり、ブザーが鳴動するなど） 

Windowsから印刷中にエラーが発

生した場合、そのまま再印刷を行

なった。 

印刷中にエラーが発生した場合、

操作パネルで“リセット”を実行

するかプリンタの電源を一旦OFF

してから次の印刷を行う。 

用紙が途中でスリップする。 排紙用ローラとプラテンローラ

に紙粉がついている。 

電源を切って、排紙用ローラとプ

ラテンローラを清掃してくださ

い。（「清掃のしかた」132ペー

ジ参照） 

プリンタ側が単票設定時、単票で

未サポートのユーザー定義サイ

ズのデータを受信するとアラー

ムが発生する。 

帳票を印刷したかったのに，プリ

ンタが単票モードだった場合…連

帳／単票切り替えレバーを帳票側

に切り換え、連帳用紙を吸入後に

｢オンライン｣スイッチを押してア

ラームを解除してください。 

単票を印刷したかったが、ユーザ

ー定義サイズ設定を間違えてい

た場合…パソコン側の印刷デー

タをキャンセルした後、プリンタ

をリセット（オフライン状態でオ

ンライン＋高速スイッチを押し

ます）します。再印刷時にサポー

ト範囲のユーザー定義サイズに

変更してください。 

モードランプが点滅する。 

単票(CSF)モードでユーザー定義

サイズのページ長が 76mm 未満

（単票用紙サイズの範囲外）を受

信した。 

正しい用紙サイズを設定してく

ださい。 
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■ 印字結果の問題点 

印字結果の問題点に対する処置方法を説明します。 

現象 原因 処置 

用紙厚調整レバーが正しくセッ

トされていません。（適正値に対

して狭くなっている。） 

使用している用紙に合わせて正

しくセットしてください。（「用

紙厚を調整する」74 ページ参照）

リボン汚れが出る。 

リボンカセットの交換時期が近

づいている。リボン生地の波うち

が激しくなっている。 

新しいリボンカセットと交換し

てください。 

(「リボンカセットを交換する」

113ページ参照) 

用紙厚調整レバーが正しくセッ

トされていない（適正値に対して

狭くなっている）ため、印字ヘッ

ドの左右動作の精度が悪くなっ

ている。 

使用している用紙に合わせて正

しくセットしてください。（「用

紙厚を調整する」74 ページ参照）

 

縦棒のつなぎの左右方向にズレ

が大きい(行間ズレが大きい)。 

行間ズレ調整が正しくない。 「行間ズレを直す」(43 ページ)

を参照し、行間ズレを直してくだ

さい。 

用紙厚調整レバーが正しくセッ

トされていません。（適正値に対

して広い） 

使用している用紙に合わせて正し

くセットしてください。（「用紙

厚を調整する」74ページ参照）（狭

めに設定し直してください。） 

印字がうすい。 

リボンカセットの交換時期が近

づいている。リボン生地の印字跡

部の黒さが薄くなっている。 

新しいリボンカセットと交換し

てください。（「リボンカセット

を交換する」113ページ参照） 

印字ヘッドの交換時期が近づい

ています。 

印字ヘッドを交換してください。

お買い求めの販売店、またはハー

ドウェア修理相談センター（138

ページ参照）にご連絡ください。

印字を構成するドットが横一列

に欠ける。 

印字ヘッドのピンが折れています。 印字ヘッドを交換する必要があ

ります。お買い求めの販売店、ま

たはハードウェア修理相談セン

ター（138ページ参照）にご連絡

ください。 

印字の下の部分が欠ける。 リボンカセットが正しく取り付

けられていません。 

印字を中止して、リボンカセット

を正しく取り付けてください。

（「リボンカセットを取り付け

る」21 ページ参照） 

 

印字が所々でよじれたように欠

ける(用紙を変えても発生する)。 

リボンがたるんだり、よじれたり

しています。 

印字を中止して、リボンカセット

を点検してください(リボンつま

みを回してリボンのよじれが無

いか確認します)。 

約 10 ページ(11 インチ換算で)の

白紙が排出され、印刷が停止する。 

不要な改行、改ページを行っている。 印刷を停止して、印刷データを確

認してください。 
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■ 印字位置の問題点 

印字位置に問題点がある場合の処置方法を説明します。 

現象 原因 処置 

印字開始位置が上、または下に

ズレる。 

用紙のバラツキにより、印字位

置がわずかにズレる。 

印字開始位置を調整してくださ

い。（「印字開始位置について」

76 ページ参照） 

ドライバでの余白の設定、プリ

ンタの上端余白の設定がアプリ

ケーションに適合していない。 

アプリケーションに合わせて、ド

ライバの給紙方法、余白量設定、

プリンタの機能設定を正しく設

定してください。 

 

ソフトウェアによっては上端余

白の設定を変更する必要が有り

ます。 

アプリケーションソフトの説明

書で確認してみてください。 

 

 用紙上端のプレプリント禁止領

域にプレプリントがある。 

プレプリントを修正するか、吸入

後用紙の位置合わせを行なって

印字してください。 

 

■ 印字位置がページによってズレる 

印字位置がページによってズレる場合の処置方法を説明します。 

現象 原因 処置 

連続用紙の印字位置がページに

よってズレる。 

用紙の仕様が合っていません。 仕様に合った用紙を使用してく

ださい。（「第 4 章 用紙につい

て」79 ページ参照） 

 

 連続用紙の置きかたが悪く、正

しく搬送できない。 

連続用紙はプリンタ給紙口の下

に置き、斜めになったり、途中に

引っかかりのない様にしてくだ

さい。また、箱からスムーズに引

きだされない用紙は、箱から出し

て設置してください。（「連続帳

票用紙の置きかた」60 ページ参

照） 

 用紙のページ長さと、ソフトウェ

アのページ長設定値が異なる。 

ソフトウェアのページ長指定に

合う用紙を使用してください。 

 用紙の特性により、吸入位置に

対してわずかながら印字位置が

ずれる事がある。 

機能設定の種類【補正量設定】

（40 ページ参照）の値を変更し

てください。 
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■ カットシートフィーダ使用時の不具合 

現象 原因 処置 

カットシートフィーダが動作し

ない。給紙ローラが回転しない。 

カットシートフィーダがプリン

タ装置に正しくセットされてい

ない。 

カットシートフィーダを正しく

セットし直してください。 

右と左の用紙ガイドで用紙をは

さんでいる。 

用紙ガイドを用紙幅に合わせて

正しくセットしてください。 

給紙ホッパに用紙が残っている

のに用紙が吸入されない。 

用紙が厚すぎる。 仕様にあった用紙を使用してく

ださい。 

給紙ホッパにセットした用紙の

枚数が多すぎる。 

用紙の枚数を単票用紙の場合は

160 枚以内，ハガキの場合は 50

枚以内にしてください（用紙ガイ

ドの赤線以内にセットしてくだ

さい）。 

用紙づまりになっている。 つまった用紙を取り除いてくだ

さい。 

リリースレバーが“開”になって

いる。 

リリースレバーを用紙の種類に

合わせて，“閉”または“ハガキ”

にしてください。 

プリンタ装置の連帳／単票切替

レバーが，「連帳」になっている。

連帳／単票切替レバーを「単票」

側にしてください。 

用紙を十分にさばいてなかった。 用紙を十分にさばいてセットし

てください。 

複数枚の用紙が同時に送られて

しまう（ダブルフィード）。 

単票用紙セットで，リリースレバ

ーが“ハガキ”になっている。 

リリースレバーを“閉”にしてく

ださい。 

用紙が薄すぎる。 仕様にあった用紙を使用してく

ださい。 用紙に折れ，曲がりがある。 

左右の用紙ガイドの間隔に狭す

ぎるか広すぎる。 

用紙ガイドを用紙幅に合わせて

ください。 

給紙ホッパの用紙が不揃いの状

態でセットされている。 

用紙を給紙ホッパに正しくセッ

トしてください。 

種類の異なった用紙が混在して

いる。 

用紙の種類は一種類にして紙置

台へセットしてください。 

左右の用紙ガイドの間隔が狭す

ぎるか広すぎる。 

用紙ガイドを用紙幅に合わせて

正しくセットしてください。 

紙づまりが起きる。 

仕様以外の用紙を使っている。用

紙に折れ，曲がりがある。 

仕様にあった用紙を使用してく

ださい。 

種類の異なった用紙が混在して

いる。 

用紙の種類は一種類にして給紙

ホッパへセットしてください。 

給紙ホッパにセットした用紙の

枚数が多すぎる。 

用紙の枚数を単票用紙の場合は

160 枚以内，ハガキの場合は 50

枚以内にしてください（用紙ガイ

ドの赤線以内にセットしてくだ

さい）。 

給紙ホッパ内の用紙が不揃いの

状態でセットされている。 

用紙を給紙ホッパ内に正しくセ

ットしてください。 
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現象 原因 処置 

プリンタ装置の紙厚調整レバー

位置が正しくセットされていな

い（狭い）。 

紙厚調整レバー位置を使用する

用紙厚に合わせてセットしてく

ださい。 

紙づまりが起きる。 

給紙ローラ，プリンタ装置の用紙

送りプラテンを清掃してくださ

い。 

給紙ローラ，プリンタ装置の用紙

送りプラテンと用紙がすべって

いる。 

用紙不良。 新しい用紙を使ってください。 用紙が極端にかたむく。 

左右の用紙ガイドの間隔が広す

ぎる。 

用紙ガイドを用紙幅に合わせて

正しくセットしてください。 

給紙ホッパ内の用紙が不揃いの

状態でセットされている。 

用紙を給紙ホッパ内に正しくセ

ットしてください。 

紙厚調整レバー位置を使用する

用紙厚に合わせてください。 

プリンタ装置の紙厚調整レバー

位置が正しくセットされていな

い（狭い）。 

リリースレバーの位置が正しく

セットされていない。 

リリースレバーを用紙の種類に

合わせて“閉”または“ハガキ”

にセットしてください。 

紙厚調整レバー位置を使用する

用紙厚に合わせてセットしてく

ださい。 

プリンタ装置の紙厚調整レバー

位置が正しくセットされていな

い（狭い）。 

行間隔が極端につまる。 

給紙ローラ，プリンタ装置の用紙送

りプラテンを清掃してください。 

給紙ローラ，プリンタ装置の用紙

送りプラテンと用紙がすべって

いる。 

スタッカに用紙が一杯になった。 スタッカの用紙を取り除いてく

ださい。 

用紙が正常に排出されない。 

仕様以外の用紙を使っている。 仕様にあった用紙を使用してく

ださい。 

紙厚調整レバー位置を使用する

用紙厚に合わせてください。 

プリンタ装置の紙厚調整レバー

位置が正しくセットされていな

い（狭い）。 
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■ エラー表示と対処方法 

エラー発生時に点滅するランプによりアラーム内容が識別できます。

その場合の処置方法を説明します。 

ランプ名 ランプの

点滅回数

原 因 対処方法 オ
ン
ラ
イ
ン 

用
紙
切
れ 

書
体 

モ
ー
ド 

高
速  

 

 

アラーム名 

LES ｱﾗｰﾑ ●  ●   ３回 印字ｷｬﾘｱﾎｰﾑ

ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ検出

に失敗した。

1. プリンタの電源を切っ

てパソコン画面の〔キャ

ンセル〕ボタンをクリッ

クして、印刷を中止して

ください。 

注） 印刷を中止しない

場合、正しく印刷

されないことがあ

ります。 

2. プリンタ（給紙口、内部、

排出部）の用紙を取り除

いてください。 

3. 印字ヘッドが冷えている

ことを確認し印字ヘッド

を手で、両端まで動くこ

とを確認してください。

異物があった場合は、取

り除いてください。 

4. 電源を入れて、再度印刷

し直してください。 

ｵｰﾊﾞｰﾛｰﾄﾞｱﾗｰﾑ ● ●  ●  ２回 

低電圧ｱﾗｰﾑ ● ●  ●  ３回 

電源電圧の異

常を検出した。

過電圧ｱﾗｰﾑ ● ●    ２回 

1. プリンタの電源を切って

パソコン画面の〔キャン

セル〕ボタンをクリック

して、印刷を中止してく

ださい。 
ROM/RAM ｱﾗｰﾑ ● ● ● ●  ２回 ROM/RAMの異常

を検出した。 
注） 印刷を中止しない

場合、正しく印刷さ

れないことがあり

ます。 

2. 電源を入れて、再度印刷

し直してください。 

 

 ！注意！ 使用中や使用直後は、印字ヘッドが高温になりま

す。温度が下がるまで触らないでください。  
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第 5章 保守と点検 

テスト印字をする –––––––––––––––––––––– 

テスト印字は、単票および連帳のどちらでも行えます。 

ここでは、連帳用紙を使用した場合のテスト印字の手順を説明します。 

 

1 連続帳票用紙をセットする 

用紙のセットのしかたは「第 3章 用紙のセット」（53 ページ）を参

照してください。 

2 電源を切る 

（電源スイッチが（○）側に倒れた状態になります。） 

3 改 行スイッチを押しながら電源を入れ、テストパターンを印字

する 

印字が始まる前に改 行スイッチから手を離すと、連続して印字する。 

 

● テストモードを切り替えるとき

印字中に印字ヘッドが左端または右端に移動したときに改ページス

イッチを押すと、次の順序でテストモードが切り替わります。 
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第 5章 保守と点検 

【ESC/Pエミュレーション】 

・漢字モードのとき、 

非漢字 第二水準漢字第一水準漢字
  

 の印字を繰り返します。 

・ANK モードのとき、高品位文字を印字します。 

 

【FMエミュレーション】 

・漢字モードのとき、 

第二水準漢字第一水準漢字
  

 の印字を繰り返します。 

・ANK モードのとき、ドラフト文字を印字します。 

印字モードを切り替えるとき● 

高 速スイッチを押します。 

スイッチを押すたびに、高速印字モードと標準印字モードが交互に切り替わ

ります。高速印字モードのときは、「高速」ランプが点灯します。 

4 テスト印字中にオンラインスイッチまたは改 行スイッチを押

すと、テスト印字が終了する 
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第 5章 保守と点検 

HEX ダンプ印字をする ––––––––––––––––––– 

HEX ダンプ印字は、プログラムの診断に利用してください。パソコン

からプリンタへ送られてきたデータを 16 進数のまま印字します。 

HEX ダンプ印字は次の手順で行います。 

 

1 単票用紙または連続帳票用紙をセットする 

用紙のセットのしかたは「第 3章 用紙のセット」（53 ページ）を参

照してください。 

2 電源を切る 

（電源スイッチが（○）側に倒れた状態になります。） 

3 改 行スイッチと改ページスイッチを押しながら電源を入れる 

オンライン状態になり、パソコンからのデータは 16 進数で印刷され

ます。 

電源を切ることにより HEX ダンプモードを終了します。 
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第 5章 保守と点検 

清掃のしかた ––––––––––––––––––––––––– 

プリンタを良好な状態で使用できるように、定期的に清掃してください。 

清掃は、次の手順で行います。 

！注意！ ・ 清掃の際は、必ず電源を切ってください。 
 ・ シンナーやベンジンなど、揮発性の薬品は使用

しないでください。プリンタの表面が変質した
り、変形したりする恐れがあります。 

 

・ プリンタの内部を濡らさないでください。電気
回路がショートする恐れがあります。 

・ プリンタに潤滑油を補給しないでください。プ
リンタの故障の原因となる場合があります。 
潤滑油の補給が必要な場合は、お買い求めの販
売店またはハードウェア修理相談センター（138
ページ参照）にご連絡ください。 

1 プリンタの電源を切り、電源コンセントを抜く 

2 リアカバーを取り外し、フロントカバーを開ける 

3 プリンタ内部を拭く 

中性洗剤を薄めた水に、清潔な柔らかい布を浸し、よく絞って、プ

リンタ内部やフロントカバーの内側を拭きます。 

ただし、プラテンなどのゴムローラは乾拭きをしてください。 

また、排紙用ローラは下図のように乾いた綿棒などで清掃してください。 

 

綿棒 

イジェクションカバー 

排紙用ローラの清掃のしかた 

4 リアカバーを拭く 

 

 

印字ヘッドなどの壊れやすい部品は触れないように注意してく

ださい。故障の原因となります。 

お願い 
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第 5章 保守と点検 

プリンタを輸送するとき –––––––––––––––– 

プリンタを衝撃から守るため、以下の手順で梱包してから輸送してく

ださい。 

1 プリンタの電源を切る 

（電源スイッチが（○）側に倒れた状態になります。） 

2 用紙を取り去り、リアカバーを取り外す 

3 プラグを電源コンセントから抜いて、プリンタケーブルをプリン

タから取り外す 

4 リボンカセットを取り外す（113ページ参照） 

5 リアカバーを包装する 

6 印字ヘッドを保護するために、輸送用固定材を取り付ける 

7 用紙厚調節レバーは、“D”目盛りに設定する 

8 プリンタを衝撃から守るため、梱包材などでくるみ、届いたとき

と同じ状態にして箱に入れる 
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第 5章 保守と点検 

有寿命部品／消耗品／定期交換部品／ 

        24時間運用について –––––– 
■ 有寿命部品について 

･ 本製品には、有寿命部品が含まれています。有寿命部品は、使用時間

の経過に伴って摩耗、劣化等が進行し、動作が不安定になる場合があ

りますので、本製品をより長く安定してお使いいただくためには、一

定の期間で交換が必要となります。 

･ 有寿命部品の交換時期の目安は、使用頻度や使用環境等により異なり

ますが、適切な使用環境（22 ℃／ 55％RH）において１日約８時間の

ご使用で約５年、または 500 万改行のいずれか早い方です。なお、こ

の期間はあくまでも目安であり、この期間内に故障しないことをお約

束するものではありません。また、長時間連続使用等、ご使用状態に

よっては、この目安の期間よりも早期に部品交換が必要となる場合が

あります。 

･ 本製品に使用しているアルミ電解コンデンサは、寿命が尽きた状態で

使用し続けると、電解液の漏れや枯渇が生じ、異臭の発生や発煙の原

因となる場合がありますので、早期の交換をお勧めします。 

･ 摩耗や劣化等により有寿命部品を交換する場合は、保証期間内であっ

ても有料となります。なお、有寿命部品の交換は、当社の定める補修

用性能部品単位での修理による交換となります。 

交換の際は「ハードウェア修理相談センター」（138 ページ）にご連

絡ください。 

･ 補修用性能部品の保有期間は、プリンタ本体の製造終了後５年間です。 

･ 本製品をより長く安定してご利用いただくために、一定時間お使いに

ならない場合は電源をお切りください。 

＜主な有寿命部品一覧＞ 

制御基板、電源基板、印字ヘッド、プラテン 

■ 消耗品について 

･ リボンカセット等の消耗品は、その性能／機能を維持するために適時

交換が必要となります。なお、交換する場合は、保証期間の内外を問

わずお客様ご自身での新品購入ならびに交換となります。 

「リボンカセットを交換する」（113 ページ）参照 
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第 5章 保守と点検 

■ 定期交換部品について 

・ 本製品には、その性能/機能を維持するために適時交換が必要な定期

交換部品が含まれます。 

安定してご使用いただくためには、定期的な交換が必要となります。

定期交換部品の種類および交換周期は、下表をご参照ください。 

 

定期交換部品 交換目安 表示メッセージ 

印字ヘッド ３億打 なし 

注) 黒率の高い印字を連続して行うと、印字ヘッドの寿命を縮める原因

となります。 

・ 定期交換部品料金および交換作業は有償です。費用の支払方法につい

ては、契約保守サービスの締結の有無、および契約内容によって異な

ります。 

詳しくは「ドットインパクトプリンタFMPRシリーズのサポートサービス」

(http://jp.fujitsu.com/solutions/support/sdk/products/fmprprinter/index.html)

または「ハードウェア修理相談センター」（138ページ）にご相談く

ださい。 

なお、上記URLは、本マニュアル発行時現在のものです。 

・ 定期交換部品の保有期間は、プリンタ本体の製造終了後５年間です。 

■ 24 時間運用について 

･ 本製品は、24 時間以上の連続使用を前提とした設計にはなっており

ません。 

・24 時間以上の連続運用を行なうと、有寿命部品の交換時期の目安と

なる期間よりも、早期に部品交換が必要となる場合があります。 
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第 5章 保守と点検 

消耗品の廃却について –––––––––––––––––– 

使用済みの消耗品は、法令・条例に従って産業廃棄物としてお客様に

て処分をお願いします。 

お客様が処理業者に処理を委託する場合で、（財）日本産業廃棄物処

理振興センターが発行する伝票（産業廃棄物マニュフェスト）への記

載が必要となった場合に、下記に本消耗品の種類・特性などを示しま

すので、伝票記載時の参考にしてください。 

 

産業廃棄物処理マニュフェスト情報 

消耗品内訳 マニュフェスト情報 

名 称 種 類 形 状 重金属等有無 特 性 

リボンカセット 廃プラスチック 固 形 無 し － 
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第 5章 保守と点検 

プリンタドライバの入手方法 ––––––––––––– 

最新版のプリンタドライバは、「富士通製品情報ページ」からダウン

ロードすることができます。「富士通製品情報ページ」ではサポート

サービスなどに関するさまざまな情報も提供しています。 

富士通製品情報ページ: 

http://www.fmworld.net/biz/printer/dotimpact/index.html 

 

 ガイド  

・ 上記 URL は、本マニュアル発行時現在のものです。 

・ 添付の CD-ROM に収められたドライバと、「富士通製品情報

ページ」からダウンロードできるものと同一の可能性があり

ます。 

お使いのプリンタドライバのバージョンを確認してからダ

ウンロードを行ってください。 
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第 5章 保守と点検 

アフターサービス –––––––––––––––––––––– 

 

・ お買い求めの際に販売店でお渡しする保証書は、大切に保管してください。 

・ 保証書は日本国内のみで有効です。 

・ 無償保証期間は、お買い上げ日より 6 か月です。詳細は保証書をご覧くだ

さい。 

・ 補修用性能部品の保有期間は、プリンタ本体の製造終了後 5年です。 

・ 分解、改造などを行わないでください。無償保証期間内でも無償修理が受

けられないことがあります。 

・ プリンタのご使用にあたっては、純正のサプライ用品をお使いください。 

純正サプライ品以外の用品をお使いになったことによる、製品の誤動作お

よび故障に関しましては、当社は一切責任を負いかねますのでご了承くだ

さい。 

・ 故障の際は下記までご連絡ください。 

『ハードウェア修理相談センター』 

通話料無料 ：0120-422-297 

受付時間 ：平日 9:00～17:00 

（土曜・日曜・祝日および当社指定の休日を除く） 
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第６章 

オプション 

この章では、オプションの取付け、取外しおよび使用方法につ

いて説明します。 

 
カットシートフィーダ  

(FMPR3000G オプション)のご使用方法 ········ 140 
カットシートフィーダ使用上のご注意········ 140 
カットシートフィーダの搭載方法············ 141 
カットシートフィーダ仕様·················· 143 
ホッパーユニットの搭載方法················ 145 
カットシートフィーダ、および 

ホッパーユニットの取り外し················ 149 
プリンタ LAN カード 

(FMPR3000G オプション)のご使用方法 ········ 151 
プリンタ LAN カード搭載方法················ 152 
プリンタ LAN カードの取り外し·············· 154 
 

 

 



第 6章 オプション 

カットシートフィーダ 

   (FMPR3000Gオプション)のご使用方法 –––– 
FMPR3000G プリンタオプションである別売のカットシートフィーダは、
セットした単票用紙を 1 枚ずつプリンタへ送り出し、印字した用紙を
スタッカへ排出するユニットです。 
更に，A3 横長サイズまでの用紙を，手差し口からプリンタの印字位置
まで手差しでセットして，一枚ずつ印字することもできるようになっ
ています。 
このプリンタでは、カットシートフィーダを取り付けたまま、連続帳
票用紙を使用できます。ただし、この場合は、連続帳票用紙を先にセ
ットしておくことをおすすめします。 
連続帳票用紙を使用するときは，リリースレバーを“開”にしてくだ
さい。 

品 名 型 名 備  考 

カットシートフィーダ FMPR-CF8G

ホッパーユニット FMPR-CF81G

カットシートフィーダをプリンタ

に取り付けると、複数枚の単票用

紙がセットできます。さらに、ホ

ッパーユニットをカットシートフ

ィーダに取り付けると、2 種類の

単票用紙をセットできます。 
 

！注意！  
 

カットシートフィーダを取り付けたり、取り外したり

するときは、必ず電源を切ってください。 

 

！注意！  
 

カットシートフィーダの上部を手で押さないでくだ

さい。 

強く押すと、プリンタが倒れることがあります。 

 

カットシートフィーダ使用上のご注意 –––––– 
1）カットシートフィーダを使用して「逆改行コマンドおよび，それに
類するコマンド（用紙を逆方向へ送るコマンドおよび，逆方向送り
動作が含まれるコマンド）」で印字した場合は，用紙送りの精度が
悪くなるばかりでなく，用紙の送り不良になることがあります。 

2）設置は，直射日光の当たる場所を避けてご使用ください。 
直射日光によって用紙を検知するセンサに異常が発生し、誤作動す
る原因になります。 

3）用紙は，温度，湿度などの影響を受け易く，安定した用紙送りへ悪
影響を及ぼすため，保管も含め常温常湿のもとでご使用ください。 

4）カットシートフィーダを取り付けているときは、機能設定を変更で
きませんのでご注意ください。 
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第 6章 オプション 

カットシートフィーダの搭載方法 ––––––––– 

カットシートフィーダの搭載は、次の手順で行います 

なお、カットシートフィーダの組立およびホッパーユニットのカット

シートフィーダへの装着手順は、カットシートフィーダの取扱い説明

書を参照してください。 

1 プリンタ装置の電源が OFF になっていることを確認する 

2 プリンタのイジェクションカバーの左右のフタを取り外す 
① トップカバーを垂直に立てて持ち上げるようにして外します。 
② イジェクションカバー左右のフタを後側からツメを押しながら上部

へ取り外します。（イジェクションカバー左右のフタは，カットシ
ートフィーダを取り外した時に再び使用するのでなくさないように
してください。） 

 

 

②ツメイジェクションカバー ②ツメ

フタ 
フタ 

①トップカバー

3 リアカバーを外す 

リアカバーを手前に起こしながら外します。 

 

リアカバー 
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第 6章 オプション 

4 カットシートフィーダをプリンタに搭載する 

イジェクションカバーの穴部にカットシートフィーダの脚を差し込

み、手前に引くようにしてプラテン軸に挟み込みます。カットシー

トフィーダをやや手前に傾けて差し込み，脚が軸に載ったら水平に

戻します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シートフィーダ脚 

脚

イジェクションカバー プラテン軸 

脚 
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第 6章 オプション 

カットシートフィーダ仕様 ––––––––––––––– 

 
（１）仕 様 

 カットシートフィーダ 

（FMPR-CF8G） 

ホッパーユニット 

（FMPR-CF81G） 

用紙幅 
182～364mm 

（はがき 100mm） 
182～364mm 

使用可能用紙サイズ 

注 1) 

用紙長 
182～364mm 

（はがき 148mm） 
210～364mm 

給紙ホッパ側 160 枚 用紙収容量 

注 2) スタッカ側 160 枚 

外形寸法 525(W)×364(D)×353(H)mm
525(W)×440(D)×353(H)mm

注 3)

重量（非梱包状態） 2.4kg 1.0kg 

 
注 1) 詳細は、第4章「用紙について」(79ページ)を参照してください。 

注 2) A4 サイズ連量 55kg の未印字用紙の場合です。 

注 3) FMPR-CF8G と FMPR-CF81G を装着した場合の寸法です。 
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第 6章 オプション 

（２）装置外観図 

 

 
 

カットシートフィーダ単体の場合   カットシートフィーダ＋ホッパーユニット 
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第 6章 オプション 

ホッパーユニットの搭載方法 ––––––––––––– 

ホッパーユニットの搭載は次の手順で行います。 

 

 ガイド  

ホッパーユニットは、お使いになるプリンタ装置により取り付ける

補助脚が異なるため 2種類の補助脚を添付しています。 

 

FMPR3000G 用補助脚 FMPR-373A 用補助脚 

青色のラベルが貼り付けてあります。 特別な表示はありません。 

 

 
 

145 



第 6章 オプション 

 ホッパーユニットを取り付ける前に 

ホッパーユニットの取り付けは、カットシートフィーダをプリンタ装置か
ら取り外して行います。 
 

1 カットシートフィーダをプリンタ装置から取り外す 

 
！注意！  

 
カットシートフィーダを取り付けたり、取り外したり

するときは、必ず電源を切ってください。 

取付足(挿入部)

カットシートフィーダ

 

2 ギヤカバーを折り取る 

 

3 セカンドビン識別チップをカットシートフィーダの右取付足に

取り付ける 
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 ホッパーユニットの取付け 

1 用紙サポートを用紙ガイドの横棒の中央に取り付ける 

2 用紙ガイド金具（２個）を左右の用紙ガイドに差し込む 

3 プリンタ装置に対応する補助脚を取り付ける 
FMPR3000G では、青色ラベル貼り付け有りの補助脚を取り付けます。 

 
！注意！  

 
ホッパーユニットを取り付けたり、取り外したりする

ときに、ホッパーユニットのギアおよび用紙送りロー

ラの部分を持たないでください。 

 

 

ギア 

用紙送りローラ
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第 6章 オプション 

4 ホッパーユニットを後部から矢印方向に押しながら、フック（左右）を

カットシートフィーダのスタッドに引っ掛けて下方向へ押し下げる 

 

5 カットシートフィーダをプリンタ装置の上まで持ち上げ、手前に

傾けて取付足を溝に差し込み、プリンタ装置のプラテン軸にかま

せてから、後ろに倒す 

6 セットし終えたら、カットシートフィーダが水平にセットされて

いることを確認する 

 
！注意！  

 
カットシートフィーダを取り付けたり、取り外したり

するときは、必ず電源を切ってください。 
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第 6章 オプション 

カットシートフィーダ、および 

      ホッパーユニットの取り外し –––––– 

1 カットシートフィーダをプリンタ装置から取り外す 

カットシートフィーダを手前に傾けて取付足をプリンタ装置のプラ

テン軸から外して、矢印方向に持ち上げてカットシートフィーダを

外します。 

 
！注意！  

 
カットシートフィーダを取り付けたり、取り外したり

するときは、必ず電源を切ってください。 

 

 
 

プラテン

カットシートフィーダ 

取付足 

ホッパーユニット 
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第 6章 オプション 

2 カットシートフィーダからスタッカサポートと用紙ガイド金具、

セカンドビン識別チップ、ホッパーユニットから用紙ガイド金具、

補助脚を取り外す 

セカンドビン識別チップ取り外しは、「ホッパーユニットの搭載方

法」の手順 3（146ページ）の取り付けの逆手順で取り外します。 

3 カットシートフィーダを裏返しにして、ホッパーユニットのロッ

クレバーを押しながら矢印方向にスライドさせて、カットシート

フィーダから外す 

 

カットシートフィーダ 

ホッパーユニット 

ロックレバー 
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第 6章 オプション 

プリンタ LAN カード 

   (FMPR3000Gオプション)のご使用方法 –––– 
 

FMPR3000G プリンタのオプションである別売のプリンタ LAN カードを

プリンタ側面にとりつけて使用することにより、100BASE-TX/10BASE-T

のネットワーク環境でのプリンタ共有が可能になります。 

LAN カード搭載時は、パラレルインターフェースおよび USB インター

フェースとの同時接続はできません。 

 
品 名 型 名 備  考 

プリンタ LAN カード FMPR-LN1G 
プリンタに取り付けると、ネット

ワーク環境で直接印刷できます。

 
！注意！  

 
プリンタ LAN カードを取り付けたり、取り外したりす

るときは、必ず電源を切ってください。 
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第 6章 オプション 

プリンタ LAN カード搭載方法 ––––––––––––– 
 

プリンタ LAN カードの搭載は次の手順で行います。なお取り付け後のネット

ワーク接続については、プリンタ LAN カードのオンラインマニュアルを参

照してください。 

1 プリンタ装置の電源が OFF になっていることを確認する 

2 本製品のプラスチックブラケット左端斜線部を矢印方向に手で

折って切り取る 

ご購入状態  プラスチックブラケット切り取り後 

 
プラスチックブラケット 

 
3 下図のように設置台の端からプリンタの左側面部を約１０ｃｍ

ほどはみ出す位置にプリンタの位置を変える 

 

設置台 

約 10cm

プリンタ左側面
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第 6章 オプション 

4 プリンタのオプションインターフェースカバーを外す 

固定ネジの取り外しおよび取り付けはプラスドライバにて行ってく

ださい。 

 

5 取り付け口のガイドに従って、本製品を差し込み、取り付ける 

 

 

6 プリンタの電源がOFF になっていることを確認し、電源コードを差し込む 
 

！注意！  
 

プリンタ本体の基板の一部が高温になっていること

があるので注意してください。 

また、故障の原因になるので基板には手を触れないで

ください。 
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プリンタ LAN カードの取り外し ––––––––––– 
 

プリンタLANカードの取り外しは次の手順で行います。 

1 プリンタ装置の電源を OFF にする 

2 下図のように設置台の端からプリンタの左側面部を約 10cm ほど

はみ出す位置にプリンタの位置を変える 

 

設置台 

約 10cm

プリンタ左側面

3 プリンタ LAN カードの固定ネジを外す 

固定ネジの取り外しはプラスドライバにて行ってください。 

 
！注意！  

 
電源が入っている状態でプリンタLANカードを取り外

すと、故障の原因になることがあります。 
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第 6章 オプション 

4 プラスチックブラケットの中央部（下図矢印付近）を持って本製

品を取り外す 

プラスチックブラケット 

 

5 プリンタのオプションインターフェースカバーを取り付ける 

固定ネジの取り付けはプラスドライバにて行ってください。 
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付 録 

プリンタの概略仕様 ––––––––––––––––––––– 
●印字方式 24 ワイヤドットマトリックス 
●印字速度 

単位：文字／秒 

印字速度 
印字モード 

標準 高複写モード 

漢字（27/180 ｲﾝﾁ） 75 56 

漢字高速（27/180 ｲﾝﾁ） 149 112 

ANK レギュラ（パイカ） 112 84 

ANK レギュラ（エリート） 134 101 

ANK レギュラ高速（パイカ） 224 168 

ANK レギュラ高速（エリート） 268 202 

ANK ドラフト（パイカ） 360 254 

ANK ドラフト（エリート） 432 304 

注１) ANK ドラフトは ESC/P モードでフォントを指定する事で選択可能 
注２) 高複写モードは FMPR3000G のみプリンタドライバの「印刷密度」を「高

複写」に設定することにより印字可能 

●ドット径 0.2mm 
●ドットピッチ 1／180 インチ（縦、横共） 
●印字桁数 

 FMPR2000G FMPR3000G 

漢字全角 53（文字／行） 90（文字／行） 

半角文字 106（文字／行） 180（文字／行） 

ANK（パイカ） 80（文字／行） 136（文字／行） 

ANK（エリート） 96（文字／行） 163（文字／行） 

縮小文字 144（文字／行） 244（文字／行） 

●文字構成 漢字全角 ：24(横)×24(縦)ドット 
半角文字 ：12(横)×24(縦)ドット 
ANK（FM） ：13(横)×19(縦)ドット 
ANK（ESC/P） ：36(横)×24(縦)ドット 
縮小文字 ： 7(横)×19(縦)ドット 

●印字動作 両方向最短距離印字 
●イメージ印字 

 FMPR2000G FMPR3000G 

行ドット数 1440 2448 

最小縦・横ドット間隔 180 ドット/インチ 
FM 

モード 
改行 180 ドット/インチ×n 

行ドット数 2880 4896 

最小縦・横ドット間隔 360 ドット/インチ 
ESC/P 
モード 

改行 360 ドット/インチ×n 

(n はプログラム設定による) 
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●用紙送り 用紙送り方式 ： 押込みトラクタ方式（連続帳票用紙） 
フリクション方式（単票用紙）

改行間隔 ： 1／180 インチ×n (FM モード時) 
1／360 インチ×n (ESC/P モード時) 
（nはプログラム設定による） 

改行速度 ： 約 80ms 以下（1/6 インチ改行時） 

●使用環境 温 度： 稼働時   5～35℃ 
非稼働時 -15～60℃ 

湿 度：稼働時 30～80％RH 
非稼働時  5～95％RH 
（ただし、結露しないこと。湿度勾配 30％RH／日以下） 

●インターフェース IEEE1284 双方向パラレルインターフェース 
USB 1.1 インターフェース 
LAN（100BASE-TX/10BASE-T）（オプションの FMPR-LN1G 装着時） 

●電源仕様 入力電源種別 ：商用単相 
電源電圧 ：AC100V±10％ 
電源周波数 ：50/60 ±1Hz ＋2％,－4％ 

（安定した正弦波であること） 

注） 短形波が出力される機器（交流無停電電源装置、UPS など）には接続しな
いでください。故障するおそれがあります。 

●消費電力 

 FMPR2000G FMPR3000G 

平   均 70W 

最   大 180W 

待 機 時 10W 以下 28W 以下 

電源 OFF 時 0W 

●外形寸法 FMPR2000G ：415mm（幅）×330mm（奥行）×120mm（高） 
FMPR3000G ：570mm（幅）×330mm（奥行）×120mm（高） 

●重量 FMPR2000G ：約 7.5 ㎏ 
FMPR3000G ：約 9.7 ㎏ 

●稼働音 50dBA 
●リボン 種 類  ：エンドレスリボンカセット 

（リボンカセットインク補給型） 
リボン寿命 ：黒リボン  

500 万字 (ANK ドラフト文字) 
 80 万字 (漢字印字） 

注） 上記の寿命は、製造後2年いないのものを下記の環境で保存した場合に保
証する値です。 

温度：－10～50℃ ， 湿度：20～90％RH 

● 耐用期間 プリンタ装置 ： ５年（電源の通電条件：８時間/日以内） 
または、５００万改行（いずれか早い方） 
・ 耐用期間はプリンタの設置環境、使用頻度
により大幅に変動します。 

・ 24時間通電による運用の耐用期間は1/3
に減少します。 

印字ヘッド ： 3 億打／ピン 

注） 黒率の高い印字を連続して行うと、印字ヘッドの寿命を縮める原因となります。 

 

159 



付 録 

外観図 –––––––––––––––––––––––––––––––– 

■ 標準外観図 
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■ カットシートフィーダ（FMPR3000G オプション）取付け時の外観図 

◆ カットシートフィーダとホッパーユニットを取り付けたときの外観図 

 

 

 

◆ カットシートフィーダのみ取り付けたときの外観図（側面図のみ） 
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テスト印字サンプル ––––––––––––––––––––– 

■ FM モード 
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■ ESC/P モード 
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インターフェース仕様 ––––––––––––––––––– 

■ パラレルインターフェース 

 基本仕様 

IEEE 1284 に準拠した双方向パラレルインターフェース 

 インターフェースコネクタ 

プリンタ側：レセプタクル：アンフェノール(DDK)57-40360 相当 

ケーブル側：プラグ      ：アンフェノール(DDK)57-30360 相当 

 インターフェースケーブル 

素 材 ： 7/φ0.12（AWG28 相当)以上 

タイプ ： シールド 

長 さ ：  接続するパソコンの仕様による 

（FMV の場合、1.5m） 

 信号レベル 

LOW ： 0.0V～＋0.4 

HIGH ： ＋2.4V～＋5.0V 

 データ転送方式 

8 ビットパラレル 

 コネクタピン配列 

インターフェースコネクタ（36 ピン） 

 

※ パソコンの BIOS 設定 

本プリンタを接続するパソコンのパラレルポート設定は、 

必ず「Bidirectional（双方向）」にしてご使用ください。 

確認および設定の方法については、パソコンのマニュアルを

参照してください。 
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● FM モード（FMPR2000G のみ） 

ピン No. 信 号 ピン No. 信 号 

1 *DSTB 19 *DSTB-RET 

2  DATA 1 20  DATA 1-RET 

3  DATA 2 21  DATA 2-RET 

4  DATA 3 22  DATA 3-RET 

5  DATA 4 23  DATA 4-RET 

6  DATA 5 24  DATA 5-RET 

7  DATA 6 25  DATA 6-RET 

8  DATA 7 26  DATA 7-RET 

9  DATA 8 27  DATA 8-RET 

10 *ACKNLG 28 *ACKNLG-RET 

11  BUSY 29  BUSY-RET 

12  PE 30 *INPRM-RET 

13  SLCT 31 *INPRM 

14 ±0V(RINF1) 32 *FAULT 

15  OSCXT(RINF2) 33  LD(RINF3) 

16  SG 34 *EXPRM 

17  FG 35  NC 

18 +5V 36  SG 

注 1） -RET 信号は、すべて SG に接続されています。 

注 2） (  )内の信号は、ステータス出力です。 

注 3） “*"は、負論理信号であることを示します。 

 

・入力信号の説明 

DATA1～8 プリンタの受信データです。 

“H”で信号あり、“L”で信号なしです。 

DSTB DATA1～8 を読み込むためのストローブ信号です。 

定常状態では“H”です。“H”から“L”になるとき、デー

タを読み込みます。 

*INPRM プリンタを初期状態にする信号です。 

初期状態については、｢初期状態｣（173ページ）を参照して

ください。 

実行中の動作が終了した後、プリンタの初期化を行います。 

定常状態では“H”です。“H”から“L”になるとき、実行

中の動作を正常終了し、“L”から“H”になるとき、初期化

します。 

*EXPRM との相違点は、実行中の動作が終了した後初期化を

行うことと、外字登録が保持されることです。 
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*EXPRM プリンタを初期状態にする信号です。 

外字登録データはすべてクリアされます。 

動作中でもプリンタの初期化を行います。 

初期状態については、｢初期状態｣（173ページ）を参照して

ください。 

定常状態では“H”です。“H”から“L”になるとき、実行中

の動作を中断し、“L”から“H”になるとき、初期化を開始し

ます。 

・出力信号の説明 

*ACKNLG *DSTB に対する応答信号です。 

データ入力完了時に出力される負のパルス信号です。 

PE 用紙切れを通知する信号です。 

用紙が残り少なくなると、この信号は“H”になり、「用紙

切れ」ランプが点灯します。 

オンライン状態のときに、プリンタ内に用紙がなくなり、プ

リンタ動作コマンドを受信すると、動作終了後、オフライン

状態になり、ブザーが鳴動します。 

上記の状態で用紙を新しくセットすると、この信号は“L”

になり、「用紙切れ」ランプが消灯します。このとき、DC1

コードは無効です。 

この後、オンラインを押すと、オンライン状態に戻ります。 

（エラーが無い場合） 

BUSY プリンタのビジー状態を通知する信号です。 

この信号が“H”のとき、プリンタはビジー状態で、データ

は受信できません。ただし、DC3 コードによるオフライン状

態のときは、DC1 コードを受信できます。 

以下の状態のとき、この信号は“H”です。 

受信データ処理中、プリンタエラー状態、オフライン状態 

SLCT プリンタのオンライン、オフライン状態を通知する信号です。 

この信号が、“L”のときはオフライン状態を、“H”のとき

はオンライン状態を示します。 

次の動作で、オフライン状態になります。 
・ オンライン状態でオンラインを押したとき、または DC3
コードを受信したとき 

・ 電源投入、または*EXPRM, *INPRM コマンド受信により、
初期動作中にアラーム、用紙無しを検出したとき 

・ 印字動作中に、用紙無し、スペースエラーを検出したと
き次の動作で、オンライン状態になります。 

・ オフライン状態でオンラインを押したとき 
・ 電源投入、または*EXPRM, *INPRM コマンド受信による初
期化動作が終了した後、アラームでなく用紙がセットさ
れているとき 

・ オフライン状態で DC1 コードを受信したとき 
（ただし、オンライン押下､および用紙無し､スペースエラ
ーを検出してオフライン状態になったときは無効です） 
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*FAULT アラーム状態、オフライン状態を通知する信号です。 

この信号が“L”のときは、アラーム状態、オフライン状態

です。 

*±0V(RINE1),OSCXT(RINF2),LD(RINF3) 

プリンタのエラー状態を通知する信号です。 

 

・タイミングチャート 

 
注 1）  は、途中でＰＥ等が発生した場合は変化します。 

 

167 



付 録 

● ESC/P モード 

ピン No. 信 号 ピン No. 信 号 

1 *STROBE 19 *STROBE-RET 

2  DATA 1 20  DATA 1-RET 

3  DATA 2 21  DATA 2-RET 

4  DATA 3 22  DATA 3-RET 

5  DATA 4 23  DATA 4-RET 

6  DATA 5 24  DATA 5-RET 

7  DATA 6 25  DATA 6-RET 

8  DATA 7 26  DATA 7-RET 

9  DATA 8 27  DATA 8-RET 

10 *ACKNLG 28 *ACKNLG-RET 

11  BUSY 29  BUSY-RET 

12  PE 30 *INIT-RET 

13  SLCT 31 *INIT 

14 *AUTO FEED XT 32 *ERROR 

15  NC 33  SG 

16  SG 34  NC 

17  FG 35  NC 

18  NC 36 *SLCT IN 

注 1） -RET 信号は、すべて SG に接続されています。 

注 2） (  )内の信号は、ステータス出力です。 

注 3） “*"は、負論理信号であることを示します。 

・入力信号の説明 

DATA1～8 プリンタの受信データです。 

“H”で信号あり、“L”で信号なしです。 

*STROBE DATA1～8 を読み込むためのパルス信号です。 

定常状態では“H”です。“H”から“L”になるとき、デー

タを読み込みます。 

*INIT プリンタを初期状態にする信号です。 

初期状態については、｢初期状態｣（173ページ）を参照して

ください。 

“L”になるとプリンタは初期状態になります。 

*SLCT IN DC1/DC3 を無効にする信号です。 

電源投入時に“L”になっていると、DC1/DC3 コードが無効

になります。 

*AUTO FEED XT 

復帰改行する信号です。 

“L”になっていると、CRコードを受信して復帰改行します。 
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・出力信号の説明 

*ACKNLG *STROBE に対する応答信号です。 

データ入力完了時に出力される負のパルス信号です。 

PE 用紙切れを通知する信号です。 

用紙が残り少なくなると、この信号は“H”になり、「用紙

切れ」ランプが点灯します。 

BUSY プリンタのビジー状態を通知する信号です。 

この信号が“H”のとき、プリンタはビジー状態で、データ

は受信できません。 

以下の状態のとき、この信号は“H”です。 

受信データ処理中、アラーム状態、オフライン状態、電源投

入時または*INIT 信号を受信しての初期化動作中 

SLCT 常に“H”です。 

*ERROR アラーム状態、オフライン状態を通知する信号です。 

この信号が“L”のときは、アラーム状態、オフライン状態

です。 

 

 

 

169 



付 録 

 インターフェース回路 

・入力回路 

 
ピン No. ESC/P モード 

2～9 DATA1～8 

  

 

 

ピン No. ESC/P モード 

14 *AUTO FEED XT

  

 

 

ピン No. ESC/P モード

1 *STROBE 

31 *INIT 

34 NC 

 

 

・出力回路 

ピン No. ESC/P モード

10 *ACKNLG 

11 BUSY 

12 PE 

13 SLCT 

15 NC 

32 *ERROR 

33 SG 

18 NC 
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■ USB インターフェース仕様 

 ケーブル 

仕様 ： USB1.1 

タイプ ： シールドタイプ 

長さ ： 5ｍ以下 
 

 コネクタピン配列 

 

2 1 

3 4 

Ｎｏ． 信号線名称 機  能 

1 vbus 電源 

2 D- データ転送用

3 D+ データ転送用

4 GND 信号グランド

Shell Shield  

 

 

 

 コネクタ仕様 

プリンタ側 ： typeB レセプタクル（メス） 

アップストリームポート 

ケーブル側 ： typeB プラグ（オス） 
 

 仕  様 

基本仕様 

USB 仕様の Revision1.1 準拠 

注意）全てのUSBデバイスとの接続を保証するものではありません。 

電力制御 

セルフパワーデバイス 

伝送モード 

フルスピード（最大 12Mbps+0.25%） 
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ESC/P モードの制限事項 –––––––––––––––––– 

このプリンタは、FM モードと ESC/P モードの 2 種類のプリンタの動作モ

ードに対応しています。 

ここでは、このプリンタを ESC/P モードで運用するときの制限事項につ

いて説明します。 

 サポートコマンド 

このプリンタは、ESC/P 24-J84 に準拠していますが、印字方式、解像度

の違いによりサポートしていないコマンドがあるので注意してください。 

(「ESC/Pモードコマンド一覧表」186ページ参照） 

 プリンタの動作モードの切り替え 

機能設定で、プリンタの動作モードを FM モードまたは、ESC/P モードに

設定することができます。 

(36 ページ参照） 
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初期状態 –––––––––––––––––––––––––––––– 

■ FM エミュレーションモード 

設定値 

・電源投入 

・*EXPRM 

・*INIT 

・リセット 

スイッチ 

・*INPRM 

リセット 

コマンド 

RSI/RBS 

エミュレーション

切換えコマンド 

（ESC/P⇒FM） 

ホストインターフェース

識別 
行う 行わない   

印字ヘッドセンタリング 行う   行わない 

印刷バッファ クリア   印刷する 

受信バッファ クリア  保持  

送信バッファ クリア  保持  

スイッチによる高速指定 解除 保持  解除 

ページ先頭位置 現在の位置    

単票残行管理 
電源投入時はクリア 

その他は保持する 
保持する   

連帳残行管理 
電源投入時はクリア 

その他は保持する 
保持する   

片方向印字指定 セットアップ（両方向）    

高速印字指定（コマンド） クリア    

行組：右端 終端    

行組：左端，左端 1，左端 2 始端    

イメージ転送モード 解除    

ページ長 11インチ    

スキップバーフォレーション行 0    

改行ピッチ 1/6インチ    

ANK 文字ピッチ 1/10インチ    

アンダーライン指定 クリア    

ANK 文字サイズ指定 標準    

スーパー／サブスクリプト指定 クリア    

ANK 書体 ドラフト    

漢字書体（コマンド） セットアップ（明朝体）    

プロポーショナル指定 クリア    

プロポーショナル空白幅指定 1/10インチ    

漢字指定 解除    

漢字文字ピッチ 3/20インチ    

アンダーライン指定 クリア    

漢字縦書き指定 横書き    
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・電源投入 ・リセット リセット エミュレーション

設定値 ・*EXPRM スイッチ コマンド 切換えコマンド 

・*INIT ・*INPRM RSI/RBS （ESC/P⇒FM） 

漢字縦書き指定 2 パターン無意識    

半角縦書き時 2文字ペア    

漢字縦倍角時の基準 上端合わせ    

漢字文字サイズ指定 標準    

罫線接続指定 非接続    

漢字未定義コード ■ 印字    

1 バイト半角文字指定 クリア    

外字登録文字の半角扱い 全角漢字    

外字登録文字 クリア 保持   

外字登録領域指定 クリア    

タブセット（水平，垂直） クリア    

CSF 自動ビン選択指定 解除    

用紙吸入量設定 セットアップ（22.0mm）    

1 インチカット送り出し情報 
電源投入時クリア 

その他は保持する 
保持  クリア 
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■ ESC/P エミュレーションモード 

設定値 

・電源投入 

・*EXPRM 

・*INIT 

・リセット 

スイッチ 

・*INPRM 

リセット 

コマンド 

ESC @ 

エミュレーション

切換えコマンド 

（FM⇒ESC/P） 

ホストインターフェース識別 行う 行わない   

印字ヘッドセンタリング 行う  行わない  

印刷バッファ クリア   印刷する 

受信バッファ クリア  保持  

送信バッファ クリア  保持  

スイッチによる高速指定 解除 保持  解除 

ページ先頭位置 現在の位置    

単票残行管理 
電源投入時はクリア 

その他は保持する 
保持する   

連帳残行管理 
電源投入時はクリア 

その他は保持する 
保持する   

右マージン設定 136桁目    

左マージン設定 1桁目    

水平タブ位置設定 8文字毎    

ページ長設定 セットアップ（11インチ）    

ミシン目スキップ設定 セットアップ（0 ｲﾝﾁ）    

改行量設定 セットアップ（1/6インチ）    

垂直タブ位置設定 無し    

VFUチャネル選択 0チャネル    

VFUタブ位置設定 無し    

ANK文字ピッチ セットアップ（10CPI）    

プロポーショナル指定 解除    

国際文字選択 セットアップ（日本）    

スーパー／サブスクリプト指定 解除    

文字品位選択 セットアップ（LQ）    

書体選択 セットアップ（クーリエ）    

文字コード表選択 セットアップ（カタカナ）    

文字間スペース量設定 0    

縮小指定 セットアップ（解除）    

アンダーライン指定／解除 解除    

縦倍拡大指定／解除 解除    

自動解除付倍幅拡大指定 解除    

倍幅拡大指定／解除 解除    

強調指定 解除    

二重印字指定 解除    

一括指定 解除    

175 



付 録 

・電源投入 ・リセット リセット エミュレーション

設定値 ・*EXPRM スイッチ コマンド 切換えコマンド 

・*INIT ・*INPRM ESC @ （FM⇒ESC/P） 

イタリック指定 解除    

文字スタイル選択 通常文字    

位置揃え選択 左寄せ    

縦書き指定 解除    

半角縦書き2文字指定 解除    

4倍角指定／解除 解除    

漢字アンダーライン指定／解除 解除    

漢字一括指定 解除    

漢字モード指定 解除    

半角文字指定 解除    

1/4角文字指定 解除    

漢字書体選択 セットアップ（明朝体）    

全角文字スペース量設定 左=0  右=3    

半角文字スペース量指定 左=0  右=2    

半角文字スペース量補正 解除    

漢字高速印字指定／解除 解除    

ビットイメージESC+”K” 8ドット単密度    

ビットイメージESC+”L” 8ドット倍密度    

ビットイメージESC+”Y” 8ドット倍速倍密度    

ビットイメージESC+”Z” 8ドット4倍密度    

ビットイメージ変換 上記ビットイメージ    

ダウンロード文字ｾｯﾄ指定/解除 内蔵文字    

ダウンロード文字定義 解除 保持   

文字セットコピー 解除 保持   

外字定義 解除 保持   

カットシートフィーダ制御 1ビン選択    

上位側コントロールコード制御 解除    

単方向指定／解除 セットアップ（解除）    

MSB=1指定 解除    

MSB=0指定 解除    

用紙吸入量設定 セットアップ（8.5mm）    

オートティアオフ実行可否情報 禁止  保持 禁止 

1インチカット送り出し情報 
電源投入時クリア 

その他は保持する 
保持  クリア 
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コマンド一覧表 ––––––––––––––––––––––––– 

本プリンタで使用できるコマンドについて、簡単に説明します。 

 

 

 

本プリンタでは、1インチ以上の逆改行を行わないてください。これを

行うと、印字が乱れたり、用紙づまりの原因になったりします。 

お願い 

 表の見方 

・＜  ＞16内の文字は 16 進表記です。 

・コマンド欄の記号は、次のコードを意味します。 

ESC＝＜1B＞16 CSI＝＜1B＞16＋＜5B＞16

CEX＝＜1C＞16 PUI＝＜1B＞16＋＜51＞16

・ は、スペース（空白<20>16）を示します。 

・Pa、P1、P2、…、Pnはパラメータを示します。 
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■ FM モードコマンド一覧表 

このプリンタは、基本ピッチが 1/180 インチです。FM モードでは 180dpi

モードで動作します。 

また、このプリンタのドット位置は次のとおりです。 

始端：1ドット 

終端：1440 ドット（FMPR2000G） 

   2448 ドット（FMPR3000G） 

FM モードのコマンドは、下表のとおりです。 

※欄の記号は次の意味を表します。 

○：本プリンタで使用できる 

×：本プリンタではサポートしていない 

機能名称 名 称 コマンド 機 能 ※

RIS リセット リセット ESC+c プリンタを初期状態にします。 

RBS リセット CEX+] 

初期状態については「初期状態」 

(173ページ)を参照してください。 

○

動作 

モード 

設定 

DCH 解像度変更指定 PU1+Pa+!+A 解像度を変更します。 

×

装
置
制
御 

DC1 デバイス・コン

トロール 1 

<11>16 オンライン状態にします。 装置制御 

○
DC3 デバイス・コン

トロール 3 

<13> 印字後、オフライン状態にします。 16

PDIR 印字方向指定 PU1+Pa+ +｀ 印字方向を指定します。 

Pa＝ 0 両方向印字指定 

  （初期値） 

 1 片方向印字指定 
○

HSPR 高速印字指定 PU1+Pa+ +－ 高速印字を指定します。 

 Pa ＝0 通常印字 

（初期値） 

 1 高速印字 

BEL ベル <07> ブザーが鳴ります。 16

装置機能設定の「ブザー」の設定が

「鳴動しない」に設定してある場合

は無効です。 
○

CAN 抹消 <18> バッファ内のデータをクリアします。 16

1 文字削除します。 DEL 削除 <7F>16
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機能名称 名 称 コマンド 機 能 ※

CSF カットシート 

フィーダ制御 

PU1+Pa+ +[ カットシートフィーダの動作（吸

入・排出)、吸入する用紙の種類と

吸入口を指定します。 

Pa＝ 0 用紙を吸入 

 1 用紙を排出 

 10 一般紙 

（上端余白約 22.0mm) 

(注 1) 

 11 はがき縦 

（上端余白約 12.7mm) 

 12 はがき横 

（上端余白約 9.7mm) 

 20 第 1 ビン 

 21 第 2 ビン 

 22 無効 

用紙制御 ペ
ー
ジ
制
御 

○

CSF2 カットシート PU1+Pa+ +\ カットシートフィーダの自動給紙

を指定します。 フィーダ制御 2

Pa＝ 0 自動給紙を解除 

 3 自動給紙を指定 

SPF 自動改ページ 

指定 

PU1+Pa+ +K スキップパーフォレーション行を

指定します 

 印字領域 

○
LMRG 左端指定 PU1+P1+;+P2+ 左端位置を指定します。 

+Q 

PGL1 ページ長指定 1 PU1+Pa+ +A 行単位でページ長を指定します。 

 

ページ長

設定 ○

PGL2 ページ長指定 2 PU1+Pa+ +B インチ単位でページ長を指定します。 

CR 復帰 <0D>16 印字後、受信位置を同一行の左端に

します。 

基本制御 

BS 後退 <08>16 印字後、受信位置を 1文字分後退し

ます。 

LF 

 

改行 

 

<0A>16
 

印
字
位
置
制
御 印字後、受信位置を次の行の左端に

します。 
○

NEL 復改 ESC+E 

NEL 復改 CEX+@ 

FF 改ページ <0C> 印字後、受信位置を次のページの左

端にします。 
16
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機能名称 名 称 コマンド 機 能 ※

CP 漢字文字ピッチ

指定 

CEX+$+Pa 

 

漢字文字ピッチを指定します。 ピッチ 

LP 改行ピッチ 

指定 

CEX+%+Pa 改行ピッチを指定します。 

LP2 改行ピッチ 

指定 2 

PU1+P1+;+P2+

+G 

P1/P2 インチで改行ピッチを指定し

ます。 

 

印
字
位
置
制
御 

制御 

○

SPI 改行ピッチ/ANK

文字ピッチ指定

CSI+P1+;+P2+ 改行ピッチおよび ANK 文字ピッチを

指定します。 +G 

HTS 水平タブセット ESC+H 現在位置に水平タブストップを設

定します。 

 タブ位置

設定 

SCT 水平タブセット CEX+F  

STF 水平タブ位置 CEX+#+P

指定 
1+ …

+Pn 

水平タブストップを指定します。 

HTSA 水平タブ位置 CSI+P

指定 
1+;+…  

+Pn+ +N 
○

VTS 垂直タブセット ESC+J 現在行に垂直タブストップを設定

します。 

SLT 垂直タブセット CEX+H  

VTSA 垂直タブ位置 

指定 

PU1+P1+;+… 垂直タブストップを指定します。 

+Pn+ +@ 

 タブ位置

解除 

RCT 水平タブ 

リセット 

CEX+G 現在位置の水平タブストップを解

除します。 

ＴBCでPa＝0を指定したときと同じ

です。 

  RLT 垂直タブ 

リセット 

CEX+I 現在行の垂直タブストップを解除

します。 

ＴBCでPa＝1を指定したときと同じ

です。 

  TBC タブクリア CSI+Pa+g タブストップを解除します。 

Pa＝ 0 現在位置の水平タブス

トップを解除 
○

（RCＴと同じ） 

（初期値） 

 1 現在行の垂直タブスト

ップを解除 

（RLＴと同じ） 

 3 すべての水平タブスト

ップを解除 

 4 すべての垂直タブスト

ップを解除 
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機能名称 名 称 コマンド 機 能 ※

HT 水平タブ <09>16 受信位置を、次の水平タブストップ

に進めます。 

タブ移動 

CHBT 水平逆タブ CEX+D 印字後、受信位置を手前の水平タブ

ストップにします。 

HPA 絶対水平タブ CSI+Pa+  受信位置を指定した位置にします。 

HPA2 絶対水平タブ 2 PU1+Pa+ +P 受信位置を指定します。 

印
字
位
置
制
御 

HPR 相対水平タブ CSI+Pa+a 受信位置を指定した分だけ進めます。 

PS 指定間隔 CEX+!+Pa  

HPB 相対水平逆タブ CSI+Pa+j 同一行内で、指定した分だけ受信位

置を戻します。 ○

VT 垂直タブ <0B> 印字後、受信位置を次の垂直タブス

トップにします。 
16

VPA 絶対垂直タブ CSI+Pa+d 印字後、受信位置を指定した行の左

端にします。 

VPR 相対垂直タブ CSI+Pa+e 印字後、受信位置を指定した行の左

端にします。 

SAP 動作位置指定 CEX+"+P1+P 印字後、受信位置を指定した位置に

します。 
2

HVP 動作位置指定 CSI+P1+;+P2+f  

 行組み LC 行組み指定 CEX+)+P

 
1+P2+

P

右端、左端 1、左端 2を指定します。 

3+P4
  KNL1 漢字復改 1 CEX+A 印字後、受信位置を次の行の左端 1

にします 

  KNL2 漢字復改 2 

 

CEX+B 印字後、受信位置を次の行の左端 2

にします 

○

  NPH 段落 CEX+C 印字後、受信位置を次の行の左端か

ら漢字 1文字分進めます。 

漢字/ANK SCS 漢字指定 ESC+$+@ 

 
JIS

-78
漢字モードを指定します。 

   ESC+$+B 

 
JIS

-83
漢字モードを指定します。 

文
字
印
字
制
御 

○

  ANK 指定 ESC+(+H ANK モードを指定します。 
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機能名称 名 称 コマンド 機 能 ※

漢字/ANK TF 書体指定 CEX+(+P印
字
位
置
制
御 

1+P ANK 文字と漢字文字の書体を指定し 2

ます。 

・ レギュラ文字はドラフト文字

より印字速度が低下します。 

・ レギュラ文字で文字ピッチを

1/10 インチ未満にすると文字の

右側が欠けることがあります。 

      P1＝0 P

(ANK) 
1＝1  

（漢字） 
○

     P2＝0 ドラフト 明朝 ←初期値 

     P2＝1 レギュラ ゴシック  

  HSS2 半角指定 2 PU1+Pa+ +｜ 1 バイト半角文字を指定します。 

Pa＝ 0 標準文字（ANK 文字） 

（初期値） 

 1 半角文字 

 SPS 欧文ピッチ処理

開始 

CEX+T プロポーショナル印字を指定します。 プロポー

ショナル 
○

 EPS 欧文ピッチ処理

終了 

CEX+U プロポーショナル印字を解除します。 

 SSP 上つき文字開始 CEX+N 上つき文字を指定します。 上つき/ 

 ESP 上つき文字終了 CEX+O 上つき文字を解除します。 下つき 

 SSB 下つき文字開始 CEX+P 下つき文字を指定します。 
○

文字 

 ESB 下つき文字終了 CEX+Q 下つき文字を解除します。 

 拡大/ 

縮小 

KGM 漢字拡大印字 

指定 

CEX+'+P1+P2 漢字文字の拡大（縮小）印字のサイ

ズを指定します。 

SFC コマンドのスケーラブル指定が

無効の場合 

P1,P2の範囲 50,100,200% 

SFC コマンドのスケーラブル指定が

有効の場合 

P1,P2の範囲 1～999% 

○

  GSM ANK 倍幅拡大 CSI+P

印字指定 
1+;+P2+ ANK文字の倍幅拡大印字を指定します。 

+B 縦方向に 100%、横方向に 100、200%

を指定できます。 
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機能名称 名 称 コマンド 機 能 ※

拡大/ SFC スケーラブル PU1+P文
字
印
字
制
御 

縮小 

 

文字制御 
1+;+P2+

;+P

スケーラブル文字を制御します。 

3+;+P4+;+

P5+!+Q 

P1＝ 0 スケーラブル無効 

（初期値） 

 1 スケーラブル有効 

P2＝ 0 ドットフォント優先 

 1 アウトラインフォント

優先 ×

P3＝ 0 固定 

P4＝ 0 固定 

P5＝ 0 200%拡大時にアウトラ

インフォント使用 

 1 200%拡大時にドットフ

ォント使用 

 強調 HL カラー/漢字 

アンダーライン

指定 

CEX+*+Pa 漢字アンダーラインを指定します。 

Pa＝ 0 通常印字（初期値） 

4 漢字アンダーライン 
10 

13 無 効 

15 

16 
○

  SGR カラー/ANK 

アンダーライン

指定 

CSI+Pa+m ANK アンダーラインを指定します。 

 Pa＝ 0 通常印字（初期値） 

4 ANK アンダーライン  

 30 

33 無 効 

35 

36 

 縦書き VWF 漢字縦書き指定 CEX+J 漢字の縦書きを指定します。 

横書き 

  VWF2 漢字縦書き指定

2 

PU1+Pa+ +q 漢字縦書き時の文字の回転の扱い

を指定します。 

Pa＝ 0 物理的に 90 度回転 

（初期値） 

 1 パターンによる最適変換 ○

  HWF 漢字横書き指定 CEX+K 漢字の横書きを指定します。 

  HVWF 半角文字縦書き

指定 

PU1+Pa+ +p 漢字縦書き時の半角文字の扱いを

指定します。 

Pa＝ 0 2 文字ペア 

（初期値） 

 1 1 文字中心 
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機能名称 名 称 コマンド 機 能 ※

その他 KC 罫線接続指定 PU1+Pa+ +t 罫線接続を指定します。 

Pa ＝0 接続しない 

（初期値） 

 1 接続する 

文
字
印
字
制
御  KUDC 漢字未定義ｺｰﾄﾞ PU1+Pa+ +x 漢字未定義コードの扱いを指定し

ます。 

Pa ＝0 ■印字（初期値） 

 1 漢字スペース 

○

  TSS スペース幅指定 CSI+Pa+ +E プロポーショナル文字のときの、ス

ペースコードの幅を指定します。 

イメージ

処理 

NIMG イメージ転送 PU1+Pa+ +W+

データ 

イメージを印字します。 

 SIMG 単密度倍幅 

イメージ転送 

PU1+Pa+ +V+

データ 

単密度倍幅イメージを印字します。 

イ
メ
ー
ジ
デ
ー
タ
印
字 

○

 DIMG 倍幅イメージ 

転送 

PU1+Pa+ +X+

データ 

倍幅イメージを印字します。 

 

外字登録 CPT 外字登録 CEX+2+0+P1+P 24×24 ドットの、ユーザ定義文字を

登録します。 
2

+D1+…+D144
○

外
字
登
録 

 CPT2 外字登録 2 CEX+2+1+P1+P 48×48 ドットの、ユーザ定義文字を

登録します。 
2 ×

+D1+…+D576
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【非推奨コマンド】 

以下のコマンドは逆改行動作を伴います。 

機能名称 名 称 コマンド 機 能 ※

逆改行 LBT 垂直逆タブ CEX+E 印字後、受信位置を手前の垂直タブ

ストップの左端にします。 タブ 

 VPB 相対垂直逆タブ CSI+Pa+k 印字後、指定した行だけ逆改行して

受信位置を左端にします。 

○

印字位置 KSM 漢字モード 

セット 

CEX+－+t 文字中心合わせを指定します。 

非
推
奨
コ
マ
ン
ド 

 KRM 漢字モード 

ﾘセット 

CEX+.+t 文字下端合わせを指定します。 
○

 KUPF 漢字基準線指定 PU1+Pa+ +d 文字中心/下端/上端合わせを指定

します。 
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■ ESC/P モードコマンド一覧表 

ESC/P モードコマンドは、下表のとおりです。 

機能名称 名 称 コマンド 機 能 

行単位ページ長設定 ESC＋C＋Pa 行単位でページ長を設定します。 印字領域 

設定 インチ単位ページ長 

設定 

ESC＋C＋NUL

＋Pa 

インチ単位でページ長を設定します。

 ミシン目スキップ設定 ESC＋N＋Pa ページ長下端からのミシン目スキッ

プ位置を設定します。 

書
式
設
定
・
実
行 

 ミシン目スキップ解除 ESC＋O ミシン目スキップ設定を解除します。

  右マージン設定 ESC＋Q＋Pa 右マージン位置を桁数で設定します。

  左マージン設定 ESC＋ｌ＋Pa 左マージン位置を桁数で設定します。

 1/8 インチ改行量指定 ESC＋0 改行量を 1/8 インチに設定します。改行量設定 

 1/6 インチ改行量指定 ESC＋2 改行量を 1/6 インチに設定します。

  n/180インチ改行量指定 ESC＋3＋Pa 改行量をPa/180インチに設定します。

  n/60 インチ改行量指定 ESC＋A＋Pa 改行量を Pa/60インチに設定します。

  n/360インチ改行量指定 ESC＋ ＋ 

＋Pa 

改行量をPa/360インチに設定します。

 タブ設定 垂直タブ位置設定 ESC＋B＋P

 
1＋

P

ページ先頭行からの垂直タブ位置を

設定します。 2 ＋ … Pn ＋

NUL 

  水平タブ位置設定 ESC＋D＋P1＋

P

左マージン位置からの水平タブ位置

を設定します。 2 ＋ … Pn ＋

NUL 

  VFU チャネル選択 ESC＋/＋Pa チャネル番号を指定します。 

  VFU タブ位置設定 ESC＋ｂ＋Pa

＋P

Pa で指定されたチャネル番号に対し

て、ページ先頭行からの垂直タブ位

置を設定します。 
1＋…Pn＋

NUL 

 印字・ 

紙送り 

印字復帰 CR バッファ内のデータを印字後、受信

位置を同一行の左マージン位置にし

ます。 

  改行 LF バッファ内のデータを印字後、現在

の改行ピッチに従って受信位置を次

行の左マージン位置にします。 

  改ページ FF バッファ内のデータを印字後、設定

されているページ長にしたがって改

ページします 
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機能名称 名 称 コマンド 機 能 

印字・ 

紙送り 

n/180 インチ 

順方向紙送り 

ESC＋J＋Pa 1/180 インチ単位で、受信位置を現在

位置からの移動量で指定します。 

印字位置 

設定 

水平タブ実行 HT 受信位置を同一行の次の水平タブ位

置へ移動します。 

 垂直タブ実行 VT バッファ内のデータを印字後、受信

位置を次の垂直タブ位置の左マージ

ン位置へ移動します。 

書
式
設
定
・
実
行 

 後退 BS 受信位置を直前の文字の文字ピッチ

に従って 1文字分左へ移動します。

  絶対位置指定 ESC＋$＋P1＋

P

受信位置を左マージン位置からの移

動量で指定します。 2

  相対位置指定 ESC＋\＋P1＋

P

受信位置を現在位置からの移動量で

指定します。 2

12CPI 指定 ESC＋M ANK文字のピッチを12CPIに設定します。文字 

セット 10CPI 指定 ESC＋P ANK文字のピッチを10CPIに設定します。

 15CPI 指定 ESC＋ｇ ANK文字のピッチを15CPIに設定します。

A
NK

文
字 

 プロポーショナル指定/

解除 

ESC＋ｐ＋Pa プロポーショナル印字の指定、解除

を行います。 

テ
キ
ス
ト
処
理 

  国際文字選択 ESC＋R＋Pa 各国別の文字セットを選択します。

   スーパー/サブスクリプト

指定 

ESC＋S＋Pa ANK 文字のスーパー/サブスクリプト

を指定します。 

   スーパー/サブスクリプト

解除 

ESC＋Ｔ スーパー/サブスクリプトの指定を

解除します。 

   文字品位選択 ESC＋ｘ＋Pa ANK 文字の文字品位を指定します。

   書体選択 ESC＋ｋ＋Pa ANK 文字の書体を指定します。 

   文字コード表選択 ESC＋ｔ＋Pa ANK 文字のコード表を選択します。

  文字 ダウンロード文字セット

指定/解除 

ESC＋％＋Pa ANK 文字のダウンロード文字セット

定義 の指定、解除を行います。 

   ダウンロード文字定義 ESC ＋ ＆ ＋

NUL＋P

ダウンロード文字を定義するコード

を指定し、定義開始コードおよび定

義終了コードを指定します。 
1

＋P2＋｛Pa1＋

Pb ＋Pc ＋D1 1 1

～Dn｝×ｎ 

   文字セットコピー ESC＋：＋NUL

＋P

ダウンロード文字セットへコピーす

る書体を選択します。 1＋P2
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機能名称 名 称 コマンド 機 能 

文字 

ピッチ

調整 

文字間スペース量設定 ESC＋ ＋Pa ANK 文字幅に付加するスペース量を

指定します。 

位置揃

え選択 

位置揃え選択 ESC＋ａ＋Pa 文字の印字位置の揃えかたを指定し

ます。 

A
NK

文
字 

テ
キ
ス
ト
処
理 

装飾 縮小指定 SI ANK 文字の縮小印字を指定します。

どちらのコマンドも同一内容の ANK

文字縮小印字をします。 
   縮小指定 ESC＋SI 

   縮小解除 DC2 ANK文字の縮小印字指定を解除します。

   アンダーライン指定/ ESC＋－＋Pa ANK 文字のアンダーラインの指定、解

除を行います。 解除 

   縦倍拡大指定/解除 ESC＋ｗ＋Pa ANK 文字の縦倍拡大の指定、解除を行

います。 

自動解除付き倍幅拡大

指定 

SO ANK および漢字文字の自動解除付き

倍幅拡大を指定します。 

 装飾 

自動解除付き倍幅拡大

指定 

ESC＋SO  

共
通 

自動解除付き倍幅拡大 DC4 ANK および漢字文字の自動解除付き

倍幅拡大の指定を解除します。 解除 

倍幅拡大指定/解除 ESC＋W＋Pa ANK および漢字文字の倍幅拡大の指

定、解除を行います。 

強調指定 ESC＋E ANK および漢字文字の強調文字を指

定します。 

強調解除 ESC＋F ANK および漢字文字の強調文字指定

を解除します。 

二重印字指定 ESC＋G ANK および漢字文字の二重印字を指

定します。 

二重印字解除 ESC＋H ANK および漢字文字の二重印字指定

を解除します。 

自動解除付き倍幅 

拡大指定 

FS＋SO ANK および漢字文字の自動解除付き

倍幅拡大を指定します。 

自動解除付き倍幅 

拡大解除 

FS＋DC4 ANK および漢字文字の自動解除付き

倍幅拡大の指定を解除します。 

一括指定 ESC＋！＋Pa ANK 文字および漢字の文字修飾を一

括指定します。 
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機能名称 名 称 コマンド 機 能 

装飾 イタリック指定 ESC＋4 ANK および漢字文字のイタリック印

字を指定します。 

 イタリック解除 ESC＋5 ANK および漢字文字のイタリック印

字指定を解除します。 

共
通 

 文字スタイル選択 ESC＋ｑ＋Pa ANK および漢字文字の文字スタイル

を選択します。 

テ
キ
ス
ト
処
理 

装飾 縦書き指定 FS＋J 漢字文字の縦書きを指定します。 

 横書き指定 FS＋K 漢字文字の横書きを指定します。 

漢
字 

 半角縦書き 2文字指定 FS＋D 漢字文字 2 文字の半角組み文字を指

定します。 

   4 倍角指定/解除 FS＋W＋Pa 漢字文字の 4 倍角の指定、解除を行

います。 

   漢字アンダーライン 

指定/解除 

FS＋－＋Pa 漢字アンダーラインの指定、解除を

行います。 

   漢字一括指定 FS＋！＋Pa 漢字文字および ANK 文字の文字修飾

 を一括指定します。 

漢字モード指定 FS＋＆ 漢字モードを指定します。   文字 

漢字モード解除 FS＋． 漢字モード指定を解除します。 セット 

半角文字指定 FS＋SI 漢字文字の半角印字を指定します。

 半角文字解除 FS＋DC2 漢字文字の半角印字指定を解除します。

 1/4 角文字指定 FS＋ｒ＋Pa 漢字文字の 1/4 角文字の印字を指定

します。 

 漢字書体選択 FS＋ｋ＋Pa 漢字文字の書体を選択します。 

 

文字 

定義 

外字定義 FS＋2＋P1＋

P

外字登録コード、登録パターンを指

定します。 2＋D1～D72
全角文字スペース量 

設定 

FS＋S＋P1＋

P2

漢字全角文字に付加するスペース量

を指定します。 

  文字 

ピッチ

調整 半角文字スペース量 

設定 

FS＋Ｔ＋P1＋

P

漢字半角文字および 1/4 角文字に付

加するスペース量を指定します。 2

 半角文字スペース量 

補正 

FS＋U 漢字半角文字のスペース量を 2 文字

ごとに補正します。 

 半角文字スペース量 

補正解除 

FS＋V 漢字半角文字のスペース量補正の指

定を解除します。 
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機能名称 名 称 コマンド 機 能 

イメージ処理 8 ドット単密度ビット 

イメージ 

ESC＋K＋P1＋

P

8 ビット単密度のビットイメージを

指定します。 2＋D1～Dn 

 8 ドット倍密度ビット 

イメージ 

ESC＋L＋P1＋

P

8 ビット倍密度のビットイメージを

指定します。 2＋D1～Dn 

 8 ドット倍速倍密度 ESC＋Y＋P

ビットイメージ 
1＋

P

8 ビット倍速倍密度のビットイメー

ジを指定します。 2＋D1～Dn 

 8ドット 4倍密度ビット

イメージ 

ESC＋Z＋P

 

1＋

P

8ビット4倍密度のビットイメージを

指定します。 2＋D1～Dn 

 ビットイメージ選択 ESC＋＊＋Pa

＋P

ビットイメージのモードおよびカラ

ム数を指定します。 ＋P ＋D1 2 1

～Dn 

 ビットイメージ変換 ESC＋？＋P 8 ビット系のビットイメージ(ESC＋

K,ESC＋L,ESC＋Y,ESC＋Z)のビット

イメージを変換します。 

1

＋P2

初期化 初期化 ESC＋＠ プリンタを初期状態にします。 

単方向印字指定/解除 ESC＋U＋Pa 単方向印字の指定、解除を行います。

漢字高速印字指定/解除 FS＋ｘ＋Pa 漢字高速印字の指定、解除を行います。

キャリッジ 

制御 

リターンホーム ESC＋＜ 印字ヘッドを左端まで移動します。

補
助
機
能 

デバイスコントロール1 DC1 プリンタを選択状態にします。 データ入力 

デバイスコントロール3 DC3 プリンタを非選択状態にします。 制御 

1 文字削除 DEL 直前のデータを 1文字クリアします。

データ抹消 CAN バッファ内のデータをクリアします。

CSF 制御 カットシートフィーダ ESC＋EM＋Pa プリンタの給紙方法を選択します。

制御 

ブザー ブザー BEL ブザーを鳴動させます。 
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キャラクタコード一覧表 –––––––––––––––––– 

■ FM モードキャラクタコード一覧表 

FM モードのキャラクタコードは以下のとおりです。 
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■ ESC/P モードキャラクタコード一覧表 

ESC/P モードのキャラクタコードは以下のとおりです。 

 カタカナコード 

 

注 1） <15> を除く、<00> ～<7F>16 16 16はカタカナコード、拡張グラフィックス

コードに共通です。 

注 2） <23> 、<24> 、<40> 、<5B> ～<5E> 、<60> 、<7B> ～<7E>16 16 16 16 16 16 16 16のコー

ドは国際文字選択によって入れ替わります。 

【国際文字コード】 
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 拡張グラフィックスコード 

 

注 1） <15> を除く、<00> ～<7F>16 16 16はカタカナコード、拡張グラフィックス

コードに共通です。 

注 2） <23> 、<24> 、<40> 、<5B> ～<5E> 、<60> 、<7B> ～<7E>16 16 16 16 16 16 16 16のコー

ドは国際文字選択によって入れ替わります。 

【国際文字コード】 
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非漢字一覧表 ––––––––––––––––––––––––––– 

モードによって、コードが割り当てられている文字が異なるものがあり

ますので、注意してください。 

 FM モードおよび ESC/P モード共通文字コード一覧表 

JIS コードはすべて 16 進形式 

 

 

 

注 1） 区点コードは点の部分を加算して求めます。％の区点コードは 0180＋

03 で 0183 となります。区点コードは 10 進数です。例えば、％の JIS

コードは 2173 と読みます。実際の使用には、“&H"をつけて、「&H2173」

とします。 

注 2） コード表の空白部分を印字させますと、何らかの文字が出力される場合があ

ります。 
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 FM モード文字コード一覧表 

JIS-78モード外字登録領域 

 

 

 

注） ※部(2820,287F,2920,297F)は登録できません。 

 

 

 

JIS-83モード 

追加文字 
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外字登録領域 

 

※

※ 

 

7F
95
 

※
※

注 1） ※部（2920,297F,2A20,2A7F）は登録できません。 

注 2） JIS-83の 2A21～2A7EとJIS-78の 2821～287Eは同一エリアです。 

半角漢字 

 

 

 

 

196 



付 録 

 ESC/P モード文字コード一覧表 
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外字登録領域 

 

 

 

注） ※部（7720,777F,7820,787F）は登録できません。 
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JIS-90第一水準漢字一覧表 ––––––––––––––––– 

JIS コードはすべて 16 進形式 

 

 

注） 「茜」の JIS コードは 302B と読みます。 

実際の使用には、“&H"をつけて、「&H302B」とします。 
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付 録 
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付 録 

JIS-90第二水準漢字一覧表 ––––––––––––––––– 
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付 録 
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付 録 
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付 録 

■ ご注意 

このプリンタが印字する漢字は JIS C6226-1983（情報交換用漢字符号系）

に準拠していますが、JIS C6234-1983（ドットプリンタ用 24 ドット字形）

は採用していません。したがって、コンピュータ本体の表示画面の文字

および記号なども必ずしも一致いたしませんのでご了承ください。 

JIS C6234-1983 の字体との違いはおおむね次の表の通りです。 
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付 録 

 第一水準と第二水準が入れ替わった文字 

 

 第二水準に追加された文字 

 

注） 「凛」と「煕」の 2文字は ESC/P モードではサポートされていません。 

 

 

206 



 

ソフトウェア編 
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第１章 

ソフトウェアの概要 

この章では、プリンタに添付されているソフトウェアの基本

的なことがらおよびインストール方法について説明します。 

 
添付ソフトウェアの機能···················· 210 
添付ソフトウェアの動作環境················ 212 
プリンタの動作環境························ 213 
パソコンの接続方法························ 214 
CD-ROM の内容 ····························· 215 
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初めてインストールするとき ··············328 
FMPR プリンタユーティリティを 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

添付ソフトウェアの機能 –––––––––––––––––– 

 プリンタドライバ 

Windows 環境でプリンタ装置をお使いいただくには、プリンタドライバが必

要になります。 

FMPR3000G/2000G プリンタ装置では、Windows 98/Me/NT 4.0/2000/XP/2003/ 

Vista/2008/7/2008 R2 用に専用のプリンタドライバを用意しています。 

プリンタドライバのインストール方法および設定方法については、「ソフト

ウェア編」の「第 1章 ソフトウェアの概要」、「第２章 プリンタドライバ

の設定」をお読みください。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 FMPR プリンタユーティリティ 

Windows 環境でプリンタ装置をより使いやすくするソフトウェアで、プリン

タ装置の状態を監視する FMPR ステータスモニタとプリンタ装置の機能設定

を行う FMPR リモートパネルがあります。 

 ガイド  
・ プリンタとの接続インターフェースが、パラレルまたは USB 接
続の場合、プリンタドライバの双方向通信機能を有効に設定し
ておく必要があります。 

・ FMPR プリンタユーティリティは、パラレル→USB など変換ケー
ブルで接続している場合との組み合わせでは、動作しません。 

○FMPR ステータスモニタ 

「FMPR ステータスモニタ」は、パソコンとプリンタ間での双方向通信機能を
利用して動作するユーティリティです。 
「FMPR ステータスモニタ」は、パラレルまたは USB インターフェースで動作
します。「FMPR ステータスモニタ」をパソコンにインストールし起動すると、
プリンタにエラーが発生したときにパソコン画面にエラー情報、対処方法が
ポップアップ表示されます。 
「FMPRステータスモニタ」のインストール方法および設定方法については、
本章の「FMPRプリンタユーティリティのインストール」(327ページ)をお読
みください。「FMPRステータスモニタ」の機能については、「第３章 FMPR
ステータスモニタ」(399 ページ)をお読みください。 

 ガイド  
・ FMPR ステータスモニタは、FMPR2000G プリンタ装置では動作しま
せん。 

○FMPR リモートパネル 

「FMPR リモートパネル」とは、プリンタの機能設定を行うことができるユー
ティリティソフトウェアです。 
「FMPR リモートパネル」は、パラレル、USB または LAN（オプションの
FMPR-LN1G を使用し、添付の PR-PortManager が動作している場合）インター
フェースで動作し、パソコンとプリンタ間での双方向通信機能を利用して動
作します。 
「FMPRリモートパネル」のインストール方法および設定方法については、本
章の「FMPRプリンタユーティリティのインストール」(327ページ)をお読み
ください。「FMPRリモートパネル」の機能については、「第４章 FMPRリモ
ートパネル」(405 ページ)をお読みください。 

 ガイド  
・ LAN（オプションの FMPR-LN1G 使用時）接続は、FMPR3000G プリ
ンタ装置のみです。 

・ プリンタとの接続インターフェースが LAN（オプションの
FMPR-LN1G 使用時）接続の場合は、プリンタドライバの双方向通
信機能を無効に設定してください。 

・ FMPRリモートパネルは、FMPR3000G用とFMPR2000G用とがあります。 
互換性はありませんので、プリンタ装置に合った FMPR リモート
パネルをお使いください。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

添付ソフトウェアの動作環境 –––––––––––––– 

対象機種 対応 O S 

Windows 7 （日本語版） 

Windows Server 2008 R2 （日本語版） 

Windows Vista （日本語版） 

Windows Server 2008 （日本語版） 

Windows XP （日本語版） 

Windows Server 2003 （日本語版） 

Windows 2000 （日本語版） 

Windows NT 4.0 （日本語版） 

Windows Me （日本語版） 

FMV シリーズ 

各社 DOS/V 互換機 

Windows 98 （日本語版） 

 

 

・ パソコンの BIOS 設定について 

本プリンタを接続するパソコンのパラレルポート設定は必ず

「Bidirectional（双方向）」にしてご使用ください。 

確認および設定の方法については、パソコンのマニュアルを参

照してください。 

・ FUJITSU FMPR3000G について 

FUJITSU FMPR3000G は、Windows 95 には対応しておりません。 

・ FUJITSU FMPR2000G について 

FUJITSU FMPR2000G は、Windows 95/2008/2008 R2 には対応して

おりません。 

・ USB 接続 

本プリンタの USB インターフェースは、USB1.1 仕様です。 

本プリンタを接続するパソコンが USB 機器に対応していること

を確認してください。 

確認方法は、パソコンのマニュアルを参照してください。 

 

注意事項 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

プリンタの動作環境 ––––––––––––––––––––– 

・ 本プリンタドライバは ESC/P モードで動作します。プリンタのモード設

定を必ず「ESC/P モード」にしてご使用ください。 

・ FMPR3000G/FMPR2000G 用プリンタドライバは、モノクロ専用のプリンタ

ドライバです。 

・ MetaFrame 環境で運用する場合には、添付 CD-ROM 内の指定ドライバを

使用してください。詳細は、CD-ROM 内の MetaFrame フォルダの

Readme.txt を参照してください。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

パソコンの接続方法 ––––––––––––––––––––– 

パソコンとプリンタの接続方法、およびプリンタドライバのインストール手

順は、接続するインターフェースによって異なります。 

○ パラレルインターフェースによる接続 

・パソコン 

双方向パラレルインターフェースをサポートする PC/AT 互換機 

・OS 

Windows 98/Me/NT 4.0/2000/XP/2003/Vista/2008/7/2008 R2 

・セットアップ方法 

プリンタドライバのセットアップ方法は、本書の「プリンタドライバのインスト

ール」（218ページ）をお読みください。 

○ USB インターフェースによる接続 

・パソコン 

USB1.1 インターフェースを内蔵する PC/AT 互換機 

・OS 

Windows 98/Me/2000/XP/2003/Vista/2008/7/2008 R2 

・セットアップ方法 

プリンタドライバのセットアップ方法は、本書の「プリンタドライバのインスト

ール」（218ページ）をお読みください。 

 ガイド  

・ 本プリンタドライバは、他機種のプリンタで使用することはで

きません。また同様に、他機種用のプリンタドライバを本プリ

ンタで使用することはできません。 

・ 以下のオプションを使用すると、LAN 接続が可能になります。 

FMPR3000G プリンタ LAN カード（FMPR-LN1G） 

詳細は、「オプション品のご紹介」（26 ページ参照）および各

オプションのマニュアルをお読みください。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

CD-ROM の内容 –––––––––––––––––––––––––– 

■ プリンタドライバセットアップディスク 

「プリンタドライバセットアップディスク」は以下の内容になっています。 

プリンタドライバの Readme.txt には、プリンタドライバに関する補足情報

や、最新情報が記載されています。プリンタドライバをセットアップする際

には、必ずお読みください。 

 
 

FMPR シリーズセットアップディスク 

 

Readme.txt プログラムの説明が書かれているファイルです。  はじめにお読みください。 

 

FMPRSTART.EXE Windows 7/2008 R2 用のプリンタドライバインストールプログラムです。 

FMPRSTART.INI Windows 7/2008 R2 用のプリンタドライバインストールプログラム情報 

ファイルです。 

はじめにお読みください.pdf Windows 7/2008 R2 用のプリンタドライバインストールガイドです。 

Windows 7/2008 R2 にプリンタドライバをインストールするときは、はじめにお読

みください。 

NR3SETUP.EXE FMPR3000G/2000G の Windows 7/2008 R2 用のプリンタドライバのインストー

ルプログラムです。 

Driveｒs プリンタドライバが格納されているフォルダです。 

FMPR3000 FMPR3000G プリンタドライバが格納されているフォルダです。 

Win2k Windows 2000/XP/2003/Vista/2008/7/2008 R2 用のプリンタドライバが 

格納されているフォルダです。 

Readme.txt プログラムの説明が書かれているファイルです。 

Win98Me Windows 98/Me 用のプリンタドライバが格納されているフォルダです。 

Readme.txt プログラムの説明が書かれているファイルです。 

Winnt40 Windows NT 4.0 用のプリンタドライバが格納されているフォルダです。 

Readme.txt プログラムの説明が書かれているファイルです。 

MetaFrame MetaFrame 対応プリンタドライバ が格納されているフォルダです。 

Readme.txt MetaFrame プログラムの説明が書かれているファイルです。 

Winnt 40 Windows NT 4.0 用のプリンタドライバが格納されているフォルダです。 

Readme.txt プログラムの説明が書かれているファイルです 

Win2k Windows 2000/2003 用のプリンタドライバが格納されているフォルダです。 

Readme.txt プログラムの説明が書かれているファイルです。 

Readme.txt プリンタを共有するときの説明が書かれているファイルです。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 

FMPR2000 FMPR2000G プリンタドライバが格納されているフォルダです。 

Win2k Windows 2000/XP/2003/Vista/7 用のプリンタドライバが格納されている 

フォルダです。 

Readme.txt プログラムの説明が書かれているファイルです。 

Win98Me Windows 98/Me 用のプリンタドライバが格納されているフォルダです。 

Readme.txt プログラムの説明が書かれているファイルです。 

Winnt40 Windows NT 4.0 用のプリンタドライバが格納されているフォルダです。 

Readme.txt プログラムの説明が書かれているファイルです。 

MetaFrame MetaFrame 対応プリンタドライバ が格納されているフォルダです。 

Readme.txt MetaFrame プログラムの説明が書かれているファイルです。 

Winnt 40 Windows NT 4.0 用のプリンタドライバが格納されているフォルダです。 

Readme.txt プログラムの説明が書かれているファイルです 

Win2k Windows 2000/2003 用のプリンタドライバが格納されているフォルダです。 

Readme.txt プログラムの説明が書かれているファイルです。 

 

FMPRUTY 

FMPR3000 FMPR3000G プリンタユーティリティが格納されているフォルダです。 

Setup.exe ユーティリティソフトのセットアッププログラムです。FMPR ステータスモニタと

FMPR リモートパネルがインストールされます。 

FMPR2000 FMPR2000G プリンタユーティリティが格納されているフォルダです。 

Setup.exe ユーティリティソフトのセットアッププログラムです。FMPR リモートパネルがインス

トールされます。 

 

Manual PDF 形式のオンラインマニュアルが格納されているフォルダです。 

INDEX.pdf FMPR3000G/2000G プリンタのオンラインマニュアルです。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

ソフトウェアのインストール –––––––––––––– 

「プリンタドライバ セットアップディスク」にはプリンタドライバと

FMPR プリンタユーティリティが格納されています。 

インストールは、 

1．プリンタドライバのインストール 

2．FMPR プリンタユーティリティのインストール 

の順に行ってください。 

 ガイド  
・ 末尾に｢Ｇ｣の付く機種名のプリンタドライバは、同一名称の
｢Ｇ｣の付かないプリンタドライバを選択してください。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

プリンタドライバのインストール –––––––––– 

■ Windows 7/2008 R2 のとき 

ここでは、Windows 7/2008 R2 が動作するパソコンにプリンタドライバを

インストールする方法について、Windows 7 Professional の画面を例に説

明しています。 

インストール手順は、プリンタをプラグアンドプレイで検出するか、プリ

ンタフォルダから手動で指定するかによって異なります。それぞれの手順

に従ってください。 

以下の手順では、FMPR3000G を例に説明しています。 

FMPR2000G プリンタをお使いの場合は、“FMPR3000”を“FMPR2000”と読

み替えてください。 

 

 ガイド  

・ ご使用のパソコンにインストールされている Windows 7/2008 R2

のバージョンや Edition によっては、インストール手順や表示

内容が異なる場合があります。このときは、表示内容に従って

インストールしてください。 

・ 64 ビット版 Windows 7 をお使いの場合も、本手順でインストー

ルしてください。 

・ プリンタドライバセットアップディスクを準備してください。 

・ インストールを行う際には、必ず Administrator（コンピュータ

の管理者）権限を持ったアカウントでログオンしてください。 

・ 異なるバージョンの FUJITSU FMPR3000、FUJITSU FMPR2000 プリ

ンタドライバがインストールされている場合は、削除してから

インストールしてください。 

・ ここでは、FUJITSU FMPR3000G、FUJITSU FMPR2000G プリンタが

ローカル接続されたパソコンにプリンタドライバをインストー

ルする手順を説明しています。ネットワーク接続や共有プリン

タ(他のパソコンに接続されているプリンタ)でのインストール

方法は、Windows 7/2008 R2 の取扱説明書、ヘルプ、およびプリ

ンタ LAN カード FMPR-LN1G（オプション）のマニュアルを参照し

てください。 

・ FUJITSU FMPR2000G は、Windows Server 2008 R2 には対応して

おりません。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 プラグアンドプレイで検出する場合 

Windows 7/2008 R2 では、「FMPR3000G/2000G プリンタドライバセットア

ップ」からプリンタドライバのインストーラを起動してインストールを

行います。 

 

 

・プリンタとパソコンを接続する前に、セットアッププログラムを使用

して、プラグアンドプレイの準備(プリンタドライバを特定の場所に準

備)した上で、プラグアンドプレイ(パソコンとプリンタを接続)により、

プリンタドライバをインストールする必要があります。 

・プラグアンドプレイの準備をする前に、プリンタとパソコンを接続し

てしまったときは、『ソフトウェア編』の「第５章 こんなときは」

(417 ページ)を参照してください。 

お願い 

 ガイド  

・ プラグアンドプレイはプリンタがパソコンに直接つながってい
る場合のみ行われます。 

・ インストール中、「ユーザーアカウント制御」ダイアログに、「次
の不明な発行元からのプログラムにこのコンピューターへの変
更を許可しますか？」と表示される場合がありますので、〔はい〕
をクリックしてください。 
 

 １ コンピュータの管理者権限を持ったユーザで Windows 7 または Win 
dows Server 2008 R2 にログオンする 

 ２ セットアップディスクをパソコンの CD-ROM ドライブにセットする 
「エクスプローラ」などを使用して CD-ROM を開き、一番上の階層にあ

る「FMPRSTART.EXE」をダブルクリックしてください。 

 ガイド  

・ ホームページからダウンロードした最新版のプリンタドライバ
をお使いになるときは、ダウンロードしたドライバデータフォ
ルダ内の「FMPRSTART.EXE」をダブルクリックしてください。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ３ 「FMPR3000G/2000G プリンタドライバセットアップ」の画面が表示さ
れたら、[USB/パラレルでプリンタを使用する]をクリックする 

 

 ４ 「次の不明な発行元からのプログラムにこのコンピューターへの変
更を許可しますか？」と表示されたら、〔はい〕を選択する 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ５ 「FMPR プリンタドライバパッケージ」の画面が表示されますので、
〔OK〕ボタンをクリックする 

 

 ６ 「インストールするプリンタドライバを選択してください。」の画面が
表示されたら、表示メニューに従って、インストールするプリンタドラ

イバを選択し、〔OK〕ボタンをクリックする 

 

 ガイド  

・ プリンタドライバを追加しないときは、「終了する」を選択し

ます。終了後に再度プリンタドライバをインストールしたいと

きは、手順１ からやり直してください。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ７ 「Windows セキュリティ」画面に、「ドライバーソフトウェアの発行
元を検証できません」と表示されますが、〔このドライバーソフトウ

ェアをインストールします〕をクリックする 

 

 ８ ファイルのコピーが開始される 

 ガイド  

・ 手順９ の画面が表示されるまで、お待ちください。 

 ９ ｢プリンタをインストールする準備ができました。｣と、プラグアンド
プレイの準備が完了したことを示す画面が表示されたら、〔OK〕をク

リックする 

 

 １０ ｢FMPR3000G/2000G プリンタドライバセットアップ｣画面に戻りますの
で、〔終了〕をクリックする 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 １１ プリンタの電源が OFF になっていることを確認し、プリンタとパソ
コンをUSBケーブルまたはパラレルインターフェースケーブルで接続

し、プリンタの電源を入れる 

    

 １２ 画面右下の通知領域に「デバイスドライバーソフトウェアをインストー
ルしています」と表示され、しばらくすると、「FUJITSU FMPR3000 デ

バイスドライバーソフトウェアが正しくインストールされました。」と

表示される 

 

 

 

 ガイド  

・ プリンタは、”FUJITSU FMPR3000”として表示されます。 

FUJITSU FMPR2000G をお使いのときは、”FUJITSU FMPR2000”と

表示されます。 

・ USB インターフェースで接続したときは、「デバイスを使用する

準備ができました。」と表示されます。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 １３ 〔スタート〕→〔デバイスとプリンター〕を選択し、「プリンターと
FAX」部にプリンタアイコンが追加されていることを確認する 

これで、プリンタドライバのインストールは完了です。 

 

 ガイド  

・ 〔デバイスとプリンター〕を開く順序は、下記の通りです。 

2

1
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 プリンタフォルダからのインストール 

Windows 7/2008 R2 でのプリンタドライバインストールは、プラグアンド

プレイで検出する方法を推奨します。 

ここでは、Windows 7 Professional にプリンタフォルダからプリンタドラ

イバをインストールするときの画面を例に説明しています。 

 ガイド  

・ Windows Server 2008 R2 にプリンタドライバを手動でインスト

ールするときも、本手順に従ってください。 

・ FUJITSU FMPR2000G は、Windows Server 2008 R2 には対応して

おりません。 

 １ コンピュータの管理者権限を持ったユーザで Windows 7 または Win 
dows Server 2008 R2 にログオンする 

 ２ 〔スタート〕→〔デバイスとプリンター〕を選択し、プリンタフォル
ダを表示する 

2

1 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ３ 〔デバイスとプリンター〕フォルダの、〔プリンターの追加〕を選択
する 

 

 ガイド  

・ Windows Server 2008 R2 では、〔プリンターの追加〕を選択した

後に、下記画面が表示される場合があります。 

下記画面が表示されたときは、「管理者としてローカルプリンタ

ーまたはネットワークプリンターを追加する」をクリックしてく

ださい。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ４ 「プリンタの追加」ウィザード画面が表示されたら、〔ローカルプリ
ンタを追加します〕を選択する 

 

 ガイド  

・ スタンドアロン（パソコンとプリンタを1対 1で接続）のときや、

パソコンをプリントサーバとして使うときや、印刷先（ポート）

を後で変更する場合は、「ローカルプリンターを追加します」を

選択してください。なお、正しい印刷先に設定するまでテストペ

ージ等の印刷は行わないでください。 

・ 「ネットワーク、ワイヤレスまたは Bluetooth プリンタを追加し

ます」を選んでインストールするには、プリントサーバ上に、対

応するプリンタドライバがあらかじめインストールされている

必要があります。 

また、「代替ドライバとネットワークインストール」はサポート

していません。 

 ５ 使用するプリンタポートを選択し、〔次へ〕をクリックする 

 

 ガイド  

・ 〔既存のポートを使用〕の一覧に、使用するポートが存在しない

など、ポートの準備が整っていないときは、仮のポートとしてロ

ーカルポート（[LPT1: プリンターポート]）などを選択してくだ

さい。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 第 1章 ソフトウェアの概要 

 ６ 「プリンタードライバーのインストール」画面が表示されますので添
付のプリンタドライバセットアップディスクをパソコンの CD-ROM ド

ライブにセットして、〔ディスク使用〕をクリックする 

 

 ７ 「製造元のファイルのコピー元」に、「D:\Drivers\FMPR3000\Win2k」と
入力するか、〔参照〕をクリックして「D:\Drivers\FMPR3000\Win2k」を

選択する 

入力が終わったら〔OK〕をクリックする 

 

2

1 

注 1) 上記は CD-ROM ドライブが D：のときの入力例です。ご使用の環境に合

わせてドライブを変更してください。 

注 2) 64 ビット版 Windows 7、および Windows Server 2008 R2 をお使いのと

きも、本フォルダを指定してください。 

注 3) FMPR2000G のときは、Drivers\FMPR2000\Win2k と入力してください。 

注 4) 弊社ホームページよりダウンロードした最新版のプリンタドライバをお使

いになるときは、(本ドライバデータのあるフォルダ名)\Drivers\FMPR3000 

\Win2kに変更してください。FMPR2000Gをお使いのときは、(本ドライバデ

ータのあるフォルダ名)\Drivers\FMPR2000\Win2kに変更してください。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ８ プリンタを選択して〔次へ〕をクリックする 

 

1

2

 ガイド  

・ 「どのバージョンのドライバーを使用 ますか？ 既にこのプ

置き換える」を選択します。 

 ９ プリンタ名を入力し、〔次へ〕をクリックする 

し

リンターのドライバーがインストールされていることを検出し

ました。」という画面が表示される場合は、「現在のドライバー

を
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 １０ 「Windows セキュリティ」画面に、「ドライバーソフトウェアの発行
元を検証できません」と表示されますが、〔このドライバーソフトウ

ェアをインストールします〕をクリックする 

 

 １１ ファイルのコピーが開始される 

 ガイ

・ 手順

ださい。 

 

ド  

１２、または手順１３ の画面が表示されるまで、お待ちく

 １２ プリンタの共有について設定を行い、〔次へ〕をクリックする

 

 ガイド  
・ お使いの環境によっては、本画面が表示されない場合があります。 
本画面が表示されたときは、お使いの環境にあわせ選択してくだ
さい。 
(1) 共有しない時 : ｢このプリンターを共有しない｣を選択し

ます。 
(2) 共有する時 : ｢このプリンターを共有して、ネットワー

クのほかのコンピューターから検索およ
び使用できるようにする｣を選択し、共有
名・場所・コメントを入力します。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

１３「FUJITSU FMPR3000 が正しく追加されました」画面が表示されたこと
を確認し、〔完了〕をクリックする 

 

 ガイド  

・ 〔テスト

がオンラ

ページの印刷〕ボタンをクリックするときは、プリンタ

インであることを確認し、A4 タテ以上の用紙をセットし

df)の『プリンタ編』「第 3 章 用紙のセット」（53

ページ）を参照してください。 

ペー

ジの印刷〕ボタンをクリックしないでください。 

 １４ 〔プリンターと FAX〕部にプリンタアイコンが追加されていることを
確認する 

これで、プリンタドライバのインストールは完了です。 

てください。用紙のセット方法については、オンラインマニュア

ル(Index.p

・ 手順５ で仮のプリンタポートを指定した場合は、〔テスト
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第 1章 ソフトウェアの概要 

■

こ るパソコンにプリンタドライバ

をインストールする方法について、Windows Server 2008 Enterprise 

Edition の画面を例に説明しています。 

インストール手順は、プリンタを、プリンタフォルダから手動で指定する

か、プラグアンドプレイで検出するかによって異なります。それぞれの手

順に従ってください。 

プラグアンドプレイでプリンタが検出されない場合は、プリンタフォルダ

からプリンタドライバをインストールしてください。 

以下の手順では、FMPR3000G を例に説明しています。 

 

 Windows Server 2008 のとき 

こでは、Windows Server 2008 が動作す

 ガイド  

・ ご使用のパソコンにインストールされ いる Windows Server 
のバージョンや Edition によっては、インストール手順や
が異なる場合があります。このときは、表示内容に従

・

・
・ Administrator（コンピュータ

・ イバがイン
ストールされている場合は、削除してからインストールしてく
ださい。 

ンにプリンタドライバをインストールする手順を説明して
コンに接続
ndows Server 

2008 の取扱説明書、ヘルプ、およびプリンタ LAN カード
FMPR-LN1G（オプション）のマニュアルを参照してください。 

・ パラレルインターフェースで接続する場合、「プリンタのイン
ストール」から行うと、Windows Server 2008 を起動するたびに
「新しいハードウェアの検索ウィザード」が表示されますので、
プラグアンドプレイでのインストールを推奨します。 

・ USB インターフェースの場合、接続ポートを変更すると、「新し
いハードウェアの検索ウィザード」が表示されます。接続ポー
ト毎にプリンタドライバがインストールするか、「新しいハー
ドウェアの検索ウィザード」の〔キャンセル〕ボタンをクリッ
クして、既にインストールされているプリンタドライバのポー
ト設定を変更してください。 

・ FUJITSU FMPR2000G は、Windows Server 2008 には対応しており
ません。 

て
2008
表示内容
ってインストールしてください。 
 64 ビット版 Windows Server 2008 をお使いの場合も、本手順で
インストールしてください。 
 プリンタドライバセットアップディスクを準備してください。 
 インストールを行う際には、必ず
の管理者）権限を持ったアカウントでログオンしてください。 
 異なるバージョンの FUJITSU FMPR3000 プリンタドラ

・ ここでは、FUJITSU FMPR3000G プリンタがローカル接続されたパ
ソコ
います。ネットワーク接続や共有プリンタ(他のパソ
されているプリンタ)でのインストール方法は、Wi
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 プラグアンドプレイで検出する場合 

ストールする必要があります」

パソコン起動時に「新しいハードウェアが見つかりました。FUJITSU 

FMPR3000 のドライバソフトウェアをイン

と表示されます。 

 ガイド  

・ プラグアンドプレイはプリンタがパソコンに直接つながってい
る場合のみ行われます。 
プリンタが検出されない場合は、「プリンタフォルダからのイ

してください。 
・ インストール中、「ユーザーアカウント制御」ダイアログに、

するにはあなたの許可が必要です」と表示される場合が
ので、〔続行〕をクリックしてください。 

 １ プリン タの電源を入れた状態で

Windo

 ２ 新しい
ェアを

ンストール」の（238ページ）でインストール

「続行
あります

 

タとパソコンを接続し、プリン

ws Server 2008 を起動する 

プリンタを検出する画面が表示されたら、〔ドライバソフトウ

検索してインストールします（推奨）〕を選択する 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ３ 「FUJITSU FMPR3000 のドライバソフトウェアをオンラインで検索し
ますか？」と表示されますので、〔オンラインで検索しません〕を選

択する 

 

「FUJITSU FMPR3000 に付属のディスクを挿入してください」 ４ と 

表示されたら、添付のプリンタドライバセットアップディスクを 

パソコンの CD-ROM ドライブにセットする 

弊社ホームページよりダウンロードした最新版のプリンタドライバを

お使いになるときは、「ディスクはありません。他の方法を試します」

をクリックしてください。→手順６ へ進みます。 

 

注 1) この画面が表示される前にセットアップディスクをセットしている場

合は[次へ]ボタンが表示されますので、クリックしてください。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ５ 「下の一覧からハードウェアに最適なソフトウェアを選んでくださ
い。」と表示されますので、場所の説明にて、" Win2k "フォルダのド

ライバを選択して、〔次へ〕をクリックする 

→手順８ へ進みます。 

 

注 1) 上記は CD-ROM ドライブが D：のときの表示例です。ご使用の環境に合わ

せてドライブを読み替えてください。 

1 

2

注 2) 64 ビット版 Windows Server 2008 をお使いの場合も、本フォルダを指定

 ６ 」

と表示されますので、〔コンピュータを参照してドライバソフトウェ

アを検索します（上級）〕をクリックする 

してください。 

「このデバイス用のドライバソフトウェアが見つかりませんでした。
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ７ 「コンピュータ上のドライバソフトウェアを参照します。」と表示さ
れますので、「次の場所でドライバソフトウェアを検索します」に、

「C:\WORK\fmpr3000\Drivers\FMPR3000\Win2k」

照〕をクリックして「C

と入力するか、〔参

:\WORK\fmpr3000\Drivers\FMPR3000\Win2k」

を選択する。 入力が終わったら〔次へ〕をクリックする 

 

上記は、C:ドライブの WORK フォルダに

1 

2

注 1) ドライバデータがあるときの表

注 2) ws Server 2008 をお使いの場合も、本フォルダを指定

してください。 

 ８ 
のドライバソフトウェア

をインストールします〕をクリックする 

示例です。 ご使用の環境に合わせて変更してください。 

64 ビット版 Windo

「Windows セキュリティ」画面に、「ドライバソフトウェアの発行元

を検証できません」と表示されますが、〔こ

 

 ９ ファイルのコピーが開始される 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 １０ ｢新しいハードウェアの検出 ‐ FUJITSU FMPR3000｣画面が表示された
ら、｢このデバイス用のソフトウェアは正常にインストールされまし

た。｣というメッセージを確認し〔閉じる〕をクリックする 

 

 １１ 「プリンタ」フォルダにプリンタ名が表示されていることを確認する 

これで、プリンタドライバのインストールは完了です。 

 

 ガイド  

・ 通常使うプリンタに設定されていないときは、インストールさ
れた FUJITSU FMPR3000 プリンタドライバをマウスの右ボタンで
クリックし、「通常使うプリンタに設定」を選択してください。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 プリンタフォルダからのインストール 

リンタフォルダからインストールする場合、Windows Server 2008

るたびに「新しいハードウェアの検索」ウィザードが表示されます

プ を起

動す の

でプラグアンドプレイで検出する方法を推奨します。 

ここでは、Windows Server 2008 Enterprise Edition にパラレルインター

フェースまたは USB インターフェースでローカル接続されたプリンタのプ

リンタドライバをインストールするときの画面を例に説明しています。 

 １ Windows Server 2008 を起動する 

 ２ 〔スタート〕→〔コントロールパネル〕→「プリンタ」を選択する 

 ３ プリンタフォルダが表示されたら、〔ファイル〕→〔管理者として実
行〕→〔プリンタの追加〕を選択する 

 

 ガイド  

・ 「プリンタの追加」（アイコンとして表示されています）や、

メニュー内にある「プリンタのインストール」を選択すると、

ネットワークプリンタのインストール画面が 示されます。ロ

接続されたプリンタの、プリンタドライバをインストー

・

表

ーカル

ルするときは、本手順に従ってインストールしてください。 

 ビルトインアカウントの Administrator でログオンしていると

きは、〔ファイル〕→〔プリンタの追加〕を選択してください。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ４ 「プリンタの追加」ウィザード画面が表示されたら、〔ローカルプリ
ンタを追加します〕を選択する 

 

 ガイド  

・ スタンドアロン（パソコンとプリンタを 1 対 1 で接続）のとき

や、パソコンをプリントサーバとして使うときは、ローカルプ

リンタを選択します。 

印刷先（ポート）を後で変更する場合も、「ローカルプリンタ

を追加します」を選択してください。なお、正しい印刷先に設

定するまでテストページ等の印刷は行わないでください。 

・ 「ネットワーク、ワイヤレスまたは Bluetooth プリンタを追加

します」を選んでインストールするには、プリントサーバ上に、

対応するプリンタドライバがあらかじめインストールされてい

る必要があります。 

また、「代替ドライバとネットワークインストール」はサポー

トしていません。 

 ５ 使用するプリンタポートを選択し、〔次へ〕をクリックする 

 

 ガイド  

・ 使用するポートがまだ作成されていない場合は、仮のポートと

してローカルポート（LPT1）などを選択してください。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ６ 「プリンタドライバのインストール」画面が表示されますので 
添付のプリンタドライバセットアップディスクをパソコンの CD-ROM

ドライブにセットして、〔ディスク使用〕をクリックする 

 

 ７ 「製造 と

入力する を

選択する

入力が終

元のファイルのコピー元」に、「D:\Drivers\FMPR3000\Win2k」

か、〔参照〕をクリックして「D:\Drivers\FMPR3000\Win2k」

 

わったら〔OK〕をクリックする 

 

1 

2 

注 1) 上記は CD-ROM ドライブが D：のときの入力例です。ご使用の環境に合わ

せてドライブを変更してください。 

注 2) 64 ビット版 Windows Server 2008 をお使いの場合も、本フォルダを指定

してください。 

注 3) 弊社ホームページよりダウンロードした最新版のプリンタドライバを

お使いになるときは、(本ドライバデータのあるフォルダ名)\Drivers\ 

FMPR3000\Win2k に変更してください。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ８ プリンタを選択して〔次へ〕をクリックする 

 

1

2

 ガイド  

・ 「どのバージョンのドライバを使用しますか？ にこのプリ

える」を選択します。 

既

ンタのドライバがインストールされていることを検出しまし

た。」という画面が表示される場合は、「現在のドライバを置

き換

 

 ９ プリン の設定を行い、〔次へ〕をク

リ

タ名を入力し、通常使うプリンタ

ックする 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 １０ 「Windows セキュリティ」画面に、「ドライバソフトウェアの発行元
を検証できません」と表示されますが、〔このドライバソフトウェア

をインストールします〕をクリックする 

 

 １１ ファイルのコピーが開始される 

 １２ プリンタの共有について設定を行い、〔次へ〕をクリックする 

 

 ガイド  

・ ここでは、必ず「このプリンタを共有しない」を選択してくだ

さい。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

１３「FUJITSU FMPR3000 が正しく追加されました」画面が表示されること
を確認し、〔完了〕をクリックする 

 

 ガイド  

・ 〔テストページの印刷〕ボタンをクリックするときは、プリン

タがオンラインであることを確認し、Ａ４タテ以上の用紙をセ

ットしてください。用紙のセット方法については、オンライン

マニュアル(Index.pdf)の『プリンタ編』「第 3章  用紙のセッ

ト」（53 ページ）を参照してください。 

・ 手順５ で仮のプリンタポートを指定した場合は、〔テストペー
ジの印刷〕ボタンをクリックしないでください。 

 １４ 「プリンタ」フォルダにプリンタ名が表示されていることを確認する 

これで、プリンタドライバのインストールは完了です。 

 

 

243 



第 1章 ソフトウェアの概要 

■

こ コンにプリンタドライバを 

インストールする方法について、Windows Vista Business の画面を 

例に説明しています。 

インストール手順は、プリンタを、プリンタフォルダから手動で指定する

か、プラグアンドプレイで検出するかによって異なります。それぞれの手

順に従ってください。 

プラグアンドプレイでプリンタが検出されない場合は、プリンタフォルダ

からプリンタドライバをインストールしてください。 

以下の手順では、FMPR2000G を例に説明しています。 

FMPR3000G プリンタをお使いの場合は、“FMPR2000”を“FMPR3000”と読

み替えてください。 

 

 Windows Vista のとき 

こでは、Windows Vista が動作するパソ

 ガイド  

パソコンにインストールされている Windows Vista のバ

・

ください。 
・ 異なるバージョンの FUJITSU FMPR2000、FUJITSU FMPR3000 プリ

ンストールしてください。 
プリンタがロ

ーカル接続されたパソコンにプリンタドライバをインストール
する手順を説明しています。ネットワーク接続や共有プリンタ
(他のパソコンに接続されているプリンタ)でのインストール方
法は、Windows Vista の取扱説明書、ヘルプ、およびプリンタ LAN
カード FMPR-LN1G（オプション）のマニュアルを参照してくださ
い。 

・ パラレルインターフェースで接続する場合、「プリンタのインス
トール」から行うと、Windows Vista を起動するたびに「新しい
ハードウェアの検索ウィザード」が表示されますので、プラグア
ンドプレイでのインストールを推奨します。 

・ USB インターフェースの場合、接続ポートを変更すると、「新し
いハードウェアの検索ウィザード」が表示されます。接続ポート
毎にプリンタドライバがインストールするか、「新しいハードウ
ェアの検索ウィザード」の〔キャンセル〕ボタンをクリックして、
既にインストールされているプリンタドライバのポート設定を
変更してください。 

・ ご使用の
ージョンや Edition によっては、インストール手順や表示内容が
異なる場合があります。このときは、表示内容に従ってインスト
ールしてください。 
 64 ビット版 Windows Vista をお使いの場合も、本手順でインスト
ールしてください。 

・ プリンタドライバセットアップディスクを準備してください。 
・ インストールを行う際には、必ず Administrator（コンピュータ
の管理者）権限を持ったアカウントでログオンして

ンタドライバがインストールされている場合は、削除してからイ

・ ここでは、FUJITSU FMPR2000G、FUJITSU FMPR3000G
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 プラグアンドプレイで検出する場合 

ITSU 

ます。 

パソコン起動時に「新しいハードウェアが検出されました。FUJ

FMPR2000」と表示され

 ガイド  

・ プラグアンドプレイはプリンタがパソコンに直接つながってい
る場合のみ行われます。 
プリンタが検出されない場合は、「プリンタフォルダからのイ
ンストール」の（250ページ）でインストールしてください。 

」ダイアログに、

〕をクリックしてください。 

 

 １ プリン 態

Windows

 ２ 新しいプリンタを検出する画面が表示されたら、〔ドライバソフトウ
ェアを

・ インストール中、「ユーザーアカウントの制御
「続行するには許可が必要です」と表示される場合があります
ので、〔続行

タとパソコンを接続し、プリンタの電源を入れた状 で

 Vista を起動する 

検索してインストールします（推奨）〕を選択する 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ３ 「FUJITSU FMPR2000 に付属のディスクを挿入してください」と 
表示されたら、添付のプリンタドライバセットアップディスクを 

ードした最新版のプリンタドライバを

お使 きは、〔ディスクはありません。他の方法を試します〕

をクリッ

パソコンの CD-ROM ドライブにセットする 

弊社ホームページよりダウンロ

いになると

クしてください。→手順５ へ進みます。 

 

注 1) この画面が表示される前にセットアップディスクをセットしている場

合は、[次へ]ボタンが表示されますので、クリックしてください。 

 ４ 「下の一覧からハードウェアに最適なソフトウェアを選んでくださ
い。」と表示されますので、場所の説明にて、" Win2k "フォルダのド

ライバを選択して、〔次へ〕をクリックする→手順７ へ進みます。 

 

注 1) 上記は CD-ROM ドライブが D：のときの表示例です。ご使用の環境に合

わせてドライブを読み替えてください。 

注 2) 64 ビット版 Windows Vista をお使いの場合も、本フォルダを指定して

ください。 

注 3) FMPR3000G のときは、Drivers\FMPR3000\Win2k フォルダを選択してくだ

さい。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ５ 「このデバイス用のドライバソフトウェアが見つかりませんでし
と表示されますので、〔コンピュータを参照してドライバソフトウ

アを検索します（上級）〕をクリックする 

た。」

ェ

 

 ６ 「コンピュータ上のドライバソフトウェアを参照します。」と表示さ
れますので、「次の場所でドライバソフトウェアを検索します」に、

「C:\WORK\fmpr2000\Drivers\FMPR2000\Win2 と入力するか、〔参

照

を選択

k」

〕をクリックして「C:\WORK\fmpr2000\Drivers\FMPR2000\Win2k」

する。 入力が終わったら〔次へ〕をクリックする 

 

注 1) 上記は、C:ドライブの WORK フォルダにドライバデータがあるときの表

示例です。 ご使用の環境に合わせて変更してください。 

注 2) 64 ビット版 Windows Vista をお使いの場合も、本フォルダを指定してく

ださい。 

注 3) FMPR3000G のときは、(本ドライバデータのあるフォルダ名)\Drivers\ 

FMPR3000\Win2k に変更してください。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ７ 「Windows セキュリティ」画面に、「ドライバソフトウェアの発行元
を検証できません」と表示されますが、〔このドライバソフトウェア

をインストールします〕をクリックする 

 

 ８ ファイルのコピーが開始される 

 ９ ｢新しいハードウェアの検出 ‐ FUJITSU FMPR2000｣画面が表示された
｢このデバイス用のソフトウェアは正常にインストールされましら、

た。｣というメッセージを確認し〔閉じる〕をクリックする 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 １０ 「プリンタ」フォルダにプリンタ名が表示されていることを確認する 

これで、プリンタドライバのインストールは完了です。 

 

 ガイド  

・ インストールされた FUJITSU FMPR2000 プリンタドライバをマウ
スの右ボタンでクリックし、「通常使うプリンタに設定」を選
択してください。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 プリンタフォルダからのインストール 

プ ta を起動する

たびに「新しいハードウェアの検索」ウィザードが表示されますのでプラ

グアンドプレイで検出する方法を推奨します。 

ここでは、Windows Vista Business にプリンタドライバをインストールす

るときの画面を例に説明しています。 

 １ Windows Vista を起動する 

 ２ 〔スタート〕→〔コントロールパネル〕→〔ハードウェアとサウンド〕
内にある「プリンタ」を選択して、次に〔プリンタのインストール〕

をクリックする 

リンタフォルダからインストールする場合、Windows Vis

 

 ガイド  

・ 〔スタート〕とは、デスクトップ画面左下の Windows ロゴがつ

いたボタンを表します。 

 

250 



第 1章 ソフトウェアの概要 

 ３ 「プリンタの追加」ウィザード画面が表示されたら、〔ローカルプリ
ンタを追加します〕を選択する 

 

 ガイド  

・ スタンドアロン（パソコンとプリンタを 1 対 1 で接続）のとき

や、パソコンをプリントサーバとして使うときは、ローカルプ

リンタを選択します。 

印刷先（ポート）を後で変更する場合も、「ローカルプリンタ

を追加します」を選択してください。なお、正しい印刷先に設

定するまでテストページ等の印刷は行わないでください。 

・ 「ネットワーク、ワイヤレスまたは Bluetooth プリンタを追加

します」を選んでインストールするには、プリントサーバ上に、

対応するプリンタドライバがあらかじめインストールされてい

る必要があります。 

また、「代替ドライバとネットワークインストール」はサポー

トしていません。 

 ４ 使用するプリンタポートを選択し、〔次へ〕をクリックする 

 

 ガイド  

・ 使用するポートがまだ作成されていない場合は、仮のポートと

してローカルポート（LPT1）などを選択してください。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ５ 「プリンタドライバのインストール」画面が表示されますので 
添付のプリンタドライバセットアップディスクをパソコンの CD-ROM

ドライブにセットして、〔ディスク使用〕をクリックする 

 

 ６ 「製造 と

入力する を

選択する

入力が終

元のファイルのコピー元」に、「D:\Drivers\FMPR2000\Win2k」

か、〔参照〕をクリックして「D:\Drivers\FMPR2000\Win2k」

 

わったら〔OK〕をクリックする 

 

記は CD-ROM ドライブ

2

1 

注 1) 上 が D：のときの入力例です。ご使用の環境に合

わせてドライブを変更してください。 

して

注 3) FMPR3000G のときは、Drivers\FMPR3000\Win2k と入力してください。 

注 4) 弊社ホームページよりダウンロードした最新版のプリンタドライバを

お使いになるときは、(本ドライバデータのあるフォルダ名)\Drivers\ 

FMPR2000\Win2k に変更してください。FMPR3000G をお使いのときは、(本

ドライバデータのあるフォルダ名)\Drivers\FMPR3000\Win2k に変更し

てください。 

注 2) 64 ビット版 Windows Vista をお使いの場合も、本フォルダを指定

ください。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ７ プリンタを選択して〔次へ〕をクリックする 

 

1

2

 ガイド  

・ 「どのバージョンのドライバを使用しますか 既にこのプリ

える」を選択します。 

？ 

ンタのドライバがインストールされていることを検出しまし

た。」という画面が表示される場合は、「現在のドライバを置

き換

 

 ８ プ
リックする 

リンタ名を入力し、通常使うプリンタの設定を行い、〔次へ〕をク
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ９ 「Windows セキュリティ」画面に、「ドライバソフトウェアの発行元
を検証できません」と表示されますが、〔このドライバソフトウェア

をインストールします〕をクリックする 

 

 １０ ファイルのコピーが開始される 

 １１ プリンタの共有について設定を行い、〔次へ〕をクリックする 

 

 ガイド  

。 

・ ここでは、必ず「このプリンタを共有しない」を選択してください。 

・ 本画面は、ユーザーアカウント制御(UAC)が無効の場合のみ表示

されます
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第 1章 ソフトウェアの概要 

１２「FUJITSU FMPR2000 が正しく追加されました」画面が表示されること
を確認し、〔完了〕をクリックする 

 

 ガイド  

ン

タがオンラインであることを確認し、Ａ４タテ以上の用紙をセ

ットしてください。 用紙のセット方法については、オンライ

ンマニュアル(Index.pdf)の『プリンタ編』「第 3章 

用紙のセット」（53 ページ）を参照してください。 

・ 手順４ で仮のプリンタポートを指定した場合は、〔テストペー
ジの印刷〕ボタンをクリックしないでください。 

 １３ 「プリンタ」フォルダにプリンタ名が表示されていることを確認する 

これで、プリンタドライバのインストールは完了です。 

・ 〔テストページの印刷〕ボタンをクリックするときは、プリ
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第 1章 ソフトウェアの概要 

■

ここでは、Windows Server 2003 が動作するパソコンにプリンタドライバ

をインストールする方法について、Windows Server 2003 Standard Edition

の画面を例に説明しています。 

インストール手順は、プリンタを、プリンタフォルダから手動で指定する

か、プリンタフォルダからプラグアンドプレイで検出するか、プラグアン

ドプレイで検出するかによって異なります。それぞれの手順に従ってくだ

さい。 

プラグアンドプレイでプリンタが検出されない場合は、プリンタフォルダ

からプリンタドライバをインストールしてください。 

以下の手順では、FMPR2000G を例に説明しています。 

FMPR3000G をお使いの場合は、“FMPR2000”を“FMPR3000”と読み替えて

ください。 

 Windows Server 2003 のとき 

 ガ

・

ンストー

・ プリンタドライバセットアップディスク、および Windows オペレ

・ インストールを行う際には、必ず Administrator（コンピュータ

ださい。 

・ 異なるバージョンの FUJITSU FMPR2000 または FUJITSU FMPR3000

プリンタドライバがインストールされている場合は、削除してか

らインストールしてください。 

・ ここでは、FUJITSU FMPR2000G または FUJITSU FMPR3000G プリン

タがローカル接続されたパソコンにプリンタドライバをインス

トールする手順を説明しています。ネットワーク接続や共有プリ

ンタ(他のパソコンに接続されているプリンタ)でのインストー

ル方法は、Windows Server 2003 の取扱説明書、またはヘルプを

参照してください。 

・ パラレルインターフェースで接続する場合、「プリンタの追加」

からインストールすると、Windows Server 2003 を起動するたび

に「新しいハードウェアの検索ウィザード」が表示されるので、

プラグアンドプレイでのインストールを推奨します。 

・ USB インターフェースの場合、接続ポートを変更すると、「新し

いハードウェアの検索ウィザード」が表示されます。接続ポート

毎にプリンタドライバをインストールするか、「新しいハードウ

ェアの検索ウィザード」の〔キャンセル〕ボタンをクリックして、

既にインストールされているプリンタドライバのポート設定を

変更してください。 

イド  

 ご使用のパソコンにインストールされている Windows Server 

2003 のバージョンによっては、インストール手順や表示内容が異

なる場合があります。このときは、表示内容に従ってイ

ルしてください。 

・ 64 ビット版 Windows Server 2003 をお使いの場合も、本手順でイ

ンストールしてください。 

ーティングシステムディスクを準備してください。 

の管理者）権限を持ったアカウントでログオンしてく
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 プラグアンドプレイで検出する場合 

パソコン起動時に「新しいハードウェアが検出されました。FUJITSU 

FMPR2000」と表示されます。 

 ガイド  

・ プラグアンドプレイはプリンタがパソコンに直接つながってい

る場合のみ行われます。 

プリンタが検出されない場合は、「プリンタフォルダからのイ

 １
rver 2003 を起動する 

 ２ 「新しいハードウェアの検索ウィザードの開始」画面が表示されたら、
「一覧または特定の場所からインストールする（詳細）」を選択し、

〔次へ〕をクリックする

ンストール」の（260ページ）でインストールしてください。 

 プリンタとパソコンを接続し、プリンタの電源を入れた状態で

Windows Se

 

 

リンタドライバセットアップディスクをパソコンの CD-ROM

1

2 

 ３ 添付のプ
ドライブにセットする 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ４ 「次の場所で最適のドライバを検索する」の「次の場所を含める」に
チェックをつけ、D:\Drivers\FMPR2000\Win2k」と入力するか、〔参

リックする 

照〕をクリックして「D:\Drivers\FMPR2000\Win2k」を選択する 

入力が終わったら〔次へ〕をク

 

1

2 

注 1) 上記は CD-ROM ドライブが D:のときの入力例です。ご使用の環境に合わ

せてドライブを変更してください。 

注 2) 64 ビット版 Windows Server 2003 をお使いの場合も、本フォルダを指

定してください。 

注 3) FMPR3000G のときは、Drivers\FMPR3000\Win2k と入力してください。 

 ５ 「ハードウェアのインストール」画面が表示されるので、〔続行〕を
クリックする 

 

 ６ ファイルのコピーが開始される 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ７ ｢新しいハードウェアの検索ウィザードの完了｣画面が表示されたら、
｢次のハードウェアのソフトウェアのインストールが完了しました: 

FUJITSU FMPR2000｣というメッセージが表示される事を確認し〔完

をクリックする 

了〕

 

 ８ 「プリ 名が表示されていることを確

認

こ

ンタと FAX」フォルダにプリンタ

する 

れで、プリンタドライバのインストールは完了です。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 プリンタフォルダからのインストール 

プリンタフォルダからのインストールには、手動でプリンタを指定する

場合と、プラグアンドプレイで検出する場合があります。 

手動でプリンタを指定する場合、Windows Server 2003 を起動するたびに

「新しいハードウェアの検索ウィザード」が表示されるので、プラグア

ンドプレイで検出する場合を推奨します。 

 １ Windows Server 2003 を起動する 
 ２ 〔スタート〕→〔プリンタと FAX〕を選択して、次に〔プリンタの追

加〕をダブルクリックする 

 ３ 「プリンタの追加ウィザードの開始」画面が表示されたら、〔次へ〕
をクリックする 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ４ 「ローカルプリンタまたはネットワークプリンタ」画面が表示された
ら、「このコンピュータに接続されているローカルプリンタ」を選択

し、〔次へ〕をクリックする 

 

 ガイド  

・ プラグアンドプレイで検出する場合は、「プラグ アンド プレ

イ プリンタを自動的に検出してインストールする」にチェック

を付け、〔次へ〕をクリックします。 

本設定を行った場合は、「プラグアンドプレイで検出する場合」

(257ページ)の手順２ に進みます。 
「プラグアンドプレイで検出する場合」(257ページ)の手順７ 
が終了したら、「プリンタフォルダからのインストール」の手

順１２ に進みます。 
・ この画面は、パソコンがネットワークに るときの

み表示されます。 

・ スタンドアロン（パソコンとプリンタを 1 対 1 で接続）のとき

や、パソコンをプリントサーバとして使うときは、ローカルプ

リンタを選択します。 

印刷先（ポート）を後で変更する場合も、ローカルプリンタを

選択してください。ただし、正しい印刷先に設定するまでテス

トページ等の印刷は行わないでください。 

・ 「ネットワークプリンタ」を選んでインストールするには、プ

リントサーバ上に、対応するプリンタドライバがあらかじめイ

ンストールされている必要があります。 

また、「代替ドライバとネットワークインストール」はサポー

トしていません。 

接続されてい
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ５ 使用するプリンタポートを選択し、〔次へ〕をクリックする 

 

 ガイド  

・ 使用するポートがまだ作成されていない場合は、仮のポートと

ーカルポート（LPT1）などを選択してください。 

 ６ 添付のプ クをパソコンの CD-ROM

ドライブ

してロ

リンタドライバセットアップディス

にセットして、〔ディスク使用〕をクリックする 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ７ 「製造元のファイルのコピー元」に、「D:\Drivers\FMPR2000\Win2k」
と入力するか、〔参照〕をクリックして「D:\Drivers\FMPR2000\Win2k」

を選択する 

入力が終わったら〔OK〕をクリックする 

注 1) 上記は CD-ROM ドライブが D:のときの入力例です。ご使用の環境に合わ

せてドライブを変更してください。 

注 2) 64 ビット版 Windows Server 2003 をお使いの場合も、本フォルダを指

定してください。 

注 3) FMPR3000G のときは、Drivers\FMPR3000\Win2k と入力してください。 

 ８ プリンタを選択して〔次へ〕をクリックする 

 

1

2 

 ガイド  

・ 「このプリンタのプリンタドライバが既にインストールされて

います。既存のドライバを使うか、またはこのドライバを置き

換えることができます。」という画面が表示される場合は、「新

しいドライバに置き換える」を選択します。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ９ プリンタ名を入力し、〔次へ〕をクリックする 

 

 １０ プリンタの共有について設定を行い、〔次へ〕をクリックする 

 

 ガイド  

・ 「このプリンタを共有しない」を選択した場合は、手順１２ に
進みます。 

・ プリントサーバとして使用する場合は、「共有名」をクリック

し、共有する時のプリンタ名を入力して、手順１１ に進みます。 

264 



第 1章 ソフトウェアの概要 

 １１ プリントサーバとして共有した時の、プリンタの場所，コメントを提
供するかどうかを指定し〔次へ〕をクリックする 

 

 １２ テストページ印刷の設定を行い、〔次へ〕をクリックする 

 

 ガ

・ 択した場合は、プリンタにＡ４タテ以上の用紙を

ださい。 

・ 手順５ で仮のプリンタポートを指定した場合は、〔いいえ〕を
選択してください。 

 

イド  

 〔はい〕を選

セットしてください。 用紙のセット方法については、『プリ

ンタ編』「第 3 章 用紙のセット」（53 ページ）を参照してく
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 １３ 〔完了〕をクリックする 

 

 １４ 「ハードウェアのインストール」画面で、「プリンタを使用するため
ジョンの

Windows との互換性を検証する Windows ロゴテストに合格していませ

ん。」と表示されますが、〔続行〕をクリックする 

にインストールしようとしているソフトウェアは、このバー

 

 ガイド  

・ 〔続行〕をクリックすると、ファイルのコピーが開始されます。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 １５ テストページが正しく印刷されたら、〔OK〕をクリックする 

 

 １６ 「プリンタと FAX」フォルダにプリンタ名が表示されていることを確
認する 

これで、プリンタドライバのインストールは完了です。 

 

 ガイド  

・ 手順１０ で共有する設定を行った場合は、下記プリンタアイコ
ンが表示されます。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

■
ここでは、Windows XP が動作するパソコンにプリンタドライバをインスト

ールする方法について、Windows XP Professional の画面を例に説明してい

ます。 

インストール手順は、プリンタを、プリンタフォルダから手動で指定する

か、プリンタフォルダからプラグアンドプレイで検出するか、プラグアン

ドプレイで検出するかによって異なります。それぞれの手順に従ってくだ

さい。 

プラグアンドプレイでプリンタが検出されない場合は、プリンタフォルダ

からプリンタドライバをインストールしてください。 

以下の手順では、FMPR2000G を例に説明しています。 

 Windows XP のとき 

FMPR3000G をお使いの場合は、“FMPR2000”を“FMPR3000”と読み替えてく

ださい。 

 ガイド  
・ ご使用のパソコンにインストールされている Windows XP のバー
ジョンによっては、インストール手順や表示内容が異なる場合
があります。このときは、表示内容に従ってインストールして
ください。 

・ 64 ビット版 Windows XP をお使いの場合も、本手順でインストー
ルしてください。 

・ プリンタドライバセットアップディスク、および Windows オペ
レーティングシステムディスクを準備してください。 

・ インストールを行う際には、必ず Administrator（コンピュータ
の管理者）権限を持ったアカウントでログオンしてください。 

・ 異なるバージョンの FUJITSU FMPR2000 または FUJITSU FMPR3000
プリンタドライバがインストールされている場合は、削除して
からインストールしてください。 

・ ここでは、FUJITSU FMPR2000G または FUJITSU FMPR3000G プリン
タがローカル接続されたパソコンにプリンタドライバをインス
トールする手順を説明しています。ネットワーク接続や共有プ
リンタ(他のパソコンに接続されているプリンタ)でのインスト

は、Windows XP の取扱説明書、ヘルプ、およびプリン
カード FMPR-LN1G（オプション）のマニュアルを参照して

・ ースで接続する場合、「プリンタの追加」
からインストールすると、Windows XP を起動するたびに「新し
いハードウェアの検索ウィザード」が表示されますので、プラ
グアンドプレイでのインストールを推奨します。 

・ USB インターフェースの場合、接続ポートを変更すると、「新し
いハードウェアの検索ウィザード」が表示されます。接続ポー
ト毎にプリンタドライバをインストールするか、「新しいハー
ドウェアの検索ウィザード」の〔キャンセル〕ボタンをクリッ
クして、既にインストールされているプリンタドライバのポー
ト設定を変更してください。 

ール方法
タ LAN
ください。 
 パラレルインターフェ
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 プラグアンドプレイで検出する場合 

00」と表示されます。 

パソコン起動時に「新しいハードウェアが検出されました。FUJITSU 

FMPR20

 ガイド  

・ プラグアンドプレイはプリンタがパソコンに直接つながってい

る場合のみ行われます。 

してください。 

 １ とパソコンを接続し、プリンタの電源を入れた状態で

Windows XP を起動する 

 ２ 新し ェアの検索ウィザードの開始画面が表示されたら、

「いい  

注 1） 

プリンタが検出されない場合は、「プリンタフォルダからのイ

ンストール」の（273ページ）でインストール

 プリンタ

いハードウ

え、今回は接続しません」を選択し、〔次へ〕をクリックする

環境によっては、この画面が表示されない場合があります。 

1

2 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ３ 新しいプリンタを検出する画面が表示されたら、「一覧または特定の
場所からインストール（詳細）」を選択し、〔次へ〕をクリックする 

 

1 

2 

注 1) 環境によっては、この画面内の「新しいハードウェアの検索ウィザード

の開始」が表示されない場合があります。 

 ４ 添付のプリンタドライバセットアップディスクをパソコンの CD-ROM

ドライブにセットする 

 ５ 「次の場所で最適のドライバを検索する」の「次の場所を含める」に
チェックをつけ、D:\Drivers\FMPR2000\Win2k」と入力するか、〔参

照〕をクリックして「D:\Drivers\FMPR2000\Win2k」を選択した後〔次

へ〕をクリックする 

 

1 
2

3 

注 1) 上記は CD-ROM ドライブが D:のときの入力例です。ご使用の環境に合わ

せてドライブを変更してください。 

注 2) 64 ビット版 Windows XP をお使いの場合も、本フォルダを指定してくだ

さい。 

注 3) FMPR3000G のときは、Drivers\FMPR3000\Win2k と入力してください。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ６ 「ハードウェアのインストール」画面が表示されたら、〔続行〕をク
リックする 

 

 ７ ファイルのコピーが開始されます。 
 ８ ｢新しいハードウェアの検索ウィザードの完了｣画面が表示されたら、

｢次のハードウェアのソフトウェアのインストールが完了しました: 

FUJITSU れる事を確認し〔完了〕 FMPR2000｣というメッセージが表示さ

をクリックする 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ９ 「プリンタと FAX」フォルダにプリンタ名が表示されていることを確
認する 

これで、プリンタドライバのインストールは完了です。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 プリンタフォルダからのインストール 

プリンタフォルダからのインストールには、手動でプリンタを指定する場

合

手動でプリンタを指定する場合、Windows XP を起動するたびに「新しいハ

ードウェアの検索ウィザード」が表示されるので、プラグアンドプレイで

検出する場合を推奨します。 

ここでは、Windows XP Professional にプリンタドライバをインストール

するときの画面を例に説明しています。 

 １ Windows XP を起動する 
 ２ 〔スタート〕→〔プリンタと FAX〕を選択して、次に〔プリンタのイ

ンストール〕をクリックする 

と、プラグアンドプレイで検出する場合があります。 

 ガイド  

・ Windows XP Home Edition の場合は、〔スタート〕→〔コントロ

ールパネル〕→〔プリンタとその他のハードウェア〕を選択し

て、「プリンタとその他のハードウェア」画面で「プリンタの

追加する」を選択してください。 

 ３ 「プリンタの追加ウィザードの開始」画面が表示されたら〔次へ〕を
クリックする 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ４ 「ローカルプリンタまたはネットワークプリンタ」画面が表示された
ら、「このコンピュータに接続されているローカルプリンタ」を選択

し、〔次へ〕をクリックする 

 

 ガイド  

・ プラグアンドプレイで検出する場合は、「プラグ アンド プレ

〔次へ〕をクリックします。 

本設定を行った場合は、「プラグアンドプレイで検出する場合」

(269ページ)の手順２ に進みます。 
「プラグアンドプレイで検出する場合」(269ページ)の手順７ 
が終了したら、「プリンタフォルダからのインストール」の手

順１２ に進みます。 
・ この画面は、パソコンがネットワークに接続されているときの

み表示されます。 

・ スタンドアロン（パソコンとプリンタを 1 対 1 で接続）のとき

や、パソコンをプリントサーバとして使うときは、ローカルプ

リンタを選択します。 

印刷先（ポート）を後で変更する場合も、ローカルプリンタを

選択してください。ただし、正しい印刷先に設定するまでテス

トページ等の印刷は行わないでください。 

・ 「ネットワークプリンタ」を選んでインストールするには、プ

リントサーバ上に、対応するプリンタドライバがあらかじめイ

ンストールされている必要があります。 

また、「代替ドライバとネットワークインストール」はサポー

トしていません。 

イ プリンタを自動的に検出してインストールする」にチェック

を付け、
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ５ 使用するプリンタポートを選択し、〔次へ〕をクリックする 

 

 ガイド  

・ 使用するポートがまだ作成されていない場合は、仮のポートと

ーカルポート（LPT1）などを選択してください。 

 ６ 添付のプ クをパソコンの CD-ROM

ドライブ

してロ

リンタドライバセットアップディス

にセットして、〔ディスク使用〕をクリックする 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ７ 「製造元のファイルのコピー元」に、「D:\Drivers\FMPR2000\Win2k」
と入力するか、〔参照〕をクリックして「D:\Drivers\FMPR2000\Win2k」

を選択する 

入力が終わったら〔OK〕をクリックする 

注 1) 上記は CD-ROM ドライブが D:のときの入力例です。ご使用の環境に合わ

せてドライブを変更してください。 

注 2) 64 ビット版 Windows XP をお使いの場合も、本フォルダを指定してくだ

さい。 

注 3) FMPR3000G のときは、Drivers\FMPR3000\Win2k と入力してください。 

 ８ プリンタを選択して〔次へ〕をクリックする 

 

1

2 

 ガイド  

・ 「このプリンタのプリンタドライバが既にインストールされて

います。既存のドライバを使うか、またはこのドライバを置き

換えることができます。」という画面が表示される場合は、「新

しいドライバに置き換える」を選択します。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ９ プリンタ名を入力し、〔次へ〕をクリックする 

 

 １０ プリンタの共有について設定を行い、〔次へ〕をクリックする 

 

 ガイド  

・ ここでは、必ず「このプリンタを共有しない」を選択してくだ

さい。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 １１ テストページ印刷の設定を行い、〔次へ〕をクリックする 

 

 ガイド  

・ 〔はい〕を選択した場合は、プリンタにＡ４タテ以上の用紙を

セットしてください。 用紙のセット方法については、『プリ

ンタ編』「第 3 章 用紙のセット」（53 ページ）を参照してく

ださい。 

・ 手順５ で仮のプリンタポートを指定した場合は、〔いいえ〕を
選択してください。 

 １２ 〔完了〕をクリックする 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 １３ 「ハードウェアのインストール」画面で、「プリンタを使用するため
にインストールしようとしているソフトウェアは、Windows XP との互

換性を検証する Windows ロゴテストに合格していません。」と表示さ

れますが、〔続行〕をクリックする 

 

 ガイド  

・ 〔続行〕をクリックすると、ファイルのコピーが開始されます。 

 １４ テストページが正しく印刷されたら、〔OK〕をクリックする 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 １５ 「プリンタと FAX」フォルダにプリンタ名が表示されていることを確
認する 

これで、プリンタドライバのインストールは完了です。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

■

ここでは、Windows 2000 が動作するパソコンにプリンタドライバをインス

ト を例に説明し

ています。 

インストール手順は、プリンタを、プリンタフォルダから手動で指定する

か、プリンタフォルダからプラグアンドプレイで検出するか、プラグアン

ドプレイで検出するかによって異なります。それぞれの手順に従ってくだ

さい。 

プラグアンドプレイでプリンタが検出されない場合は、プリンタフォルダ

からプリンタドライバをインストールしてください。 

以下の手順では、FMPR2000G を例に説明しています。 

FMPR3000G をお使いの場合は、“FMPR2000”を“FMPR3000”と読み替えてく

ださい。 

 Windows 2000 のとき 

ールする方法について、Windows 2000 Professional の画面

 ガイド  

・ ご使用のパソコンにインストールされているWindows 2000のバ

ージョンによっては、インストール手順や表示内容が異なる場

合があります。このときは、表示内容に従ってインストールし

てください。 

・ プリンタドライバセットアップディスク、および Windows オペ

レーティングシステムディスクを準備してください。 

・ インストールを行う際には、必ず Administrator（コンピュー

タの管理者）権限を持ったアカウントでログオンしてください。 

・ 異なるバージョンのFUJITSU FMPR2000またはFUJITSU FMPR3000

プリンタドライバがインストールされている場合は、削除して

からインストールしてください。 

・ ここでは、FUJITSU FMPR2000G または FUJITSU FMPR3000G プリ

ンタがローカル接続されたパソコンにプリンタドライバをイン

ストールする手順を説明しています。ネットワーク接続や共有

プリンタ(他のパソコンに接続されているプリンタ)でのインス

トール方法は、Windows 2000 の取扱説明書、ヘルプ、およびプ

リンタ LAN カード FMPR-LN1G（オプション）のマニュアルを参

照してください。 

・ パラレルインターフェースで接続する場合、「プリンタの追加」

からインストールすると、Windows 2000 を起動するたびに「新

しいハードウェアの検索ウィザード」が表示されますのでプラ

グアンドプレイでのインストールを推奨します。 

・ USB インターフェースを使用する時に、接続ポートを変更する

と、「新しいハードウェアの検索ウィザード」が表示されます。

接続ポート毎にプリンタドライバをインストールするか、「新

しいハードウェアの検索ウィザード」の〔キャンセル〕ボタン

をクリックして、既にインストールされているプリンタドライ

バのポート設定を変更してください。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 プラグアンドプレイで検出する場合 

パソコン起動時に「新しいハードウェアが検出されました。FUJITSU 

FMPR2000」と表示されます。 

 ガイド  

・ プラグアンドプレイはプリンタがパソコンに直接つながって

いる場合のみ行われます。 

プリンタが検出されない場合は、「プリンタフォルダからのイ

 １
2000 を起動する 

 ２ 検出に成功すると、以下の画面が表示される 

ンストール」の（287ページ）でインストールしてください。 

 プリンタとパソコンを接続し、プリンタの電源を入れた状態で

Windows 

 

 ガイド  

・ USB インターフェースで接続した場合“不明”となることがあり

ますが、手順３ 項以降は同じ手順でインストールしてください。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ３ 「新しいハードウェアの検索ウィザードの開始」画面が表示されたら、
〔次へ〕をクリックする 

 

 ４ 添付のプリンタドライバセットアップディスクをパソコンの CD-ROM

ドライブにセットする 

 ５ 「デバイスに最適なドライバを検索する（推奨）」を選択して、〔次
へ〕をクリックする 

 

1

2 

 ガイド  

・ USB インターフェースの時は、本画面のプリンタアイコンが？ア

イコンになる場合があります。（これ以降の画面も同じです） 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ６ 「場所を指定」だけにチェックをつけ、〔次へ〕をクリックする 

 

1 

2 

 ７ 「製造元のファイルのコピー元」に、D:\Drivers\FMPR2000\Win2k」
と入力するか、〔参照〕をクリックして「D:\Drivers\FMPR2000\Win2k」

を選択する 

入力が終わったら〔OK〕をクリックする 

 

注 1) 上記は CD-ROM ドライブが D:のときの入力例です。ご使用の環境に合わ

せてドライブを変更してください。 

注 2) FMPR3000G のときは、Drivers\FMPR3000\Win2k と入力してください。 

 

2 

1 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ８ 「ドライバファイルの検索」画面が表示されたら、〔次へ〕をクリッ
クする 

 

 ９ 
リックする 

「デジタル署名が見つかりませんでした」画面が表示されますが、

〔はい〕をク

 

 １０ ァイルのコピーが開始される フ
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 １１ ｢新しいハードウェアの検索ウィザードの完了｣画面が表示されたら、
｢FUJITSU FMPR2000 このデバイスに対するソフトウェアのインスト

ールが完了しました。｣というメッセージが表示される事を確認し、

〔完了〕をクリックする 

 

 １２ 「プリンタ」フォルダにプリンタ名が表示されていることを確認する 

これで、プリンタドライバのインストールは完了です。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 プリンタフォルダからのインストール 

ンタフォルダからのインストールには、手動でプリンタを指定する場

ラグアンドプレイで検出する場合があります。 

プリ

合と、プ

 １ Windows 2000 を起動する 
 ２ マイコンピュータのコントロールパネルより、〔プリンタ〕をダブル

クリックして、次に〔プリンタの追加〕をダブルクリックする 

 

 ３ 「プリンタの追加ウィザードの開始」画面が表示されたら、〔次へ〕
をクリックする 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ４ 「ローカルプリンタまたはネットワークプリンタ」画面が表示された
ら、「ローカルプリンタ」を選択し、〔次へ〕をクリックする 

 

 ガイド  

・ プラグアンドプレイで検出する場合は、「プラグ アンド プレ

イ プリンタを自動的に検出してインストールする」にチェック

を付け、〔次へ〕をクリックします。 

本設定を行った場合は、「プラグアンドプレイで検出する場合」

(282ページ)の手順２ に進みます。 

ら、「プリンタフォルダからのインストール」の手

順１２ に進みます。 
・ この画面は、パソコンがネットワークに接続されているときの

み表示されます。 

・ スタンドアロン（パソコンとプリンタを 1 対 1 で接続）のとき

や、パソコンをプリントサーバとして使うときは、ローカルプ

リンタを選択します。 

印刷先（ポート）を後で変更する場合も、ローカルプリンタを

選択してください。ただし、正しい印刷先に設定するまでテス

トページ等の印刷は行わないでください。 

・ 「ネットワークプリンタ」を選んでインストールするには、プ

リントサーバ上に、対応するプリンタドライバがあらかじめイ

ンストールされている必要があります。 

また、「代替ドライバとネットワークインストール」はサポー

トしていません。 

「プラグアンドプレイで検出する場合」(282ページ)の手順７ 
が終了した
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ５ 使用するプリンタポートを選択し、〔次へ〕をクリックする 

 

 ガイド  

るポートがまだ作成されていない場合は、仮のポートと

 ６ 添付のプ
ドライブにセットして、〔ディスク使用〕をクリックする 

・ 使用す

してローカルポート（LPT1）などを選択してください。 

リンタドライバセットアップディスクをパソコンの CD-ROM
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ７ 「製造元のファイルのコピー元」に、D:\Drivers\FMPR2000\Win2k」
と入力するか、〔参照〕をクリックして「D:\Drivers\FMPR2000\Win2k」

を選択する 

入力が終わったら〔OK〕をクリックする 

 

2 

1 

注 1) 上記は CD-ROM ドライブが D:のときの入力例です。ご使用の環境に合わ

せてドライブを変更してください。 

注 2) FMPR3000G のときは、Drivers\FMPR3000\Win2k と入力してください。 

 ８ プリンタを選択して〔次へ〕をクリックする 

 

1

2 

 ガイド  

・ 「このプリンタのプリンタドライバが既にインストールされて

います。既存のドライバを使うか、またはこのドライバを置き

換えることができます。」という画面が表示される場合は、「新

しいドライバに置き換える」を選択します。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ９ プリンタ名を入力し、〔次へ〕をクリックする 

 

 １０ 「このプリンタを共有しない」を選択し、〔次へ〕をクリックする 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 １１ テストページ印刷の設定を行い、〔次へ〕をクリックする 

 

 ガイド  

・ 〔はい〕を選択した場合は、プリンタにＡ４タテ以上の用紙を

セットしてください。 用紙のセット方法については、『プリ

ンタ編』「第 3 章 用紙のセット」（53 ページ）を参照してく

ださい。 

・ 手順５ で仮のプリンタポートを指定した場合は、〔いいえ〕を
選択してください。 

 １２ 〔完了〕をクリックする 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 １３ 「デジタル署名が見つかりませんでした」画面が表示されますが、
〔はい〕をクリックする 

 

 １４ ファイルのコピーが開始される 
 １５ テストページが正しく印刷されたら、〔OK〕をクリックする 

 

 １６ 「プリンタ」フォルダにプリンタ名が表示されていることを確認する 

これで、プリンタドライバのインストールは完了です。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

■

ここでは、Windows NT 4.0 が動作するパソコンにプリンタドライバをイン

ストールする方法について、Windows NT 4.0 の画面を例に説明しています。 

インストール手順は、プリンタフォルダから手動で指定します。 

以下の手順では、FMPR2000G を例に説明しています。 

FMPR3000G をお使いの場合は、“FMPR2000”を“FMPR3000”と読み替えて

ください。 

 Windows NT 4.0 のとき 

 ガイド  

・ ご使用のパソコンにインストールされている Windows NT 4.0 の

バージョンによっては、インストール手順や表示内容が異なる場

合があります。このときは、表示内容に従ってインストールして

ください。 

・ プリンタドライバセットアップディスク、および Windows オペレ

クを準備してください。 

ュータ

の管理者）権限を持ったアカウントでログオンしてください。 

・ 異なるバージョンの FUJITSU FMPR2000 または FUJITSU FMPR3000

プリンタドライバがインストールされている場合は、削除してか

らインストールしてください。 

・ ここでは、FUJITSU FMPR2000G または FUJITSU FMPR3000G プリン

タがローカル接続されたパソコンにプリンタドライバをインス

トールする手順を説明しています。ネットワーク接続や共有プリ

ンタ(他のパソコンに接続されているプリンタ)でのインストー

ル方法は、Windows NT 4.0 の取扱説明書、ヘルプ、およびプリン

タ LAN カード FMPR-LN1G（オプション のマニュアルを参照して

また、USB インターフェースをサポートしておりませんので、USB

インターフェースケーブルでのご使用はできません。 

ーティングシステムディス

・ インストールを行う際には、必ず Administrator（コンピ

）

ください。 

・ Windows NT 4.0 では、プラグアンドプレイでのインストールをサ

ポートしておりません。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 プリンタフォルダからのインストール 

 １
 ２

て、次に〔プリンタの追加〕をダブルクリックする 

プリンタドライバのインストールは、以下の手順で行います。 

 Windows NT 4.0 を起動する 

 マイコンピュータのコントロールパネルより、〔プリンタ〕をダブル

クリックし

 

 ３ 「プリンタの追加ウィザード」
ータ〕を選択し、〔次へ〕をクリックする

画面が表示されたら、〔このコンピュ

 

 

 ガイド  

・ 〔ネットワークプリンタサーバー〕を選択してインストールす

るには、あらかじめプリントサーバー上に対応するプリンタド

ライバがインストールされている必要があります。 

・ 本プリンタドライバは、「代替ドライバとネットワークインス

トール」はサポートしていません。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ４ 「利用可能なポート」から、プリンタを接続したポートを選択して、
〔次へ〕をクリックする 

 

 ガイド  

・ 使用するポートがまだ作成されていない場合は、仮のポートと

してローカルポート（LPT1）などを選択してください。 

この場合は、正しいポート設定を行うまでテストページ等の印

刷は行わないでください。

 ５ クをパソコンの CD-ROM

ドライブにセットして、〔ディスク使用〕をクリックする 

 

添付のプリンタドライバセットアップディス
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ６ 「配布ファイルのコピー元」に、D:\Drivers\FMPR2000\Winnt40」と
入力するか、〔参照〕をクリックして「D:\Drivers\FMPR2000\ 

Winnt40」を選択する 

入力が終わったら〔OK〕をクリックする 

 

2 

1 

注 1) 上記は CD-ROM ドライブが D:のときの入力例です。ご使用の環境に合わ

せてドライブを変更してください。 

注 のときは、Drivers\FMPR3000\Winnt40 と入力してください。 

 ７ プリン

2) FMPR3000G

タを選択して〔次へ〕をクリックする 

 

1

2

 ガイド  

・ 「このプリンタのプリンタドライバが既にインストールされて

います。現在のドライバをそのまま使いますか？新しいドライ

バを使うと、印刷結果が異なる場合があります。」という画面

が表示される場合は、「新しいドライバに置き換える」を選択

します。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ８ プリンタ名を入力し、通常使用するプリンタに設定する場合は、〔は
い〕を選択して、〔次へ〕をクリックする 

 

 ガイド  

無い場合は、自動的に

通常使用するプリンタに設定されます。 

 ９ プリンタの共有について設定を行い、〔次へ〕をクリックする 

・ 他にインストールされているプリンタが

 

 ガイ

・ 必ず「共有しない」を選択してください。 

ド  

 ここでは、

298 



第 1章 ソフトウェアの概要 

 １０ テストページ印刷の設定を行い、〔完了〕をクリックする 

 

 ガイド  

〕を選択した場合は、プリンタにＡ４タテ以上の用紙を

ージ）を参照してく

ださい。 

・ 手順５ で仮のプリンタポートを指定した場合は、〔いいえ〕を

 １１ ファイルのコピーが開始される 
 １２ 〔ディスクの挿入〕画面が表示されたら、Windows NT 4.0 システムデ

ィスクをパソコンの CD-ROM ドライブにセットして〔OK〕をクリック

する 

・ 〔はい

セットしてください。 用紙のセット方法については、『プリ

ンタ編』「第 3 章 用紙のセット」（53 ペ

選択してください。 

 

299 



第 1章 ソフトウェアの概要 

 １３ 「コピー元」に「D:\I386」と入力するか、〔参照〕をクリックして
「D:\I386」を選択する 

入力が終わったら〔OK〕をクリックする 

 
注 1) 上記は CD-ROM ドライブが D:のときの入力例です。ご使用の環境に合わ

せてドライブを変更してください。 

 １４ ファイルのコピーが完了したら、「プリンタ」フォルダにプリンタ名
が表示されていることを確認する 

 

 １５ 手順１０ のテストページ印刷で〔はい〕を選択した場合は、以下の
画面が表示されます。テストページが正しく印刷されたら、〔はい〕

をクリックする 

これでプリンタドライバのインストールは完了です。 

 

2 

1 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

■

こ リンタドライバをインスト

ールする方法について、Windows Me の画面を例に説明しています。 

インストール手順は、プリンタを、プリンタフォルダから手動で指定する

か、プラグアンドプレイで検出するかによって異なります。それぞれの手

順に従ってください。 

プラグアンドプレイでプリンタが検出されない場合は、プリンタフォル

ダからプリンタドライバをインストールしてください。 

以下の手 では、FMPR2000G を例に説明しています。 

FMPR3000G をお使いの場合は、“FMPR2000”を“FMPR3000”と読み替えて

ください。 

 Windows Me のとき 

こでは、Windows Me が動作するパソコンにプ

順

 ガイド  

ール手順や表示内容が異なる場合が

あります。このときは、表示内容に従ってインストールしてくだ

さい。 

・ プリンタドライバセットアップディスク、および Windows オペレ

ーティングシステムディスクを準備してください。 

・ 異なるバージョンの FUJITSU FMPR2000 または FUJITSU FMPR3000

プリンタドライバがインストールされている場合は、削除してか

らインストールしてください。 

・ ここでは、FUJITSU FMPR2000G または FUJITSU FMPR3000G プリンタ

がローカル接続されたパソコンにプリンタドライバをインストール

する手順を説明しています。ネットワーク接続や共有プリンタ(他の

パソコンに接続されているプリンタ)でのインストール方法は、

Windows Me の取扱説明書、ヘルプ、およびプリンタ LAN カード

FMPR-LN1G（オプション）のマニュアルを参照してください。 

・ USB インターフェースの場合、接続ポートを変更すると、「新し

トールされているプリンタドライバのポート設定を

・ インストールの途中で「バージョンの競合（コピーするファイル

より新しいファイルがコンピュータに存在します。既存のファイ

ルをそのまま使うことをお勧めします。）」というメッセージが

表示される場合があります。 

〔はい〕をクリックしてください。 

 

・ ご使用のパソコンにインストールされている Windows Me のバー

ジョンによっては、インスト

いハードウェアの検索ウィザード」が表示されます。接続ポート

毎にプリンタドライバをインストールするか、「新しいハードウ

ェアの検索ウィザード」の〔キャンセル〕ボタンをクリックして、

既にインス

変更してください。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 プラグアンドプレイで検出する場合 

 ガイド  

・ プラグアンドプレイはプリンタがパソコンに直接つながってい

る場合のみ行われます。 

プリンタが検出されない場合は、「プリンタフォルダからのイ

 １
を起動する 

ンストール」の（310ページ）でインストールしてください。 

 プリンタとパソコンを接続し、プリンタの電源を入れた状態で

Windows Me

 ガイド  

ルインターフェースの場合は、手順８ に進みます。 

 ２ 「USB P 新しいハードウェアが検出されました。必要なソフ

トウェ

・ パラレ

USB インターフェースの場合は、手順２ に進みます。 

rinter 

アを探しています。」の表示を確認する 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ３ 「新しいハードウェアの追加ウィザード」画面が表示されたら、添付
のプリンタドライバセットアップディスクをパソコンの CD-ROM ドラ

イブにセットし、「適切なドライバを自動的に検索する（推奨）」を

選択して、〔次へ〕をクリックする 

 

 ガイド  

・ ここで、「ドライバの場所を指定する（詳しい知識のある方向

け）」を選択した場合は、手順５ に進みます。 

 ４ 「新しいハードウェアのインストールが完了しました。」とメッセー
ジが表示されたら、〔完了〕をクリックする 

 

 ガイド  

・ 〔完了〕をクリックしたら、手順８ に進みます。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ５ 手

ers\FMPR2000\Win98Me」と入力

するか、〔参照〕をクリックして「D:\Drivers\FMPR2000\Win98Me」

を選択する 

入力が終わったら〔次へ〕をクリックする 

順３ にて「ドライバの場所を指定する（詳しい知識のある方向け）」

を選択した場合は、以下の画面が表示されますので、「使用中のデバ

イスに最適なドライバを検索する（推奨）」を選択し、「検索場所の

指定」にチェックをつけ、「D:\Driv

 

上記は CD-ROM ドライブが D:のときの入力例です。ご使用

1

2

注 1) の環境に合わ

せてドライブを変更してください。 

注 2) FMPR3000G のときは、Drivers\FMPR3000\Win98Me と入力してください。 

 次へ〕をクリックする  ６ USB ドライバが見つかったことを確認して、〔
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ７ 「新しいハードウェアのインストールが完了しました。」とメッセー
ジが表示されたら、〔完了〕をクリックする 

 

 ８ 「FUJITSUFMPR2000 新しいハードウェアが検出されました。必要なソ
フトウェアを探しています。」と表示される 

 

 ９ 「新しいハードウェアの追加ウィザード」画面が表示されたら、添付
のプリンタドライバセットアップディスクをパソコンの CD-ROM ドラ

イブにセットし、「適切なドライバを自動的に検索（推奨）」を選択

して、〔次へ〕をクリックする 

 

 ガイド  

・ ここで、「ドライバの場所を指定する（詳しい知識のある方向

け）」を選択した場合は、手順１１ に進みます。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 １０ 「ほかのドライバの選択」画面が表示されたら、“Win98Me”フォル
ダのドライバを選択して、〔OK〕をクリックする 

 

1 

2 

 ガイド  

・ フォルダ名は〔場所〕に表示されます。 

・ 〔OK〕をクリックしたら、手順１３ に進みます。 
・ FMPR3000G のときは、Drivers\FMPR3000\Win98Me フォルダを選

択してください。 

 １１ 手順９ にて「ドライバの場所を指定する（詳しい知識のある方向け）」
を選択した場合は、以下の画面が表示されますので、「使用中のデバ

入力が終わったら〔次へ〕をクリックする 

イスに最適なドライバを検索する（推奨）」を選択し、「検索場所の

指定」にチェックをつけ、「D:\Drivers\FMPR2000\Win98Me」と入力

するか、〔参照〕をクリックして「D:\Drivers\FMPR2000\Win98Me」

を選択する 

 

1

2

注 ドライブが D:のときの入力例です。ご使用の環境に合わ

注 2) てください。 

1) 上記は CD-ROM

せてドライブを変更してください。 

FMPR3000G のときは、Drivers\FMPR3000\Win98Me と入力し
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 １２ プリンタドライバが見つかったことを確認して、〔次へ〕をクリック
する 

 

 １３ 「プリンタ名」 通常使用するプリン

タに設 リックする 

に表示されるモデル名を確認し、

定する場合は、〔はい〕を選択して、〔次へ〕をク

 

 ガイド  

・ 他にインストールされているプリンタが無い場合は、自動的に

通常使用するプリンタに設定されます  。
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 １４ テストページ印刷の設定を行い、〔完了〕をクリックする 

 

 ガイド  

・ 〔はい（推奨）〕を選択した場合は、プリンタにＡ４タテ以上

してください。 

 １５ ファイルのコピーが開始される 
 １６ 手順１４ のテストページ印刷で〔はい（推奨）〕を選択した場合は、

以下の画面が表示されます。テストページが正しく印刷されたら、

〔はい〕をクリックする 

の用紙をセットしてください。 用紙のセット方法については、

『プリンタ編』「第 3 章 用紙のセット」（53 ページ）を参照
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 １７ 「新しいハードウェアのインストールが完了しました。」とメッセー
ジが表示されたら、〔完了〕をクリックする 

 

 １８ 「プリン

これで、

タ」フォルダにプリンタ名が表示されていることを確認する 

プリンタドライバのインストールは完了です。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 プリンタフォルダからのインストール 

プリンタドライバのインストールは、以下の手順で行います。 

 ガイド  

・ USB インターフェースで接続するときは、「プラグアンドプレイ

で検出する場合」の手順でインストールしてください。 

 １ Windows Me を起動する 
 ２ マイコンピュータのコントロールパネルより、〔プリンタ〕をダブル

クリックして、次に〔プリンタの追加〕をダブルクリックする 

 ３ 「プリンタの追加ウィザード」 〔次へ〕をクリ

ックする 

画面が表示されたら、
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ４ 「ローカルプリンタまたはネットワークプリンタ」画面が表示された
ら、「ローカルプリンタ」を選択し、〔次へ〕をクリックする 

 

 ガイド  

・ この画面は、パソコンがネットワークに接続されているときの

み表示されます。 

・ スタンドアロン（パソコンとプリンタを1対1で接続）のときや、

パソコンをプリントサーバとして使うときは、ローカルプリンタ

を選択します。 印刷先（ポート）を後で変更する場合も、ロー

カルプリンタを選択してください。ただし、正しい印刷先に設定

するまでテストページ等の印刷は行わないでください。 

・ 「ネットワークプリンタ」を選んでインストールするには、プ

リントサーバ上に、対応するプリンタドライバがあらかじめイ

ンストールされている必要があります。 また、「代替ドライ

バとネットワークインストール」はサポートしていま

 ５ 製造元別のプリンタリストが表示されたら、添付のプリンタドライバ
セットアップディスクをパソコンの CD-ROM ドライブにセットして、

〔ディスク使用〕をクリックする 

せん。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ６ 「配布ファイルのコピー元」に「D:\Drivers\FMPR2000\Win98Me」と
入力するか、〔参照〕をクリックして「D:\Drivers\FMPR2000\Win98Me」 

を選択する 

入力が終わったら〔OK〕をクリックする 

 

2

1 

注 1) 上記は CD-ROM ドライブが D:のときの入力例です。ご使用の環境に合わ

せてドライブを変更してください。 

注 2) FMPR3000G のときは、Drivers\FMPR3000\Win98Me と入力してください。 

 ガイド  

〕をクリックしてドライバファイルの場所を指定すると・ 〔参照

きは、“Win98Me”フォルダの“FMPR2000.INF”ファイルを選択

してください。 

 

・ FMPR3000G プリンタのときは、“FMPR3000\Win98Me”フォルダの

“FMPR3000.INF”を選択してください。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ７ プリンタを選択して〔次へ〕をクリックする 

 

1

2

 ガイド  

・ 「このプリンタのプリンタドライバが既にインストールされて

います。既存のドライバを使うか、またはこのドライバを置き

換えることができます。」という画面が表示される場合は、「新

しいドライバに置き換える」を選択します。 

 ８ 「利用できるポート」から、プリンタを接続したポートを選択して、
〔次へ〕をクリックする 

 

 ガイド  

・ 使用するポートがまだ作成されていない場合は、仮のポートと

してローカルポート（LPT1）などを選択してください。 

この場合は、正しいポート設定を行うまでテストページ等の印

刷は行わないでください。 

 ９ 以降の手順は、プラグアンドプレイで検出する場合の手順１３ から
１８ に従って、プリンタドライバをインストールする 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

■

ここでは、Windows 98 が動作するパソコンにプリンタドライバをインスト

ールする方法について、Windows 98 の画面を例に説明しています。インス

トール手順は、プリンタを、プリンタフォルダから手動で指定するか、プ

ラグアンドプレイ 検出するかによって異なります。それぞれの手順に従

ってください。 

プラグアンドプレイでプリンタが検出されない場合は、プリンタフォルダ

からプリンタドライバをインストールしてください。 

以下の手順では、FMPR2000G を例に説明しています。 

FMPR3000G をお使いの場合は、“FMPR2000”を“FMPR3000”と読み替えて

ください。 

 Windows 98 のとき 

で

 ガイド  

のパソコンにインストールされている Windows 98 のバー

・ び Windows オペレ

ーティングシステムディスクを準備してください。 

・ 異なるバージョンの FUJITSU FMPR2000 または FUJITSU FMPR3000

ください。 

・ ここでは、FUJITSU FMPR2000G または FUJITSU FMPR3000G プリン

タがローカル接続されたパソコンにプリンタドライバをインス

トールする手順を説明しています。ネットワーク接続や共有プリ

ンタ(他のパソコンに接続されているプリンタ)でのインストー

ル方法は、Windows 98 の取扱説明書、ヘルプ、およびプリンタ

LAN カード FMPR-LN1G（オプション）のマニュアルを参照してく

ださい。 

・ USB インターフェースの場合、接続ポートを変更すると、「新し

いハードウェアの検索ウィザード」が表示されます。接続ポート

毎にプリンタドライバをインストールするか、「新しいハードウ

ェアの検索ウィザード」の〔キャンセル〕ボタンをクリックして、

既にインストールされているプリンタドライバのポート設定を

変更してください。 

トールの途中で「バージョンの競合（コピーするファイル

・ ご使用

ジョンによっては、インストール手順や表示内容が異なる場合が

あります。このときは、表示内容に従ってインストールしてくだ

さい。 

 プリンタドライバセットアップディスク、およ

プリンタドライバがインストールされている場合は、削除してか

らインストールして

・ インス

より新しいファイルがコンピュータに存在します。既存のファイ

ルをそのまま使うことをお勧めします。）」というメッセージが

表示される場合があります。 

〔はい〕をクリックしてください。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 プラグアンドプレイで検出する場合 

 ガイド  

・ プラグアンドプレイはプリンタがパソコンに直接つながってい

る場合のみ行われます。 

プリンタが検出されない場合は、「プリンタフォルダからのイ

 １
を起動する 

ンストール」の（323ページ）でインストールしてください。 

 プリンタとパソコンを接続し、プリンタの電源を入れた状態で

Windows 98

 ガイド  

ルインターフェースの場合は、手順８ に進みます。 

 ２ 「USB P 新しいハードウェアが検出されました。必要なソフ

トウェ

・ パラレ

USB インターフェースの場合は、手順２ に進みます。 

rinter 

アを探しています。」の表示を確認する 

 

 ３ 「新しいハードウェアの追加ウィザード」
へ〕をクリックする

画面が表示されたら、〔次
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ４ 「使用中のデバイスに最適なドライバを検索する（推奨）」を選択し
て、〔次へ〕をクリックする 

 

 ５ 添付のプリンタドライバセットアップディスクをパソコンの CD-ROM ド
ライブにセットし、「検索場所の指定」にチェックをつけ、「D:\Drivers\ 

入力が終わったら〔次へ〕をクリックする 

FMPR200\Win98Me」と入力するか、〔参照〕をクリックして「D:\Drivers\ 

FMPR2000\Win98Me」を選択する 

 

注 1) 上記は CD-ROM ドライブが D:のときの入力例です。ご使用の環境に合わ

せてドライブを変更してください。 

注 2) FMPR3000G のときは、Drivers\FMPR3000\Win98Me と入力してください。 

 

1 

2
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ６ USB ドライバが見つかったことを確認して、〔次へ〕をクリックする 

 

 ７ 「新しいハードウェアのインストールが完了しました。」とメッセー
ジが表示されたら、〔完了〕をクリックする 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ８ 「FUJITSU FMPR2000 新しいハードウェアが検出されました。必要な
ソフトウェアを探しています。」と表示される 

 

 ９ 「新しいハードウェアの追加ウィザード」画面が表示されたら、〔次
へ〕をクリックする 

 

 １０ 「使用中のデバイスに最適なドライバを検索する（推奨）」を選択し
て、〔次へ〕をクリックする 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 １１ 添付のプリンタドライバセットアップディスクをパソコンの CD-ROM ド
ライブにセットし、「検索場所の指定」にチェックをつけ、「D:\Drivers\ 

FMPR200\Win98Me」と入力するか、〔参照〕をクリックして「D:\Drivers\ 

FMPR2000\Win98Me」を選択する 

入力が終わったら〔次へ〕をクリックする 

 

1 

2

注 1) 上記は CD-ROM ドライブが D:のときの入力例です。ご使用の環境に合わ

せてドライブを変更してください。 

注 2) FMPR3000G のときは、Drivers\FMPR3000\Win98Me と入力してください。 

 １２ プリンタドライバが見つかったことを確認して、〔次へ〕をクリック
する 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 １３ 「プリンタ名」に表示されるモデル名を確認し、通常使用するプリン
タに設定する場合は、〔はい〕を選択して、〔次へ〕をクリックする 

 

 ガイド  

・ 他にインストールされているプリンタが無い場合は、自動的に

通常使用するプリンタに設定されます。 

 １４ テストページ印刷の設定を行い、〔完了〕をクリックする 

 

 ガイド  

・ 〔はい（推奨）〕を選択し リンタにＡ４

の用紙をセットしてください。 用紙のセット方法については、

『プリンタ編』「第 3 章 用紙のセット」（53 ページ）を参照

してください。 

タテ以上た場合は、プ
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 １５ ファイルのコピーが開始される 
〔ディスクの挿入〕ウィンドウが表示されたら、Windows 98 システム １６ 
ディスクをパソコンの CD-ROM ドライブにセットし、〔OK〕をクリッ

クする 

 

 １７ 「ファイルのコピー元」に「D:\WIN98」と入力するか、〔参照〕をク
リックして「D:\WIN98」を選択する 

入力が終わったら〔次へ〕をクリックする 

 

注 1) 上記は CD-ROM ドライブが D:のときの入力例です。ご使用の環境に合わ

せてドライブを変更してください。 

 １８ 手順１４ のテストページ印刷で〔はい（推奨）〕を選択した場合は、
以下の画面が表示されます。テストページが正しく印刷されたら、

〔はい〕をクリックする 

 

2

1 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 １９ 「新しいハードウェアデバイスに必要なソフトウェアがインストー
ルされました。」とメッセージが表示されたら、〔完了〕をクリック

する 

 

 ２０ 「プリンタ」フォルダにプリンタ名が表示されていることを確認する 

これで、プリンタドライバのインストールは完了です。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 プリンタフォルダからのインストール 

プリンタドライバのインストールは、以下の手順で行います。 

 ガイド  

・ USB インターフェースで接続するときは、「プラグアンドプレイ

で検出する場合」の手順でインストールしてください。 

 １ Windows 98 を起動する 
 ２ マイコンピュータのコントロールパネルより、〔プリンタ〕をダブル

クリックして、次に〔プリンタの追加〕をダブルクリックする 

 ３ 「プリンタの追加ウィザード」画面が表示されたら、〔次へ〕をクリ
ックする 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ４ 「ローカルプリンタまたはネットワークプリンタ」画面が表示された
ら、「ローカルプリンタ」を選択し、〔次へ〕をクリックする 

 

 ガイド  

・ この画面は、パソコンがネットワークに接続されているときの

み表示されます。 

・ スタンドアロン（パソコンとプリンタを 1 対 1 で接続）のとき

や、パソコンをプリントサーバとして使うときは、ローカルプ

リンタを選択します。 

印刷先（ポート）を後で変更する場合も、ローカルプリンタを

選択してください。ただし、正しい印刷先に設定するまでテス

トページ等の印刷は行わないでください。 

・ 「ネットワークプリンタ」を選んでインストールするには、プ

リントサーバ上に、対応するプリンタドライバがあらかじめイ

ンストールされている必要があります。 

また、「代替ドライバとネットワークインストール」はサポー

トしていません。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ５ 製造元別のプリンタリストが表示されたら、添付のプリンタドライバ
セットアップディスクをパソコンの CD-ROM ドライブにセットして、

〔ディスク使用〕をクリックする 

 

 ６ 「配
入力する ックして「D:\Drivers\FMPR2000\Win98Me」

を選択

入力が終わったら〔OK〕をクリックする

布ファイルのコピー元」に「D:\Drivers\FMPR2000\Win98Me」と

か、〔参照〕をクリ

する 

 

 

2

1 

注 1) が D:のときの入力例です。ご使用の環境に合わ

せてドライブを変更してください。 

注 2) FMPR3000G のときは、Drivers\FMPR3000\Win98Me と入力してください。 

 

上記は CD-ROM ドライブ
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ７ プリンタを選択して〔次へ〕をクリックする 

 

1

2

 ガイド  

・ 「このプリンタのプリンタドライバが既にインストールされて

ライバに置き換える」を選択します。 

 ８ 「利用できるポート」から、プリンタを接続したポートを選択して、
〔次へ〕をクリックする 

います。既存のドライバを使うか、またはこのドライバを置き

換えることができます。」という画面が表示される場合は、「新

しいド

 

 ガイド  

・ 使用するポートがまだ作成されていない場合は、仮のポートと

してローカルポート（LPT1）などを選択してください。 

この場合は、正しいポート設定を行うまでテストページ等の印

刷は行わないでください。 

 ９ 以降の手順は、プラグアンドプレイで検出する場合の手順１３ から
２０ に従って、プリンタドライバをインストールする 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

FMPR プリンタユーティリティのインストール –––– 

FMPRステータスモニタおよびFMPRリモートパネルのインストールは以下

の手順で行ってください。 

FMPR プリンタユーティリティの機能については、「第３章 FMPR ステー

タスモニタ」、「第４章 FMPR リモートパネル」を参照してください。 

 ガイド  

・ 本ユーティリティは、Windows 98/Me/NT 4.0/2000/XP/2003/ 

Vista/2008/7/2008 R2 に対応しています。 

・ FMPR ユーティリティをインストールするときは必ず FMPR3000 

FMPR2000 プリンタドライバを先にインストールしてか

・

・

グが表示される

場合がありますので、〔許可〕または〔はい〕をクリックして

ください。 

または

ら、ソフトウェアのインストールを行ってください。 

 FMPRステータスモニタは、FMPR2000Gプリンタでは動作しません。 

 本ユーティリティを Windows Vista/2008/7/2008 R2 にインスト

ール中、「ユーザーアカウント制御」ダイアロ
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第 1章 ソフトウェアの概要 

■ 初めてインストールするとき 

手順で行います。 

以下の手順では、FMPR3000G を例に説明しています。 

 １
に挿入する 

 ２ 〔スタ ル

名を指定

＜名前

をクリッ

入力が

注１)
ー
3000
W
ートメニューの〔検索の開始〕に、「D:\FMPRUTY\FMPR3000\SETUP.EXE」

注２) CD-ROM ドライブが D:のときの入力例です。ご使用の環境に合わせてドラ
イブを変更してください。 

注３) FMPR2000Gのときは、D:\FMPRUTY\FMPR2000\SETUP.EXEと入力してください。 

FMPR プリンタユーティリティを初めてインストールするときは、以下の

FMPR2000G をお使いの場合は、“FMPR3000”を“FMPR2000”と読み替えて

ください。 

 添付の「FMPR セットアップディスク」をパソコンの CD-ROM ドライブ

ート〕ボタンをクリックし、スタートメニューから〔ファイ

して実行（R）〕をクリックする 

＞に「D:\FMPRUTY\FMPR3000\SETUP.EXE」と入力するか、〔参照〕

クして「D:\FMPRUTY\FMPR3000\SETUP.EXE」を選択します。 

終わったら〔OK〕ボタンをクリックしてください。 

 Windows 7/2008 R2 のときは、〔スタート〕ボタンをクリックし、スタ
トメニューの〔プログラムとファイルの検索〕に、「D:\FMPRUTY\FMPR 
\SETUP.EXE」と入力してください。 

indows Vista/2008 のときは、〔スタート〕ボタンをクリックし、スタ

と入力してください。 

 

 ３ 内容を確認し、〔次へ〕をクリックする 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ４ プログラムをインストールするフォルダを指定する 

フォルダを変更する場合は、〔参照〕をクリックして、フォルダを 

選択します。 

フォルダを指定したら、〔次へ〕をクリックします。 

 

トールするソフトウェアにチェックを付け、〔次へ〕をクリッ

 

 ５ インス
クする

〔次へ〕をクリックすると、インストールが開始されます。 

注１） FMPR2000G のときは、「リモートパネル」と表示されます。 

ステータスモニタは表示されません。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ６ 〔完了〕ボタンをクリックする 

これで FMPR プリンタユーティリティ（FMPR ステータスモニタ、FMPR

モートパネル）

リ

のインストールは終了です。 
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第 1章 ソフトウェアの概要 

■ ンテナンスするとき 

、以下の手順で行います。 

以下の手順では、FMPR3000G を例に説明しています。 

FMPR2000G をお使いの場合は、“FMPR3000”を“FMPR2000”と読み替えて

ください。 

 １ FMPR プリンタユーティリティ（FMPR ステータスモニタ、FMPR リモー
トパネル）を終了する 

 ２ 添付の「FMPR セットアップディスク」をパソコンの CD-ROM ドライブ
に挿入する 

 ３ 〔スタート〕ボタンをクリックして、スタートメニューから〔ファイ
ル名を指定して実行（R）〕をクリックする 

＜名前＞に「D:\FMPRUTY\FMPR3000\SETUP.EXE」と入力するか、〔参照〕

をクリックして「D:\FMPRUTY\FMPR3000\SETUP.EXE」を選択します。 

入力が終わったら〔OK〕ボタンをクリックしてください。 

注１) Windows 7/2008 R2 のときは、〔スタート〕ボタンをクリックし、スタ
ートメニューの〔プログラムとファイルの検索〕に、「D:\FMPRUTY\FMPR 
3000\SETUP.EXE」と入力してください。 
Windows Vista/2008 のときは、〔スタート〕ボタンをクリックし、スタ
ートメニューの〔検索の開始〕に、「D:\FMPRUTY\FMPR3000\SETUP.EXE」
と入力してください。 

注２） CD-ROM ドライブが D:のときの入力例です。ご使用の環境に合わせてドラ

イブを変更してください。 

注３） FMPR2000G のときは、「D:\FMPRUTY\FMPR2000\SETUP.EXE」と入力してく

ださい。 

 FMPR プリンタユーティリティをメ

インストールされている FMPR プリンタユーティリティをメンテナンス

（プログラムの変更・修正・削除）するときは
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ４ オプション選択する 

インストール済みの FMPR プリンタユーティリティを変更するときは、

「変更」を選択し、〔次へ〕をクリックします。→手順５ へ進みます。 
」を選択し、前回と同じプログラムを再インストールするときは、「修正

〔次へ〕をクリックします。FMPR プリンタユーティリティの再インスト

ールが開始されます。→手順７ へ進みます。 
インストールされているFMPRプリンタユーティリティを削除するときは、

「削除」を選択し、〔次へ〕をクリックします。→手順６ へ進みます。 

 

るプログラムを選択して、〔次へ〕をクリックする  ５ 変更す

7 へ進  

注１） FMPR2000G のときは、「リモートパネル」と表示されます。 

ステータスモニタは表示されません。 

チェックを付けると、プログラムが追加されます。 

チェックを外すと、プログラムは削除されます。 

〔次へ〕をクリックすると、プログラムの変更が開始されます。→手順

みます。
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第 1章 ソフトウェアの概要 

 ６ 〔OK〕をクリックする 

プログラムのアンインストールが開始されます。 

 

 ７ 〔完了〕をクリックする 

これで FMPR プリンタユーティリティ（FMPR ステータスモニタ、FMPR リ

モートパネル）のメンテナンスは終了です。 
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第２章 

プリンタドライバの設定 

この章では、プリンタドライバの設定方法や設定項目につ

いて説明します。 

 
プリンタドライバの設定 ··················· 336 

Windows 7/2008 R2 の設定画面 ············336 
Windows Vista/2008 の設定画面 ···········345 
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ユーザー定義サイズ用紙の作成方法 ········· 394 

 

 



第 2章 プリンタドライバの設定 

プリンタドライバの設定 –––––––––––––––– 

ここでは、プリンタドライバの設定画面について説明します。 

■ Windows 7/2008 R2 の設定画面 

Windows 7/2008 R2 でのプリンタドライバの設定は、「印刷」、「印 

刷設定」、「プリンタのプロパティ」で行います。 

各プロパティで、設定できる項目が変わりますので、ご注意ください。 

 ガイド  

・ アプリケーションソフトによっては、データ保存時に印刷に関

する設定（プリンタドライバの設定を含む）を保存します。こ

のため、アプリケーションソフト側から変更するまで、保存し

てある設定値で印刷されることがあります。また、アプリケー

ション側で用紙サイズなどを設定できるものもあります。 

* アプリケーションソフトによっては、〔全般〕タブが表示

されないことがあります。 

・ ここでは、FUJITSU FMPR3000G の Windows 7 の画面を例に説明

しています。FUJITSU FMPR2000G をお使いの場合は、

“FMPR3000”を“FMPR2000”と読み替えてください。 
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第 2章 プリンタドライバの設定 

 アプリケーションからの設定画面（印刷） 

 

各アプリケーションソフトでのプリンタの設定項目から表示するプリ
ンタのプロパティです。 
印刷時に用紙サイズや解像度などの印刷に関する設定が行えます。 

【設定画面の表示と設定の変更】 

プリンタ設定のプロパティを表示する方法、またはプロパティの設定を
変更する方法は、アプリケーションソフトごとに異なります。 
ここでは、ワードパッドで印刷設定を変更する方法を例に説明します。 

 １ ワードパッドの〔ファイル〕メニューから、〔印刷〕を選択する 

 ２ 印刷画面が表示されたら、設定を変更したいプリンタを選択し〔詳

細設定〕を選択する 

 ３ 目的の項目を含むタブ、または〔詳細設定〕ボタンをクリックし、

設定を変更する 
〔OK〕をクリックすると変更した設定が保存されます。 
〔キャンセル〕をクリックすると、変更した設定を保存しないで「印
刷設定」ウィンドウを終了します。 

 ４ 〔OK〕をクリックし、〔印刷設定〕ウィンドウを閉じる 

〔OK〕をクリックすると変更した設定が保存されます。 
〔キャンセル〕をクリックすると、変更した設定を保存しないで「印
刷設定」ウィンドウを終了します。 
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第 2章 プリンタドライバの設定 

 〔スタート〕からの設定画面（印刷設定） 

 
用紙サイズや解像度などの印刷に関する既定値を設定します。 
アプリケーションソフトで用紙やプリンタの設定を行わない場合は、こ
の設定値で印刷します。 

【設定画面の表示と設定の変更】 

 １ 〔プリンタ〕フォルダを開く 

 ガイド  

・ Windows 7/2008 R2 では、〔スタート〕〔デバイスとプリンタ

ー〕の順に選択します。 

 ２ FUJITSU FMPR3000 プリンタのアイコンを右クリックし、〔印刷設
定〕を選択する 

 ３ 目的の項目を含むタブをクリックし、設定を変更する 
用紙サイズ、出力部数、印刷品質、オプション機能などに関する詳細
な設定を行う場合は、〔詳細設定〕をクリックし、設定を変更します。 
〔OK〕をクリックすると、変更した設定を保存して「印刷設定」ウィン
ドウを終了します。 
〔キャンセル〕をクリックすると、変更した設定を保存しないで「印
刷設定」ウィンドウを終了します。 
〔適用〕をクリックすると、変更した設定を保存します。このときウ
ィンドウを開いたままです。 

 ガイド  
・ 変更した設定を以前の設定に戻すには以下の方法があります。 
(1) 「レイアウト」「用紙/品質」タブの場合、設定を変更し
た後、変更した項目で右クリックして〔変更したオプショ
ンを元に戻す〕ボタンを表示し、クリックします。 

(2) 〔詳細設定〕の場合、｢FUJITSU FMPR3000 詳細なドキュメ
ントの設定｣を右クリックして〔変更したオプションを元
に戻す〕ボタンを表示し、クリックします。 

・ 設定内容に変更があった場合のみ、〔適用〕ボタンが有効に
なります。 
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第 2章 プリンタドライバの設定 

 プリンタのプロパティ 

 

プリンタドライバやポートの選択などが行えます。 

【設定画面の表示と設定の変更】 

 １ 〔スタート〕から、〔デバイスとプリンター〕の順に選択する 

 ２ FUJITSU FMPR3000 プリンタのアイコンを右クリックし、〔プリン

ターのプロパティ〕を選択する 

 ３ 目的の項目を含むタブをクリックし、設定を変更する 
〔OK〕をクリックすると、変更した設定を保存してプロパティを終了
します。 
〔キャンセル〕をクリックすると、変更した設定を保存しないでプロ
パティを終了します。 
〔適用〕をクリックすると、変更した設定を保存します。このときプ
ロパティは開いたままです。 

 ガイド  

・ 変更した設定を以前の設定に戻すには以下の方法があります。 

(1) 設定を変更した後、〔デバイスの設定〕タブの〔FUJITSU 

FMPR3000 デバイスの設定〕を右クリックします。〔変更

したオプションを元に戻す〕ボタンが表示されますので、

クリックします。（〔デバイスの設定〕タブのみ有効 ） 

・ 設定内容に変更があった場合のみ、〔適用〕ボタンが有効に

なります。 
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第 2章 プリンタドライバの設定 

 ダイアログ一覧 

 ガイド  

・ 本書では、FUJITSU FMPR3000またはFUJITSU FMPR2000プリン

タドライバが提供する機能についてのみ記載しています。 

〔全般〕、〔共有〕、〔ポート〕、〔詳細設定〕、〔色の管

理〕、〔セキュリティ〕タブの内容については、Windows 7/2008 

R2 オペレーティングシステムの取扱説明書、またはヘルプ

を参照願います。 

・ （注 1）とあるダイアログは「印刷」または「印刷設定」

ダイアログボックスで表示されます。 

（注 2）とあるダイアログは「プリンタのプロパティ」ダ

イアログボックスで表示されます。 

〔レイアウト〕（注 1） 

 

印刷の向き、ページの順序、シートごとの印刷ページなど、レイアウト

に関する設定などを行います。 

設定項目 内 容 

印刷の向き 印刷の向きを指定します。 

ページの順序 印刷するページの順序を指定します。 

シートごとの

ページ数 

1 枚の用紙に何ページ分印刷するのかを指定します。
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第 2章 プリンタドライバの設定 

〔用紙/品質〕（注 1） 

 

給紙方法の設定を行います。 

設定項目 内 容 

給紙方法 用紙の給紙方法を選択します。 

・ 「自動選択」のまま印刷すると、〔デバイスの設定〕

タブで、同じサイズの用紙が割り当てられている給

紙方法で印刷します。同じ用紙サイズがどの給紙方

法にも割り当てられていない場合は、手差しで印刷

します。給紙方法については、「給紙方法」（391ペ

ージ）を参照してください。 
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第 2章 プリンタドライバの設定 

〔詳細〕（注 1） 

 
次の項目の設定が行えます。 

設定項目 設定内容 備 考 

用紙サイズ 用紙サイズを選択します。 用紙/出力 

部数 印刷部数を設定します。 

詳細な印刷機能 印刷機能の設定を有効にするか

しないかを設定します。 

有効 : 〔ページの順序〕〔シートご

とのページ〕および〔部数〕

の設定が有効になります。 

無効 : 〔ページの順序〕〔シートご

とのページ〕および〔部数〕

の設定が無効になります。 

シートごとの 

ページレイアウト 

〔レイアウト〕タブの〔シートご

とのページ数〕で[1]以外を選択

したときのページ割付け方法を

選択します。 

ハーフトーン ハーフトーンの種類を設定しま

す。プリンタによって最適な品質

を決定するには「自動選択」を選

択します。 

ドキュメントの 

オプション 

印刷の最適化 印刷の最適化を有効にするかしな

いかを設定します。印刷結果が正

しくないときは、この機能を「無

効」にすることができます。 
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第 2章 プリンタドライバの設定 

設定項目 設定内容 備 考 

印刷品質 

(注 1) 

印字品質および印字方向の設定

をします。 

・高品質（両方向印字）： 

高品質モードで両方向印字を

行います。 

・高品質（片方向印字）： 

高品質モードで片方向印字を

行います。 

・高速（両方向印字）： 

高速モードで両方向印字を行

います。 

・高速（片方向印字）： 

高速モードで片方向印字を行

います。 

・プリンタ設定優先（両方向印字）：

印字方向は両方向、印刷品質は

プリンタの設定に従います。 

・プリンタ設定優先（片方向印字）：

印字方向は片方向、印刷品質は

プリンタの設定に従います。 

ドキュメントの 

オプション 

プリンタの

機能 

濃淡 

(注 2) 

印字圧の設定をします。 

・標準： 

標準の印字圧で印刷します。 

・高複写： 

高複写の印字圧で印刷します。

注１） プリンタドライバのプロパティによる印字方向指定は、プリンタの印字方向
設定が「両方向」に設定されているときのみ有効になります。プリンタの印
字方向が「片方向」に設定されているときは、プリンタドライバのプロパティ
設定にかかわらす「片方向印字」となります。 

注２） この項目は FMPR3000G のみ表示されます。 
「高複写」は、複写紙の印字能力を上げるときに使用します。 
「高複写」に設定すると、印字速度は遅くなります。 
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第 2章 プリンタドライバの設定 

〔デバイスの設定〕（注 2） 

 

給紙方法と用紙の割り当ての設定を行います。 

設定項目 内 容 

給紙方法と 

用紙の割り当て

給紙方法に対して、用紙を割り当てます。給紙方法で

「自動選択」を指定した場合は、同一サイズの用紙を

複数の給紙方法に割り当てないでください。 

同じ用紙サイズがどの給紙方法にも割り当てられてい

ない場合は、手差しで印刷します。 

デバイスの設定で割り当てた給紙方法と用紙サイズが印

刷設定プロパティの用紙サイズおよび給紙方法の設定と

一致しないときは、印刷中に給紙口が切り替わったり、

行ずれや印字切れが発生することがあります。 

本設定を必ず行い、印刷設定プロパティの設定と一致

させてください。 
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第 2章 プリンタドライバの設定 

■ Windows Vista/2008 の設定画面 

Windows Vista/2008 でのプリンタドライバの設定は、「印刷」、「印

刷設定」、「プリンタのプロパティ」で行います。 

各プロパティで、設定できる項目が変わりますので、ご注意ください。 

 ガイド  

・ アプリケーションソフトによっては、データ保存時に印刷に関

する設定（プリンタドライバの設定を含む）を保存します。こ

のため、アプリケーションソフト側から変更するまで、保存し

てある設定値で印刷されることがあります。また、アプリケー

ション側で用紙サイズなどを設定できるものもあります。 

* アプリケーションソフトによっては、〔全般〕タブが表示

されないことがあります。 

・ ここでは、FUJITSU FMPR3000G の Windows Vista の画面を例に

説明しています。FUJITSU FMPR2000G をお使いの場合は、

“FMPR3000”を“FMPR2000”と読み替えてください。 
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第 2章 プリンタドライバの設定 

 アプリケーションからの設定画面（印刷） 

 

各アプリケーションソフトでのプリンタの設定項目から表示するプリ
ンタのプロパティです。 
印刷時に用紙サイズや解像度などの印刷に関する設定が行えます。 

注) アプリケーションによっては、〔全般〕タブが表示されないことがあります。 

【設定画面の表示と設定の変更】 

プリンタ設定のプロパティを表示する方法、またはプロパティの設定を
変更する方法は、アプリケーションソフトごとに異なります。 
ここでは、ワードパッドで印刷設定を変更する方法を例に説明します。 

 １ ワードパッドの〔ファイル〕メニューから、〔印刷〕を選択する 

 ２ 印刷画面が表示されたら、設定を変更したいプリンタを選択し〔詳

細設定〕を選択する 

 ３ 目的の項目を含むタブ、または〔詳細設定〕ボタンをクリックし、

設定を変更する 
〔OK〕をクリックすると変更した設定が保存されます。 
〔キャンセル〕をクリックすると、変更した設定を保存しないで「印
刷設定」ウィンドウを終了します。 

 ４ 〔OK〕をクリックし、〔印刷設定〕ウィンドウを閉じる 

〔OK〕をクリックすると変更した設定が保存されます。 
〔キャンセル〕をクリックすると、変更した設定を保存しないで「印
刷設定」ウィンドウを終了します。 
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第 2章 プリンタドライバの設定 

 〔スタート〕からの設定画面（印刷設定） 

 
用紙サイズや解像度などの印刷に関する既定値を設定します。 
アプリケーションソフトで用紙やプリンタの設定を行わない場合は、こ
の設定値で印刷します。 

【設定画面の表示と設定の変更】 

 １ 〔プリンタ〕フォルダを開く 

 ガイド  
・ Windows Vista では、〔スタート〕〔コントロールパネル〕
〔ハードウェアとサウンド〕〔プリンタ〕の順に選択します。 

・ Windows Server 2008 では、〔スタート〕〔コントロールパネ
ル〕〔プリンタ〕の順に選択します。 

 ２ FUJITSU FMPR3000 プリンタのアイコンを右クリックし、〔印刷設
定〕を選択する 

 ３ 目的の項目を含むタブをクリックし、設定を変更する 
用紙サイズ、出力部数、印刷品質、オプション機能などに関する詳細
な設定を行う場合は、〔詳細設定〕をクリックし、設定を変更します。 
〔OK〕をクリックすると、変更した設定を保存して「印刷設定」ウィン
ドウを終了します。 
〔キャンセル〕をクリックすると、変更した設定を保存しないで「印
刷設定」ウィンドウを終了します。 
〔適用〕をクリックすると、変更した設定を保存します。このときウ
ィンドウを開いたままです。 

 ガイド  
・ 変更した設定を以前の設定に戻すには以下の方法があります。 
(1) 「レイアウト」「用紙/品質」タブの場合、設定を変更し
た後、変更した項目で右クリックして〔変更したオプショ
ンを元に戻す〕ボタンを表示し、クリックします。 

(2) 〔詳細設定〕の場合、｢FUJITSU FMPR3000 詳細なドキュメ
ントの設定｣を右クリックして〔変更したオプションを元
に戻す〕ボタンを表示し、クリックします。 

・ 設定内容に変更があった場合のみ、〔適用〕ボタンが有効に
なります。 
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第 2章 プリンタドライバの設定 

 プリンタのプロパティ 

 

プリンタドライバやポートの選択などが行えます。 

【設定画面の表示と設定の変更】 

 １ 〔プリンタ〕フォルダを開く 

 ガイド  
・ Windows Vista では、〔スタート〕〔コントロールパネル〕
〔ハードウェアとサウンド〕〔プリンタ〕の順に選択します。 

・ Windows Server 2008 では、〔スタート〕〔コントロールパネ
ル〕〔プリンタ〕の順に選択します。 

 ２ FUJITSU FMPR3000 プリンタのアイコンを右クリックし、〔印刷設
定〕を選択する 

 ３ 目的の項目を含むタブをクリックし、設定を変更する 
〔OK〕をクリックすると、変更した設定を保存してプロパティを終了
します。 
〔キャンセル〕をクリックすると、変更した設定を保存しないでプロ
パティを終了します。 
〔適用〕をクリックすると、変更した設定を保存します。このときプ
ロパティは開いたままです。 

 ガイド  

・ 変更した設定を以前の設定に戻すには以下の方法があります。 

(1) 設定を変更した後、〔デバイスの設定〕タブの〔FUJITSU 

FMPR3000 デバイスの設定〕を右クリックします。〔変更

したオプションを元に戻す〕ボタンが表示されますので、

クリックします。（〔デバイスの設定〕タブのみ有効 ） 

・ 設定内容に変更があった場合のみ、〔適用〕ボタンが有効に

なります。 
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第 2章 プリンタドライバの設定 

 ダイアログ一覧 

 ガイド  

・ 本書では、FUJITSU FMPR3000 または FUJITSU FMPR2000 プリ

ンタドライバが提供する機能についてのみ記載しています。 

〔全般〕、〔共有〕、〔ポート〕、〔詳細設定〕、〔色の管

理〕、〔セキュリティ〕タブの内容については、Windows 

Vista/2008 オペレーティングシステムの取扱説明書、また

はヘルプを参照願います。 

・ （注 1）とあるダイアログは「印刷」または「印刷設定」

ダイアログボックスで表示されます。 

（注 2）とあるダイアログは「プリンタのプロパティ」ダ

イアログボックスで表示されます。 

〔レイアウト〕（注 1） 

 

印刷の向き、ページの順序、シートごとの印刷ページなど、レイアウト

に関する設定などを行います。 

設定項目 内 容 

印刷の向き 印刷の向きを指定します。 

ページの順序 印刷するページの順序を指定します。 

シートごとの

ページ数 

1 枚の用紙に何ページ分印刷するのかを指定します。
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第 2章 プリンタドライバの設定 

〔用紙/品質〕（注 1） 

 

給紙方法の設定を行います。 

設定項目 内 容 

給紙方法 用紙の給紙方法を選択します。 

・ 「自動選択」のまま印刷すると、〔デバイスの設定〕

タブで、同じサイズの用紙が割り当てられている給

紙方法で印刷します。同じ用紙サイズがどの給紙方

法にも割り当てられていない場合は、手差しで印刷

します。給紙方法については、「給紙方法」（391ペ

ージ）を参照してください。 
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第 2章 プリンタドライバの設定 

〔詳細〕（注 1） 

 
次の項目の設定が行えます。 

設定項目 設定内容 備 考 

用紙サイズ 用紙サイズを選択します。 用紙/出力 

部数 印刷部数を設定します。 

詳細な印刷機能 印刷機能の設定を有効にするか

しないかを設定します。 

有効 : 〔ページの順序〕〔シートご

とのページ〕および〔部数〕

の設定が有効になります。 

無効 : 〔ページの順序〕〔シートご

とのページ〕および〔部数〕

の設定が無効になります。 

シートごとの 

ページレイアウト 

〔レイアウト〕タブの〔シートご

とのページ数〕で[1]以外を選択

したときのページ割付け方法を

選択します。 

ハーフトーン ハーフトーンの種類を設定しま

す。プリンタによって最適な品質

を決定するには「自動選択」を選

択します。 

ドキュメントの 

オプション 

印刷の最適化 印刷の最適化を有効にするかし

ないかを設定します。印刷結果が

正しくないときは、この機能を

「無効」にすることができます。
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第 2章 プリンタドライバの設定 

設定項目 設定内容 備 考 

印刷品質 

(注 1) 

印字品質および印字方向の設定

をします。 

・高品質（両方向印字）： 

高品質モードで両方向印字を

行います。 

・高品質（片方向印字）： 

高品質モードで片方向印字を

行います。 

・高速（両方向印字）： 

高速モードで両方向印字を行

います。 

・高速（片方向印字）： 

高速モードで片方向印字を行

います。 

・プリンタ設定優先（両方向印字）：

印字方向は両方向、印刷品質は

プリンタの設定に従います。 

・プリンタ設定優先（片方向印字）：

印字方向は片方向、印刷品質は

プリンタの設定に従います。 

ドキュメントの 

オプション 

プリンタの

機能 

濃淡 

(注 2) 

印字圧の設定をします。 

・標準： 

標準の印字圧で印刷します。 

・高複写： 

高複写の印字圧で印刷します。

注１） プリンタドライバのプロパティによる印字方向指定は、プリンタの印字方向
設定が「両方向」に設定されているときのみ有効になります。プリンタの印
字方向が「片方向」に設定されているときは、プリンタドライバのプロパティ
設定にかかわらす「片方向印字」となります。 

注２） この項目は FMPR3000G のみ表示されます。 
「高複写」は、複写紙の印字能力を上げるときに使用します。 
「高複写」に設定すると、印字速度は遅くなります。 
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第 2章 プリンタドライバの設定 

〔デバイスの設定〕（注 2） 

 

給紙方法と用紙の割り当ての設定を行います。 

設定項目 内 容 

給紙方法と 

用紙の割り当て

給紙方法に対して、用紙を割り当てます。給紙方法で

「自動選択」を指定した場合は、同一サイズの用紙を

複数の給紙方法に割り当てないでください。 

同じ用紙サイズがどの給紙方法にも割り当てられてい

ない場合は、手差しで印刷します。 

デバイスの設定で割り当てた給紙方法と用紙サイズが印

刷設定プロパティの用紙サイズおよび給紙方法の設定と

一致しないときは、印刷中に給紙口が切り替わったり、

行ずれや印字切れが発生することがあります。 

本設定を必ず行い、印刷設定プロパティの設定と一致

させてください。 
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第 2章 プリンタドライバの設定 

■ Windows 2000/XP/2003 の設定画面 

Windows 2000/XP/2003 でのプリンタドライバの設定は、「印刷」、「印

刷設定」、「プリンタのプロパティ」で行います。 

各プロパティで、設定できる項目が変わりますので、ご注意ください。 

 ガイド  

・ アプリケーションソフトによっては、データ保存時に印刷に関

する設定（プリンタドライバの設定を含む）を保存します。こ

のため、アプリケーションソフト側から変更するまで、保存し

てある設定値で印刷されることがあります。また、アプリケー

ション側で用紙サイズなどを設定できるものもあります。 

* アプリケーションソフトによっては、〔全般〕タブが表示

されないことがあります。 

・ ここでは、FUJITSU FMPR3000G の Windows 2000 の画面を例に

説明しています。FUJITSU FMPR2000G をお使いの場合は、

“FMPR3000”を“FMPR2000”と読み替えてください。 
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第 2章 プリンタドライバの設定 

 アプリケーションからの設定画面（印刷） 

 

各アプリケーションソフトでのプリンタの設定項目から表示するプリ
ンタのプロパティです。 
印刷時に用紙サイズや解像度などの印刷に関する設定が行えます。 

注) アプリケーションによっては、〔全般〕タブが表示されないことがあります。 

【設定画面の表示と設定の変更】 

プリンタ設定のプロパティを表示する方法、またはプロパティの設定を
変更する方法は、アプリケーションソフトごとに異なります。 
ここでは、ワードパッドで印刷設定を変更する方法を例に説明します。 

 １ ワードパッドの〔ファイル〕メニューから、〔ページ設定〕を選択

する 

 ２ ページ設定画面が表示されたら、〔プリンタの設定〕を選択する 

 ３ プリンタ名を確認し、〔プロパティ〕を選択する 

この画面で表示されるプリンタ名は、プリンタフォルダで「通常使う
プリンタ」に設定されているプリンタが表示されます。 
プリンタ名を確認し、設定を変更したいプリンタを選択してください。 

 ４ 目的の項目を含むタブをクリックし、設定を変更する 

〔OK〕をクリックすると変更した設定が保存されます。 
〔キャンセル〕をクリックすると、変更した設定を保存しないで「ド
キュメントのプロパティ」ウィンドウを終了します。 

 ５ 〔OK〕をクリックし、〔ページ設定〕ウィンドウを閉じる 

〔OK〕をクリックすると変更した設定が保存されます。 
〔キャンセル〕をクリックすると、変更した設定を保存しないで「ペ
ージ設定」ウィンドウを終了します。 
印刷を行うときは、ワードパッドの〔ファイル〕メニューから〔印
刷〕を選択します。 
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第 2章 プリンタドライバの設定 

 〔スタート〕からの設定画面（印刷設定） 

 
用紙サイズや解像度などの印刷に関する既定値を設定します。 
アプリケーションソフトで用紙やプリンタの設定を行わない場合は、こ
の設定値で印刷します。 

【設定画面の表示と設定の変更】 

 １ 〔スタート〕から、〔設定〕〔プリンタ〕の順に選択する 

 ２ FUJITSU FMPR3000 プリンタのアイコンをクリックし、〔ファイル〕

メニューから〔印刷設定〕を選択する 

 ３ 目的の項目を含むタブをクリックし、設定を変更する 

用紙サイズ、出力部数、印刷品質、オプション機能などに関する詳細
な設定を行う場合は、〔詳細設定〕をクリックし、設定を変更します。 
〔OK〕をクリックすると、変更した設定を保存して「印刷設定」ウィン
ドウを終了します。 
〔キャンセル〕をクリックすると、変更した設定を保存しないで「印
刷設定」ウィンドウを終了します。 
〔適用〕をクリックすると、変更した設定を保存します。このときウ
ィンドウを開いたままです。 

 ガイド  
・ 変更した設定を以前の設定に戻すには以下の方法があります。 
(1) 「レイアウト」「用紙/品質」タブの場合、設定を変更し

た後、変更した項目で右クリックして〔変更したオプシ
ョンを元に戻す〕ボタンを表示し、クリックします。 

(2) 〔詳細設定〕の場合、｢FUJITSU FMPR3000 詳細なドキュメ
ントの設定｣を右クリックして〔変更したオプションを元
に戻す〕ボタンを表示し、クリックします。 

・ 設定内容に変更があった場合のみ、〔適用〕ボタンが有効に
なります。 
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第 2章 プリンタドライバの設定 

 プリンタのプロパティ 

 

プリンタドライバやポートの選択などが行えます。 

【設定画面の表示と設定の変更】 

 １ 〔スタート〕から、〔設定〕〔プリンタ〕の順に選択する 

 ２ FUJITSU FMPR3000 プリンタのアイコンをクリックし、〔ファイル〕

メニューから〔プロパティ〕を選択する 

 ３ 目的の項目を含むタブをクリックし、設定を変更する 

〔OK〕をクリックすると、変更した設定を保存してプロパティを終了

します。 

〔キャンセル〕をクリックすると、変更した設定を保存しないでプロ

パティを終了します。 

〔適用〕をクリックすると、変更した設定を保存します。このときプ

ロパティは開いたままです。 

 ガイド  
・ 変更した設定を以前の設定に戻すには以下の方法があります。 
(1) 設定を変更した後、〔デバイスの設定〕タブの〔FUJITSU 
FMPR3000 デバイスの設定〕を右クリックします。〔変更
したオプションを元に戻す〕ボタンが表示されますので、
クリックします。（〔デバイスの設定〕タブのみ有効 ） 

・ 設定内容に変更があった場合のみ、〔適用〕ボタンが有効に
なります。 
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第 2章 プリンタドライバの設定 

 ダイアログ一覧 

 ガイド  

・ 本書では、FUJITSU FMPR3000 または FUJITSU FMPR2000 プリ

ンタドライバが提供する機能についてのみ記載しています。 

〔全般〕,〔共有〕,〔ポート〕,〔詳細設定〕,〔セキュリテ

ィ〕タブの内容については、Windows 2000/XP/2003 オペレ

ーティングシステムの取扱説明書、またはヘルプを参照願い

ます。 

・ （注 1）とあるダイアログは「印刷」または「印刷設定」

ダイアログボックスで表示されます。 

（注 2）とあるダイアログは「プリンタのプロパティ」ダ

イアログボックスで表示されます。 

〔レイアウト〕（注 1） 

 

印刷の向き、ページの順序、シートごとの印刷ページなど、レイアウト

に関する設定などを行います。 

設定項目 内 容 

印刷の向き 印刷の向きを指定します。 

ページの順序 印刷するページの順序を指定します。 

シートごとの

ページ 

1 枚の用紙に何ページ分印刷するのかを指定します。
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第 2章 プリンタドライバの設定 

〔用紙/品質〕（注 1） 

 

給紙方法の設定を行います。 

設定項目 内 容 

給紙方法 用紙の給紙方法を選択します。 

・ 「自動選択」のまま印刷すると、〔デバイスの設定〕

タブで、同じサイズの用紙が割り当てられている給

紙方法で印刷します。同じ用紙サイズがどの給紙方

法にも割り当てられていない場合は、手差しで印刷

します。給紙方法については、「給紙方法」（391ペ

ージ）を参照してください。 
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第 2章 プリンタドライバの設定 

〔詳細〕（注 1） 

 
次の項目の設定が行えます。 

設定項目 設定内容 備 考 

用紙サイズ 用紙サイズを選択します。 用紙/出力 

部数 印刷部数を設定します。 

詳細な印刷機能 印刷機能の設定を有効にするか

しないかを設定します。 

有効 : 〔ページの順序〕〔シートご

とのページ〕および〔部数〕

の設定が有効になります。 

無効 : 〔ページの順序〕〔シートご

とのページ〕および〔部数〕

の設定が無効になります。 

ハーフトーン ハーフトーンの種類を設定しま

す。プリンタによって最適な品質

を決定するには「自動選択」を選

択します。 

ドキュメントの 

オプション 

印刷の最適化 印刷の最適化を有効にするかし

ないかを設定します。印刷結果が

正しくないときは、この機能を

「無効」にすることができます。
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第 2章 プリンタドライバの設定 

設定項目 設定内容 備 考 

印刷品質 

(注 1) 

印字品質および印字方向の設定

をします。 

・高品質（両方向印字）： 

高品質モードで両方向印字を

行います。 

・高品質（片方向印字）： 

高品質モードで片方向印字を

行います。 

・高速（両方向印字）： 

高速モードで両方向印字を行

います。 

・高速（片方向印字）： 

高速モードで片方向印字を行

います。 

・プリンタ設定優先（両方向印字）：

印字方向は両方向、印刷品質は

プリンタの設定に従います。 

・プリンタ設定優先（片方向印字）：

印字方向は片方向、印刷品質は

プリンタの設定に従います。 

ドキュメントの 

オプション 

プリンタの

機能 

濃淡 

(注 2) 

印字圧の設定をします。 

・標準： 

標準の印字圧で印刷します。 

・高複写： 

高複写の印字圧で印刷します。

注１） プリンタドライバのプロパティによる印字方向指定は、プリンタの印字方向
設定が「両方向」に設定されているときのみ有効になります。プリンタの印
字方向が「片方向」に設定されているときは、プリンタドライバのプロパティ
設定にかかわらす「片方向印字」となります。 

注２） この項目は FMPR3000G のみ表示されます。 
「高複写」は、複写紙の印字能力を上げるときに使用します。 
「高複写」に設定すると、印字速度は遅くなります。 
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第 2章 プリンタドライバの設定 

〔デバイスの設定〕（注 2） 

 

給紙方法と用紙の割り当ての設定を行います。 

設定項目 内 容 

給紙方法と 

用紙の割り当て

給紙方法に対して、用紙を割り当てます。給紙方法で

「自動選択」を指定した場合は、同一サイズの用紙を

複数の給紙方法に割り当てないでください。 

同じ用紙サイズがどの給紙方法にも割り当てられてい

ない場合は、手差しで印刷します。 

デバイスの設定で割り当てた給紙方法と用紙サイズが

印刷設定プロパティの用紙サイズおよび給紙方法の設

定と一致しないときは、印刷中に給紙口が切り替わっ

たり、行ずれや印字切れが発生することがあります。

本設定を必ず行い、印刷設定プロパティの設定と一致

させてください。 
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第 2章 プリンタドライバの設定 

■ Windows NT 4.0 の設定画面 

Windows NT 4.0 でのプリンタドライバの設定は、「プリンタ設定のプ

ロパティ」、「ドキュメントの既定値」、「プリンタのプロパティ」の

3つのプロパティで行います。 

プロパティによって設定できる項目が変わりますので、ご注意ください。 

 ガイド  

・ 一般ユーザーは、アプリケーションソフトからのプリンタ設

定のプロパティのみ変更できます。 

また、サーバー共有のプリンタの全ての設定値をクライアン

トから変更するには、サーバーとクライアントの両方で管理

者権限が必要です。 

・ アプリケーションソフトによっては、データ保存時に印刷に関

する設定（プリンタドライバの設定を含む）を保存します。こ

のため、アプリケーションソフト側から変更するまで、保存し

てある設定値で印刷されることがあります。また、アプリケー

ション側で用紙サイズなどを設定できるものもあります。 

・ ここでは、FUJITSU FMPR3000G の Windows NT 4.0 の画面を例

に説明しています。FUJITSU FMPR2000G をお使いの場合は、

“FMPR3000”を“FMPR2000”と読み替えてください。 
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第 2章 プリンタドライバの設定 

 アプリケーションからの設定画面（プリンタ設定のプロパティ） 

 

各アプリケーションソフトでのプリンタの設定項目から表示するプリ

ンタのプロパティです。 

印刷時の用紙サイズや解像度などの印刷に関する設定が行えます。 

【設定画面の表示と設定の変更】 
プリンタ設定のプロパティを表示する方法は、アプリケーションソフト

ごとに異なります。 

ここでは、ワードパットを例に説明します。 

 １ ワードパッドの〔ファイル〕メニューから、〔ページ設定〕を選択

する 

 ２ ページ設定画面が表示されたら、〔プリンタの設定〕を選択する 

 ３ プリンタ名を確認し、〔プロパティ〕を選択する 
この画面で表示されるプリンタ名は、プリンタフォルダで「通常使う
プリンタ」に設定されているプリンタが表示されます。 
プリンタ名を確認し、設定を変更したいプリンタを選択してください。 

 ４ 目的の項目を含むタブをクリックし、設定を変更する 
〔OK〕をクリックすると変更した設定が保存されます。 
〔キャンセル〕をクリックすると、変更した設定を保存しないで「ド
キュメントのプロパティ」ウィンドウを終了します。 

 ５ 〔OK〕をクリックし、〔ページ設定〕ウィンドウを閉じる 
〔OK〕をクリックすると変更した設定が保存されます。 
〔キャンセル〕をクリックすると、変更した設定を保存しないで「ペ
ージ設定」ウィンドウを終了します。 
印刷を行うときは、ワードパッドの〔ファイル〕メニューから〔印
刷〕を選択します。 
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 〔スタート〕からの設定画面（ドキュメントの既定値） 

 

用紙サイズや解像度などの印刷に関する既定値を設定します。 

アプリケーションソフトで用紙やプリンタの設定を行わない場合は、こ

の設定値で印刷します。 

【設定画面の表示と設定の変更】 

 １ 〔スタート〕から、〔設定〕〔プリンタ〕の順に選択する 

 ２ FUJITSU FMPR3000 プリンタのアイコンをクリックし、〔プリンタ〕

フォルダの〔ファイル〕メニューから〔ドキュメントの規定値〕を

選択する 

 ３ 目的の項目を含むタブをクリックし、設定を変更する 

〔OK〕をクリックすると、変更した設定を保存してプロパティを終了

します。 

〔キャンセル〕をクリックすると、変更した設定を保存しないでプロ

パティを終了します。 
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 〔スタート〕からの設定画面（プリンタのプロパティ） 

 

プリンタドライバやポートの選択などが行えます。 

また、給紙口毎の用紙の割り当てなど設定が行えます。 

【設定画面の表示と設定の変更】 

 １ 〔スタート〕から、〔設定〕〔プリンタ〕の順に選択する 

 ２ FUJITSU FMPR3000 プリンタのアイコンをクリックし、〔プリンタ〕

フォルダの〔ファイル〕メニューから〔プロパティ〕を選択する 

 ３ 目的の項目を含むタブをクリックし、設定を変更する 

〔OK〕をクリックすると、変更した設定を保存してプロパティを終了

します。 

〔キャンセル〕をクリックすると、変更した設定を保存しないでプロ

パティを終了します。 
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 ダイアログ一覧 

 ガイド  

・ 本書では、FUJITSU FMPR3000 または FUJITSU FMPR2000 プリン

タドライバが提供する機能にいてのみ記載しています。 

〔全般〕，〔ポート〕，〔スケジュール〕，〔共有〕，〔セ

キュリティ〕タブの内容については、Windows NT 4.0 オペレ

ーティングシステムの取扱説明書、またはヘルプを参照願い

ます。 

・ （注 1）とあるダイアログは「プリンタ設定のプロパティ」ま

たは「ドキュメントの既定値」でのみ表示されます。 

（注 2）とあるダイアログは「プリンタのプロパティ」でのみ

表示されます。 

〔ページ設定〕（注 1） 

 

用紙サイズ、印刷の向き、給紙方法などの用紙に関する設定を行います。 

設定項目 内 容 

用紙サイズ 用紙サイズを選択します。 

・ 選択できる用紙サイズについては、「印刷可能領

域」（380ページ）を参照してください。 

・ 特別なサイズの用紙を使う場合、〔プリンタ〕フ

ォルダの〔ファイル〕メニューから〔サーバーの

プロパティ〕を選択し、〔用紙〕タブの「新しい

用紙を作成する」によって登録した用紙名を選択

してください。用紙の幅と長さは『プリンタ編』

「第 4 章 用紙について」の「用紙サイズおよび

印字領域」の範囲で使用してください。 

・ 用紙の登録方法については、本ページの「ガイド」

を参照してください。 
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設定項目 内 容 

給紙方法 用紙の給紙方法を選択します。 

・ 「自動選択」のまま印刷すると、〔デバイスの設

定〕タブで、同じサイズの用紙が割り当てられて

いる給紙方法で印刷します。同じ用紙サイズがど

の給紙方法にも割り当てられていない場合は、手

差しで印刷します。 

給紙方法については、「給紙方法」（391ページ）を参

照してください。 

印刷の向き 印刷の向きを選択します。 

・縦 : 用紙を縦長に使って印刷します。 

・横 : 用紙を横長に使って印刷します。 

印刷の向きについては、「印刷の向き」（390ページ）

を参照してください。 

 

 ガイド  

・ 用紙の登録方法は以下の通りです。 

1. 「プリンタ」フォルダで「ファイル」-「サーバーのプロパ

ティを選択して、「プリントサーバーのプロパティ」を開

きます。 

2. 「プリントサーバーのプロパティ」の「用紙」プロパティ

シートの「新しい用紙を作成する」をチェックします。 

3. 用紙名とサイズを入力して、「用紙の保存」をクリックし

ます。 
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〔詳細〕（注 1） 

 
次の項目の設定が行えます。 

設定項目 設定内容 備 考 

用紙サイズ 用紙サイズを選択します。 用紙/出力 

印刷の向き 印刷の向きを指定します。 

給紙方法 用紙の給紙方法を選択します。 

「自動選択」のまま印刷すると、[デバイス

の設定]タブで同じサイズの用紙が割り当て

られている給紙方法で印刷します。同じ用紙

サイズがどの給紙方法にも割り当てられて

いない場合は、手差しで印刷します。 

給紙方法については、「給紙方法」（391ペ

ージ）を参照してください。 

グラフィックス 解像度 解像度を設定します。180×180dpi のみと

なります。 

ドキュメントの 

オプション 

ハーフトーン

カラーの調整

ハーフトーンカラーを設定します。 

「ハーフトーンカラーの調整」ボタンをク

リックすると「ハーフトーンカラーの調整」

ウィンドウが表示されます。 
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設定項目 設定内容 備 考 

印刷品質 

(注 1) 

印字品質および印字方向の設定をします。

・高品質（両方向印字）： 

高品質モードで両方向印字を行います。

・高品質（片方向印字）： 

高品質モードで片方向印字を行います。

・高速（両方向印字）： 

高速モードで両方向印字を行います。 

・高速（片方向印字）： 

高速モードで片方向印字を行います。 

・プリンタ設定優先（両方向印字）： 

印字方向は両方向、印刷品質はプリンタ

の設定に従います。 

・プリンタ設定優先（片方向印字）： 

印字方向は片方向、印刷品質はプリンタ

の設定に従います。 

ドキュメントの 

オプション 

 

濃淡 印字圧の設定をします。 

(注 2) ・標準 ：標準の印字圧で印刷します。 

・高複写：高複写の印字圧で印刷します。

テキストをグ

ラフックスと

して印刷 

テキストをグラフィックスとして印刷する

かどうかの設定をします。 

・オフ : テキストを設定されているフォ

ントで印刷します。 

・オン : プリンタフォントを使用せず、グ

ラフィックスでテキストを印刷

します。 

メタファイル

スプーリング

メタファイルのスプーリングの設定をします。

・オフ : 印刷データをスプールしてから

印刷します。 

・オン : 印刷データを直接プリンタに送

ります。 

注１） プリンタドライバのプロパティによる印字方向指定は、プリンタの印字方向
設定が「両方向」に設定されているときのみ有効になります。プリンタの印
字方向が「片方向」に設定されているときは、プリンタドライバのプロパティ
設定にかかわらす「片方向印字」となります。 

注２） この項目は FMPR3000G のみ表示されます。 
「高複写」は、複写紙の印字能力を上げるときに使用します。 
「高複写」に設定すると、印字速度は遅くなります。 

「FUJITSU FMPR3000 ドキュメントの設定」を選択すると、次のボタンが

表示されます。 

変更したオプションを元に戻す 変更した設定をプロパティシートを開い

たときの状態に戻します。 

ラスタプリンタドライバの 

バージョン情報 

本プリンタに関する情報を表示します。 
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〔デバイスの設定〕（注 2） 

 

給紙方法と用紙の割り当て、ハーフトーンの設定を行います。 

設定項目 内 容 

給紙方法と 

用紙の割り当て

給紙方法に対して、用紙を割り当てます。ドキュメン

トのプロパティの給紙方法で「自動選択」を指定した

場合は、同一サイズの用紙を複数の給紙方法に割り当

てないでください。 

同じ給紙方法がどの給紙方法にも割り当てられていな

い場合は、手差しで印刷します。 

デバイスの設定で割り当てた給紙方法と用紙サイズが

ドキュメントのプロパティの用紙サイズおよび給紙方

法の設定と一致しないときは、印刷中に給紙口が切り

替わったり、行ずれや印字切れが発生することがあり

ます。 

本設定を必ず行い、ドキュメントのプロパティの設定

と一致させてください。 

ハーフトーン

セットアップ

「ハーフトーンセットアップ」ボタンをクリックする

と「デバイスカラー/ハーフトーンのプロパティ」ウィ

ンドウが表示されます。 

 

「FUJITSU FMPR3000 デバイスの設定」を選択すると、次のボタンが表

示されます。 

変更したオプションを元に 

戻す 

変更した設定をプロパティシートを開

いたときの状態に戻します。 

ラスタプリンタドライバの 

バージョン情報 

本プリンタに関する情報を表示します。

371 



第 2章 プリンタドライバの設定 

■ Windows 98/Me の設定画面 

Windows 98/Me でのプリンタドライバの設定は、「プリンタのプロパテ

ィ」で行います。 

プリンタのプロパティは、アプリケーションソフトから表示させる方法

と、Windows のスタートメニューから表示させる方法があります。 

表示方法によって設定できる項目が変わりますので、ご注意ください。 

 ガイド  

・ アプリケーションソフトによっては、データ保存時に印刷に関

する設定（プリンタドライバの設定を含む）を保存します。こ

のため、アプリケーションソフト側から変更するまで、保存し

てある設定値で印刷されることがあります。また、アプリケー

ション側で用紙サイズなどを設定できるものもあります。 

・ ここでは、FUJITSU FMPR3000G の Windows 98 を例に説明して

います。FUJITSU FMPR2000G をお使いの場合は、“FMPR3000”

を“FMPR2000”と読み替えてください。 
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 アプリケーションソフトからの設定画面 

（プリンタ設定のプロパティ） 

 

各アプリケーションソフトでのプリンタの設定項目から表示するプリ

ンタのプロパティです。 

印刷時の用紙サイズや解像度などの印刷に関する設定が行えます。 

【設定画面の表示と設定の変更】 
プリンタ設定のプロパティを表示する方法は、アプリケーションソフト

ごとに異なります。 

ここでは、ワードパットを例に説明します。 

 １ ワードパッドの〔ファイル〕メニューから、〔ページ設定〕を選択

する 

 ２ ページ設定画面が表示されたら、〔プリンタ〕を選択する 

 ３ プリンタ名を確認し、〔プロパティ〕を選択する 

この画面で表示されるプリンタ名は、プリンタフォルダで「通常使う

プリンタ」に設定されているプリンタが表示されます。 

プリンタ名を確認し、設定を変更したいプリンタを選択してください。 
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 ４ 目的の項目を含むタブをクリックし、設定を変更する 

〔OK〕をクリックすると変更した設定が保存されます。 

〔キャンセル〕をクリックすると、変更した設定を保存しないで「ド

キュメントのプロパティ」ウィンドウを終了します。 

〔規定値に戻す〕のあるウィンドウでは、これをクリックすると現

在設定中のウィンドウの内容を標準値に戻します。 

 ５ 〔OK〕をクリックし、〔ページ設定〕ウィンドウを閉じる 

〔OK〕をクリックすると変更した設定が保存されます。 

〔キャンセル〕をクリックすると、変更した設定を保存しないで「ペ

ージ設定」ウィンドウを終了します。 

印刷を行うときは、ワードパッドの〔ファイル〕メニューから〔印

刷〕を選択します。 
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 〔スタート〕からの設定画面（プリンタのプロパティ） 

 

プリンタドライバやポートの選択などが行えます。 

また、用紙サイズや解像度などの印刷に関する既定値の設定が行えます。 

アプリケーションソフトで用紙やプリンタなどの印刷に関する設定を

行わない場合は、この設定値で印刷します。 

 ガイド  

・ 本書では、FUJITSU FMPR3000 または FMPR2000 プリンタドライ

バが提供する機能についてのみ記載しています。 

〔全般（または情報）〕，〔詳細〕，〔共有〕タブの内容に

ついては、Windows 98/Me オペレーティングシステムの取扱説

明書、またはヘルプを参照願います。 

【設定画面の表示と設定の変更】 

 １ 〔スタート〕から、〔設定〕〔プリンタ〕の順に選択する 

 ２ FUJITSU FMPR3000 プリンタのアイコンをクリックし、〔ファイル〕

メニューから〔プロパティ〕を選択する 

 ３ 目的の項目を含むタブをクリックし、設定を変更する 

〔OK〕をクリックすると、変更した設定を保存してプロパティを終了

します。 

〔キャンセル〕をクリックすると、変更した設定を保存しないでプロ

パティを終了します。 

〔既定値に戻す〕のあるウィンドウでは、これをクリックすると現在

設定中のウィンドウの内容を標準値に戻します。 
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 ダイアログ一覧 

〔用紙〕 

 

用紙サイズ、印刷の向き、給紙方法などの用紙に関する設定を行います。 

設定項目 内 容 

用紙サイズ 用紙サイズを選択します。 

･ 特別なサイズの用紙を使う場合、ユーザー定義サイ

ズを選択し、用紙の幅と長さを設定します。用紙の

幅、長さについては、『プリンタ編』「第４章 用

紙について」の「用紙サイズおよび印字領域」の範

囲で使用してください。 

･ 複数のユーザー定義サイズの用紙を使いたい場合

は、プリンタドライバをユーザー定義サイズごとに

インストールしてください。ドライバの名前にサイ

ズ名を指定すれば、ドライバの切り替えで使用でき

ます。 

 
･ 選択できる用紙サイズについては、「印刷可能領域」

（380ページ）を参照してください。 
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設定項目 内 容 

印刷の向き 印刷の向きを選択します。 

・縦 : 用紙を縦長に使って印刷します。 

・横 : 用紙を横長に使って印刷します。 

詳細は「印刷の向き」（390ページ）を参照してください。

給紙方法 用紙の給紙方法を選択します。詳細は「給紙方法」（391

ページ）を参照してください。 

余白の編集 余白の編集を行います。 

選択した用紙サイズに最適な値が設定されています。設

定を変更すると印刷位置がずれる場合があります。 

本機能はアプリケーションソフトからは設定できません。

バージョン 

情報 

本プリンタドライバに関する情報を表示します。 

標準に戻す 現在開いているプロパティ内のすべての設定を標準の

状態に戻します。 
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〔グラフィックス〕 

 

解像度やディザパターンなどを設定します。 

設定項目 内 容 

解像度 印刷するデータの解像度を次の中から指定します 

FMPR3000 および FMPR2000 プリンタドライバは、180×

180dpi のみとなります。 

ディザリング ディザリングとは、中間色をドットの組み合わせで表現

することです。選んだディザリングの設定によって、グ

ラフィックイメージがどの程度に細かく印刷されるか

が決まります。 

なし : ディザリングをおこないません。 

粗く : グラフィックイメージを粗いパター

ンで表現します。 

細かく : グラフィックイメージを細かいパタ

ーンで表現します。（既定値） 

ラインアート : グラフィックイメージを線の太さで

表現します。印刷をするグラフィック

イメージの、黒・白・グレーの間には

っきりした境界線がある場合に指定

してください。 

誤差拡散法 : はっきりした境界のない写真や絵を

印刷するときに指定します。 

濃度 濃度を変えると、印刷濃度が調整できます。 
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〔デバイスオプション〕 

 

印刷品質の設定を行います。 

設定項目 内 容 

印刷密度 印刷密度(印字圧)の設定をします。 

・標準 : 標準の印字圧で印刷します。 (注 1) 
・高複写 : 高複写の印字圧で印刷します。 

印字品質および印字方向の設定をします。 印刷品質 
・ 高品質 : 高品質モードで両方向印字を 
（両方向印字）  行います。（規定値） 

(注 2) 

 
・ 高品質 : 高品質モードで片方向印字を 
（片方向印字）  行います。（規定値） 
・ 高速 : 高速モードで両方向印字を 
（両方向印字）  行います。 
・高速 : 高速モードで片方向印字を 
（片方向印字）  行います。 
・ プリンタ設定優先 : 印字方向は両方向、印字品質は
（両方向印字）  プリンタの設定に従います。 
・ プリンタ設定優先 : 印字方向は片方向、印字品質は
（片方向印字）  プリンタの設定に従います。 

注１） プリンタドライバのプロパティによる印字方向指定は、プリンタの印字方向
設定が「両方向」に設定されているときのみ有効になります。プリンタの印
字方向が「片方向」に設定されているときは、プリンタドライバのプロパティ
設定にかかわらす「片方向印字」となります。 

注２） この項目は FMPR3000G のみ表示されます。 
「高複写」は、複写紙の印字能力を上げるときに使用します。 
「高複写」に設定すると、印字速度は遅くなります。 
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印刷可能領域 ––––––––––––––––––––––––– 

このプリンタドライバで使用できる用紙サイズおよび印刷範囲は、次

のようになっています。 

 FMPR3000G 用紙サイズ 

単位：mm 

縦（ポートレート） 横（ランドスケープ）
用紙 

用紙幅 用紙長 用紙幅 用紙長 

A3 297.00 420.00 420.00 297.00 

A4 210.00 297.00 297.00 210.00 

A5 148.00 210.00 210.00 148.00 

A6 105.00 148.00 148.00 105.00 

B4(JIS) 257.00 364.00 364.00 257.00 

B5(JIS) 182.00 257.00 257.00 182.00 

レター 215.90 279.40 279.40 215.90 

リーガル 215.90 355.60 355.60 215.90 

はがき 100.00 148.00 148.00 100.00 

往復はがき － － 148.00 200.00 

封筒(長形 4号) － － 205.00 90.00 

封筒(長形 3号) － － 235.00 120.00 

封筒(洋形 2号) － － 162.00 114.00 

封筒(US10) － － 239.00 105.00 

封筒(German Type) － － 220.00 111.00 

10×10inch 連続紙(136 桁) 254.00 254.00 － － 

10×11inch 連続紙(136 桁) 254.00 279.40 － － 

10×12inch 連続紙(136 桁) 254.00 304.80 － － 

12×11inch 連続紙(136 桁) 304.80 279.40 － － 

15×10inch 連続紙(136 桁) 381.00 254.00 － － 

15×11inch 連続紙(136 桁) 381.00 279.40 － － 

15×12inch 連続紙(136 桁) 381.00 304.80 － － 

縦 1 ｲﾝﾁ(25.4mm) 連続紙 381.00 25.40 － － 

縦 2 ｲﾝﾁ(50.8mm) 連続紙 381.00 50.80 － － 

縦 2.5 ｲﾝﾁ(63.5mm) 連続紙 381.00 63.50 － － 

縦 3 ｲﾝﾁ(76.2mm) 連続紙 381.00 76.20 － － 

縦 3 1/3 ｲﾝﾁ(84.7mm) 連続紙 381.00 84.67 － － 

縦 3 2/3 ｲﾝﾁ(93.1mm) 連続紙 381.00 93.14 － － 

縦 4 ｲﾝﾁ(101.6mm) 連続紙 381.00 101.60 － － 

縦 4 1/3 ｲﾝﾁ(110.1mm) 連続紙 381.00 110.06 － － 

縦 4.5 ｲﾝﾁ(114.3mm) 連続紙 381.00 114.30 － － 

縦 4 2/3 ｲﾝﾁ(118.5mm) 連続紙 381.00 118.53 － － 

縦 5 ｲﾝﾁ(127.0mm) 連続紙 381.00 127.00 － － 
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縦（ポートレート） 横（ランドスケープ）
用紙 

用紙幅 用紙長 用紙幅 用紙長 

縦 5 1/3 ｲﾝﾁ(135.5mm) 連続紙 381.00 135.46 － － 

縦 5 2/3 ｲﾝﾁ(143.9mm) 連続紙 381.00 143.93 － － 

縦 6 ｲﾝﾁ(152.4mm) 連続紙 381.00 152.40 － － 

縦 7 ｲﾝﾁ(177.8mm) 連続紙 381.00 177.80 － － 

縦 8 ｲﾝﾁ(203.2mm) 連続紙 381.00 203.20 － － 

縦 9 ｲﾝﾁ(228.6mm) 連続紙 381.00 228.60 － － 

縦 10 ｲﾝﾁ(254.0mm) 連続紙 381.00 254.00 － － 

縦 10.5 ｲﾝﾁ(266.7mm) 連続紙 381.00 266.70 － － 

縦 11 ｲﾝﾁ(279.4mm) 連続紙 381.00 279.40 － － 

縦 11.5 ｲﾝﾁ(292.1mm) 連続紙 381.00 292.10 － － 

縦 12 ｲﾝﾁ(304.8mm) 連続紙 381.00 304.80 － － 

縦 13 ｲﾝﾁ(330.2mm) 連続紙 381.00 330.20 － － 

縦 14 ｲﾝﾁ(355.6mm) 連続紙 381.00 355.60 － － 

縦 5.5 ｲﾝﾁ(139.7mm) 連続紙 381.00 139.70 － － 

縦 6.5 ｲﾝﾁ(165.1mm) 連続紙 381.00 165.10 － － 

縦 6 2/3 ｲﾝﾁ(169.3mm) 連続紙 381.00 169.33 － － 

縦 7.5 ｲﾝﾁ(190.5mm) 連続紙 381.00 190.50 － － 

縦 8.5 ｲﾝﾁ(215.9mm) 連続紙 381.00 215.90 － － 

縦 9.5 ｲﾝﾁ(241.3mm) 連続紙 381.00 241.30 － － 

縦 10inch(3 等分)連続紙(136 桁） 381.00 84.67 － － 

縦 10inch(4 等分)連続紙(136 桁） 381.00 63.50 － － 

縦 10inch(5 等分)連続紙(136 桁） 381.00 50.80 － － 

縦 11inch(3 等分)連続紙(136 桁） 381.00 93.14 － － 

縦 11inch(4 等分)連続紙(136 桁） 381.00 69.85 － － 

縦 11inch(5 等分)連続紙(136 桁） 381.00 55.88 － － 

縦 11inch(6 等分)連続紙(136 桁） 381.00 46.57 － － 

縦 12.5 ｲﾝﾁ(317.5mm) 連続紙 381.00 317.50 － － 

ユーザー定義サイズ   注１ 100.00 25.40 － － 

注 1） この値はデフォルト値です。設定可能範囲（mm）は、用紙幅が 100.00～420.00 で、

用紙長が 25.40～420.00 です。 

注 2） Windows NT 4.0/2000/XP/2003/Vista/2008/7/2008 R2 でのユーザー定義サイ

ズ用紙はプリンタフォルダを開いて、〔ファイル〕メニューの〔サーバーのプロパティ〕

または〔プリントサーバーのプロパティ〕で作成します。 

注 3） 「縦 5.5 ｲﾝﾁ（139.7mm）連続紙」から「縦 12.5 ｲﾝﾁ（317.5mm）連続紙」までの連帳

用紙は、Windows 98/Me プリンタドライバのみのサポートとなります。 

注 4） プリンタドライバのバージョンによっては、連帳用紙名が異なる場合があります。 
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 ガイド  

ユーザー定義サイズ用紙について 

・ 用紙幅はプリンタにセットできる用紙の最大幅（約 420.0mm

まで）設定できますが、印刷可能範囲内（最大 345.44mm）

で使用してください。最大印刷可能範囲を越えると、正しく

印刷されない場合があります。 

・ ユーザー定義サイズ用紙を使用する場合、Windows オペレー

ティングシステムの演算誤差により用紙送りの累積で印字

ずれが発生することがあります。その場合は、ユーザー定義

サイズ用紙の高さ(Windows のバージョンによっては長さと

表示されます)を調整するか、複数ページを１つの単位とし

た用紙を作成してください。 

・ 単票印刷の場合、用紙の最小長が75.9mm設定まで印刷できます

が、規格は76.0mmですので76.0mm以上に設定してください。 

・ ユーザー定義サイズ用紙の作成方法については、本章の394

ページを参照してください。 
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 FMPR3000G 印刷領域 

単位：mm 

余白（既定値） 
給紙方法 

上端 下端 

手差し(4.2mm) 4.23 4.23 

手差し(8.5mm) 8.47 4.23 

手差し(封筒) 25.40 25.40 

トラクタフィーダ 0.00 0.00 

カットシートフィーダ/ビン＃１(4.2mm) 4.23 4.23 

カットシートフィーダ/ビン＃１(8.5mm) 8.47 4.23 

カットシートフィーダ/ビン＃１(封筒) 25.40 25.40 

カットシートフィーダ/ビン＃２(4.2mm) 4.23 4.23 

カットシートフィーダ/ビン＃２(8.5mm) 8.47 4.23 

単位：mm 

余白（既定値） 
用紙 

左端 右端 

A3 5.08 5.08 

A3 横 37.96 36.69 

A4，A4 横 5.08 5.08 

A5，A5 横 5.08 5.08 

A6，A6 横 5.08 5.08 

B4(JIS) 5.08 5.08 

B4(JIS)横 5.08 13.55 

B5(JIS)，B5(JIS)横 5.08 5.08 

レター 5.08 5.08 

リーガル 5.08 5.08 

はがき 5.08 5.08 

往復はがき 5.08 5.08 

封筒(長形 4号) 5.08 5.08 

封筒(長形 3号) 5.08 5.08 

封筒(洋形 2号) 5.08 5.08 

封筒(US10） 5.08 5.08 

封筒(German Type) 5.08 5.08 

10×10inch 連続紙(136 桁) 0.00 0.00 

10×11inch 連続紙(136 桁) 0.00 0.00 

10×12inch 連続紙(136 桁) 0.00 0.00 

12×11inch 連続紙(136 桁) 0.00 0.00 

15×10inch 連続紙(136 桁) 0.00 35.56 

15×11inch 連続紙(136 桁) 0.00 35.56 

15×12inch 連続紙(136 桁) 0.00 35.56 

縦 1 ｲﾝﾁ(25.4mm) 連続紙 0.00 35.56 

縦 2 ｲﾝﾁ(50.8mm) 連続紙 0.00 35.56 

縦 2.5 ｲﾝﾁ(63.5mm) 連続紙 0.00 35.56 

383 



第 2章 プリンタドライバの設定 

余白（既定値） 
用紙 

左端 右端 

縦 3 ｲﾝﾁ(76.2mm) 連続紙 0.00 35.56 

縦 3 1/3 ｲﾝﾁ(84.7mm) 連続紙 0.00 35.56 

縦 3 2/3 ｲﾝﾁ(93.1mm) 連続紙 0.00 35.56 

縦 4 ｲﾝﾁ(101.6mm) 連続紙 0.00 35.56 

縦 4 1/3 ｲﾝﾁ(110.1mm) 連続紙 0.00 35.56 

縦 4.5 ｲﾝﾁ(114.3mm) 連続紙 0.00 35.56 

縦 4 2/3 ｲﾝﾁ(118.5mm) 連続紙 0.00 35.56 

縦 5 ｲﾝﾁ(127.0mm) 連続紙 0.00 35.56 

縦 5 1/3 ｲﾝﾁ(135.5mm) 連続紙 0.00 35.56 

縦 5 2/3 ｲﾝﾁ(143.9mm) 連続紙 0.00 35.56 

縦 6 ｲﾝﾁ(152.4mm) 連続紙 0.00 35.56 

縦 7 ｲﾝﾁ(177.8mm) 連続紙 0.00 35.56 

縦 8 ｲﾝﾁ(203.2mm) 連続紙 0.00 35.56 

縦 9 ｲﾝﾁ(228.6mm) 連続紙 0.00 35.56 

縦 10 ｲﾝﾁ(254.0mm) 連続紙 0.00 35.56 

縦 10.5 ｲﾝﾁ(266.7mm) 連続紙 0.00 35.56 

縦 11 ｲﾝﾁ(279.4mm) 連続紙 0.00 35.56 

縦 11.5 ｲﾝﾁ(292.1mm) 連続紙 0.00 35.56 

縦 12 ｲﾝﾁ(304.8mm) 連続紙 0.00 35.56 

縦 13 ｲﾝﾁ(330.2mm) 連続紙 0.00 35.56 

縦 14 ｲﾝﾁ(355.6mm) 連続紙 0.00 35.56 

縦 5.5 ｲﾝﾁ(139.7mm) 連続紙 0.00 35.56 

縦 6.5 ｲﾝﾁ(165.1mm) 連続紙 0.00 35.56 

縦 6 2/3 ｲﾝﾁ(169.3mm) 連続紙 0.00 35.56 

縦 7.5 ｲﾝﾁ(190.5mm) 連続紙 0.00 35.56 

縦 8.5 ｲﾝﾁ(215.9mm) 連続紙 0.00 35.56 

縦 9.5 ｲﾝﾁ(241.3mm) 連続紙 0.00 35.56 

縦 10inch(3 等分)連続紙(136 桁） 0.00 35.56 

縦 10inch(4 等分)連続紙(136 桁） 0.00 35.56 

縦 10inch(5 等分)連続紙(136 桁） 0.00 35.56 

縦 11inch(3 等分)連続紙(136 桁） 0.00 35.56 

縦 11inch(4 等分)連続紙(136 桁） 0.00 35.56 

縦 11inch(5 等分)連続紙(136 桁） 0.00 35.56 

縦 11inch(6 等分)連続紙(136 桁） 0.00 35.56 

縦 12.5 ｲﾝﾁ(317.5mm) 連続紙 0.00 35.56 

ユーザー定義サイズ 5.08 5.08 

注 1） 上端、下端余白は給紙方法によって異なります。 

注 2） プリンタドライバのバージョンによっては、連帳用紙名が異なる場合があります。 
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・ 封筒を使用する場合の余白量については、『プリンタ編』「第 4

章 用紙について」（79 ページ）の用紙規格に合わせて調整して

ください。 

・ 「縦 1 ｲﾝﾁ（25.4mm）連続紙」～「縦 12.5 ｲﾝﾁ（317.5mm）連続紙」

の連続紙については、用紙幅を全て 15inch に規定してありますの

で、使用する場合には『プリンタ編』「第 4 章 用紙について」

（79 ページ）の用紙規格を参照し、規格範囲内で右端余白を適宜

設定してください。また、これらの連続紙を使用する場合、アプ

リケーションによりヘッダ、フッタの位置がずれる場合がありま

す。この場合、アプリケーションでヘッダ、フッダの位置を調節

して印刷してください。 

お願い 
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 FMPR2000G 用紙サイズ 

単位：mm 

縦（ポートレート） 横（ランドスケープ）
用紙 

用紙幅 用紙長 用紙幅 用紙長 

A4 210.00 297.00 － － 

A5 148.00 210.00 210.00 148.00 

A6 105.00 148.00 148.00 105.00 

B4(JIS) 257.00 364.00 － － 

B5(JIS) 182.00 257.00 257.00 182.00 

レター 215.90 279.40 － － 

リーガル 215.90 355.60 － － 

はがき 100.00 148.00 148.00 100.00 

往復はがき － － 148.00 200.00 

封筒(長形 4号) － － 205.00 90.00 

封筒(長形 3号) － － 235.00 120.00 

封筒(洋形 2号) － － 162.00 114.00 

封筒(US10) － － 239.00 105.00 

封筒(German Type) － － 220.00 111.00 

10×11inch 連続紙(80 桁) 254.00 279.40 － － 

縦 1 ｲﾝﾁ(25.4mm) 連続紙(80 桁) 254.00 25.40 － － 

縦 2 ｲﾝﾁ(50.8mm) 連続紙(80 桁) 254.00 50.80 － － 

縦 2.5 ｲﾝﾁ(63.5mm) 連続紙(80 桁) 254.00 63.50 － － 

縦 3 ｲﾝﾁ(76.2mm) 連続紙(80 桁) 254.00 76.20 － － 

縦 3 1/3 ｲﾝﾁ(84.7mm) 連続紙(80 桁) 254.00 84.67 － － 

縦 3 2/3 ｲﾝﾁ(93.1mm) 連続紙(80 桁) 254.00 93.14 － － 

縦 4 ｲﾝﾁ(101.6mm) 連続紙(80 桁) 254.00 101.60 － － 

縦 4 1/3 ｲﾝﾁ(110.1mm) 連続紙(80 桁) 254.00 110.06 － － 

縦 4.5 ｲﾝﾁ(114.3mm) 連続紙(80 桁) 254.00 114.30 － － 

縦 4 2/3 ｲﾝﾁ(118.5mm) 連続紙(80 桁) 254.00 118.53 － － 

縦 5 ｲﾝﾁ(127.0mm) 連続紙(80 桁) 254.00 127.00 － － 

縦 5 1/3 ｲﾝﾁ(135.5mm) 連続紙(80 桁) 254.00 135.46 － － 

縦 5 2/3 ｲﾝﾁ(143.9mm) 連続紙(80 桁) 254.00 143.93 － － 

縦 6 ｲﾝﾁ(152.4mm) 連続紙(80 桁) 254.00 152.40 － － 

縦 7 ｲﾝﾁ(177.8mm) 連続紙(80 桁) 254.00 177.80 － － 

縦 8 ｲﾝﾁ(203.2mm) 連続紙(80 桁) 254.00 203.20 － － 

縦 9 ｲﾝﾁ(228.6mm) 連続紙(80 桁) 254.00 228.60 － － 

縦 10 ｲﾝﾁ(254.0mm) 連続紙(80 桁) 254.00 254.00 － － 

縦 10.5 ｲﾝﾁ(266.7mm) 連続紙(80 桁) 254.00 266.70 － － 

縦 11 ｲﾝﾁ(279.4mm) 連続紙(80 桁) 254.00 279.40 － － 

縦 11.5 ｲﾝﾁ(292.1mm) 連続紙(80 桁) 254.00 292.10 － － 

縦 12 ｲﾝﾁ(304.8mm) 連続紙(80 桁) 254.00 304.80 － － 

縦 13 ｲﾝﾁ(330.2mm) 連続紙(80 桁) 254.00 330.20 － － 

縦 14 ｲﾝﾁ(355.6mm) 連続紙(80 桁) 254.00 355.60 － － 

縦 5.5 ｲﾝﾁ(139.7mm) 連続紙(80 桁) 254.00 139.70 － － 
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縦（ポートレート） 横（ランドスケープ）
用紙 

用紙幅 用紙長 用紙幅 用紙長 

縦 6.5 ｲﾝﾁ(165.1mm) 連続紙(80 桁) 254.00 165.10 － － 

縦 6 2/3 ｲﾝﾁ(169.3mm) 連続紙(80 桁) 254.00 169.33 － － 

縦 7.5 ｲﾝﾁ(190.5mm) 連続紙(80 桁) 254.00 190.50 － － 

縦 8.5 ｲﾝﾁ(215.9mm) 連続紙(80 桁) 254.00 215.90 － － 

縦 9.5 ｲﾝﾁ(241.3mm) 連続紙(80 桁) 254.00 241.30 － － 

縦 10inch(3 等分)連続紙(80 桁） 254.00 84.67 － － 

縦 10inch(4 等分)連続紙(80 桁) 254.00 63.50 － － 

縦 10inch(5 等分)連続紙(80 桁) 254.00 50.80 － － 

縦 11inch(3 等分)連続紙(80 桁) 254.00 93.14 － － 

縦 11inch(4 等分)連続紙(80 桁) 254.00 69.85 － － 

縦 11inch(5 等分)連続紙(80 桁) 254.00 55.88 － － 

縦 11inch(6 等分)連続紙(80 桁) 254.00 46.57 － － 

縦 12.5 ｲﾝﾁ(317.5mm) 連続紙(80 桁) 254.00 317.50 － － 

ユーザー定義サイズ   注１ 101.60 25.40 － － 

注 1) この値はデフォルト値です。設定可能範囲（mm）は、用紙幅が 101.60～266.70 で、

用紙長が 25.40～364.00 です。 

注 2) Windows NT 4.0/2000/XP/2003/Vista/2008/7/2008 R2 でのユーザー定義サイ

ズ用紙はプリンタフォルダを開いて、〔ファイル〕メニューの〔サーバーのプロパティ〕

で作成します。 

注 3) 「縦5.5 ｲﾝﾁ（139.7mm）連続紙(80桁)」から「縦12.5 ｲﾝﾁ（317.5mm）連続紙(80桁)」ま

での連帳用紙は、Windows 98/Meプリンタドライバのみのサポートとなります。 

注 4) プリンタドライバのバージョンによっては、連帳用紙名が異なる場合があります。 

 ガイド  

ユーザー定義サイズ用紙について 

・ 用紙幅はプリンタにセットできる用紙の最大幅（約 266.7mm

まで）設定できますが、印刷可能範囲内（最大 203.20mm）

で使用してください。最大印刷可能範囲を越えると、正しく

印刷されない場合があります。 

・ ユーザー定義サイズ用紙を使用する場合、Windows オペレー

ティングシステムの演算誤差により用紙送りの累積で印字

ずれが発生することがあります。その場合は、ユーザー定義

サイズ用紙の高さ(Windows のバージョンによっては長さと

表示されます)を調整するか、複数ページを１つの単位とし

た用紙を作成してください。 

・ ユーザー定義サイズ用紙の作成方法については、本章の394

ページを参照してください。 
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 FMPR2000G 印刷領域 

単位：mm 

余白（既定値） 
給紙方法 

上端 下端 

手差し 4.23 4.23 

手差し(封筒) 25.40 25.40 

トラクタフィーダ(オートティアオフ無効) 0.00 0.00 

トラクタフィーダ(オートティアオフ有効) 0.00 0.00 

 

単位：mm 

余白（既定値） 
用紙 

左端 右端 

A4 5.08 5.08 

A5 5.08 5.08 

A6 5.08 5.08 

B4(JIS) 13.40 40.43 

B5(JIS) 5.08 5.08 

レター 5.08 7.62 

リーガル 5.08 7.62 

はがき 5.08 5.08 

往復はがき 5.08 5.08 

封筒（長形 4号） 5.08 5.08 

封筒（長形 3号） 5.08 26.67 

封筒（洋形 2号） 5.08 5.08 

封筒（US10） 5.08 30.70 

封筒（German Type） 5.08 11.71 

10×11inch 連続紙(80 桁) 0.00 50.80 

縦 1 ｲﾝﾁ(25.4mm) 連続紙(80 桁) 0.00 50.80 

縦 2 ｲﾝﾁ(50.8mm) 連続紙(80 桁) 0.00 50.80 

縦 2.5 ｲﾝﾁ(63.5mm) 連続紙(80 桁) 0.00 50.80 

縦 3 ｲﾝﾁ(76.2mm) 連続紙(80 桁) 0.00 50.80 

縦 3 1/3 ｲﾝﾁ(84.7mm) 連続紙(80 桁) 0.00 50.80 

縦 3 2/3 ｲﾝﾁ(93.1mm) 連続紙(80 桁) 0.00 50.80 

縦 4 ｲﾝﾁ(101.6mm) 連続紙(80 桁) 0.00 50.80 

縦 4 1/3 ｲﾝﾁ(110.1mm) 連続紙(80 桁) 0.00 50.80 

縦 4.5 ｲﾝﾁ(114.3mm) 連続紙(80 桁) 0.00 50.80 

縦 4 2/3 ｲﾝﾁ(118.5mm) 連続紙(80 桁) 0.00 50.80 

縦 5 ｲﾝﾁ(127.0mm) 連続紙(80 桁) 0.00 50.80 

縦 5 1/3 ｲﾝﾁ(135.5mm) 連続紙(80 桁) 0.00 50.80 

縦 5 2/3 ｲﾝﾁ(143.9mm) 連続紙(80 桁) 0.00 50.80 

縦 6 ｲﾝﾁ(152.4mm) 連続紙(80 桁) 0.00 50.80 

縦 7 ｲﾝﾁ(177.8mm) 連続紙(80 桁) 0.00 50.80 

縦 8 ｲﾝﾁ(203.2mm) 連続紙(80 桁) 0.00 50.80 

縦 9 ｲﾝﾁ(228.6mm) 連続紙(80 桁) 0.00 50.80 
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余白（既定値） 
用紙 

左端 右端 

縦 10 ｲﾝﾁ(254.0mm) 連続紙(80 桁) 0.00 50.80 

縦 10.5 ｲﾝﾁ(266.7mm) 連続紙(80 桁) 0.00 50.80 

縦 11 ｲﾝﾁ(279.4mm) 連続紙(80 桁) 0.00 50.80 

縦 11.5 ｲﾝﾁ(292.1mm) 連続紙(80 桁) 0.00 50.80 

縦 12 ｲﾝﾁ(304.8mm) 連続紙(80 桁) 0.00 50.80 

縦 13 ｲﾝﾁ(330.2mm) 連続紙(80 桁) 0.00 50.80 

縦 14 ｲﾝﾁ(355.6mm) 連続紙(80 桁) 0.00 50.80 

縦 5.5 ｲﾝﾁ(139.7mm) 連続紙(80 桁) 0.00 50.80 

縦 6.5 ｲﾝﾁ(165.1mm) 連続紙(80 桁) 0.00 50.80 

縦 6 2/3 ｲﾝﾁ(169.3mm) 連続紙(80 桁) 0.00 50.80 

縦 7.5 ｲﾝﾁ(190.5mm) 連続紙(80 桁) 0.00 50.80 

縦 8.5 ｲﾝﾁ(215.9mm) 連続紙(80 桁) 0.00 50.80 

縦 9.5 ｲﾝﾁ(241.3mm) 連続紙(80 桁) 0.00 50.80 

縦 10inch(3 等分)連続紙(80 桁） 0.00 50.80 

縦 10inch(4 等分)連続紙(80 桁) 0.00 50.80 

縦 10inch(5 等分)連続紙(80 桁) 0.00 50.80 

縦 11inch(3 等分)連続紙(80 桁) 0.00 50.80 

縦 11inch(4 等分)連続紙(80 桁) 0.00 50.80 

縦 11inch(5 等分)連続紙(80 桁) 0.00 50.80 

縦 11inch(6 等分)連続紙(80 桁) 0.00 50.80 

縦 12.5 ｲﾝﾁ(317.5mm) 連続紙(80 桁) 0.00 50.80 

ユーザー定義サイズ 5.08 5.08 

注 1） 上端、下端余白は給紙方法によって異なります。 

注 2） プリンタドライバのバージョンによっては、連帳用紙名が異なる場合があります。 

 

 

・ 封筒を使用する場合の余白量については、『プリンタ編』「第 4

章 用紙について」（79 ページ）の用紙規格に合わせて調整して

ください。 

・ 「縦 1 ｲﾝﾁ（25.4mm）連続紙（80 桁）」～「縦 12.5 ｲﾝﾁ（317.5mm）

連続紙(80 桁)」の連続紙については、用紙幅を全て 10inch に規定

してありますので、使用する場合には『プリンタ編』「第 4章 用

紙について」（79 ページ）の用紙規格を参照し、規格範囲内で右

端余白を適宜設定してください。また、これらの連続紙を使用す

る場合、アプリケーションによりヘッダ、フッタの位置がずれる

場合があります。この場合、アプリケーションでヘッダ、フッダ

の位置を調節して印刷してください。 

お願い 
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印刷の向き ––––––––––––––––––––––––––– 

印刷方向は、プリンタドライバの設定画面の「印刷の向き」の設定に

より次のようになります。 

印刷方向：縦 印刷方向：横 

  

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
．
．
．
．
．
 

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
．
．
．
．
 

ＡＢＣＤ．．．．

ＡＢＣＤＥ．．．．
用
紙
送
り
方
向 

用
紙
送
り
方
向 

 

 ガイド  

・ アプリケーションにより、Windows 画面への表示方法や印刷

方法が異なる場合があります。 
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給紙方法 ––––––––––––––––––––––––––––– 

印刷のときに、どこから用紙を給紙するかを指定します。次のいずれ

かを指定することができます。 

 FMPR3000G 

・手差し(4.2mm) 

手差し単票給紙口から給紙します。 

封筒用紙以外の単票用紙を使用するときに指定します。 

吸入した用紙の上端余白量は、4.2mm となります。 

・手差し(8.5mm) 

手差し単票給紙口から給紙します。 

封筒用紙以外の単票用紙を使用するときに指定します。 

吸入した用紙の上端余白量は、8.5mm となります。 

・手差し(封筒) 

手差し単票給紙口から給紙します。 

封筒用紙を使用するときに指定します。 

吸入した用紙の上端余白量は、25.4mm となります。 

・トラクタフィーダ 

用紙送りトラクタから給紙します。 

用紙吸入直後の上端余白量は 4.2mm となります。 

・カットシートフィーダ/ビン＃１(4.2mm) 

カットシートフィーダ １ビンから給紙します。 

封筒用紙以外の単票用紙を使用するときに指定します。 

吸入した用紙の上端余白量は、4.2mm となります。 

・カットシートフィーダ/ビン＃１(8.5mm) 

カットシートフィーダ １ビンから給紙します。 

封筒用紙以外の単票用紙を使用するときに指定します。 

吸入した用紙の上端余白量は、8.5mm となります。 

・カットシートフィーダ/ビン＃１(封筒) 

カットシートフィーダ １ビンから給紙します。 

封筒用紙を使用するときに指定します。 

吸入した用紙の上端余白量は、25.4mm となります。 

・カットシートフィーダ/ビン＃２(4.2mm) 

カットシートフィーダ ２ビンから給紙します。 

封筒用紙以外の単票用紙を使用するときに指定します。 

吸入した用紙の上端余白量は、4.2mm となります。 

・カットシートフィーダ/ビン＃２(8.5mm) 

カットシートフィーダ ２ビンから給紙します。 

封筒用紙以外の単票用紙を使用するときに指定します。 

吸入した用紙の上端余白量は、8.5mm となります。 
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 FMPR2000G 

・手差し 

手差し単票給紙口から給紙します。 

封筒用紙以外の単票用紙を使用するときに指定します。 

・手差し（封筒） 

手差し単票給紙口から給紙します。 

封筒用紙を使用するときに指定します。 

・トラクタフィーダ（オートティアオフ無効） 

用紙送りトラクタから給紙します。 

・トラクタフィーダ（オートティアオフ有効） 

用紙送りトラクタから給紙します。 

印刷終了時にミシン目カット位置まで搬送します。 

 ガイド  

・ プリンタの機能設定の上端余白量指定をセットアップ優先に

している場合は、プリンタの共通設定の上端余白量で設定し

てある余白量になります。（『プリンタ編』「第 2 章 プリ

ンタの機能と使い方」「機能設定の変更」（34 ページ）参照）。

正しい印刷結果を得るには、プリンタの機能設定を給紙方法

に合わせる必要があります。 

・ Windows NT4.0/2000/XP/2003/Vista/2008/7/2008 R2 の給紙方

法には、「自動選択」が追加されますが、使用する給紙方法

とは異なった給紙方法が指定される場合があります。印刷に

使用する用紙に合わせ、自動選択以外の給紙方法を指定して

ください。 
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印刷品質 ––––––––––––––––––––––––––––– 

印刷の品位を設定します。 

・高品質（両方向印字） 

高品質モードで両方向印字を行います。 

・高品質（片方向印字） 

高品質モードで片方向印字を行います。 

・高速（両方向印字） 

高速モードで両方向印字を行います。 

・高速（片方向印字） 

高速モードで片方向印字を行います。 

・プリンタ設定優先（両方向印字） 

印字方向は両方向、印刷品質はプリンタの設定に従います。 

・プリンタ設定優先（片方向印字） 

印字方向は片方向、印刷品質はプリンタの設定に従います。 

 ガイド  

・ プリンタドライバのプロパティによる印字方向指定は、プリ

ンタの印字方向設定が「両方向」に設定されているときのみ

有効になります。プリンタの印字方向が「片方向」に設定さ

れているときは、プリンタドライバのプロパティ設定にかか

わらす「片方向印字」となります。 

印字圧 ––––––––––––––––––––––––––––––– 

印字圧を設定します。この項目は FMPR3000G のみ表示されます。 

お使いの OS により、印刷密度または濃淡と表示されます。 

本項目は、FMPR3000G のみ表示されます。 

・標準 

標準の印字圧で印刷します。 

・高複写 

高複写の印字圧で印刷します。 

 ガイド  

・ 「高複写」は、複写紙の印字能力を上げるときに使用します。 

「高複写」に設定すると、印字速度は遅くなります。 
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ユーザー定義サイズ用紙の作成方法 ––––––– 

ここでは、ユーザー定義サイズ用紙を作成する方法について、Windows 

XP Professional の画面を例に説明します。 

 ガイド  

・ ご使用の Windows のバージョンによっては、作成手順や表

示内容が異なる場合があります。そのときは、表示内容に

従って作成して頂くか、お使いの Windows の取扱説明書、

ヘルプを参照してください。 

・ Windows Vista/2008 では、下記手順で〔サーバーのプロパ

ティ〕を選択してください。 

(1) ビルトインアカウントの Administrator や[ユーザー

アカウント制御（UAC）]を無効でログオンしていると

きは、〔ファイル〕メニューから〔サーバーのプロパ

ティ〕を選択してください。 

(2) Administrator グループのアカウントでログオンしてい

るときは、〔ファイル〕メニューから〔管理者として実

行〕の〔サーバーのプロパティ〕を選択してください。 

〔ファイル〕メニューの〔サーバーのプロパティ〕では、

ユーザー定義サイズ用紙を作成することができません。

また、「ユーザーアカウント制御」ダイアログが表示さ

れたときは、〔続行〕をクリックしてください。 

・ Windows 7/2008 R2 で、ユーザー定義サイズ用紙を作成する

ときは、〔プリントサーバーのプロパティ〕の〔用紙〕タ

ブで〔用紙設定の変更〕ボタンをクリックしてください。 

** ビルトインアカウントのAdministratorでログオンし

ているときや、[ユーザーアカウント制御（UAC）]を

「通知しない」設定にしているときは、本ボタンは表

示されません。 
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 １ 〔スタート〕→〔設定〕→〔プリンタ〕の順にクリックする 

注１） プリンタフォルダを開く方法は、Windows毎に異なります。 
プリンタフォルダを開く方法は、「第１章 ソフトウェアの概要」－「プリンタドライ

バのインストール」の各Windowsの「プリンタフォルダからのインストール」を参
照してください。 

 ２ 〔ファイル〕メニューから〔サーバーのプロパティ〕を選択する 

注１） Windows 98/Me のときは、プリンタプロパティの「用紙サイズ」から「ユーザー
定義サイズ」を選択します。 

 

 ３ 〔新しい用紙を作成する〕をチェックする 

「用紙の説明」や「寸法」のグレーアウトが解除されます。 
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 ４ 〔用紙の説明〕に作成する用紙名を入力する 

ここでは、「FMPR ユーザ定義」と言う名前の用紙を作成します。 

用紙名は、ユニークな名前を付けることができます。 

 

 ５ 〔単位〕を選択し、用紙の幅と高さを入力する 

ここでは、幅 11 インチ、高さ 11 インチの用紙を作成します。 

注１） 「余白」を設定しても、正しく反映されない場合があります。 
アプリケーションの〔ページ設定〕で余白を編集してください。 

注２） 作成可能な用紙幅、高さについては、『プリンタ編』 「第４章 用紙について」、

または本章の「印刷可能領域」を参照してください。 
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 ６ 〔用紙の保存〕をクリックする 

「用紙の説明」に入力した用紙名が、「用紙」欄に追加されます。 

 

 ７ 〔閉じる〕をクリックし、〔サーバーのプロパティ〕を閉じる 

 ８ インストールされているプリンタドライバを右クリックしプロパ

ティを開く 

 ９ 「デバイスの設定」を選択して、使用する給紙口に作成した用紙サ

イズを設定する 
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 １０ インストールされているプリンタドライバ右クリックし、〔印刷設

定〕から〔詳細設定〕選択する 

「用紙サイズ」に作成したユーザー定義サイズ用紙がリストされて

いることを確認します。 

注１） 作成したユーザー定義サイズ用紙が設定可能範囲外のときは、「用紙サイズ」

に表示されません。 
再度、「サーバーのプロパティ」を開いて、作成したユーザー定義サイズ用紙

の幅または高さを変更するか、新しい用紙を作成してください。 

 

 ガイド  

・ 3ページで用紙長が10,11,13,14,16または17インチになる特

殊な連続帳票用紙は、ユーザー定義サイズで設定すると誤差

が発生して印字ずれとなる場合がありますのでドライバで指

定できる用紙サイズ（3 ページで用紙長が 13 インチの場合は

「縦 4 1/3 インチ（110.1mm）連続紙」）を設定してください。 

・連帳の用紙長はできるだけインチ単位で設定してください。 

例えば用紙長 4.5 インチの連続帳票用紙において 11.4cm を用

紙の高さに設定すると、プリンタのドットピッチ(1/180 イン

チ)に従いドットに変換され、807 ドット(Windows 2000/XP/ 

2003/Vista/2008/7/2008 R2 では少数点以下第一位切り捨て)

となるため、4.5 インチの 810 ドットとは合わなくなります。 
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第３章 

FMPR ステータスモニタ 

この章では、FMPR ステータスモニタについて説明します。 
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FMPR ステータスモニタの機能 ··············· 400 
FMPR ステータスモニタの起動··············401 
ステータス表示ウィンドウ ················402 

 

 



第 3章 FMPR ステータスモニタ 

FMPR ステータスモニタのインストール ––––– 

『ソフトウェア編』－「第１章 ソフトウェアの概要」－｢FMPR プリン

タユーティリティのインストール｣（327 ページ）をお読みください。 

 

 

FMPR ステータスモニタの機能 –––––––––––– 

ここでは、FMPR ステータスモニタの機能について説明します。 

FMPR ステータスモニタは、プリンタ装置の状態（ステータス）を表示

するユーティリティプログラムです。 

プログラム起動時は最小化（タスクトレイ内のアイコン表示）されてお

り、印刷中にエラーが発生すると、ポップアップ表示（ウィンドウ表示）

されます。 

Windows の印刷ジョブがないときは、最小化されているアイコンをポッ

プアップさせたときにプリンタの状態を取得し、表示します。（プリン

タの状態が変わっても、FMPR ステータスモニタの表示は自動的には更

新されません。） 
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第 3章 FMPR ステータスモニタ 

■ FMPR ステータスモニタの起動 

FMPR ステータスモニタをインストールすると、Windows の「スタートア

ップ」に登録されます。 

Windowsを起動すると、FMPRステータスモニタは自動的に起動されます。 

ただし、印刷を実行しても、自動的には起動しません。FMPR ステータス

モニタを利用するには、印刷実行前にあらかじめ FMPR ステータスモニタ

を起動しておく必要があります。 

FMPR ステータスモニタを表示させるには、プリンタとの接続インターフ

ェースを双方向通信に設定する必要があります。プリンタドライバで双

方向通信機能を有効に設定してください。 

 

 

・ FMPR ステータスモニタは、FMPR3000G でのみ動作します。 

FMPR2000G では動作しません。 

・ FMPR ステータスモニタを使用するときは、FMPR3000 プリンタを「通

常使うプリンタ」に設定し、プリンタドライバの双方向通信機能を

有効に設定してください。 

・ FMPR ステータスモニタは、パラレルまたは USB インターフェース接

続時に使用してください。以下の環境では、FMPR ステータスモニタ

を使用できません。 

1. プリンタドライバのポート設定がパラレルまたはUSBポート以

外の場合 

2. USB 変換ケーブルで接続している場合 

・ FMPR ステータスモニタを使用するときは、プリンタの「エラー監視

機能」を「有効」に設定してください。 

設定方法は、『プリンタ編』－｢第２章 プリンタの機能とその使い

かた｣－「機能設定」－「機能設定の変更」（34 ページ）、または

『ソフトウェア編』－｢第４章 FMPR リモートパネル｣（405 ページ）

をお読みください。 

・ FMPR ステータスモニタを使用しているときに、プリンタエラーによ

り印刷をキャンセルするときは FMPR ステータスモニタの〔印刷中

止〕ボタンをクリックしてください。 

FMPR ステータスモニタが起動されている状態で、プリンタフォルダ

から印刷をキャンセルすると、その後プリンタをリセットしてもデ

ータが削除されず、プリンタが正常に動作しなくなる（プリンタの

電源再投入で復旧）場合があります。 

お願い 
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第 3章 FMPR ステータスモニタ 

■ ステータス表示ウィンドウ 

 ポップアップ表示 

 

 

 

 
 

ステータスアイコン タイトル 

メッセージ本文 

表示項目 内   容 

タイトル FMPR モニタ：プリンタ名 

メッセージ
本文（注） 

［ステータス番号 プリンタ状態名］ 
プリンタ状態の説明 
処置方法 

 

印刷中、または印刷可能状態であることを示す。

（エラーなし状態） 

 

印刷中、または印刷可能状態であることを示す。

（ワーニングメッセージ有り※） 

 

エラー発生状態であることを示す。 

（復旧可能なエラー） 

 

エラー発生状態であることを示す。 

（復旧不可能なエラー） 

 

エラー発生状態であることを示す。 

（ハードエラー） 

ステータス 

アイコン 

※ワーニングメッセージについて 

印字ヘッドの交換時期が近づくと表示されます。 

ユーザ名 印刷要求を行ったユーザ名 

文書名 印刷中の文書名（印刷ジョブ名） 

OK ボタン ［OK］ボタンを押下することにより、本ウィンドウは最
小化されタスクトレイ内にアイコンとして格納される。 

印刷中止 
ボタン 

ステータス表示中の印刷ジョブの印刷中止を行う場合
に押下する。 
「印刷中止」ボタンを押下することにより、該当印刷ジ
ョブの印刷中止を行い、本ウィンドウを消去する。 

注） ステータス番号、プリンタ状態名、プリンタ状態の説明の一覧については、「FMPR
ステータスモニタ状態表示一覧表」（443ページ）を参照してください。 
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第 3章 FMPR ステータスモニタ 

 アイコン表示 

 

 

 

FMPR ステータスモニタ アイコン 

 

表示項目 内   容 

印刷中、または印刷可能状態であることを示す。
（エラーなし状態） 

印刷中、または印刷可能状態であることを示す。
（ワーニングメッセージ有り※） 

エラー発生状態であることを示す。 
（復旧可能なエラー） 

エラー発生状態であることを示す。 
（復旧不可能なエラー） 

エラー発生状態であることを示す。 
（ハードエラー） 

ステータス
アイコン 

※ワーニングメッセージについて 
印字ヘッドの交換時期が近づくと表示されます。 

ツールチッ

プ表示 

マウスポインタをタスクトレイ内のステータス表示ア

イコンに合わせることにより、ツールチップによる動作

概要表示が行われる。 

 

 アイコン表示時のマウス操作 

左ボタンダブルクリック： ステータス表示をポップアップ 

右ボタンシングルクリック： ポップアップメニューの表示を行う。

メニュー内の選択項目を以下に示す。 

〔元のサイズに戻す（Ｒ）〕 マウス左ボタンダブルクリックと同

じ機能である。 

〔印刷中止（Ｃ）〕 印刷中止ボタンと同じ機能である。 

〔ステータス表示の終了（Ｘ）〕 FMPRステータスモニタプログラムを

終了する。 
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第 3章 FMPR ステータスモニタ 
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第４章 

FMPR リモートパネル 

この章では、FMPR リモートパネルについて説明します。 

 
FMPR リモートパネルのインストール ········· 406 
FMPR リモートパネルの機能 ················· 406 
FMPR リモートパネルの起動················407 
プリンタの機能設定 ······················410 
 

 



第 4章 FMPR リモートパネル 

FMPR リモートパネルのインストール ––––––– 

『ソフトウェア編』－「第１章 ソフトウェアの概要」－｢FMPR プリ

ンタユーティリティのインストール｣（327 ページ）をお読みください。 

 

 

 

 

FMPR リモートパネルの機能 –––––––––––––– 

ここでは、FMPR リモートパネルの機能について説明します。 

FMPR リモートパネルは、プリンタの機能設定を行うユーティリティソ

フトです。 

 ガイド  

・ エミュレーションモードやインターフェースなどの一部の

設定は、FMPR リモートパネルから行うことはできません。 

一部の項目の設定は、プリンタのオフラインセットアップ

をお使いください。オフラインセットアップの方法は、『プ

リンタ編』「第２章プリンタの機能と使い方」の「機能設

定」－「機能設定の変更」(34 ページ)を参照してください。 

FMPR2000Gリモートパネルは、LAN接続には対応していません。 
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第 4章 FMPR リモートパネル 

■ FMPR リモートパネルの起動 

ここでは、FMPR3000G リモートパネルを例に説明しています。 

FMPR2000G をお使いの場合は、“FMPR3000”を“FMPR2000”と読み替え

てください。 

１ 〔スタート〕→〔すべてのプログラム〕→〔FMPR3000 ﾌﾟﾘﾝﾀﾕｰﾃｨﾘ

ﾃｨ〕→〔FMPR3000 ﾘﾓｰﾄﾊﾟﾈﾙ〕の順にクリックする 

 ガイド  

・ お使いのオペレーティングシステムによっては、〔スター

ト〕→〔プログラム〕→〔FMPR3000 ﾌﾟﾘﾝﾀﾕｰﾃｨﾘﾃｨ〕→〔FMPR3000

ﾘﾓｰﾄﾊﾟﾈﾙ〕の順にクリックしてください。 

２ メッセージを確認し、〔OK〕をクリックする 

 

３ プリンタを選択し、〔OK〕をクリックする 

 

 

 

・ FMPR3000G リモートパネルは、パラレル、USB または LAN（オプションの

FMPR-LN1G使用時）接続時に使用してください。 

FMPR2000Gリモートパネルは、パラレル、USB接続時に使用してください。 

・ パラレル、USB 接続時は、プリンタドライバの双方向通信機能を有効に

設定してください。 

FMPR3000G リモートパネルを LAN（オプションの FMPR-LN1G 使用時）接

続で使用するときは、プリンタドライバの双方向通信機能を無効に設

定してください。 

・ 以下の環境では FMPR リモートパネルを使用できません。 

- プリンタドライバのポート設定が、パラレル、USB、LAN（オプショ

ンの FMPR-LN1G 使用時）以外の場合 

お願い 
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第 4章 FMPR リモートパネル 

 ガイド  

・ リモートパネルがご使用いただけないプリンタには、警告マ

ークが付加されて表示されます。 

警告マークの付いていないプリンタを選択してください。 

・ リモートパネル起動時に、選択したプリンタと異なるプリン

タが接続されていたときは、下記メッセージが表示されます。

〔OK〕をクリックして、再度接続されているプリンタを選択

してください。 

 

・ LAN インターフェース（オプションの FMPR-LN1G 使用時）で使

用するときは、PR-PortManager で作成した LPR ポートでデフ

ォルトのポート名（xxx.xxx.xxx.xxx:1p（注 1））としてくだ

さい。デフォルトのポート名以外に設定されている場合や IPP

ポート、Windows Standard TCP/IP ポート、Windows LPR ポー

トでは動作しません。 

注 1：xxx.xxx.xxx.xxx には IP アドレスが入ります。 

・ FMPR リモートパネルは、プログラム起動時に、プリンタ装置

から機能設定情報を読み込みます。プリンタからの情報読み

込みに失敗すると、下記のようにメッセージが表示されます

ので、〔OK〕をクリックしてください。 

 

〔OK〕をクリックすると、下記メッセージが表示されますの

で、FMPR リモートパネルの使用を中止する場合は〔中止〕を

クリックしてください。 プリンタからの情報読み込みをや

り直す場合は〔再試行〕をクリックしてください。 プリン

タからの情報を読み込まないでリモートパネルを起動する場

合は〔無視〕をクリックしてください。 
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第 4章 FMPR リモートパネル 

・ 接続ポートが異なるときは、下記メッセージが表示されます。

〔OK〕をクリックして、接続を確認してください。 

 

・ USB インターフェースで接続しているとき、プリンタの電源が

入っていないか、プリンタフォルダのプリンタドライバがオ

フライン状態のときは、下記メッセージが表示されます。 

〔OK〕をクリックして、接続を確認してください。 

 

・ LAN インターフェース（オプションの FMPR-LN1G 使用時）のと

き、プリンタの電源が入ってイいないか、接続されていない

ときは下記メッセージが表示されます。 

〔OK〕をクリックして、接続を確認してください。 
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第 4章 FMPR リモートパネル 

■ プリンタの機能設定 

 

〔リモートパネルの起動画面〕 

 メニューの説明 

【ファイル】メニュー 

 

・設定ファイルの読み込み（O）  Alt＋O 

ディスクに保存されている設定値ファイルを読み込み、リモートパ

ネル上の各項目の設定値表示を設定値ファイルの内容に更新します。 

・設定ファイルの保存（A）  Alt＋A 

リモートパネル上の各項目の設定値表示内容を、設定値ファイルと

してディスクに保存します。 

・設定一覧印刷（P）  Alt＋P 

設定内容の一覧印刷を行います。 

・終了（X） 

リモートパネルを終了します。 
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第 4章 FMPR リモートパネル 

【設定】メニュー 

 

・プリンタの設定を読み込む（R）  Alt+R 

プリンタ装置から設定値を読み込み、リモートパネル上の各項目の

設定値表示をプリンタの設定値に合わせます。 

・設定内容の確定（C）  Alt+C 

リモートパネルで設定した内容をプリンタに送信します。 

・初期値に戻す（I）  Alt+I 

リモートパネル上の設定値表示を工場出荷時の値に戻します。 

また、プリンタ装置の設定を初期値にします。 

 

【ヘルプ】メニュー 

 

・ヘルプ（H） 

リモートパネルのヘルプを起動します。 

・バージョン（V）  Alt+V 

リモートパネルのソフトウェアバージョンを表示します。 
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第 4章 FMPR リモートパネル 

 ボタンの説明 

【読込（R）】 

“設定”メニューの「プリンタの設定を読み込む（R）」と同等機

能です。 

【確定（C）】 

“設定”メニューの「設定内容の確定（C）」と同等機能です。 

【初期化（I）】 

“設定”メニューの「初期値に戻す（I）｣と同等機能です｡ 

【終了（X）】 

リモートパネルプログラムを終了します。 

 装置機能の設定 

 

〔装置機能〕シートでは、オートローディング（用紙吸入開始時間）

や印字方向など、装置機能に関する項目の設定を行います。 

各設定項目については、『プリンタ編』「第２章 プリンタの機能と

その使いかた」の「機能設定の種類」－「装置機能設定」(36 ページ)

を参照してください。 
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第 4章 FMPR リモートパネル 

 余白量と改行補正量の設定 

 

〔余白量と改行補正量〕シートでは、余白量と改行補正量に関する項

目の設定を行います。 

各設定項目については、『プリンタ編』「第２章 プリンタの機能と

その使いかた」の「機能設定の種類」－「余白量設定」(37 ページ)、

および「機能設定の種類」－「補正量設定」(40 ページ)を参照してく

ださい。 

413 



第 4章 FMPR リモートパネル 

 ESC/P 固有の設定 

 

〔ESC/P固有〕シートでは、ESC/Pモード固有項目の設定を行います。 

各設定項目については、『プリンタ編』「第２章 プリンタの機能と

その使いかた」の「機能設定の種類」－「ESC/P 設定」(38 ページ)を

参照してください。 
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第 4章 FMPR リモートパネル 

 その他の設定 

 

〔その他〕シートでは、プリンタの制御方法に関する項目の設定を

行います。 

各設定項目については、『プリンタ編』「第２章 プリンタの機能と

その使いかた」の「機能設定の種類」－「その他の設定」(41 ページ)

をご覧ください。 
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第５章 

こんなときは 

この章では、プリンタドライバなどソフトウェアに関するト

ラブルシューティングや留意事項について説明します。 

 
ソフトウェアに関する留意事項 ············· 418 

プリンタドライバをインストールする前に 

プリンタとパソコンを接続したとき ·····418 
セットアッププログラム実行中に 

エラーが表示されたとき ···············428 
Windows をアップグレードするとき ········429 

プリンタがうまく動かないとき ············· 430 
プリンタがうまく動かないとき ············430 
給紙口/用紙名を正しく設定する ···········431 
用紙サイズを正しく設定する ··············434 

 



第 5章 こんなときは 

ソフトウェアに関する留意事項 ––––––––––– 

ここでは、プリンタを使用しているときに発生するソフトウェアの留意

事項について、現象と対処方法を説明します。 

■ プリンタドライバをインストールする前に 

 プリンタとパソコンを接続したとき 

Windows 7/2008 R2 で、プリンタドライバをインストールする前に、プ

リンタとパソコンを USB またはパラレルインターフェースケーブルで

接続してしまい、「このデバイスドライバーソフトウェアは正しくイン

ストールされませんでした。」と表示されたときは、下記の手順でプリ

ンタドライバをインストールし直してください。 

以下の手順では、FMPR3000G を例に説明しています。 

FMPR2000G プリンタをお使いの場合は、“FMPR3000”を“FMPR2000”

と読み替えてください。 

 Windows 7 のとき 

Windows 7 では、事前にプラグアンドプレイの準備をせずにプリンタと

パソコンを接続すると、「デバイスドライバーソフトウェアは正しくイ

ンストールされませんでした。」と表示されます。 

この場合には、次の手順でプリンタドライバをインストールしてください。 
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第 5章 こんなときは 

419 

 １ 「デバイスドライバーソフトウェアは正しくインストールされま

せんでした。」と表示されている吹き出しのスペース(空白部)を左

クリックします。 

エラーの詳細が表示されますので、内容を確認し、〔閉じる〕ボタ

ンをクリックします。 

 

 ガイド  

・ 吹き出しをクリックすると、下記画面が表示されます。 
内容を確認したら、〔閉じる〕ボタンをクリックしてください。 
① USB インターフェースのとき 

 

② パラレルインターフェースのとき 

 

・ プリンタは、”FUJITSU FMPR3000”として表示されます。 

FMPR2000G プリンタをお使いの場合は、“FMPR3000”を

“FMPR2000”と読み替えてください。 

 ２ 『ソフトウェア編』「第 1 章 プリンタドライバのインストール」

「Windows 7/2008 R2 のとき」の手順１から手順１０に従って、プ

リンタドライバをインストールします。 



第 5章 こんなときは 

 ３ 〔スタート〕→〔デバイスとプリンター〕を選択します。 

 

 ４ 〔デバイスとプリンター〕フォルダの「未指定」部に表示されてい

る、接続したプリンタのアイコンを右クリックしてメニューを開き

ます。 

 

 ガイド  

・ パラレルインターフェースで接続したときは、機種名が表示
されます。 

・ USB インターフェースで接続したときは、「USB Printer」と
表示されます。 

 

2

1 
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第 5章 こんなときは 

 ５ 表示メニューから、「トラブルシューティング」を選択します。 

 

 ガイド  

・ お使いの環境によっては、「トラブルシューティング」を実
行したときに、下記画面が表示される場合があります。 

 

本画面が表示されたときは、次の順序で設定を変更してくだ
さい。 
1. 上記画面の〔キャンセル〕をクリックし、「トラブルシュ
ーティング」を一旦終了します。 

2. 〔スタート〕→〔コントロールパネル〕を選択し、「シス
テムとセキュリティ」内にある「問題の発見と解決」をク
リックします。 

3. 「コンピューターの問題のトラブルシーティング」画面が
開きますので、本画面の一番下にある「Windows オンライ
ントラブルシューティングサービスから最新のトラブルシ
ューティングツールを取得する」のチェックを外します。 

4. 画面右上の〔閉じる〕ボタンをクリックし、「コンピュー
ターの問題のトラブルシーティング」画面を閉じます。 

5. 本項の手順３から再度実行します。 
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 ６ デバイスに関する情報を収集します。 

 

 ７ 接続されているプリンタのプリンタドライバが見つかりますので、

「この修正を適用します」をクリックします。 

 

 ８ プリンタドライバのインストールが完了します。 

「トラブルシューティング ツールを終了する」または〔閉じる〕

ボタンをクリックします。 
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 ９ 再度、〔スタート〕→〔デバイスとプリンター〕を選択し、「プリ

ンターと FAX」部にプリンタアイコンが追加されていることを確認

します。 

これで、プリンタドライバのインストールは完了です。 

 

 ガイド  

・ 〔デバイスとプリンター〕を開く順序は、下記の通りです。 

 

2

1
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 Windows Server 2008 R2 のとき 

Windows Server 2008 R2 では、事前にプラグアンドプレイの準備をせず

にプリンタとパソコンを接続すると、「デバイスドライバーソフトウェア

は正しくインストールされませんでした。」と表示されます。 

この場合には、次の手順でプリンタドライバをインストールしてください。 

 

 １ 「デバイスドライバーソフトウェアは正しくインストールされま

せんでした。」と表示されている吹き出しのスペース(空白部)を左

クリックします。 

エラーの詳細が表示されますので、内容を確認し、〔閉じる〕ボタ

ンをクリックします。 

 

 ガイド  

・ 吹き出しをクリックすると、下記画面が表示されます。 
内容を確認したら、〔閉じる〕ボタンをクリックしてください。 
① USB インターフェースのとき 

 

② パラレルインターフェースのとき 

 

・ プリンタは、”FUJITSU FMPR3000”として表示されます。 
FMPR2000G プリンタをお使いの場合は、“FMPR3000”を
“FMPR2000”と読み替えてください。 
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 ２ 〔スタート〕→〔デバイスとプリンター〕を選択します。 

 

 ３ 〔デバイスとプリンター〕フォルダの「未指定」部に接続したプリ

ンタが表示されていることを確認します。 

 

 ガイド  

・ パラレルインターフェースで接続したときは、機種名が表示
されます。 

・ USB インターフェースで接続したときは、「USB Printer」と
表示されます。 

 

2

1 
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 ４ 〔デバイスとプリンター〕フォルダの、空白部分をマウスの右ボタ

ンでクリックし、表示メニューから「デバイスマネージャー」を選

択します。 

 

 ガイド  

・ [ユーザーアカウント制御]ダイアログに、「次のプログラム
にこのコンピューターへの変更を許可しますか？」と表示さ
れたときは、〔はい〕をクリックします。 

 

 ５ 「デバイスマネージャー」が起動します。 

「  ほかのデバイス」をダブルクリックして、表示されたプリ

ンタ(接続したプリンタ)をマウスの右ボタンでクリックし、表示メ

ニューから、「削除」を選択します。 

 

クリック
1

2

ダブルクリック

1

2
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 ６ 「デバイスのアンインストールの確認」画面が表示されますので、

〔OK〕ボタンをクリックします。 

 

 ガイド  

・ 〔OK〕ボタンをクリックしたら、デバイスマネージャー画面

右上の〔閉じる〕  をクリックして、デバイスマネージャー

を終了します。 

 ７ プリンタの電源を ○ 側に倒し、電源を切ります。 

 

 ８ Windows Server 2008 R2 を再起動します。 

これで、プリンタドライバをインストールする前に、プリンタとパ

ソコンを接続したときのトラブルシューティングは完了です。 

 ９ 『ソフトウェア編』「第 1 章 プリンタドライバのインストール」

「Windows 7/2008 R2 のとき」の手順１から手順１２に従って、プ

リンタドライバをインストールします。 

 １０ 再度、〔スタート〕→〔デバイスとプリンター〕を選択し、「プリ

ンターと FAX」部にプリンタアイコンが追加されていることを確認

します。これで、プリンタドライバのインストールは完了です。 
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■ セットアッププログラム実行中にエラーが表示されたとき 

Windows 7/2008 R2 で、セットアッププログラム実行中にエラーが表

示されたときは、「対処」に記載された方法でご対応ください。 

 現象と処置内容 

現 象 対 処 

セットアッププログラムを実行したら 

下記画面が表示されました。 

 

セットアッププログラムが、Windows 7/2008 

R2 以外のオペレーティングシステムで実行

されました。 

セットアッププログラムを起動したオペレー

ティングシステムを確認してください。 

セットアッププログラムは、Windows 7/2008 

R2 専用です。 

セットアッププログラムを実行したら 

下記画面が表示されました。 

 

セットアッププログラム実行中の[Windows 

セキュリティ]画面で、「このドライバーソ

フトウェアをインストールしない」などを

選択しました。 

再度、セットアッププログラムを実行して

ください。 
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■ Windows をアップグレードするとき 

現在お使いの Windows オペレーティングシステムを、Windows 7/2008 

R2 へアップグレードするときは、プリンタドライバおよび FMPR プリ

ンタユーティリティを削除してからアップグレードしてください。 

アップグレード終了後、再度プリンタドライバおよび FMPR ユーティ

リティのセットアップを行ってください。 

プリンタドライバおよび FMPR プリンタユーティリティがインストー

ルされた状態で Windows のアップグレードを行うと、アップグレー

ド前のプリンタドライバや FMPR プリンタユーティリティが登録され

たままとなり、正しい印刷が行えない、FMPR プリンタユーティリティ

が提供している機能が使用できないなどの現象が発生する場合があ

ります。 
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プリンタがうまく動かないとき –––––––––– 

ここでは、プリンタを使用しているときに発生する現象のうち、セット

している用紙とプリンタドライバの設定について説明します。 

■ プリンタがうまく動かないとき 

印字中に以下の現象が発生した場合は、セットしている用紙とプリンタ

ドライバの設定が合っていない可能性があります。 

保守員をコールされる前に、処置内容に従ってプリンタドライバが正し

く設定されているかお確かめください。 

 現象と処置内容 

現 象 処 置 内 容 

印刷指示で給紙口が切り替わってしまう 

印刷指示で用紙なしになってしまう 

用紙の右側が印刷されない 

印字が左右に約 5mm ずれる 

「給紙口/用紙名を正しく設定する」(431ペ

ージ)でプリンタドライバの設定を確認し

てください。 

連続帳票用紙カット後の印刷開始位置がず

れる 

連続帳票用紙カットを押してもミシン目が

カット位置にこない 

連続帳票印刷の開始位置がずれる 

ページ長がおかしい 

連続帳票を複数枚印刷していくうちに印字

位置がずれる 

「用紙サイズを正しく設定する」(434ペー

ジ)でプリンタドライバの設定を確認して

ください。 
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■ 給紙口/用紙名を正しく設定する 

用紙サイズが既知で、そのサイズが既にプリンタドライバに登録され

ているときは、以下の手順で選択設定してください。 

プリンタドライバに未登録のときや、用紙サイズがわからないときは

先に「用紙サイズを正しく設定する」(434ページ)以降を確認してく

ださい。 

ここでは、FUJITSU FMPR3000 プリンタドライバを例に説明しています。 

FUJITSU FMPR2000 プリンタドライバをお使いの場合は、“FMPR3000”

を“FMPR2000”と読み替えてください。 

 給紙方法と用紙名の設定 

以下の手順でプリンタドライバの給紙方法と用紙サイズ(用紙名)を正

しく設定してください。 

 ガイド  
・ ここでは、以下の場合を例に説明します。 
OS ： Windows XP 
給紙方法 ： トラクタフィーダ 
用紙サイズ ： 縦 10.5 ｲﾝﾁ(266.7mm)連続紙 

* プリンタドライバのバージョンによっては、用紙サイズ

が「縦 10.5inch 連続紙(136 桁)」と表示されます。 

・ 設定項目右横の「   」ボタンをクリックすると、一覧が表示

されます。 

 １ 〔スタート〕→〔プリンタとFAX〕の順にクリックし、プリンタ

フォルダを表示する 

 ２ FMPR3000 プリンタのアイコンをマウスの右ボタンでクリックし、

〔プロパティ〕を選択する 
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 ３ 〔印刷設定〕をクリックし、「用紙/品質」タブを表示させ、”

給紙方法”から、”トラクタフィーダ”を選択する 

 

 ４ 〔詳細設定〕ボタンをクリックし、”用紙サイズ”から、「縦 10.5

ｲﾝﾁ(266.7mm)連続紙」を選択し、〔OK〕をクリックする 

 

 ガイド  

・ 〔OK〕をクリックすると、印刷設定画面に戻ります。 

再度、〔OK〕ボタンをクリックし、印刷設定画面を閉じ、

FUJITSU FMPR3000 のプロパティ画面に戻ります。 

・ プリンタドライバのバージョンによっては、用紙サイズが「縦

10.5inch 連続紙(136 桁)」と表示されます。 
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 ５ 「デバイスの設定」タブを選択する 

 ６ ”給紙方法と用紙の割り当て”から、「トラクタフィーダ」をク

リックし、「縦 10.5 ｲﾝﾁ(266.7mm)連続紙」を選択する 

 

 ガイド  

・ プリンタドライバのバージョンによっては、用紙サイズが「縦

10.5inch 連続紙(136 桁)」と表示されます。 

 ７ 〔OK〕をクリックし、「FUJITSU FMPR3000 のプロパティ」閉じる 
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■ 用紙サイズを正しく設定する 

ここでは、印刷に使用する連帳用紙の用紙サイズ確認手順と、プリンタ

ドライバへの設定手順を説明します。 

 用紙サイズの確認 

プリンタドライバに未登録のときや、用紙サイズがわからないときは 

以下の手順で、確認してください。 

 ガイド  

・ 連帳用紙の用紙サイズは、特例を除きセンチメートルまたは

インチ(1 ｲﾝﾁ＝2.54cm)で設定します。 

・ 印刷に使用する用紙の設定相違や用紙長に誤差があると、印

刷位置がずれますので注意してください。 

 １ 用紙長さ（高さ）を確認する 

手順１：折り畳み長さと１ページの長さが同じとき 

折り畳み長さに入る用紙の送り穴数を数えます。 

送り穴数を２で割り、用紙長さ（高さ）を求めます。 

用紙長さ(高さ)＝折畳み長さ(インチ)＝用紙送り穴数÷２ 

 

 ガイド  

・ 上図の場合、用紙長さ（高さ）は 5.5 インチ（11 穴÷2）とな

ります。 

メートル法では、13.97ｃｍ（5.5 ｲﾝﾁ×2.54）となります。 

折畳み長さ

トラクタ送り穴

１インチ 
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手順２：折り畳み長さの中に複数ページあるとき 
折り畳み長さ内のページ数を数えます。 
折り畳み長さをページ数で割り、用紙長さ（高さ）を求めます。 
  用紙長さ（高さ）＝折り畳み長さ÷ページ数 

 

 ガイド  
・ 通常、連帳用紙は１ページ毎に横ミシン目が入れてあり、ミ
シン目で分割されるページ数を確認します。 

・ 上図の用紙長さ（高さ）の求め方は、以下の通りです。 
メートル法では、小数点以下第３位を切り上げてください。 
用紙長さ（高さ）＝折り畳み長さ÷ページ数 
        ＝１１インチ÷３ページ 
        ＝１１／３ 
        ＝３＋２／３インチ 
        ＝（３＋２／３）×２．５４ 
        ＝９．３１３３・・・ ｃｍ 
        ＝９．３２ｃｍ 

 ２ 用紙幅を確認する 

用紙幅を測定します。 
ヤードポンド法で設定するときは、インチに換算します。 

 

 ガイド  
・ 用紙幅の求め方は、以下の通りです。 
   用紙幅(インチ) ＝ 用紙幅測定値(cm) ÷ ２．５４ 
 上図の場合、用紙幅測定値を 20cm とすると、用紙幅は７．８７
インチとなります。 

折畳み長さ 

用紙長さ(ページ長) 

用紙幅

用紙幅 

折畳み長さ

トラクタ送り穴

１インチ 
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 ３ 以下の手順で、FUJITSU FMPR3000 プリンタドライバの用紙サイズ

設定を確認する 

手順１： 標準で登録されている用紙で使用できるものが無いか確認し

ます。FUJITSU FMPR3000 プリンタドライバでは、下表の用紙

を基本サイズとして用意しています。また、用紙長を幅×長

さで表わした、７種類の連続帳票用紙を用意しています。 

・10 x 10 inch 連続紙(136 桁) 

・10 x 11 inch 連続紙(136 桁) 

・10 x 12 inch 連続紙(136 桁) 

・12 x 11 inch 連続紙(136 桁) 

・15 x 10 inch 連続紙(136 桁) 

・15 x 11 inch 連続紙(136 桁) 

・15 x 12 inch 連続紙(136 桁) 

 ガイド  
・ FUJITSU FMPR2000 プリンタドライバでは、「10 x 11 inch 連
続紙(80 桁)」、「12 x 11 inch 連続紙(80 桁)」、「15 x 11 
inch 連続紙(80 桁)」の３種類となります。 

・測定した用紙長とプリンタドライバの基本サイズ、新しい用紙サイズの対応表 

【FUJITSU FMPR3000プリンタドライバ】 

新しい用紙サイズ 
測定した用紙長 プリンタドライバの基本サイズ 

メートル法 ヤードポンド法 

1 ｲﾝﾁ 縦 1 ｲﾝﾁ(25.4mm)連続紙 2.54 cm 1.00 in 

2 ｲﾝﾁ 縦 2 ｲﾝﾁ(50.8mm)連続紙 5.08 cm 2.00 in 

2+1/6 ｲﾝﾁ － 5.51 cm 2.17 in 

2+1/3 ｲﾝﾁ － 5.93 cm － 

2.5 ｲﾝﾁ 縦 2.5 ｲﾝﾁ(63.5mm)連続紙 6.35 cm 2.50 in 

2+2/3 ｲﾝﾁ － 6.78 cm 2.67 in 

3 ｲﾝﾁ 縦 3 ｲﾝﾁ(76.2mm)連続紙 7.62 cm 3.00 in 

3+1/6 ｲﾝﾁ － 8.05 cm 3.17 in 

3+1/3 ｲﾝﾁ 縦 3 1/3 ｲﾝﾁ(84.7mm)連続紙 8.47 cm － 

3.5 ｲﾝﾁ － 8.89 cm 3.50 in 

3+2/3 ｲﾝﾁ 縦 3 2/3 ｲﾝﾁ(93.1mm)連続紙 9.32 cm 3.67 in 

4 ｲﾝﾁ 縦 4 ｲﾝﾁ(101.6mm)連続紙 10.16 cm 4.00 in 

4+1/6 ｲﾝﾁ － 10.59 cm 4.17 in 

4+1/3 ｲﾝﾁ 縦 4 1/3 ｲﾝﾁ(110.1mm)連続紙 11.01 cm － 

4.5 ｲﾝﾁ 縦 4.5 ｲﾝﾁ(114.3mm)連続紙 11.43 cm 4.50 in 

4+2/3 ｲﾝﾁ 縦 4 2/3 ｲﾝﾁ(118.5mm)連続紙 11.86 cm 4.67 in 

5 ｲﾝﾁ 縦 5 ｲﾝﾁ(127.0mm)連続紙 12.70 cm 5.00 in 

5+1/6 ｲﾝﾁ － 13.13 cm 5.17 in 

5+1/3 ｲﾝﾁ 縦 5 1/3 ｲﾝﾁ(135.5mm)連続紙 13.55 cm － 

5.5 ｲﾝﾁ － 13.97 cm 5.50 in 

5+2/3 ｲﾝﾁ 縦 5 2/3 ｲﾝﾁ(143.9mm)連続紙 14.40 cm 5.67 in 

6 ｲﾝﾁ 縦 6 ｲﾝﾁ(152.4mm)連続紙 15.24 cm 6.00 in 

7 ｲﾝﾁ 縦 7 ｲﾝﾁ(177.8mm)連続紙 17.78 cm 7.00 in 
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新しい用紙サイズ 
測定した用紙長 プリンタドライバの基本サイズ 

メートル法 ヤードポンド法 

8 ｲﾝﾁ 縦 8 ｲﾝﾁ(203.2mm)連続紙 20.32 cm 8.00 in 

9 ｲﾝﾁ 縦 9 ｲﾝﾁ(228.6mm)連続紙 22.86 cm 9.00 in 

10 ｲﾝﾁ 縦 10 ｲﾝﾁ(254.0mm)連続紙 25.40 cm 10.00 in 

10.5 ｲﾝﾁ 縦 10.5 ｲﾝﾁ(266.7mm)連続紙 26.67 cm 10.50 in 

11 ｲﾝﾁ 縦 11 ｲﾝﾁ(279.4mm)連続紙 27.94 cm 11.00 in 

12 ｲﾝﾁ 縦 12 ｲﾝﾁ(304.8mm)連続紙 30.48 cm 12.00 in 

13 ｲﾝﾁ 縦 13 ｲﾝﾁ(330.2mm)連続紙 33.02 cm 13.00 in 

14 ｲﾝﾁ 縦 14 ｲﾝﾁ(355.6mm)連続紙 35.56 cm 14.00 in 

 

 

【FUJITSU FMPR2000プリンタドライバ】 

新しい用紙サイズ 
測定した用紙長 プリンタドライバの基本サイズ 

メートル法 ヤードポンド法 

1 ｲﾝﾁ 縦 1 ｲﾝﾁ(25.4mm)連続紙(80 桁) 2.54 cm 1.00 in 

2 ｲﾝﾁ 縦 2 ｲﾝﾁ(50.8mm)連続紙(80 桁) 5.08 cm 2.00 in 

2+1/6 ｲﾝﾁ － 5.51 cm 2.17 in 

2+1/3 ｲﾝﾁ － 5.93 cm － 

2.5 ｲﾝﾁ 縦 2.5 ｲﾝﾁ(63.5mm)連続紙(80 桁) 6.35 cm 2.50 in 

2+2/3 ｲﾝﾁ － 6.78 cm 2.67 in 

3 ｲﾝﾁ 縦 3 ｲﾝﾁ(76.2mm)連続紙(80 桁) 7.62 cm 3.00 in 

3+1/6 ｲﾝﾁ － 8.05 cm 3.17 in 

3+1/3 ｲﾝﾁ 縦 3 1/3 ｲﾝﾁ(84.7mm)連続紙(80 桁) 8.47 cm － 

3.5 ｲﾝﾁ － 8.89 cm 3.50 in 

3+2/3 ｲﾝﾁ 縦 3 2/3 ｲﾝﾁ(93.1mm)連続紙(80 桁) 9.32 cm 3.67 in 

4 ｲﾝﾁ 縦 4 ｲﾝﾁ(101.6mm)連続紙(80 桁) 10.16 cm 4.00 in 

4+1/6 ｲﾝﾁ － 10.59 cm 4.17 in 

4+1/3 ｲﾝﾁ 縦 4 1/3 ｲﾝﾁ(110.1mm)連続紙(80 桁) 11.01 cm － 

4.5 ｲﾝﾁ 縦 4.5 ｲﾝﾁ(114.3mm)連続紙(80 桁) 11.43 cm 4.50 in 

4+2/3 ｲﾝﾁ 縦 4 2/3 ｲﾝﾁ(118.5mm)連続紙(80 桁) 11.86 cm 4.67 in 

5 ｲﾝﾁ 縦 5 ｲﾝﾁ(127.0mm)連続紙(80 桁) 12.70 cm 5.00 in 

5+1/6 ｲﾝﾁ － 13.13 cm 5.17 in 

5+1/3 ｲﾝﾁ 縦 5 1/3 ｲﾝﾁ(135.5mm)連続紙(80 桁) 13.55 cm － 

5.5 ｲﾝﾁ － 13.97 cm 5.50 in 

5+2/3 ｲﾝﾁ 縦 5 2/3 ｲﾝﾁ(143.9mm)連続紙(80 桁) 14.40 cm 5.67 in 

6 ｲﾝﾁ 縦 6 ｲﾝﾁ(152.4mm)連続紙(80 桁) 15.24 cm 6.00 in 

7 ｲﾝﾁ 縦 7 ｲﾝﾁ(177.8mm)連続紙(80 桁) 17.78 cm 7.00 in 

8 ｲﾝﾁ 縦 8 ｲﾝﾁ(203.2mm)連続紙(80 桁) 20.32 cm 8.00 in 

9 ｲﾝﾁ 縦 9 ｲﾝﾁ(228.6mm)連続紙(80 桁) 22.86 cm 9.00 in 

10 ｲﾝﾁ 縦 10 ｲﾝﾁ(254.0mm)連続紙(80 桁) 25.40 cm 10.00 in 

10.5 ｲﾝﾁ 縦 10.5 ｲﾝﾁ(266.7mm)連続紙(80 桁) 26.67 cm 10.50 in 

11 ｲﾝﾁ 縦 11 ｲﾝﾁ(279.4mm)連続紙(80 桁) 27.94 cm 11.00 in 

12 ｲﾝﾁ 縦 12 ｲﾝﾁ(304.8mm)連続紙(80 桁) 30.48 cm 12.00 in 

13 ｲﾝﾁ 縦 13 ｲﾝﾁ(330.2mm)連続紙(80 桁) 33.02 cm 13.00 in 

14 ｲﾝﾁ 縦 14 ｲﾝﾁ(355.6mm)連続紙(80 桁) 35.56 cm 14.00 in 
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手順２： 適切な用紙名が無かった場合は、新しい用紙（任意の用紙サ

イズ）を作成し、幅と長さ（高さ）をセンチメートル単位ま

たはインチ単位で設定・登録します。 

ただし、前表の中でヤードポンド法の欄が「－」となってい

る用紙長は必ずセンチメートル単位で登録してください。 

新しい用紙の作成方法は、「新しい用紙（任意の用紙サイズ）

の設定方法（439ページ）、または『ソフトウェア編』「第２

章 プリンタドライバの設定」「ユーザー定義サイズ用紙の

作成方法」（394 ページ）を参照してください。 

 ガイド  

・ 用紙長の設定に誤差があったり、メートル法／ヤードポンド

法の選択が誤っていると、複数ページ印刷する間に誤差が累

積し印刷位置が上下方向に徐々にずれていきますので注意が

必要です。 

・ データの作成が正確である場合、実際の印刷領域より狭くな

らない用紙幅を設定したり、用紙長のみで表現される用紙を

選択してもかまいません。その場合、実際の用紙幅を超えた

文書の印刷指示があると、はみだした領域の印刷は行われま

せん（用紙外印字防止機能が有効のとき）。 

・ プリンタドライバのバージョンによっては、連帳用紙名が異

なる場合があります。 

・ 登録済の用紙サイズであっても、運用時にわかりやすくする

ために同サイズで別名（お使いの伝票名など）の用紙として

追加登録してください。 
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 プリンタドライバの基本サイズの設定方法 

「給紙口/用紙名を正しく設定する」(431ページ)の手順で設定してくだ

さい。 

プリンタドライバの基本サイズに無い用紙長(前表のプリンタドライバ

の基本サイズで「－」表示の用紙)のときは、「新しい用紙(任意の用紙

サイズ)の設定方法」(439ページ)、または『ソフトウェア編』「第２章 

プリンタドライバの設定」「ユーザー定義サイズ用紙の作成方法」（394

ページ）を参照して、印刷に使用する用紙を追加してください。 

 新しい用紙(任意の用紙サイズ)の設定方法 

新しい用紙の作成とプリンタドライバへの設定は、下記手順で行います。

ここでは、FUJITSU FMPR3000 プリンタドライバの Windows XP の画面を

例に説明します。FUJITSU FMPR2000 プリンタドライバをお使いの場合

は、“FMPR3000”を“FMPR2000”と読み替えてください。 

 １ 〔スタート〕→〔プリンタとFAX〕の順にクリックし、プリンタ

フォルダを表示する 

 ２ 〔ファイル〕メニューから〔サーバーのプロパティ〕を選択する 

 ３ 「新しい用紙を作成する」をチェックする 

「用紙名」や説明のグレーアウトが解除され、用紙名が入力できる状

態になります。 

ここでは、「20cm×9.32cm」という名前の用紙を作成します。 
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 ４ 「用紙の説明(単位)」で、”メートル法”を選択し、〔幅〕およ

び〔高さ〕を入力する 

 

 ガイド  

・ 〔高さ〕は用紙長となります。 

一部の長さに限り、メートル法で入力してください。 

・ 〔高さ〕には、小数点以下第３位を切り上げ、「測定した用

紙長とプリンタドライバの基本サイズ、新しい用紙サイズの

対応表」（436ページ）に示す、小数点以下第２位の値で入力

します。 

・ 「余白」を設定しても、正しく反映されない場合があります。 

アプリケーションの〔ページ設定〕で余白を編集してください。 

・ 作成可能な用紙幅、高さについては、オンラインマニュアル

(Index.pdf)の『プリンタ編』 「第４章 用紙について」、

または『ソフトウェア編』「第２章 プリンタドライバの設

定」の「印刷可能領域」を参照してください。 

 ５ 「用紙の保存(S)」をクリックし、作成した用紙を保存する 

作成した用紙を保存したら、〔OK〕をクリックして〔プリントサーバ

ーのプロパティ〕を閉じます。 
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 ６ 新しく作成した用紙を FUJITSU FMPR3000 プリンタドライバに設

定する 

FUJITSU FMPR3000 プリンタドライバへの設定方法は、「給紙口/用紙

名を正しく設定する」(431ページ)を参照してください。 

 

 ガイド  

・ 新しく作成した用紙が設定可能範囲外のときは、「用紙サイ

ズ」に表示されません。 

再度、「サーバーのプロパティ」を開いて、作成した用紙の

幅または高さを変更するか、新しく用紙を作成してください。 
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付 録 

FMPR ステータスモニタ状態表示一覧表 ––––– 

 

ｽﾃｰﾀｽ番号 プリンタ状態名 プリンタ状態の説明 

0002 印刷中 印刷中です。 

0300 オフライン プリンタがオフラインです。 

0301 
用紙なし 

(カットシートフィーダ) 

選択されているカットシートフィーダに用紙がありま

せん。 

0302 用紙なし 用紙がありません。 

0305 連帳後退エラー 後退させる用紙が長過ぎます。 

0307 吸入ジャム(手差し) 用紙の吸入中に紙づまりが発生しました。 

0308 
吸入ジャム 

(カットシートフィーダ) 
用紙の吸入中に紙づまりが発生しました。 

0309 吸入ジャム(トラクタ) 用紙の吸入中に紙づまりが発生しました。 

0310 カバーオープン フロントカバーが開いています。 

0402 排出ジャム(手差し) 用紙の排出中に紙づまりが発生しました。 

0403 
排出ジャム 

(カットシートフィーダ) 
用紙の排出中に紙づまりが発生しました。 

0404 排出ジャム（トラクタ） 用紙の排出中に紙づまりが発生しました。 

0700 ROM/RAM アラーム ROM/RAM の異常を検出しました。 

0705 LES アラーム 印字キャリアホ－ムポジション検出に失敗しました。 

0710 OVERLOAD アラーム 電源電圧の異常を検出しました。 

0711 LOW VOL アラーム 電源電圧の異常を検出しました。 

0712 HIGH VOL アラーム 電源電圧の異常を検出しました。 

0713 ヘッドアラーム 印字ヘッドのドライバで異常を検出しました。 

0714 LF アラーム 
LF モータおよびトラクタモータのドライバで異常を検

出しました。 

0715 SP アラーム スペースモータのドライバで異常を検出しました。 

1500 応答なし プリンタからの応答がありません。 

 

 ガイド  

・ エラーが発生したときは、ステータスウィンドウ内のメ

ッセージに従って、エラーを解除してください。 
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